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　切手蒐集は小学生の頃、父親の無造作に

集めていた切手を見て大変な興味を持った

ことからはじまった。山登りのはじまりと

言えば中学生の頃、三重の故郷の鈴鹿の山

に子供達だけで母親のにぎってくれたおむ

すびと水筒だけで雨具も持たず粗末な運動

靴をはいての遊びの山登りだった。中学卒

業後、二年上の兄と一緒に学院に入ってか

ら切手研のあることを知って、学院生も入

会 OKとのことで入会させてもらった。入会

当時大変印象に残っているのが昭和 27 年

に卒業された白木朝康様であった。やさし

い大先輩で、おどろくばかりのコレクショ

ンを見せていただき、切手もいただいた記

憶がある。

　一方本格的な山登りは夏休み帰省時、大

学1年のS27年8月父と兄弟三人計4名オー

ル早稲田で富士宮登山口 0 合目からの富士

登山だった。夏の富士登山は裾野の樹林帯

をのぞいて日陰がないので暑さを避けるた

め夕方から登りはじめ夜歩きを続けて山頂

直下八合目か九合目の山小屋に泊まり、早

起きして山頂からのご来光をおがむのがほ

とんどだった。

　目頃低地で生活をしていていきなり最高

峰の富士山にいどんだため全員高山病にか

かり大変つらい山頂だった。

　翌年 S28 年は北アルプス白馬岳に同じメ

ンバーで登り清水尾根をぐるりまわって祖

母谷温泉で道端の温泉に入り、樫平より関

西電力のトロッコ列車で黒部川の深い渓

谷のすばらしさを満喫しながらその日は宇

奈月温泉で一泊した。追記、富士山も白馬

岳も共に地下足袋での登山だった。学生時

代の登山はこの二山で終っている。本格的

に山登りをするようになったのは卒業後ト

ヨタの販売会社に入ってから夏休みを蓼科

の会社のロッジで過ごすようになってから

だ。妻も一緒に八ヶ岳山麓を歩くうちに山

と高山植物のすばらしさに魅せられてし

まった。いの一番で最高峰の富士山に登っ

たので、以後の登山はすべて富士山よりも

低い山に登り続ける事となった。

　切手への興味も自然の風景が好きで国立

公園、国定公園、観光地百選、ふるさと切

手等に多くの代表的な山が登場して蒐集の

楽しみを増してくれた。八ヶ岳から出発

した登山の楽しさは次にあこがれの北アル

プス、中央アルプス、南アルプスヘと進ん

で行った。最初から目標にしたわけではな

かったが、3000m 以上の山はこの中部山岳

地帯の北、中央、南アルプスのみとの好位

置にあったため、全 25 座を完登したのは

平成 9 年 8 月 12 日南アルプスの聖岳 3013m

であった。まだ深田久弥の「百名山」が発

刊される以前のため夏山は大学生、高校生

の夏合宿で大変にぎわっている頃で中高年

の姿は非常に少なかった。

　さかのぼって平成 5 年に今迄の登山実績

から先輩会員二人の推薦を得て日本山岳会

に入会した。単独または妻と二人で登って

いたが、入会後の登山数はうなぎ登りにふ

えていった。入会同期の仲間で深田久弥の

百名山に挑戦している者がいて強くすすめ

られた。ここにおいて次なる目標を百名山

完登に置くことにした。これ迄に僅か 11山

に登っただけで残り 89 山に挑戦すること

となった。ここにきてついに中高年の百名

山ブームにとり込まれることとなった。こ

れからは中部山岳地帯から、北は北海道か

切手と登山
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ら南は九州屋久島迄の列島縦断の挑戦

となった。

　トヨタを少し早めに退職させても

らって平成 4 年 2 月北海道のワインの

販売会社の社長を 5 年つとめあげ、こ

のワインが取り持つ縁で平成 9 年 1 月

からリーガロイヤルホテルに営業とし

て誘われ、若い人達と一緒に営業の第

一線で仕事に打込んでいるが今年末で

ホテル営業 10 年を迎える。この転職

15 年間が仕事と登山の両立にほんと

うに恵まれ、我ながら驚くほど元気に

1 頃調に事故もなく平成 16 年 11 月 13 日、

屋久島の宮ノ浦岳 1935m の山頂にて百名山

完登を達成した。満 70 才 9 ヶ月だった。

　以下に各地から選んだ切手に登場してい

る山の登頂記です。

富士山登頂　　　H10 年 8 月 24 日 ( 二回
目 )　　3000m25  登座完登お礼の登山
 23 日マイカーにて 8:30 自宅出発、一路東

名高速を走り御殿場 LC を出て新五合目駐

車場に 12:00 着標高 2400m、山頂が見えて

いる。12:30 出発。18:18 表口九合五勺標

高 3590m 地点の胸突山荘着。宿泊。天気晴

気温 12℃。

　24 日 3:15 目が

さ め る。4:30 出

発。5:03 山頂着。

5:10 山頂より日

の出快晴日の出を

おがみカメラにお

さめる。富士山最

高地点剣ヶ峰に

立ったのは 5:50

　3776m と あ る。

新五合目駐車場に

11:55 着。

旭日岳 (2290.3m) 登頂 H14 年 8 月 7 日
　平成 14 年 8 月 4 日力》ら 12 日迄夏休み

をとって妻と一緒にマイカーによる北海道

百名山に登るドライブに出発した。8 月 4

日むし暑い曇り空のなか自宅を17:30出発。

首都高から東北道を北へひた走る。栃木

県内豪雨とすごい雷の中約 40 分走行。途

中 SA で 2 回休憩。日付が変り、5 日 0:35

東北道岩手山 SA に入り車中泊 ( 東京か

ら 583km)。5:00 目がさめる。6:00 朝食、

6:30 出発。8=00 青森料金所出る。東京よ

り725km(本線上680km)。20分後青森港フェ

リー埠頭着。9:10発函館行きがとれた。9:14

出船、うす曇、レストランでくつろぐ。妻

のおごりでビール 1 本と枝豆。フェリーは

函館山の横を通過、12:55 函館港着下船。

曇空。

　この頃から 7 月 9 日に同じ北海道の幌尻

岳に登る途中額平川の急流を 15 回も渡渉

中、右足の親指を強く流れの中で岩にぶつ

け、爪がいたんでいたのだが、ここに来て

我慢が出来ないほど膿んできたので車中か

ら 119 番に電話、外科医院を教えてもらい

爪を抜く治療をして、羊蹄山に登るため車
切手にある観測所の前の

富士山最高地点にて
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を倶知安口登山口に走らせた。途中から強

い雨が降り出した。半月湖の登山口に着い

たのは 20:50。駐車場にて車中泊。22=00

眠りにつく。どうやら雨は止んでいる。

　8月 6日 (火〉4:00 少し前に目がさめる。

雨は止んでいるが夜中から吹いていた強風

が残っている。5:20 妻の見送りを受けて出

発。妻は半月湖畔で絵を描いたり散策をし

て 7 時間半を過ごすと言う。車の鍵も渡し

て出発。蝦夷富士の名のとおり遠望は富士

山に似てすばらしい。標高は 1980m である。

順調に高度をあげる。晴れているが強風が

吹きあれている。振り返るとニセコの山に

異様な雲がおおいはじめている。

  9 時 14 分八合目着。標高 1570m 曇り一

面ガスに、冷たい強風、出発してすぐカウ

ベルをつけた男性が一人登ってきた。私を

追い越して行った。100m 程登ったところ

でカウベルの男性が降りてきた。山頂火口

沿の道はどしゃぶり横なぐりの雨と猛烈な

強風、加えて視界 10m 前後でとばされそ

うで危険なため、勇気ある撤退をしたよう

だ。話をうかがって山頂の火口沿の道に出

てみたら、そのままのすさまじさ。雨具を

出し遅れ、身体全体がびしょぬれで寒さの

ため身震いがとまらず、あせりのためにう

まく上下の雨具が着られない。ここ迄来た

のだからと強気で頂上をきわめる決断を下

し慎重な行動で火口半周先の山頂の標識に

11 時に到着。その荒れ方はすさまじいの一

語だ。山頂でただ一人冷えて脚が硬直して

いる。20 分後に山頂に別れをつげ、痛む足

を引きずるように下山開始。歩く早さは通

常の半分程にしかあがらない。加えて下山

は危険である。妻に約束した時間より大幅

に遅れる。下山口にかなり近づいた時点で

15 時 30 分頃、蜂に左耳をさされてしまっ

た。かゆくてたまらない。毒がどんどん全

身にまわっている。16:10 半月湖駐車場着。

妻は何度も下山口までまだかまだかと心配

していたとのこと。ぬれたまま車で出発。

17:27、倶知安厚生病院にとびこみ解毒の点

滴治療を受ける。医師は今日は倶知安で泊

まって翌日出発をすすめたが、そのまま病

院を 19:17 出発し国道をひた走り、小樽に

て寿司屋に入り夕食を食べ、21:30 小樽を

後に道央道砂川SAまで走り、ここで車中泊。

(23:26 着 )

　8月 7日 (水 )7時少し前、砂川SAを出発。

旭川鷹栖 IC を出て、9:15 待望の旭岳ロー

プウェー駅駐車場着。東京より 1241km、標

高 1100m、ロープウェーにて姿見駅に着く。

標高 1600m。妻と二人で北海道最高峰旭岳

の頂上を目指して 10:00 出発。広大な周囲

の草原はお花畑が一面にひろがっている。

ここをアイヌ語でカムイミンタラ、神々の

遊ぶ庭と言う。旭岳は北海道の真中にある

ので北海道のヘソと言われる。途中姿見の

池周辺は何本かいきおいよく蒸気を吹きあ

げている。姿はやさしいが生きている火山

だ。

　姿見の駅を出発して 12:51 旭岳の山頂着

( 標高 2290.3m)。山頂から展望は薄曇だが

北東にある間宮岳のみガスに見えかくれし

ている以外は展望なし。山頂に 25 分間滞

在したあと山頂に別れを告げ姿見の駅に降

りた。この夜は美

瑛駅駐車場泊。

槍 ヶ 岳 (3180m)
登頂    H3 年 8
月 11 日
　平成 3 年の夏休

みは 8 月 10 日か

ら 13 日迄の 4 日

間北アルプス上高

地から梓川に沿っ

て徳沢、横尾、槍

沢を通って槍ヶ岳

を振り出しに東鎌

尾根を下り表銀座

の西岳、大天井岳、
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燕岳に至る縦走だ。

　8 月 11 日前日泊った横尾山荘を 5:42 出

発。槍沢をさかのぼり槍ヶ岳直下の槍岳山

荘に到着したのは 13:56 であった。標高

3060m。雨で視界きかず、山荘で身仕度をと

とのえ 15:40 出発。槍の山頂に妻と一緒に

いどむ。ほぼ直登に近い岩山を慎重

に一歩一歩よじのぽる。幸いにもガ

スっていたので妻は真下を見ても何

も見えないので恐怖感はないと言っ

ていたが、一瞬ガスが晴れて地上が

見えた瞬間、山荘が真下に見えたの

には驚きだった。そそり立った槍の

頂上は非常にせまく、登り道はしば

しば渋滞で立ち往生。山頂に立った

のは16:15、気温9℃。妻と二人そろっ

て記念写真。展望は 3600 のはずだ

がガスの切れ問から時々のぞめる程

度だったが、登頂の喜びの方が大き

かった。

大山 (1711m) 登頂  H16 年 7 月
20 日
　7 月 20 日 5=30 自宅出発、羽田

着 6:30。羽田発米子行 7:37 離

陸、8:43 米子空港着陸。9:15 レ

ンタカーにて空港出発。10:21 大

山夏山登山道駐車場着。空港より

33.5km10:51 出発山頂まで 2.8km

石段の登り口だ。

　一合目、二合目の標識あり。

12:54 七合目通過。10 分後 1500m

通過、1600m まではきつい急登の

連続。M:15 大山山頂着。強風一面

ガス展望なし。伯誉富士の異名を

持つ大山は山腹、山頂とも崩壊が

はげしく、山頂の剣が峰 (1729m)

へは登山禁止で手前の弥山 1711m

が山頂となっている。山頂にいる

時間僅か5分で、14120山頂に別れをつげた。

17:15 大山橋駐車場着。車で米子駅前ホテ

ルに 18：47 着。入浴しようと思っていた

ら妻から電話が入る。グッド・タイミング。

心配だったんだろう。



231

宮ノ浦岳 (屋久島 1935m) 百名山完登の山
登頂　H16 年 11 月 13 日　宮ノ浦岳は九州

最高峰の山である。九州本島に数々の有名

な山があるが皆、宮ノ浦岳におとる高さだ。

　屋久島は年間の降雨量 1 万ミリに達する

世界有数の温暖多雨の島である。樹齢 7200

年の縄文杉をはじめとする屋久杉が有名で

ある。11 月という年間で一番雨の少ない時

を選んだのが正解だった。4 日間島にいて

雨具を着たのは僅か 30 分だった。

　11 月 12 日、羽田を 8:34 離陸。10:15 鹿

児島空港着陸。快晴、気温25℃鹿児島北フェ

リー埠頭を 12:50 出発。15:33 屋久島宮ノ

浦港入港。17:03 本日の宿屋久島グリーン

ホテル着。13 日 3130 起床。4:30 バスにて

ホテル出発。5:18 淀川登山口着 10 分後い

よいよ出発。まだまっくらの夜だ。淀川小

屋で朝食。4:40 日の出、花之江河を通過。

9:23 宮ノ浦岳が姿を現す。小休止しながら

10:44 待望の宮ノ浦岳山頂に立っ。ツアー

一行の仲間と山頂にいる登山者

から大きな拍手で百名山完登の

祝福をうけた。喜びが込み上げ

てきた。ツアー一行の方々にも

百名山最後の山行であることを

話していなかったので皆さん驚

いた様子だった。山の姿はおだ

やかな様相であった。本州では

11 月の高山は紅葉が終り落葉の

時期なのに木々も山肌も緑と草

色につつまれていた。真冬は九

州最高峰のため山々はかなり積

雪があるとのこと。
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　愛知万博「愛・地球博」には実によく通っ

た。切手展出品作の資料をできる限り集め

てやろうと全期間通用パスを購入した。名

古屋市東郊の会場まで地下鉄とリニモを

乗継いで 40 分で行ける。友人からもらっ

た招待券で開幕五日前の内覧会を見たほか

20 数回通った。

　スタンプショウ・オープン切手展 (4 月

末・浅草 ) には開幕前年 (04) から 3 年連

続で「愛・地球博」をテーマに出品した。

04 年は「熱く・・」、05 年「いりゃあせ…( い

らっしゃい )」、06 年「私の…」。切手を共

に 70 年近くになるが久々に燃えた 3 年間

でした。

淋しい外国の地球博切手

　海外 120 ヵ国が参加したのに地球博切手

発行は 10 数ヵ国だけ。万博会場で見たの

はイランと、P スタンプ (2 種連刷 10 枚 ) を

無料で配ったカタール。国連館では業者が館

用 P スタンプも売った。

　地球博切手は 4 ～ 6 種の小型シートに

テーマ「自然の叡智」の字やロゴ入りが主

流。グレナダ、ミクロネシア、パラオはいずれも

発行日まで同じ。ガンビア、シエラレオネとも

に開幕後 3 ヵ月たった 6 月以降に発行され

た。シートにテーマ「NATURE'SWISDOM」と

公式ロゴかモリコロ図案、切手は珊瑚礁、

月面着陸、誕生 ( 母子 )、火山、野生動物

などと同じトーン。コンゴも不思議。パウ

ロ 2 世・蝶・らん・新幹線と山手線電車に

絵柄と不似合いな「05AICHI」の字 ( 小型

3 種 )。カナダ：石標とオーロラを描く短編

1 種。国連：キヤノン後援「世界環境写真

コンテスト」入賞作を使った単片 6 種、ク

ロアチア：円形切手入り小型。ロシア：小型1種。

モンゴル：犬ネコなど描く (4 種連刷）小型。

ブータン：仮面舞踊 (4 種連刷と仏陀 (1 種 )

の小型 2 種。ヨルダン：塩の結晶 (3 種連刷

を含む 4 種を収めた大ぶりの死海シート。

カナで「ヨルダン」と書かれている。

21 世紀の万博に期待をこめ

　開幕前年の 04 年は寄付つきモリコロ切

手が発行されただけ。防府のガ lI 馨さん

らに作って戴いた台紙で万博関連局の私製

カバーを作った。大阪万博以前の国内博覧

会は 90 を越すと知って複製絵はがきを求

めるなどして一覧を作った。P スタンプに

は興味がないが 05 年 4 月に大府市が発行

したフレンドシッブ事業記念 ( 売価 1000

円 ) は良心的。初日印を押印し展示した。

商売上手 ?  ”イラン局”

　イラン館ではジュウタン会社が作ったカ

バー入り切手を 500 円で売ったが同じ館内

の " 郵便局 " では、シートの角のモリコロ

部分をちぎって 200 円で売っていた。版

権の関係とか。翌日は 300 円だったり局員

によっても違った。終盤はどちらも半値の

250 円・100 円で売るなど商売上手。安い

切手も多く、チーターセット ( 切手 4、絵

葉書、封筒各 4FDC)400 円も売れていた。

ジュウタンは 1 億円以上売れたという。

活かせなかった大阪博の経験

「愛・地球博」追っかけ 3年

市川　鴻之祐　

イラン地球博小型シート左はモリコロ抜きで販売したもの
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　大阪万博当時の「郵趣」には郵趣協会が

積極的な活動をした記事が見られるが、今

回は消極的で残念だった。外国切手発行に

協力、悪徳業者絡みの切手高騰を防いだこ

とやこの時期に会員・事務局員が飛躍的に

伸びたとの記事もある。今回は世界的に収

集熱がさめ、お役所は民営化問題でそれ所

ではなかったのだろうか。

マンモスの毛はモチ本物

　万博の目玉マンモスのリーフを補強する

ものを捜していた時、知人から「これはど

うか」とマンモスの毛 ( 注 1) を戴いた。

釣り糸みたいに太く長さ 20 センチと 10 セ

ンチほどの義出所を伏せることを条件に。

マンモス切手とともにこの毛を 04 年オー

プン展に出品。それ以後も毎回リーフの形

をかえて展示した。後日、新聞社からも尋

ねられたが「証拠はないが…」とケムにま

いた－約束の手前、言えないだけにホッと

した。

豪華な冊子、ロボット・トランプ、ピンバッ

ジ。「海外勤務になったので、謹呈」との

手紙とともに、主なスタッフに贈られた感

愛知万博開幕日　　マンモスの毛のカバー

届いた万博のお宝

ラッキー！　友人が万博担当に

　旅行会社勤務の友人が万博担当になった

ことは幸運だった。内覧会の券をくれたの

も彼だ。おかげで無人走行車 ( 皿 MS) の絵

はがきと乗車券がわりになった袋、開幕五

日前の万博局印など招待客でなければ入手

できない資料をゲットできた。閉幕後 10

日余り過ぎた時に、彼から万博局最終日の

カバーが来た。しばらくしてお宝がぎっし

り詰まったダンボール箱が届いた。開閉会

式次第をはじめ来賓客用のお土産グッズや

注 1　マンモスの毛は 60 ～ 80 センチと長いもの

が多い ( ロシア館員の話 )。05 作品は中部、鹿児

島両スタンプショウにも出品した。

謝のタテまである。

縁日なみ混雑と出会い

　閉幕が近づいた 9 月は 20 万人を越す日

が 14 日間、縁日なみの人出。早朝から開

門を待つ間に小学生兄妹と仲良しになっ

て、ドイツ館を一緒に見るなど、楽しい出

会いも多かった。宿舎確保を頼まれた縁で、

野口英世ゆかりのガーナの高校生一行を案

内、朝日新聞マイペーパーを作った。平和

と友好を願う彼らはメッセージが掲載され

た新聞を土産に帰国した。

杉原先生のアピール欠く

　6 千人の命を救った外交官、杉原千畝先

輩のリトアニア館の展示は物足りなかっ

た。小中学時代を名古屋で過ごした ( 私の

母校五中 OB) ことを紹介する良い機会と期

待したが、館内での表示説明がなく来館者

には伝わりにくかった。

万博局の一部混乱

　開幕日に一部の万博分局ではスタンプ

を自由に押させたため切手を貼らずに押印

したり一時混乱 FDC も黒みがかったもの

に ( 黒い小型印、茶色の黒活が出るかも )。

閉幕日の午後、瀬戸分局では郵便商品が売

り切れ。「売るものは何もありません」と

係員。この日「明日からはどこを歩こうか」  

帰路のバスで同年輩がつぶやいた。
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　受話器をとったら女性の巽き声が聞こえ

た。

「雅子か ?」

「大変なことしちゃった !」

「どうしたんだ !」

「院長先生が来られたから、代わります。」

「電話を代わりました。実は雅子さんが、夕

べだした薬で、今朝患者が死にました。こ

れは雅子さんのミスです。病院として困っ

たことになりました。然し、起こってしまっ

たことは仕方がありません。病院としても

表沙汰だけにはしたくないんです !」

「今朝から病院の弁護士と死んだ患者の弁

護士が話し合って居ります。先程から、先

方の弁護士さんも、やっと我々の立場を理

解されたようです。お互いに表沙汰にしな

いで解決したいという態度に変わって来て

います。

　最近の医療ミスによる死亡は 3000 万円

です。現在雅子さんは、2500 万円の保険に

入っています。先生の気持ちが変わらない

内に 500 万円を振り込んで下さい。・…500

万円と言えば大金ですから、200 万円だけ

でも今日中に振り込んで下さい。」

　ご存知のように、『オレオレ詐欺』の犯

人からの電話である。新聞やテレビに何度

も報じられていることである。然し、握っ

た受話器から直接聞こえてくる犯人の声

は、私を完全に動転させた。私にとっては、

" 来るべきものが来た !" という思いであっ

た。昨今の新聞・テレビで報道される医療

事故は、医者の娘を持つ親とすれば、何時

このような事態に遭遇するか常に心してい

たからである。その点 " 表沙汰にしたくな

い !" と言う院長の言葉は、私にとって一

縷の望みであった。娘の将来を考えれば、

表沙汰になるのは最悪である。直ぐにでも

勤め先に駆けつけてやりたい気持で一杯で

あった。出来ることは何でもしてやりた

かった。こんなに心配したことは嘗ってな

かった。

　気持ちは上擦っていたのであろう、くだ

らない質問も多々していたようである。

　その内、気を取り直したのか、こ . 隔慧

では患者の御遺族に申し訳ないと考え、直

接あって謝罪したいと思った。その旨を院

長に伝えると、院長は即座に拒否した .。

「死んだ患者の遺族はここには居りません。

弁護士同上の話し合いなので、今来ても困

ります」

　大体この種の事件は直接被害者の家族に

あって謝罪し、誠意を伝えて置くことが

後々トラブルを軽減するための筋ではなか

ろうか ! それを断わる院長は、　おかしい !

　その時、辻棲の合わない二 , 三の疑問が

脳裏を掠めた。

　娘は妊娠中のため、産業医として大学病

院での診療を外してもらい、患者の少ない

Ｄ印刷会社の岡山工場医務室に勤務してい

る。普通、医師は国民年金加入で、企業の

一員となった時だけ厚生年金に加入出来る

システムで、娘はこれを喜んでいた。岡山

市内より北に電車で 30 分程の山里である。

　第一に、" 雅子さん " という呼び方は医

師仲間ではしない。どんなに若造であって

も、院長や教授でさえも、馬場先生と姓名

動　転

馬場　恒浩
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に、先生を付けて呼ぶ慣わしのようだ。(娘

は職場結婚のため、旧性を名乗って主人と

区別している ) それに、殆どの医師が医療

事故を想定して、一億円以上の保険に加入

していると聞いている。

　若しかしたら、何かの問違いかもしれな

い。まして身重の娘の体調も心配でもある。

もう一度娘を電話口に出してもらった。

「声が違うじゃないか ?」

「朝から泣いていたので、擦れてこんな声

になってしまった !」

疑問を質そうと思っていたが、本人にそう

言われてみると、娘の声のようでもあるし、

また良く似ている。やはり間違いではな

かったのか ! がっかりしていると、すぐ院

長の声になった。

　「いろいろ御心配でしょうが、起ったこ

とは仕方ないんです。相手の気持ちが変わ

らない内に一刻でも早く振り込んで下さ

い。200 万円用意出来たら電話してくださ

い。」と携帯電話の教えてくれた。電話を

切った後も荘然として、受話器は握ったま

まであった。しかし何か釈然としないもの

があった。

　先ず200万円を用意しなければならない。

その時妻は不在で、印鑑や通帳の場所が分

らない。引き出しや箪笥を探したが見当た

らない。最悪である。振込みの期限が近付

いてくる。間に合わなければ、どうすれば

良いのか ?心配ばかりが先行する。

　暫くして、どうせ居ないことは分ってい

たが、他に良い方法も浮ばなかったので、

娘のマンションに電話した。娘に聞くしか

なかった。もちろん不在ではあったが、幸

い留守番電話だったので、至急連絡するよ

うに伝言した。

　愈々困り果てていた時、電話が鳴った。

娘からであった。伝言してから五、六分程

経っていたであろうか。今度は、娘は泣い

ていなかった。早速院長先生からの電話の

件を話した。

「昨日は日曜日で休診。それ『オレオレ詐欺』

でしょう !」

　その時やっと『オレオレ詐欺』であるこ

とに気付いた。この日は月曜日で、診療は

午前中のみで今帰宅したところだと言う。

電話して良かったと思う。

　然し同時に、今まで犯人に騙されていた

ことに気付くと怒りがこみ上げてきて、腹

が立った。早速、携帯に電話した。

　院長を称した男の声ではあったが、すぐ

には分らない様子であった。他の『オレオ

レ詐欺』の最中であったのかもしれない。

180 万円しか掻き集められなかったと言っ

たら、振込み機の前から、もう一度電話し

て下さい。その時までに口座番号を弁護士

から聞いておくと言う。

　当日、私は午後二時に大学病院の診療を

受けねばならなかった。前立腺癌治療の小

腺原挿入の場所を特定するためである。若

し遅れたら半年先まで治療出来ない。振

込口座を確認して警察署に通報する積りで

あったが、娘も無事だったし、診療に遅れ

るわけにもいかない。今までに溜まった激

情を押さえられず、電話口の犯人に、大き

な声で怒鳴って罵倒した。気持ちがスーッ

とした。

　平成 14 年 11 月 30 日のことであった。翌

日警察庁は『振り込み詐欺』と罪名を特定

した。

　娘は小学校の頃より切手蒐集に興味を示

し、私と一緒に切手を楽しむ心根の優しい

女であった。この事件の後、無事女児を出

産。ハーバード大学の医学研究所に勤める

主人の許へと、孫娘を連れて旅立った。寂

しい限りである。
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　127 年前のタイムズ紙が、オークション

で買った品物の包み紙となって入っていま

した。以下はその前半部です。図版はペニー

ブラック 150 年記念切手 ( マン島 ) で、下

が図案に使われた 15 歳のビクトリア。82

歳で死去するまで、1840 ～ 1901 の 61 年間、

切手の上では 15 歳のままでした。

1879 年 8 月 28 日 ( 木 )　タイムズ紙

　昨日朝 4 時半、ローランド・ヒル氏はハ

ムステッドの自宅で永眠しました。我が国

は最も貴重な人材を失いました。

　ヒル氏は自学自習の人で、イギリスを現

在の地位に高めた一人でした。

　ドイツには完成された官僚養成組織があ

り、そこから多くの人が訓練を経て国家の

各方面の仕事につきます。英国には特別の

訓練や強力なコネも無いのに、いつしか頭

角を現し、国家ひいては人類に貢献した多

くの人がいます。インド提督クライブ、鉄

道の父スチブンソン等です。37 歳までは田

舎の校長だったローランド・ヒルもその一

人です。世界の郵便システムを変えたこの

人物の生い立ち、そして彼を取り巻く環境

を検証してみます。

　1795 年 12 月 3 日、キダーミンスターに

於いて、ローランドはトーマス・ライト・

ヒルの三男として生まれました。家は先祖

から受け継がれた物でした。フランスと戦

争が始まると父の仕事はなくなり、一家は

苦境に陥りました。父親は知性豊かな人物

でしたが、知識豊富ではありませんでした。

探究心旺盛で正直かつ大胆、誠実な人でし

た。思索に歌り、理論の構築に余念

がない人でした。但し、実地に検証

することはありませんでした。間違

いないと確信すると、実証の必要性

を感じなかったのです。

　男 6 人に女 2 人、8 人の子持ちで

政治的には Whig 党寄りでした。折

しもフランス革命時でリベラルな風

潮が一夜にして凍りつく恐れもあり

ましたが、ヒルー家はより良い世界

を目指して一路進もうとしていまし

た。幼いローランドは「何か人類に

とって大きな利益となることを仕上

げてみよう」と心に誓うのでした。日々の

食事の際、家族はいつも議論を重ねていま

した。飲み物といえば、水より高い液体が

供されることはありませんでした。権威を

一切認めない一家でした。

　ローランドの母は常識人でした。忍耐強

く、用心深い性格でした。父のおかげでペ

ニーポスティジが生まれ、母のおかげで成

功にこぎつけたのです。母は日夜、一家が

貧乏生活から抜け出す方策を案じ、父親に

「滅多に儲けが出ない商売はあきらめ、学

校を始めましょう」と提案しました。

　大層安い月謝で、一家の窮乏は続きます。

まだ幼いローランドに向かって、母は大人

の男性に話すように一家の困難を訴えまし

た。貧乏のっらさをいやというほど味わっ

て、彼は成長します。彼はまた、母親が郵

便配達を恐れているのを見ました。家には

ローランド・ヒルの追悼記事

小西　邦彦　
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郵便料金を支払うお金がありませんでし

た。

　子供達は各自多くの仕事を割り当てら

れ、よく働きました。11 歳で父の助教につ

いたローランドは 12 歳で学業を終え、教師

に転じました。物の考え方、知識に対する

強い関心を教えました。父は、広い視野を

持ち、自己中心の思考に陥ることのないよ

う教えました。彼は生まれながらの自信家

でした。数年も経ず、教育の古い概念を全

てひっくり返し、自分流のシステムに再構

築しました。体罰の全面禁止、そして完全

な民主主義。若きローランド・ヒルが書い

た「公教育」のシステム本は、何度か手直

しを経て世に知れ亘るものとなりました。

30 歳でロンドン近郊に分校を設立。しかし

多年の働き過ぎで健康を害し、長期の休養

を余儀なくされます。校長職に嫌気がさし

たローランドは、もっと自由にものの言え

る職を求め、弟のアーサーに学校をまかせ、

改良法案作りに精を出します。出版したの

は「貧困と犯罪の漸減策」でした。

　当時の郵便事情はひどいものでした。

11,000 行政区に郵便局は 3,000 しか存在

せず、郵便が届かない地区も多く、料金も

高額でした。封筒はまだ使われず、便箋一

枚をロンドンからエヂンバラヘ送ると 1 シ

ル麗ペンス。領収書を中に入れるとダブル

レター扱いで倍額の 2 シル 3 ペンス。重量

は不問で、大きな紙に書いてもシングルレ

ター。ティッシュペーパー 2 枚に書くとダ

ブルレターとなりました。上流階級には料

金無料の特権が与えられ、大抵タダでした。

王族、議員、僧侶達です。商人達も違法の

手段で通信費を安くしており、一般大衆に

つけが廻っていたのです。

　手紙を出したくても郵税が払えません。

子供が成長して働きに出ても消息を知るこ

とが出来ず、親が働きに出れば留守家族は

音信不通。この状況は 20 年もの間続きま

した。

　1835 年のこと、一般歳入が大幅な黒宇を

計上しました。ローランド・ヒルはこの金

をうまく使って、郵便改革に取り組むこと

を思いつきました。手紙につぎ込まれる税

ほどつまらないものはない。彼は郵便局調

査に着手します。大発明の多くは何かの幸

運に恵まれた結果です。ニュートンの万有

引力の法則は、リンゴが落下した途端に生

まれました。それまでリンゴは落下するこ

とがなかったかの如く。ローランドがひら

めいたのは、英国全土にたった 1ペニーで、

しかも黒字で郵便を届けようというもので

した。しかしローランドの案は、長年に亘

る調査と計算に基づいたものでした。

　時の郵政長官は、年間の郵便量を 1 億 7

千万通と云ったり、僅か 4 千 2 百万通と変

更したりで正しい統計を知るのは困難でし

た。ローランドは、ともかく郵便配送のコ

ストは誠に僅かな金額であることを掴みま

した。さらに郵便局は欠陥だらけで、再構

築の為、大胆なプランを作り、1837 年に「郵

便改革」という有名なパンフレットを発表

しました。ところが郵政本省のお偉方には、

馬鹿げた代物と一顧だにされません。一

方、民衆には歓迎され、実現に向けた協会

が結成され、議会には請願が殺到しました。

1838 年下院に審議会が生まれます。そして

一票差のきわどい採決で法案は通過したの

です。
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花本前会長が名誉教授に
　花本金吾稲門フィラテリー前会長は、1
月 19日 8号館にて「英和辞書編纂の一側面」
と題した最終講義を行い、3 月末をもって
早稲田大学法学部教授を退任されました。
花本先生は早大レスリング部部長もされて
いたこともあって、この講義には早大レス
リング部部員も出席、講義終了後部員から
先生に花束が贈られました。
　4 月には、花本先生に早稲田大学名誉教
授称号贈呈が決定、6 月 29 日にその贈呈式
がありました。写真はそのとき贈呈された
証書です。
　先生は『立派な証書と身分証明書をいた
だきました。3 月末退任に伴い長年肌身離
さず持っていた身分証明書を返却した際
は、まったく身分を証明する物がなくなる
寂しさを一瞬感じましたが、今回生涯有効
な身分証を頂き、嬉しく思いました。』と
話されました。
付記、名誉教授に関する大学の規定 :
　早稲田大学は、教授として原則満 20 年
以上在職し、教育または学術上の功績が顕
著な者に対して、名誉教職員規定により名
誉教授の称号を授与する。

大隈講堂の姿が見えなくなった

　5月 30 日、大隈講堂のまわりに工事用足

場が組み立てられはじまっていた。

　7月 15 日、すっかり白いボードで覆われ

てしまっていた。でっか一い四角い積み木

を組み合わせて作った大隈講堂の模型のよ

うに見えた。外観はそのままで内部が改修

されるとのこと。

2007 年 9 月の改修工事完了が楽しみであ

る。

夏の切手展への参加者

サマーペックス '06( 大手町 :ていぱーく )
　池澤克就氏　　「湘南物語」

分科会活動報告 (切手教室 )

◎「第 42 回切手教室」(6 月 3 日 )

　甲斐正三氏　　「映画と切手」

　池澤克就氏　　「文化人切手」

◎「第 43 回切手教室」(7 月 1 日 )

　池澤克就氏　「海外旅行と郵趣 ( アテ

ネ )」

　第三回郵趣会・交換会

◎「第 44 回切手教室」(8 月 5 日 )

　小西邦彦氏　「郵便の父 :

　　　　　　　ローランド・ヒルの人物像」

　小川義博氏　「グラフに見る切手の発行」

住所変更のお知らせ

　和波　久基　
　146-0092　東京都大田区下丸子 2-24-10
　　　　　　　　　多摩川ハィム 3-1103
　　　　　　　　　電話 :03-3758-0211編　集　後　記

　サハラ砂漢にある世界遺産タッシリナ
ジェールの壁画には、川が流れ緑が茂り、
多くの動物が住んでいた様子がうかがわれ
るそうです。何千年かかかってゆるやかに
地球が暖かくなっているのでしょうが、こ
こ数十年は、かってないものすごいスピー
ドで温暖化が進んでいるのが実感されるよ
うです。皆様にはおかれましては、お身体
を大切にこの夏を乗りきられますように。
    本号を印刷にまわす直前、早稲田実業
の夏の甲子園初優勝が決まりました !! 今
度は秋季・六大学野球の優勝を期待したい
ものです。

発行日 :2006 年 9 月 1 日

発行 :稲門フィラテリー

発行人 :小西邦彦一

　〒 150-0002

　　　渋谷区渋谷 1-11-3 正栄ビル 4F

　　　　　(株 )英国海外郵趣代理部内

稲門フィラテリー事務局

郵便振替口座 :00110-0-560458

           「稲門フィラテリー」

編集担当 :湯川宗昭 ・ 池澤克就

　　　　木元淳一郎  ・ 甲斐正三
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　合格祈願で大隈さんの銅像に「お賽銭」
を置いてきた。ご利益があって良かった。
と言う話を耳にしていたので、そっと銅像
の台座に目を遣りながら、いつもの７号館
205 号室に向かう。
　10 月 22 日、13 時 5 分。稲門フィラテリー
総会が始まった。もう７回目になる。窓の
下では、ハイソサエティ・オーケストラが、
開会を宣言するように校歌の演奏を始めた。
磯野幹事の紹介で壇上に上がった小西会長
は、「時代の変化によって人間関係はゆるく
なっていくが、そんな中で、我々のような
年齢層の集まりは、大変重要な役割を果た
すのではないか。会員一同、益々、積極的
に参加して会を盛り上げて欲しい」と挨拶。
続く、過去１年間の活動報告では、退任さ
れる甲斐幹事の編集活動と、切手教室に関
する宮鍋幹事の活動に謝辞を述べたあと、
本年度は、Bring Your Own の気持ちで、切
手に関係の無い自分
の経験でも自慢話で
も、何でも良いから
会報に発表する等、
活発な活動を期待す
る、と話を結んだ。
　磯野幹事から、学
校の「125 周年記念
フレーム切手発行計
画」が紹介された後、石井幹事の会計報告、
住吉幹事の監査報告と議事は順調に進み、

役員改選の説明が
終了したところ
で、一括して採決
が行われ、全議題
が出席者全員の拍
手によって承認さ
れた。なお、渡辺
洋、甲斐 正三の 2
氏が幹事を退任さ
れ、諸田 志郎氏が

会計監査から総務に変り、新任幹事として
三村 正光氏（総務）、坂下 泰一氏（会計監査）
が選任された。総会出席者数 31 名。
  「早大入試にみる英語問題の変遷」と題す
る、前会長花本先生の講演は、先生の出身地、
島根県石見地区の話から始まった。――津
和野市からは西 周、森 鴎外が出ているが、
この二人は文化人切手になっている。この
点で、私の出身地は「切手」に関係がある。
更に、出身地の近くからは、雪舟、柿本人
麻呂、徳川 無声、島村 抱月らが輩出し、現
在、石見銀山は「世界遺産」に登録推進中
である――その故郷を出てから早稲田で英
語教師の職を得、辞書の編纂等に力を注ぎ、
レスリング部部長、切手研究会会長をつと
められ、本年 3 月に定年で退任されるまで
を、最近の英語入試問題の傾向や TOEFL、
TOEIC の様子に触れながら、時にユーモア

を交え、お話頂いた。
先生は、現在、益々
ご活躍中で、10 月 24
日には、「基礎英作文
問題精講（改訂版）」
を出版されている。
　花本前会長の乾杯
で始まった懇親会
は、最年少の出席者

和田会員の米国切手展入賞の話、市川会員
の慶応ＯＢとの野球
の話等が紹介され、
予定の 2 時間があっ
という間に過ぎてし
まい、来年の再会を
約束し、根岸会員の
締めで、めでたくお
開きとなった。昼間
の好天とは違い、高
田牧舎の外は秋の細
い雨に濡れていた。
( 写真 磯野昭彦）

第７回稲門フィラテリー総会報告

青柳　次男

小西会長

花本先生

建替中商学部校舎ﾌｪﾝｽの
大隈講堂切手原画作者

藪野画伯のｽｹｯﾁ
総会教室から見た

ﾎｰﾑｶﾐﾝｸﾞﾃﾞｰ銅像前風景
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　私は 1999 年 11 月に早大切手研究会 OB
会によって発行された記念誌『早大切手研
50 年』に掲載された拙文「モーツァルト切
手を楽しむ」の結びに「軽快な心地よいモー
ツァルトの曲を聴きながら、しかしどこか
愁いを含んだメロディーを感じて、この天
才音楽家をどう理解したらいいのだろうと
思う」と書いています。
　今私は、彼のピアノ協奏曲第 23 番 (K488)
を聴いています。第 1 楽章はアレグロ ( 明
快に、喜びをもって ) の表現がピッタリの楽
章です。しかし第 2 楽章アダージョ ( 嬰へ
短調 ) に移ると、哀愁を帯びたメロディーに
変わります。
　「彼をいかに理解したらいいのか」との
自身の問いかけに対する答えを導く試みを
と、丁度彼の生誕 250 周年である今年に加
え、稲門フィラテリィーの甲斐、小川両君
の要請に何とか応えようと、世のモーツァ
ルト愛好家の失笑、冷笑、苦笑を覚悟の上で、
躊躇しながらもペンをとりました。
　1756年1月27日父レーオポルト (37歳 )
母アンナ・マリーア (36 歳 ) の第 7 子 ( 内生
存した子としては第 2 子 ) として、ヴォル
フガング・アマデーウス・モーツァルトは、
ザルツブルクで呱々の声をあげました。今
から丁度 250 年前、今年はモーツァルト年、
世界各地で記念のコンサート、講演会、展
覧会、出版等々そして記念の切手も祖国オー

ストリアを始め各国で多彩に発行されてい
ます。
●天才？神童？
　彼は幼い頃から作曲に楽器演奏にと非凡
な能力を発揮したことは周知のことです。
姉ナンネルの回想には、彼はすでに 3 歳で
クラヴィーアで和音を弾き、4 歳でメヌエッ
トなどを上手に演奏し、そして 5 歳の時に
は作曲を始めたと記されています。
　モーツァルト家と親しく、彼の幼い頃を
よく知っているヨハン・アンドレアス・シャ
ハトナー ( ザルツブルク宮廷楽団のトラン
ペット奏者 ) の回想には、彼 4 歳のおりい
たずらのようなインクのしみだらけの、ペ
ンの使い方もよく知らないような楽譜を、
よく確かめると、それはきちんとした協奏
曲であったといいます。また一度書いた楽
譜をまったく修正しないなどという逸話か
ら彼は天才、神童の称号がつけられました。
　確かに神童ではありましたが、現代のモー
ツァルト研究では、彼といえどもスケッチ
を行い、手直しをして捨てるべきは捨て、
時間をかけて推考し、曲を作っていたこと
がわかっています。単なる直観派ではなく、
知性派、思想家なのです。モーツァルトは
普通の人間であり、「人生」をきわめて人間
的に生きた人なんです。彼の天分が神の与
えたものであったとしても、神の代理とし
て超越的な音楽を作ったわけではなく、ご
く人間的な問題意識の持ち主であり、彼な
りに考え、苦労を重ねながら音楽を書いた

と言えましょう。
●生誕地ザルツブルク嫌い
　ザルツブルクは、その昔ローマ軍

私感・モーツァルトその人

黒川　清知

① ③②
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の要塞の地で、見栄えのしない一寒村であっ
たといいます。ずっと後になってライテナ
ウという大司教が着任し、ローマを手本に
大胆な街づくりを計画、その後の変遷を経
て現在のこの町の形が出来上がりました。
ザルツ (Salz) は塩 ( 塩が沢山とれた ) ブルク
(Burg) は城、城壁を意味し、交通、貿易の
要衝の町でありましたが、しかしなんといっ
てもこの町はあまりにも小さい、刺激があ
りません、オペラ劇場もなく、豊かな才能
も発揮できず、このまま地方の音楽家とし
て埋もれてしまうのだろうかと焦ります。
父レーオポルトも、息子はこれでは音楽家
として幸せにならないとやはり焦燥します。
それには旅に出て息子を大都市の宮廷に就
職させねばならない・・・・・・。
　1771 年の暮れ、それまでの大司教シュ
ラッテンバッハが死去、翌年 3 月、ヒエロ
ニュムス・コロレドが後任の大司教として
就任しました。この大司教は、前任者と違
いおおらかさのない、秩序第一とする官僚
的な君主であったといいます。この大司教
はある程度音楽を理解していたそうですが、
モーツァルトには、宿泊した部屋は召使い
と一緒、命令した度々の演奏や急いで作曲
した作品にたいしては報酬も払わない、ま
たモーツァルトが自ら進んで演奏活動しよ
うとしても必ず邪魔をする態度に彼は我慢
がなりませんでした。大司教と度々衝突、
折り合いが悪くなり、最終的には決裂する
わけです。
　モーツァルトにとってザルツブルクでの

生活は不満と忍耐の日々でした。刺激
の乏しい田舎町、反りの合わない大司
教、尊大な貴族たち、多額の借金、聴
く耳を持たない人々のために作曲し演
奏することは耐え難いことでした。「あ
の君主 A( 大司教 ) が、傲慢な貴族た
ちが、ぼくには日増しに耐えられなく
なるからです。だから、〈お前はもう
要らない〉と、あの人たちが手紙でも
よこしたら、どんなにか嬉しいだろう
と思うくらいです」「ザルツブルクで
は椅子やテーブルに聴かせているよう
なものです」などと父たちに手紙で訴
えています。ああ「なにをかいわんや」
です。
●旅のモーツァルト

　「旅をしない人は〈少なくとも芸術や学問
にたずさわる人たちでは〉まったく哀れな
人間です。……凡庸な才能の人間は、旅を
しようとしまいと、常に凡庸なままです」
と人間形成の一助として旅を促らえ、そし
てこうも書いています。「( 旅では ) 万事に
気を配っています。御者への礼もぼくがす
かさず支払っています。ああいう連中と話
をつけるのは、やはりママよりぼくのほう
がうまいですからね」
　苦労も伴います。「とにかく八日間その馬
車で耐えましたが、もうそれ以上我慢出来
ませんでした。疲労のためではなく、とい
うのは車輪のバネがよかったからで、もっ
ぱら睡眠不足のためでした。御存じのとお
り、ぼくは馬車の中では眠れないたちで
す。したがって、それ以上このような旅を

④

モーツアルトの旅した３２の町
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続ければ、病気になる危険さえありました。
------」( 以上 1777 ～ 79 年母と同行のマイ
ンハイム、パリ旅行の際、ザルツブルク在
住の父宛の手紙から )
　彼が最初に旅に出たのは 6 歳になる直前
の 1762 年 1 月。それから 19 年後にウィー
ンに定着するまで、手紙にしたためている
ように苛酷な郵便馬車で揺られ揺られて旅
また旅の生活でした。旅した時間は、人生
の三分の一にもなる 122 ヶ月ともいわれて
います。それが彼を短命にしたともいわれ
ているようです。しかしその一方で訪れた
32 にものぼる音楽都市で得たものによっ
て、彼は " 真の天才” へと変貌を遂げたので
はないでしょうか。
　彼は生涯に 17 回の旅をしています。そ
の目的の一つ目は、神童ぶりを広く知らし
めるための幼い頃の旅。第 1 回ミュンヘン、
ウィーン旅行、そして西方への大旅行など、
これらは神童としての評判で大成功、演奏
家としての活動が前面に、そして 13 ～ 15
歳での第 1 回のイタリア旅行は、神童とし
てでなく大人としてと変化するわけです。
これに続く第 2、3 回のイタリア旅行も依頼
されたオペラを初演するため、一人前の作
曲家としてみなされてくるわけです。
　二つ目は、各地からの作品の依頼に応じ

るための旅行。第 2、3 回のミュンヘン、亡
くなる 3 ヶ月前のプラハ旅行がこれになり
ます。
　三つ目は、就職活動のための旅行。常に
就職のためのコネ探しはありましたが、就
職活動を主とした旅行は、第 3 回ウィーン
そしてマンハイム・パリ旅行が挙げられま
すが、両方の旅とも就職活動の面では失敗
でした。
　最後の晩年の旅、ベルリン、フランクフ
ルトの旅。演奏会の収入などで、経済状態
向上が目的でしたが、残念ながら彼の旅の
中では、一番実りのない旅でした。
●父レーポルトそして父との葛藤
　1719 年 11 月レーオポルトは、アウグ
スブルクにて製本師の息子として生まれ、
1724 年イエズス会系のギムナジウムに入
学、同系のリュケウム ( 現在の高校 ) 進学、
ザルツブルク大学入学、1739 年同大学退学、
司教座参事の近侍、そして 1743 年ザルツ
ブルク宮廷楽団員 ( 第 4 ヴァイオリニスト )
となり、1747 年アンナ・マリーアと結婚、
7人の子供が生まれますが、皆幼くして死に、
わずかに第 4 子マリーア・アンナ ( 通称ナ
ンネル ) それと第 7 子のヴォルフガングの
みが成長しました。1756 年 1 月ヴォルフガ
ングが生まれますが、この年、レーオポル

トは音楽史上に名を残す名著「ヴァイ
オリン教程」を出版します。翌年宮廷
作曲家に任命、1763 年宮廷副楽長に任
命され、以後ヴォルフガングを連れて
ヨーロッパ各地を旅行します。
　1778 年妻は他界し、レーオポルドも
1787 年 5 月 26 日に亡くなりました。
　「親たるものはその子供たちに自ら生
活の糧を得るべき力を与えようと努力
するものであり、これこそ自分の子ら
のためにも、また国家のためにも当然
の責務であります。子供たちが神より
才能を授けられておりますればおりま
すだけ、それだけいっそうそれを活か
しまして、子供たち自身ならびに親た
ちの境遇を改善し、親を助け、自分た
ちの立身と将来について配慮すべき責
務がございます・・・・・・・」
　このような方針のもとレーオポルト
は早い時期から息子の類いまれな才能
を見抜き、教師ならびに作曲家として
の野心を捨て、すぐれた音楽教育の専
門家として周到な指導を行なっていく⑤
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わけです。
　ヴォルフガングの神童の噂は、ザルツブ
ルク中に広がると、レーオポルトはこの小
さな地方都市の評判だけでは満足せず、神
から与えられたわが子の驚くべき天分を、
できるだけ多くの人に示すことが、父親と
しての神聖な使命ではないか、少なからぬ
名誉心も手伝ってレーオポルトをして旅に
駆り立てるのでした。
　しかしヴォルガングが成人になるにつけ、
この父親の教育パパぶりには、いささかウ
ンザリしてきたようです。職さがしの旅で
あったマンハイム・パリの旅は、レーオポ
ルトが病のため同行できなかったため母親
との二人旅となりました。このとき父親は
細かな指図を手紙で出し続けました。しか
し職探しもままならず、その上、息子は初
恋の人に夢中「名声と金を得て」「後世の
人たちにまでも名を残すような音楽家たれ」
と尻をたたく父親との間に軋礫が生じてき
たのです。この旅行でヴォルフガングは、
父親の束縛から開放され、自由にのびのび
とする味を知ったのでしょう。父親の強硬
な反対にも拘らずウィーンに定住を決意し
たのも、父親の許を離れたい一心があった
とも思われます。
　マンハイムのバス歌手でもある写譜係フ
ランツ・フリードリン・ヴェーバー家の次
女アロイージアに思いを寄せるが振られ、
彼女は俳優ランゲの妻となります。その後
彼は妹のコンスタンツェを愛するようにな
り、1782 年 8 月に結婚するわけですが、父
レーオポルトは彼女の母親ヴェーバー夫人
の評判のあまりよくないのを理由に最初は
この結婚を認めようとしませんでした。そ
れまで頻繁だった父親との手紙のやりとり
は、1784 年以降、急に途絶えます。1785
年 2 月から 5 月まで、レーオポルトはウィー
ンに来ていて、当地における息子の成功を

見ることができましたが、父子の関係は改
善に至りませんでした。この 2 年後レーオ
ポルトは亡くなりました。
●恋と結婚
　父レーオポルトは「本能そのものが私た
ちの敵だからです。必要な抑制にありとあ
らゆる思慮分別をはたらかせないものは、
そこで思慮分別を使い尽くしても駄目で
しょう」と息子ヴォルガング・モーツァル
トにこう諭しています。
　さてモーツアルトご本人はいかがだった
でしょうか、彼は幼児のころから人なつこ
く、人見知りせず、どんな人ともすぐに友
達になれるような性格は終生変わりません
でした。この彼の「人間好き」のなかに、
当然女性が含まれていることはいうまでも
ありません。「ぼくが冗談を言ったすべての
人と結婚しなければならないとしたら、ざっ
と 200 人の妻を持たなくてはならないで
しょう」(1781.7.25 父宛の手紙 )
　1777 年に父方の叔父の娘すなわち従妹の
アンナ・テークラ・モーツアルト ( 通称ベー
ズレ ) とは、父の故郷アウクスブルクで会っ
たときから意気投合しました。彼女は「朗
らか、頭がよい、可愛らしい、器用」とべ
タ惚れです。「最愛のべーズレ・兎ちゃん
( ヘーズレ ) なっかしいお手紙、たしかに受
け取り・ぶんどり、ました。おじさん・ど
じさん・おばさん・ろばさん、そしてあな
た・そなたが、お元気・お天気、だと分か
りました・曲がりました。ぼくたちも、あ
りがたいことに、たいへん健康・頑固、で
す。・・・・・・もうおやすみを言いたい。
メリメリッと音を立てるほど、花壇にうん
こをしなさい。ぐっすりおやすみなさい、
お尻を口まで伸ばして。・・・・」駄洒落、

⑥

⑦
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語呂合わせ、下がかった言葉の連続、二人
は思いっきり行儀悪くふざけ楽しんでいま
す。折にふれ彼はべーズレにこのての手紙
を送っています。これを所謂「糞尿 ( スカト
ロジー ) 書簡」といいます。彼女とは深い仲
であったようですが ------。
　ところでヴェーバー家の娘、初恋の人ア
ロイジーアは彼の求愛を冷たくはねつけま
した。「今日のぼくにはただ泣くことしかで
きません。------ お父さん、どうかすぐ返信
のお手紙でぼくを慰めてください。------」哀
れなるかなモーツアルト、この年 1778.7.3  
旅の疲れ、異郷での慣れない生活のためか
最愛の母アンナ・マリーアが重病となり、
パリで亡くなり、その上定職もない貧乏作
曲家はこの失恋によって大きな打撃を受け
るのです。
　しかし 1781 年にウィーンに赴き、先ほ
どのアロイジーアの実家ヴェーバー家との
交際が再開されます。この時は既に一家の
当主は亡くなってウィーンに移住しており、
未亡人は下宿を経営しておりました。
　モーツアルトはウィーンでは、大司教コ
ロレドとの雇用関係が切れ、自由な活動が
でき、大いに張りきって作曲、度々の演奏会、
ピアノ教師、楽譜出版と多忙な毎日それに
オペラの仕事も舞い込み、人気上々の新進
音楽家、その彼にヴェーバー夫人は娘の結
婚相手として目を付けたのです。彼はこの
下宿で厚遇され快適に暮らすうち、この家
の三女でアロィジーアの妹コンスタンツェ
を愛するようになり、夫人の思う壷のよう
になったようです。
　しかし父レーオポルトは、この結婚に終
始反対しておりました。評判のよくない
ヴェーバー夫人に、世間知らずの人のいい
我が息子がたぶらかされていると思ってい
たからです。事実夫人は結婚契約書に強制
的に署名させ、最後には脅迫まがいでモー
ツアルトを追い詰めているようです。
　「ご自分の息子が悪いことができる人間だ
と、お信じになれたとすれば、息子につい
てひどく思い違いをなさったことになりま
す。私はそれ ( 父の同意 ) をすっかり当て
にしていたのです！・・・・」と彼は嘆い
ています。「あのひと ( コンスタンツェ ) の
私に対する友情と愛は、とても大きかった
ので、喜んで・・・・最大の喜びをもって、
自分の全生涯を、私の運命に捧げてくれま
した」(1782.8.7 父宛て )

　かくして紆余曲折の末、レーオポルトも
しぶしぶ折れて 1782.8.2 結婚式をあげまし
た。彼 26 歳、コンスタンツェ 20 歳の年で
した。
●暮らしぶり
　ウィーンの音楽好きの商人でモーツァル
トのほかハイドンとも親しかったミヒャエ
ル・プーホベルクに、1788 年 6 月から亡く
なった年の 91 年 6 月までの間、なんと 16
回にわたって合計 1451 フローリーン ( 現在
の日本円にして約 1451 万円 ) の借金をして
います。
　二頭立ての馬車、それも自前のを仕立て
ての度々の旅行、旅先での皇族、貴族達と
の交際・高価な衣服費といった身の丈以上
の贅沢それに加えて浪費家の妻そしてその
病弱の妻の治療費・温泉での湯治費用等々
かなりの出費が重なったに違いありません。
また彼自身意識
になかったかも
しれませんが、
ウィーンの聴衆
すなわち社交界
の嗜好が次第に
変 わ り、 モ ー
ツァルトから遠
ざかりつつあっ
たことは否めま
せん。そして彼
のお金の使い方
もあまり上手で
はなかったよう
です。
　「最愛、最上
の友にして尊敬

⑧

⑩

⑨
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すべき同志よ！困ったことです！
---- あなたに見捨てられたら、私は
不幸にも、罪もないのに、かわいそ
うな病気の妻と子供もろともに、破
滅してしまいます。運命は残念なが
ら私に背を向けて、私がいくら稼ご
うとしても、何ひとつ稼ぎになら
ないのです。私にもう 500 フローリー
ンを貸そうとお思いになるか、あるいは貸
すことがおできになるかは、まったくあな
た次第なのです。ご援助がなければ、あな
たの友人かつ同志 (( 注）モーツァルト自身
のこと ) の名誉も平安も、そしておそらく
生命も滅んで行くことを、お考え下さい。」
(1789.7.12 プーホベルク宛 )
　こんな脅迫じみた借金の申し込みもして
いるんですね。
　世の人々は、「ウィーンに出てきてからの
モーツァルトは、初めは売れっ子で収入も
相当あったが、徐々に人気が落ち込み、最
後は貧困と失意のうちに亡くなった」と解
釈、私もその例外ではありませんでした。
これは英雄、天才は生前には不幸である、
いや不幸であってほしいという伝記に対し
ての我々が抱く願望の一つかもしれません。
　しかし近年この解釈に疑問がつけられた
そうです。彼は天才、けっこうお金も稼いで、
幸せな生涯であったというわけです。ウィー
ン時代前半は、高額の作曲料、ご祝儀付き
の演奏会、ピアノのレッスン料の収入でか
なりのリッチな生活だったようです。
　しかし彼の借金は生前は返されずに残り
ました。妻コンスタンツェは悪妻であった
との説が有力ですが、モーツァルトは結婚
生活は幸せだったようです。離れて暮らし
ている時は、妻にかなりの熱い思いの手紙
を頻繁に書いています。彼の死後コンスタ
ンツェは再婚しましたが、以前とは違いつ
つましく家計をやり繰りし、彼が残した借
金を完済したそうです。
　彼には 6 人の子供が誕生していますが、
成人したのは 2 人だけです。4 人は生後ま
もなく死んでいます。彼は子煩悩だったと
いわれれています。特に初めての女の子を
亡くした時の嘆きようは大変だったようで
す。
　また父の説得を無視して結婚をしてから
は、姉とも疎遠になりました。
   以上 6 つの観点から、モーツァルトとい

う偉大なる音楽家を見たわけですが、私に
は、正直ますますこの人が分からなくなり
ました。そうでしょう、専門的に研究した
わけでもありませんし、ただ音楽が好きと
言うだけで、皮相的に表面をなぞっただけ
ですから。
　従って冒頭に書いた「どう理解したら
……」の自問自答の答えは、私の頭の中で
混乱を来しているようです。ただ、彼は人
生をきわめて人間的に生きてきた、普通の
人である、故郷を忌み嫌い、雇用主への憎
しみ、失恋を味わい、最愛の母を同行した
異郷で亡くし、旅の肉体的苦しみ、結婚を
父に反対され、その挙句の葛藤、姉弟との
疎遠、膨大な借金、妻の病気、ほとんどの
子供の早世、栄光と凋落これだけいろいろ
な経験をしたらかなりのストレスがあった
と思われますが……。
　普通の人間であれば、その度に有頂天、
嬉しさ、悲しさ、憂いに、弾んだり、落ち
こんだり当然するでしょう。彼とても同じ
ではなかったのか、そんな折々の心の状態
が曲の中に無意識に潜んでいるのではない
か、そんな解釈をして自分自身を納得させ
ている私です。お笑い下さい。
　にもかかわらず、彼の曲は、その多くに
脳の中枢神経系に作用する高い周波数の音
が含まれ、また一定の音の波形がシンプル
にくり返される「ゆらぎ」の効果があり、
脳の神経系、特に「副交感神経」に刺激を
与え、これを活性化することで体をリラッ
クスさせるという学者もおり、「癒し」の音
楽の代表ともいわれています。35 年の短く
そして太い生涯、ゆうに 600 を超える多く
の曲が全世界の人に今でも愛されている偉
大な音楽家モーツァルト、1791 年 12 月 5
日生涯を閉じる。時に午前 0 時 55 分　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　( 了 )
切手説明①オーストリア FDC　ザルツブルグ②ザ
ルツブルグ初日印③オーストリア④アンチグア・バ
ブーダ⑤フランス　オペラ６種⑥ブルガリア⑦ドイ
ツ⑧モナコ⑨ベトナム⑩ポーランド⑪ベルギー⑫ポ

⑪ ⑫
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　それは、< 音楽 > ではなくて、< 音 > から始

まった。早稲田を卒業して間もなく、確か根

岸先輩に誘われて、新宿の風月堂へ行き、「LP

とはこんなにいい音がするものか」とクラシッ

ク音楽の虜になってしまったのである。< 音楽

> は二の次だから、動機としては不純と言うほ

かない。

　当時、夜勤をやっていたので、残業料も多

少あったためか、来日するオーケストラを全

部聞いてやろう、という飛んでもない志を立

てたが、間もなく札幌へ転勤して、その野望

は中断してしまった。6 年弱で東京へ戻ってき

たが、独身時代よりも、懐は窮屈になり、思

うようにキップが買えなくなった。それでも、

忘れられないのは、1961年 (昭和36年)のバー

ンスタイン指揮ニューヨークフィルのストラ

ヴィンスキーと 1975 年 ( 昭和 50 年 ) のベー

ム指揮ウィーンフィルのブラームスだ。両方

とも、好みからすると、あまり聞かない作曲

家なのに、引きずり込まれたのが凄い。

　大阪在勤時代には、当時まだ元気だった辻

静雄さん ( 辻調理師専門学校の設立者 ) のお

宅に呼ばれてご馳走になったことがある。フ

ランスの白ワインは素晴らしかったが、料理

の方はそれほどでもなかった。食堂には、カ

ミーユ・コロー ( フランスの画家 ) のやや暗

い大作が飾ってあり、各部屋には、イギリス

製のスピーカーが鎮座していた。アメリカの

JBL パラゴンという、当時、既製品としては

最も高価なスピーカーで、発売されて間もな

いＣＤを、聞かせていただいたが、意外にも、

音はたいしたことなかった。JBL 社の名誉のた

めに付け加えると、最近の S9800 などは、臨

場感といい、鮮明度といい、素晴らしい音を

出す。いま、既製品で最も高価なシステムは、

ドイツ製のアバンギャルドだろうか ? 最上位

機種は、2000 万円近くするし、すでに立派な

オーディオルームを持っている人を別にすれ

ば、これを設置する部屋の方がよっぽど高く

つくことだろう。デモを聞いたことがあるが、

弦楽器のしなやかさが出ない荒っぽい音だっ

た。

　年を重ねるごとに、モーツァルトのＣＤが、

手元に増えてきた。モーツァルトの作品の演

奏は、非常に難しいと言う人が多い。関西の

ある大学のオーケストラの指揮をしていた知

人は「ジュピターぐらいは、暗譜で全部覚え

ていますが、とにかく難しい」と嘆いていた。

( ジュピターは、モーツァルトが作曲した最後

の交響曲第 41 番。なお、モーツァルトが作曲

した交響曲は、普通、48 曲とか 52 曲とかとカ

ウントされている ) 以前は、モ一ツァルトの

曲を、優雅に演奏することが多かったようだ

が、最近は、強く、厳しく、演奏する指揮者

やオーケストラによく出会う。いまでも、耳

に残っているのは、ムラヴィンスキー ( ソ連

時代の巨匠 ) とレニングラードフィルの交響

曲第39番で、鋼(はがね)のような演奏だった。

　35 歳で亡くなったモーツァルトが、もし 60

歳まで生きていたら、どんな曲を書いただろ

うか？と何時も空想している。しかし、死の

半年前に作曲された、モテット <アヴェ・ヴェ

ルム・コルプス >(3 分弱の小曲 ) を聞いてみ

ると、そこには、崇高な諦観とでも言いたい

ような美しさが感じられ、彼はもう神に近い

存在で、その先を考えない方がよいのではな

いかと思ってしまう。この曲に限らず、モー

ツァルトには、素晴らしい教会音楽が沢山あ

り、あまり深刻ぶらないのがよい。3 年程前、

林輝子さんも参加して、溝の口の洗足学園で

演奏された < 孤児院ミサ > は、なんと 12 歳の

時の作品で、日本であまり演奏されないのが

不思議なくらいの名曲だ。

　10 年近く前、ウィーンヘ行った時、もっと

も驚いたのは、「近く、モーツァルトの遺骸が

見っかるだろう」という話だった。ウィーン

わたしのモーツァルトさま

　吉沢　忠一

247



922-

大学の医学部は、凄い権限を持って、調査し

ていて、「この間はハイドンがやられた ( 発掘

された )」ともっともらしい話も聞いたが、半

分は冗談だろうと思っていた。ところが、比

較的最近、< 問題の頭蓋骨は、彼のものとは確

認できなかった > という記事が、日本の新聞

にも出て、やはり、一生懸命、調査している

のかと感心してしまった。

　< 死とは、モーツァルトが聞けなくなること

だ > という台詞ほど、その音楽への心酔を表

した言葉はあるまい。言ったのは、アインシュ

タインだそうだが、物理学者の方ではなくて、

従兄弟にあたる音楽学者らしい。もう一人、

スイスの神学者のバルトも言ったというが、

モーツァルトの作品の中に < 神 > を感じ取っ

たのだろうか？ 今日もまた、モーツァルトの

ＣＤを鳴らして、< 生きるとは、モーツァルト

　モーツァルトの管楽器の協奏曲、楽しい曲ばかり、
特に「クラリネット協奏曲」が秀逸、他に「ファゴッ
ト協奏曲」も。

　録音は古いが、ワルターのモーツァルトは絶品
交響曲第 39 番と第 35 番。

　アーノンク - ル指揮、モーツァルト ｢ 戴冠ミサ」
と
「孤児院ミサ」。　彼はこの秋ウィーンフィルと来日

　シノーポリ指揮のマラーの交響曲第 4番
生きている喜びを感じる曲、初録音はなんと日本。
この指揮者は 2001 年 4 月、ベルリンで指揮中に倒
れて死亡、日本でも話題になった。

私の好みでモーツアルトなどから 4枚

ルトガル
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教科書の話

額賀　健

出版社に入って４１年、そのうち３５年
を教科書の編集に携わってきた。教科書は
高校の国語の教科書である。そこに掲載さ
れている作品について「切手 ｣ を挿絵とし
ながら記してみようと思う。
◎定番教材について
教科書には定番教材というものがある。

この学年ではこの教材をぜひ教えたい、こ
の教材が入っている教科書を使いたいと
いった、教師の要望の特に多い教材である。
そこで高校の国語教科書についてそれらを
挙げてみようと思うが、その前に高校の国
語の必修時間について記す。高校３年間で
必ず履修しなければならない単位数は４単
位(実質１年間３０週として１２０時間)で、
あとはいわゆる選択である。つまり高校１
年で週４時間国語の授業を受ければ、仮に
２年、３年で全く国語の
授業を受けなくても、｢
国語 ｣ の科目については
卒業できるということで
ある。少し前までは高校
国語の必修の時間はこの
２倍以上あった。今評判
の ｢ 国家の品格 ｣ の著者
藤原正彦先生ならずとも「もっと国語教育
を大切にせよ」と言いたくなる。実際は多
くの生徒は２年、３年で選択という形で国
語を勉強することになるのであるが、ただ
理科系の生徒の２年、３年での国語の履修
は少ない。ここでは定番教材について、高
校国語の必修の教科書（今は「国語総合」
という科目。少し前までは ｢ 国語Ⅰ ｣、もっ
と前は ｢ 現代国語 ｣ と ｢ 古典 ｣）を中心に考
えたいと思うが、２年、３年の選択教科書
に及ぶ場合もある。
｢ 国語総合 ｣ は現代文･表現･古典（古文･

漢文）の分野で成り立っているが、　
まず、現代文の小説教材で見てみると、

○芥川龍之介の ｢ 羅生門 ｣
昭和４０年あたりから高校１年の教材と

して使われ始め、現在で
は、１５種類ほどある高
校１年用の教科書のほと
んどで採用している。全
国で５０００校ほどある
高校はこれら１５種類の
中から使用する教科書を
選ぶことになる。教科書
会社の競争は結構厳しい。
さて、小説の内容はというと、京の羅生

門の２階で老婆が女の死体から髪の毛を引
き抜いている、それを主人公である下人（げ
にん）が目撃する、その下人の心理の展開
がこの小説のテーマである。「ある日の暮れ
方のことである。一人の下人が、羅生門の
下で雨やみを待っていた。」で始まり、｢ 下
人の行方は、だれも知らない。｣ という暗
示的な１行で終わる。平安時代の説話 ｢ 今
昔物語集 ｣ から採ったこの小説は教科書で
１２ページほどの短編で教材としてちょう
どよい長さであり、テーマ・筋も生徒の興
味を引くにふさわしく、教師が教えるため
の小説入門として格好のものである、とい
うところから長年にわたって採用されてお
り、今や現代文小説教材の古典と言われる
ほどである。
高校１年用教材としてほかに、太宰治の

「走れメロス」や森鴎外の「最期の一句」な
どがよく採られていたが、やがて中学の教
材として採用されるようになり、高校から
姿を消した。このように高校１年用の教材
が中学教材に降りていくことがよくある。
国語教材のレベルを決めるのは結構難しい。
次に２～３年用の小説

として、
○中島敦「山月記」　夏
目漱石「こころ」　森鴎
外「舞姫」が挙げられる。

「山月記」「こころ」は高
校２年用、「舞姫」は３
年用教材として定着して
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いる。「山月記」は漢文
脈調で漢字が多用され
難しい漢語も多いが、人
が虎に変身する話がカ
フカの短編小説「変身」
を思わせ生徒の興味を
ひきつける。「こころ」

は長編の抜粋だが、Ｋが自殺する場面を中
心に多く採られていて、「私」の、友人Ｋと
の心の葛藤が高校生の共感を呼ぶ。そして

「舞姫」は文語体で書かれているため、いま
や古典の入門として扱われることもあるが、
近代文学史上でも近代文学の古典として高
く評価されている。
韻文教材（詩・短歌・俳句）では、まず

詩として
○宮沢賢治「永訣の朝」は欠かせない。入
門期で扱うにはやや長めということもあっ
てか、高校２年あたりに置かれることが多
い。妹トシの臨終の様子、トシの臨終の床
での言葉「あめゆじゅとてちてけんじゃ」

という願いに「曲がっ
た鉄砲玉のよう」に雪
の降り積もった外に飛
び出してゆく賢治の妹
を思う心情を感動的に
描いている。
ほかに、詩人として

必ず採り上げられるの
は、高村光太郎（「道程」

「レモン哀歌」など）・
島崎藤村（「初恋」「小諸
なる古城のほとり」な
ど。「初恋」は中学教
材としても採られてい
る）・萩原朔太郎･中原
中也などがいる。
短歌・俳句教材で必ず

採り上げられる歌人・俳
人として、
○歌人では正岡子規・与謝野晶子・石川啄木・
北原白秋・斎藤茂吉など、俳人では高浜虚子・
山口誓子などである。定番の歌ということ
ではないが、与謝野晶子の歌集 ｢ みだれ髪 ｣
から ｢ 清水へ祇園をよぎる桜月夜こよひ逢

ふ人みなうつくしき ｣ などはよく採られて
いる。正岡子規は日本に野球というスポー
ツを紹介した人としても知られており、ふ
るさと切手の正岡子規はバットを持ったユ
ニホーム姿が面白い。
高校１年用の教材の古典はすべてが定番

作品であるといってもよいくらいである。
古文では、

○１年で ｢ 徒然草 ｣、２年で ｢ 枕草子 ｣、３
年で「源氏物語」が各学年の中心教材とほ
ぼ決まっている。もちろんいずれも抜粋で
あるが、必ず採られるのは冒頭部分である。

「徒然草」は「つれづれなるままに、日暮らし、
硯に向かひて～」、「枕草子」は「春は曙。～」、

「源氏物語」は「いづれの御時にか、女御・
更衣あまたさぶらひたまひける中に～」で

始まる部分
である。
　ほかに物
語では、　
　平安時代
の ｢ 竹取物
語 ｣｢ 伊 勢
物語 ｣「大
鏡」（「大鏡」
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は２年以降の教科書に登場する）、鎌倉時代
の ｢ 平家物語 ｣ などが多く採られている。｢
竹取物語 ｣｢ 平家物語 ｣ ではやはり冒頭部分
が多い。それぞれ、有名な ｢ 今は昔、竹取

の翁といふ者あ
りけり。｣「祇園
精舎の鐘の声、
諸行無常の響き
あり。」で始まる
一節である。も
ちろん冒頭だけ
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ではなく、２，３のほかの箇所も載せる。「大
鏡」は藤原道長の登
場する部分が多く採
られる。

○前述の ｢ 徒然草 ｣｢
枕草子 ｣ は随筆と
いうジャンルである
が、それに並べられ
るジャンルとして日
記がある。日記では
｢ 土佐日記 ｣ と ｢ 更

級日記 ｣ が多い。紀貫之が土佐守の任を終
えて帰京するまでの５５日間の旅日記であ
る ｢ 土佐日記 ｣ は ｢ 男もすなる日記といふ
ものを、女もしてみむとてするなり。｣ の冒
頭で知られている。

○次に、和歌と俳句･俳文では、｢ 万葉集 ｣｢
古今和歌集 ｣｢ 新古今和歌集 ｣ と芭蕉･蕪村･
一茶の俳句、俳文 ｢ 奥の細道 ｣（芭蕉）であ
る。「万葉集」の歌人は額田王・柿本人麻呂・
大伴家持など、｢ 古今集 ｣ は紀貫之･伊勢･小
野小町など、｢ 新古今集 ｣ は後鳥羽上皇･藤
原定家･西行などの掲載が多い。例えば、額
田王、伊勢、小野小町、藤原定家では、「君
待つと我が恋ひ居れば我がやどの簾動かし
秋の風吹く」（額田王）、｢ 春霞立つを見捨て
てゆく雁は花なき里に住みやならへる ｣（伊

勢）、「思ひつつ
寝ればや人の見
えつらむ夢と知
りせば覚めざら
ましを」（小野
小町）、「見渡せ
ば花も紅葉もな
かりけり浦のと

まやの秋の夕暮れ」（藤原定家）などの歌が
よく採られている。
○芭蕉･蕪村･一茶の句は、普通 ｢ 奥の細道 ｣
が１年の教材であるため、２年以降に登場
する。芭蕉の俳諧･紀行文 ｢ 奥の細道 ｣ は冒
頭の ｢ 旅立ち ｣ と東北の「平泉」のところ
が最もよく採られている。中学の教材でも
やはりこの部分が多く採られているが、古
典は、現代文の場合ほど中学教材との重複
をうるさく言われないのは、古典文法の学
習などがやや高度になったり、内容の取り
扱いが異なってきたりするからであろう。
冒頭の「旅立ち」は ｢ 月日は百代の過客に
して、行きかふ年もまた旅人なり。｣ の有名
な文で始まる一節で、旅日記の書き出しの
句 ｢ 行く春や鳥鳴き魚の目は涙 ｣ が詠み込
まれている。「平泉」には芭蕉の句が「夏草
や兵（つわもの）どもが夢の跡」「五月雨の
降り残してや光堂」の２句入っている。
◎ その他の教材について
切手に登場する人物だけ見ていくと、大江
健三郎と川端康成、大江は随想･評論の分

野で、川端は短編小説で採られている。明
治初期では、樋口一葉、幸田露伴ともに明
治初期の擬古文体を学ぶというのが目的の
１つである。ほかに俳句の中村汀女や「日
本百名山」の著者として知られる深田久
弥、古典の評論として本居宣長、最近登場
しているものとしては、詩人の金子みす
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ず、漫画の手塚治虫（鉄
腕アトム）、田河水泡（の
らくろ）、宇宙飛行士の
毛利衛などである。これ
らは主に２年以降に学ぶ

「現代文」などの選択用
教科書に出てくるもので
あるが、高校国語の科目
は数種類あるし、教科書
も各科目１０種類以上あ
るので切手にかかわるも
のはもっとあると思う。
教科書は３～４年ごとに
改訂され、ほぼ１０年ご
とに学習指導要領の改訂
に伴って新版に切り替
えられる。その度に新し
い教材が発掘される。　  
ほかに切手にかかわるも
のとしてはチェコの作家
カレル･チャペックの小
説「切手収集」を掲載し
た１年生用教科書なども
ある。

　以上教材をいろいろ挙げてきたが、今は
使われていないものもあるということをお
断りしておきたい。
　さて、最後に長年教科書の編集に携わっ
てきて、多くの人たちとの出会いがあった
が、中でも忘れられない言葉がある。それ
らを２～３記して終わりとする。
◎記憶に残る言葉
★小林秀雄「一度発表した文章に手を入れ
ることはできない。どうしても訂正を求め
られるなら教科書への掲載を拒否する。」
｢ 美を求める心 ｣ という講演を基にした文
章に検定意見が付き部分的に訂正を依頼し

た際の返事である。「田子の浦ゆうち出でて
みれば真白にぞ富士の高嶺に雪は降りけり」
という和歌を引用し、その解釈を ｢ 田子の
浦から ｣ としていたのを、今の解釈では ｢
田子の浦を通って ｣ とするのが一般の解釈
になっている、その訂正を打診したときの
ものである。はがきに書かれた一文ではあ
るが、文芸評論家小林秀雄の執筆態度の厳
しさが伝わってきて、その勢いのある筆跡
とともに忘れがたい。
★中村雄二郎 ｢ 自分の発した言葉は必ず自
分に跳ね返ってくる。｣
哲学者中村雄二郎の文章を教材として採用
した際、その教材について語ってもらった
ときの発言である。思索者として当然のこ
とだったかもしれないが、私には身の引き
締まる思いであった。
★築島裕 ｢ 額賀さん、教科書作りはもうや
めよう。学者は自分の説が否定されたとき
は学者生命をかけて戦うんだよ。｣
元東京大学教授、国語学者の築島裕先生に
教科書の代表編者をお願いしていた ｢ 古典 ｣
の教科書が検定不合格の通知を受け先生に
相談に行ったときの言葉である。不合格の
表面上の理由は誤記･誤植が多いというもの
であったが、本当の理由は浄土真宗の経典 ｢
歎異抄 ｣ の単独掲載であったと思う。たと
え古典の教材として扱ったとしても今に生
きる宗教の経典を１つだけ採り上げるのは
偏っていると判断されたためである。その
後道元の ｢ 正法眼蔵 ｣ を加えて２つにして
出願し直し合格した。ふだん温厚な築島先
生の内に秘めた学者としての情熱と厳しさ
を知らされた。
★時枝誠記「時候の挨拶というのは単なる
挨拶ではないんだね。本当のことなんだね。」
私が入社早々の頃、言語過程説で有名な国
語学者時枝先生が来社し、たまたま編集長
が不在で私が応対したときの先生の言葉で
ある。先生は数日前に築地のがんセンター
を退院され何かの用事で来られたのである。
若造を相手にしばらく雑談されて帰って行
かれた。そのときのしみじみと言われた言
葉が今でも耳に残っている。数日後亡くな
られたと記憶する。
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高窓のある家
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　日本の民家シリーズの第一集に「富沢家住
宅」というのがありました。群馬県中之条町
にある茅葺き二階建ての養蚕農家の住宅です。
養蚕は蚕を育て繭を作るわけですが、蚕の飼
育場や繭の上族場として広い場所が必要です。
そこは温度調節がしやすいことが必須条件で
す。蚕は湿気を嫌いますが、梅雨時に桑をた
べ生長、上族します。そこで茅葺き屋根の二
階建ての民家が造られたのです。一階は農家
の生活の場、二階が蚕の生長の場と区分けさ
れました。茅葺きは換気を計りながら、保温
にもいいという特徴があるそうです。
　私は昨年来養蚕の記録を写真に撮っていま
す。秩父は関東平野の周辺部として江戸時代
の半ばから養蚕地帯として発展してきました。
しかし戦後は絹の需要の減少に伴い養蚕は衰
退の一路をたどってきました。これを記録に
残したいと思い写真を撮り続けてきました。
来春には写真集「養蚕のいま」を上梓の運び
となっています。この取材と「養蚕農家の住宅」
を併せて書いてみたいと思います。
　養蚕農家の戸数の変遷は図１の通りです。
　　(1895 ～ 1990 年　5 年ごと )

　日本全国
でも埼玉県
でも同様の
傾向を示し
て い ま す。
大きな養蚕
農家はこの
中でも生き
残って来て
い ま す が、
伝統産業の
例に漏れず
後継者不足
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図 1　養蚕農家の戸数変遷

写真１　本庄市児玉町秋山「高窓の郷」

で廃業するところが多
く、現在養蚕を続けて
いる人々も高齢化が進
んでいます。30 軒余の
秩父の養蚕農家でも 40
代の方が最年少です。
　養蚕農家の茅葺き屋
根は激減しました。炭
で暖をとり換気をする
ようになったからで
す。明治後半からは
換気法として高窓が造
られるようになりまし
た。2 階の屋根に小型
の屋根を付け、天井を
張らず空気抜きとし、

戸数

年

1997 年民家シリーズ切手
富沢家住宅
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その真下の 2 階の床には炉がつくられ暖房
用に炭が使われました。広い部屋を均等に暖
房するためにいくつも炉と高窓を造ることも
あったのです。
　上越新幹線本庄早稲田駅の周辺案内図に

「高窓の郷」という地区があります（写真 1）。
本庄市児玉町秋山地区です。かって養蚕の盛
んな地区で高窓のある家が多数ありました。
最近では養蚕は行われなくなり高窓のある家
だけが残りました。住宅の密閉製を高めるた
め改造され、高窓の窓が閉鎖されたり、二階
の天井板が張られるようになりました。
　高窓造りにもいくつかの形があります。茅
葺屋根に一個の高窓を付けたものから、かわ
らぶき屋根に 2 ～ 4 個の高窓を付けたものま
で多様です。また大きな高窓を付けたものも
あります。農家の規模などによって違いがあ
るようです。高窓造の模範蚕室は本庄市児玉
町にある旧児玉農高の競進社模範蚕室です。
本庄市の文化財になっています。
　養蚕をやめた農家が後継者が離農して村を
去ったため高窓造りの住宅が朽ち果てている
という例もあります ( 写真 6)。

写真 2　長瀞町矢那瀬

写真 4　長瀞町矢那瀬

写真 6　長瀞町矢那瀬写真 5　長瀞町岩田

写真 3　本庄市児玉町秋山

　時代と共に産業も住宅も変化します。これ
が歴史というものでしょう。かってこのよう
なものがあったという遺構は保存が行われる
べきです。ただ住宅などの場合は住んでいる
人の問題があり、保存すると言うことが困難
な場合もあります。さらにそれを含めた「景観」
も重要な文化遺産です。その保存はさらに困
難です。そこから記録に残しておくことも重
要な課題になります。写真集などはこのため
に意義のあることだと思います。またその写
真が切手に登場することは文化遺産の普及と
いう点で意義のあることだと思います。
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　平成１８年６月、松平健主演の映画「バル
トの楽園」が封切られました。ご覧になられ
た方も多いのではないかと思います。この映
画は、第一次大戦後に徳島の板東に収容され
た１千人のドイツ人捕虜と、会津出身の所長
松江豊寿大佐（松
平健）の交流を
テーマにしたも
のです。収集家
としては、収容
所内で印刷され
た切手や絵葉書
に興味がわきま
すが、ここはタ
イトルにそって
話を進めることに
します。

　明治４３年、時の逓信省は官制改正を行い、
全国に１３の逓信管理局を設置しました。地
方郵政局の前身です。このとき任命された仙
台逓信管理局の初代工務部長は、会津白虎隊
の生き残り飯沼貞雄（５７才、旧名貞吉）で
ありました。飯沼は逓信省の電信技士として
官員人生をおくりましたが、戦いに敗れた会
津のことを語ることはありませんでした。

　慶応４年鳥羽伏見の戦いにより勃発した戊
辰戦争は、東北にもおよび、薩長を主力とす
る西軍は四方から会津を包囲しました。会津
藩主松平容保は戦力不足を補うために少年も
白虎隊士としてとりあげ、飯沼も１５才で入
隊しました。
　白虎隊士中二番隊の４０余名は、同年８月
猪苗代方面の戸ノ口原に出陣しました。少年
達は、勢いにのる西軍の先鋒に破れて散り散
りとなり、命からがら飯盛山にのがれてきま
した。ここで「鶴ヶ城」が炎上しているのを
遠望して愕然とします。

白虎隊と板東収容所切手

井上　武志

　事実は城下の民家が燃えていたのですが、
２０名の少年達はもはやこれまでと殿様の後を
追って次々に自刃して果てました。飯沼もみな
に遅れまいと、小刀でのどを突きました。
　息子が足軽隊に属して出陣した農夫の妻が、
息子を探しに飯盛山に登って、偶然に少年達の
変わり果てた惨状を目にしました。そのなかに、
見知った飯沼家の次男貞吉が虫の息で生きてい
るのを見つけました。
　背負って自宅につれ帰り、西軍兵士に発見さ
れないよう納屋にかくまい、懸命に治療に努め
ました。若い飯沼は序々に体力を取り戻しまし
たが、敗戦により一藩あげて斗南（青森県むつ
市）に流罪となるなかで表に出ることもかなわ
ず、ひとり会津を去る決心をしました。
　

板東収容所長松江豊寿は、明治５年貧苦の
斗南で、父久平の長男として生まれました。久
平は会津最強の朱雀隊の参謀として越後を転戦
したつわもので、薩長を見返せと幼い松江に厳
しい教育をしました。赤貧洗うがごとき生活の
なかで、学費が官費でまかなえるのは軍の学校
です。松江は、当時全国に一校しかない最難関
といわれた陸軍幼年学校に合格、軍人の道を歩
むことになりました。
  維新後、飯沼は貞吉を貞雄と改名し、文明開
化のシンボルの電信技術を学ぶため、静岡に開
校した工部省技術教場に入所しました。薩長

土肥の子弟優先ながら、
藩校日新館の秀才とい
われた飯沼は幸い合格
することができました。
　明治 5 年 8 月、卒業
と同時に電信寮に技術
等外見習として採用さ
れ、初任地はかつての
敵地赤間関（長州下関）
でありました。
　当時の電信・電報は公

松江　豊寿

電信創業100年記念切手
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用がほとんどで、反政府暴動が頻発するなか
で重要な通信手段でした。勤務は、小倉、山
口と敵地を転々としましたが、西南戦争のと
きは「戊辰の仇討ち」とばかりに一段と仕事
に励みました。
　明治２４年、広島電信建築区電信建築長の
辞令をうけました。折りから日清間は風雲急
をつげており、朝鮮にわたり、京城・釜山間
に電信線を敷設することになりました。この
とき飯沼は、洋服に刀を差し槍を携えて工夫
達を督励しました。部下が「ピストルか銃で
なければ危ない」と進言しますが、「自分は一
度会津で死んだ身だ」と笑ってとりあいませ
んでした。戊辰戦争当時を思い出していたの
でしょう。
　日清の開戦後、緒戦の勝利を広島の大本営
にいる明治天皇に伝えたのは、この飯沼が敷
設した電信線でありました。

　風貌がバタ臭い飯沼は、ドイツ人技師と馬
をならべて仙台の町を行
くと「異人さんが二人い
る」と仙台っ子がはやし
たそうです。
　大正２年６０才で定年
退官、正五位勲四等に叙
せられ、老後は市内光禅
寺通の自宅で、囲碁と和
歌を楽しみに悠々自適の
生活をおくりました。
　昭和 3 年年老いた飯沼に思いもかけない朗
報が飛び込んできました。それは藩主松平容
保公の孫娘節子（のちに勢津子と改名）姫が、
昭和天皇の弟秩父宮妃に内定したとの知らせ
です。これで逆臣の汚名が晴れたと思わずう
れし涙が流れました。会津若松では市をあげ
て盛大な提灯行列がおこなわれました。
　新聞は、貞明皇后が女子学習院に行啓され
た折に松平節子姫を目にとめられたとの報道
でしたが、貞明皇后の父は会津を攻撃した奥
羽鎮撫総督九条道孝であり、会津人に哀れみ
のお気持ちがあったのかもしれません。
　いよいよ死期が近づいたことを悟り、「自分
の死後、もし会津の人が何かをもとめてきた

ならばこれを渡すように」と髪と歯を家人に
託しました。出奔以来一度もなつかしい会津
に帰郷せず、一人だけ生き残ったことを恥と
して、昭和 6 年 6 月飯沼は７８年の波乱の生
涯を仙台で終えました。

飯沼　貞雄

はがき用 2銭
丘の上の日本監視哨

封書･小包用 5銭
芝生と収容所建物

坂東収容所切手 2種 (1918 年もしくは 1919 年）

　一方松江は、捕虜収容所長としてドイツ人
に手ぬるいと陸軍上層部ににらまれ、少将で
予備役に編入されました。長の陸軍に逆らい
叱責をうけたとしても、敗者に厳しくあたる
ことは出来ませんでした。有名な「板東収容
所切手」は、松江の寛大さによって生まれた
ものです。

大正 11 年、地元の人に乞われるまま、故
郷会津若松の市長に就任しました。松江は市
長となり、飯沼の語る白虎隊の悲劇を初めて
知りました。自刃した飯盛山を墓苑として整
備することに決め、会津出身の東大総長山川
健次郎と、東武鉄道社長の根津嘉一郎に援助
を求めました。大正 14 年、地元の若者の勤
労奉仕によって、墓苑は見事に完成しました。
松江は悲劇に散った十九人の郷土の先輩の慰
霊をすることができました。

　飯沼は、「卑怯者、死にぞこない、薩長の犬」
などと永く会津人に罵倒されていました。し
かし、死後２６年を経過した昭和３２年「遺
髪と遺歯」が前島会仙台支部の手により飯盛
山に帰ることになり、墓苑の白虎隊士の墓の
近くに、小さな「飯沼貞雄顕彰碑」が建立さ
れました。

飯沼がなつかしい仲間のもとに戻ったとき
は、会津を出て９０年が経過していました。
西日に照らされた碑文には、「君と十九人の同
志は泉下に手を執り合い満足の笑みを交わし
ていることであろう」と刻んでありました。
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　入学当初は、東中野から都バスで通学して
いたので、早稲田車庫の周辺の昔日のたたず
まいは、今も記憶に新しい。「下町の太陽」の
ロケも、一部、ここで行われた。主演の賠償
千恵子氏の父親が都電の運転士だったので、
彼女も子供の頃からチンチン電車がだいすき
だったと自叙伝にある。高校生だった吉永小
百合氏と初めて出くわしたのが正門前。ロケ
中の彼女の目はキラキラ輝いていた。この正
門周辺も、学生運動が吹き荒れた日々があっ
た。

　今でも鮮明に記憶がある授業は、当時の商
学部長、中島正信先生の経済原論。開講一番
の咆哮－アウフ・ユーヴァーベルト・ワセダ
ウニヴェルズテートー（世界に冠たる早稲田
大学）。今で言うマインドコントロールであっ
た。
　今もし存命なら１１５歳になる母校出身の
父から聞かされた我が家の辿れし時に思い
を馳せて選択した入交教授の「徳川幕藩体制
崩壊過程の研究」。我が家は芝愛宕山下の田村
家で江戸留守居役として７百石拝領していた
が維新政府に七十石にされ、農地解放でパー
になった。墓も麻布の臨済宗から国元の曹洞
宗の寺へ。郷里には今も、江戸詰めの先祖の
墓石が多数、旧墓としてある。子供の頃はこ
んな重いものを、どのようにして運んできた
のだろうと墓参のたびに思っていた。こんな
思いがこの授業を選択させることになったの
だろう。
　苦手の会計学では、試験に際して、横尾氏
から講義禄を借り、引越しの際に紛失してし
まったこと。ごめんなさい横尾君。

　切手では戸塚スタンプの女社長と矢沢さん
にお世話になった。切手研の何人かと初めて
ピザをご馳走になったのもその女社長から
だった。この頃は目白に移っていた。ピザの

お土産を下宿の小母さんに持っていったら、
これなんですかと云われた。ピザはまだ珍し
い頃だった。その下宿の先代の住人は、後に
ハードボイルドの旗手となった「大藪晴彦」
氏であった。このおばさんのご子息は、歩い
て通えるワセダではなくケイオーに行った。

　慶応といえば、当時の塾本部が、創立百年
を祝して福沢翁の切手を額面に近い価格で放
出するという報が入った。仕送りが来てスグ
だったので目一杯買い込んできた。少し残し
てかなりの金額で戸塚スタンプの矢沢氏に引
き取ってもらった。その後、調子に乗って、
切手業者のオークションに参加し、その場の
雰囲気で高値で落札し、痛い目にあった。

思い出の走馬灯

須藤　淳八

　物は違うが、２００１年築地の初セリで、
大間産の本マグロ一本が２千万を超える高値
で落札され正月の話題になった。その業者は
間もなく廃業に追い込まれたというその場の
勢いとは恐ろしいものである。

　切手研に入って最初のカルチャーショック
は、皆、麻雀がうまいし、好きだということだっ
た。皆それぞれ全国有数の進学校出身なのに
である。二番目には年長組の先輩たちがオヤ
ジ然と写ったことである。後に急折された横
山先輩には静岡に行くたびにご馳走になった。
合掌。

甘い思いを抱かせてくれた慶応切手
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　社会では高田早苗門下で父と同期の大先輩
の方々のお引き立てをいただき、大杉先生、
立花先輩をはじめとする多くのご指導を頂き、
なんとかやってこられました。まだ、社会経
験の浅い頃、今は亡き国会議員から言われた
言葉は、今も耳に新しい。
　　世の中は、駕篭に乗る人、担ぐ人、
　　　　　　　　　その又、草鞋を作る人 　２００５年初夏の頃だったか、米国で、

逆さ刷り飛行機切手未使用田型が史上最
高値で落札されたニュースが新聞に載っ
ていた。当時、米欧の株価や不動産価格
は今ほどでもなく、欧米文化の懐の深さ
を感じされました。あの英領ギアナ切手
の高値を、はるかに上回る金額で。日本
にもブームが来るかも。だが、日本では、
ブームとやらが訪れても長続きはしない
と思う。双方向性のある市場が形成され
ない限り。映画「シャレード」で有名に
なったパリの青空市場は無理としても。

パリの切手市

凱旋門

マティニヨン通

シャンゼリゼ通り

ガブリエル通り

エリゼ宮
マティニヨン通

　切手市は木曜日の午後と土曜、日曜
日の朝から夕方までマティニヨン通り
とガブリエル通りに挟まれたマリエー
広場で開かれる。

　切手がだめならテレカでは人はついて来な
い。小泉･竹中コンビがもっと早く登場してい
れば「早大創立記念切手」もらくらく実現し
ていたのに。なにしろ今は阪神優勝記念やテ
ニスのシャラポア、ゴルフの藍チャン切手も
登場するご時世ですから。

パリ切手青空市の風景（駸々堂カラー双書 056 より）

1963 年 映画「シャレード」　切手市のシーン

右　映画に登場する切手とストリー上でのカタログ値
　　左からテグラ・フィラスキリンゲン 8 万 5 千 $、ハワイ
　　アンブルー 6 万 5 千 $、ガゼット・モルダーバ 10 万 $。
　　　　　　残念ながら SCOTT には見つからない。

「逆さまのジェニー」
1918 年に発行され
た逆さまの複葉機が
印刷された 24 セン
ト切手のブロック。
270 万 ド ル（ 約 3
億１千万円）で落札
された。
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　（湯川宗昭　池澤克就　木元淳一郎）  

編　集　後　記
急遽、９月の幹事会で会報の編集を個人的

に任され、不安なスタートでした。一番心配
であった原稿の集まりは皆様の快諾がえられ
ました。次号が特集号であることを考慮する
と本号に掲載できないと皆様の掲載が半年後
の 6 月になることを思い、10 月はじめには増
ページの問題を解決しなければならないとい
ううれしい悩みを抱ました。幸い、会長、会
計のゴーサインをいただき無事に発行できた
ことを幹事、執筆の皆様に深く感謝します。
また、今号に掲載できなかった原稿執筆者４
名の方には深くお詫びします。( 小川）

原稿募集　

　会報の原稿を募集しています。切手の話題、
切手にまつわる思い出、学生時代の話し、現
在の生活日記、趣味なんでも結構です。気楽
にお考えいただき、ぜひ皆様の楽しく、貴重
な原稿をお寄せください。お待ちしています。
　会報１ページは 1600 ～ 1700 文字とお考
えください。切手、写真等はお預かりして編
集後に返却することも可能です。また、他の
会報等に掲載したものはご遠慮ください。
　会報に関するご意見、要望もぜひお寄せい
ただきたいと思っており、会員の皆様と意思
の疎通を十分に取りながら会報を作成してい
きたいと考えております。
　本号より第１号よりの通算したページも外
側下隅に表示することとしました。
　

試作カラー版会報の配信
  22 号は紙で印刷依頼ではなく電子 FILE で印
刷依頼を試みました。従って PDF・FILE 形式の
カラー会報ができてます。希望の方は MAIL で
下記までお申し出ください。　試験的に名簿記
載の ADRESS と確認のうえ返信 MAIL で添付・
お届けします。
　　　　y-ogawa@bekkoame.ne.jp

ＯＢ会員連絡先をお知らせ下さい
　稲門フィラテリー会員住所録と一緒にお送
りしましたように連絡先の明らかなＯＢ会員
が少なくなっています。会員名簿に記載され
ていないＯＢ会員およびその連絡先をご存知
の方は事務局までお知らせください。

 「ハリウッド映画再開
　　　６０周年記念切手展」
　会員の甲斐氏が個人で 11 月 23-26 日、目
白の切手博物館で切手展を開催されました。
日程的に今号では報告できませんでしたが、
次号の映画特集号では詳しい紹介記事がある
ことと考えます。

次 23 号は映画特集号
映画と切手、俳優
と切手、映画の中
での切手そして早
稲田松竹（現役で
す）等での映画にま

つわる、収集品、
想い、見識、思い
出等を１月末まで
に下記にお寄せく
ださい。

郵送先　
湯川宗昭  1710043豊島区要町3-41-8
FILE 送付先
小川義博　y-ogawa@bekkoame.ne.jp

早慶戦外野応援席が復活
　ここ数年、伝統早慶戦で内野応援席にさえ
空席がある試合もあった。ところが、作年の
春の優勝がかからない早慶戦なのに、外野応
援席が復活し、早稲田側外野応援席はほぼ満
員。来年はハンカチ王子も加わり、さらに観
衆が増えそうですね。ぜひ、過っての応援す
るとだんだん席がずり落ちていく芝生外野席
を思い出し会員有志で集い、黄色い声に囲ま
れたいと思います。
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映画特集号に寄せて

小林   彰

　昨年９月の例会時に

甲斐正三さんが、編集

でたいへんなのは原稿集めとの話をされ、合

わせて１１月に目白の切手の博物館で「ハリ

ウッド映画再開６０周年」に因み映画切手の

ミニペックスを開催予定と紹介されました。

　格調の低い作品をトイレの臭いが漂う場末　格調の低い作品をトイレの臭いが漂う場末

の映画館で見ていた中学時代以来、私も映画

ファンの端くれで、映画切手展、しかも切手

が中心ではなくプログラムやブロマイドが主

体と聞けば、期待は大きく膨らみます。

　例会後、恒例の高田馬場駅前「びあぐら」

での懇親会。参加者は６～７名でした。甲斐

さんが原稿集めはむずかしいとまたため息。

横に座っていた西村壽一郎さんが、それなら

映画の特集号を出したら如何と。私がこの名

案に即座に賛成したのは言うまでもありませ

ん。その後、関係幹事の賛同を得て本特集号

発行の運びとなったのです。

　さて、映画切手展は予定通り１１月２３日

から２６日まで開催されました。切手の博物

館３階の会場では等身大のマリリン・モンロ

ーが来場者を迎えてくれます。「７年目の浮

気」で地上に吹き上げてくる地下鉄の風にス

カートをあおられているあのモンローです。

　会場に一歩足を踏み入れると、「駅馬車」

のジョン・ウェイン、「風と共に去りぬ」の

クラーク・ゲーブルとビビアン・リー、「カ

サブランカ」ハンフリー・ボガードとイング

リッド・バーグマン、「望郷」ジャン・ギャ

バン・・・名画と名優が３００リーフに収ま

って参観者を魅了しています。その上、俳優

の似顔絵が展示フレームのあちこちで微笑ん

でいます。その中の４人がフレーム切手にな

りました。数が少なく値打ちものです。

　４日間の会期中の入場者は５２０名を超え

た由。ミニペックスとしての新記録とか。ギ

ネスものです。甲斐さんの個展だからなおす

ごい。熱心にメモを取る人も映画愛好家も作

品を堪能していました。稲門フィラテリー会

員も多数来場されましたが、足を運んだ方も

運ばなかった方も、本号で改めて名画のシー

ンや名優の台詞など思い浮かべていただけれ

ば特集を提案した「甲斐」があります。

　ところで、「早稲田大学」という映画があ

るのをご存知ですか。もちろん、大学の宣伝

映画ではなく東映製作の一般映画です。詳細

は黒川清知さんの記事をご一読ください。

稲門フィラテリー
23号
映画特集
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再開から６０年を記念
　さきの大戦中、交戦国の映画は上映が禁止され

たが、2006 年は戦争が終り 上映が再開されて丁

度 60 年になる。1946 年（昭和 21 年）2 月 28 日、

アメリカ映画の新作二本「キューリー夫人」と「春

の序曲」が公開され、翌年にはイギリス、’ 48 年

にはフランスの新作が公開され、以降、映画の黄

金時代を築いていく。

　今回は 60 年の節目を記念して企画した個人の

マイ・コレクション展である。再開から四半世紀

の間に公開された馴染みの深い映画の数々を、ア

メリカ映画を中心にヨーロッパ、日本の映画を加

えて、映画の好きな人にも紙上で楽しんで見ても

らいたいと考えた切手展である。

展示会のもよう
　目白・切手の博物館３階で１１月 23 日から４

日間にわたった展示会は、予想をはるかに超える

普段のミニペックスの倍以上の 500 人を越える来

場者をむかえ盛況のうちに終了した。

その喜びもさることながら、「いかがでしたか」と

尋ねると、口々に「楽しかった！」 、「懐かしかっ

た！」、「とっても見易かった」と言葉が返ってき

て心から楽しんでくれたことが肌で実感されたこ

との方がはるかに、そして何よりも嬉しかった。

いったん家に帰り、わざわざご自分の資料を持っ

て再度 話をしに見えた方もおられた。いつものミ

ニペックスとは雰囲気が違う、客層が違うと、協

会の人が話しているのもよく耳に入ってきたし思

いもかけず幾つも花束が届き「花束があるミニペッ

クスは初めて」とも言われたりした。入口に立つ

等身大のＭ・モンローにビックリされた人もいた

ようである。

　記念小型印を使用し、スターの似顔絵をデザイ

ンしたフレーム切手や記念カバーも作成した。フ

レーム切手は自分自身の記念のためと思い小数し

か作らなかったが、それも好評であった。

企画を話した時、映画の仕事とは全く無縁の世界

に生きてきた私が、こんな展示を個人としてやる

ことに若干の心配をされた人もいたようだが杞憂

に終ったと感じている。展示したリーフの中から、

何点か紹介しながら文を進めたい。

展示会のねらい
　娯楽の少なかった学生時代、多い時は１年に

120 ～ 130 本の映画を見たであろうか。「映画」

と言えば、最近見た映画、今迄に見た懐かしい映

画などを思い出す。誰でもそれらの名画の思い出

はなかなか消えるものではないであろう。

　「映画作品」を切手や他のマテリアルを加えて

“紙（リーフ）上で映画を見る” ことを考えたのは

そのためで、従来形の展示は最初から考えなかっ

た。原形は02年春に「切手の博物館」

で行なった個人の展示会にあり、そ

のコンセプトは今回も変わっていな

い。

　04 年６月の切手教室で「切手の

楽しさ　三題」として

○ 感性に訴える

○ 品良く美しい・きれい

○ 誰にでも説明なしで分る・面白い  

  と話したことがある。それを個展

「ハリウッド映画再開６０周年」記念切手展を終えて

甲斐 正三 　
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として実現し、受け入れられたことが実感された

のは喜びであった。

展示の内容と構成
　最終的に採り上げた映画は、サイレント（無声）

映画を含めて約 120（アメリカ：75、ヨーロッパ：

35、日本：10）、リーフで 280 になる。紙上で映
画を見ることが狙いなので、映画の概要を紹介す

る必要があると考え「世界映画作品大辞典」( キネ

マ旬報社 1970 年発行 ) から使わせてもらうこと

で同社の了解を得た。辞典に採録された映画誕生

期から 1970 年までの内外の代表的な作品 1,800

本から引用したものが殆どである。因みにキネマ

旬報ベストテンは、アカデミー賞より３，４年早く

世界で最も古い歴史を持つと思われる。

　具体的な構成は、採り上げる個々の「映画作品」

を ① 関係する切手、② 映画のパンフレット、③ 
スチール写真・絵葉書で計２リーフにまとめるこ

とを原則とした。実際にはこの三つは簡単には揃

わず、「禁じられた遊び」、「天井桟敷の人々」など

諦めざるを得なかった映画も多い。

　切手は国の文化、歴史、風物などを表すものと

今も相変わらず思い込んでいる私は、関係の深い

国が発行した切手を対象としている。と言うのも、

切手や映画を通して自然に知った国々の文化、歴

史、風物などが いかに多かったかを身にしみて感

じているからである。

　近年、アフリカやカリブ海の一部の国が外貨獲

得手段として乱発する映画切手は実に多いが自国

とは全く無関係であり、これらは原則として使用

を控えた。

　関係する切手には、映画作品、俳優、監督、音

楽家のほか、原作者、舞台となった場所、時代背

景なども含めている。「駅馬車」ならモニュメント・

ヴァレーを抜かすわけには行かないし、「第三の男」

と「チター」、ウィーンの「大観覧車」は切っても

切り離せない。「駅馬車」は戦前に公開され評判だ

けを耳にしていたので、三本立て専門であった私

が待ちこがれてロードショウの東劇まで見に行っ

た例外的な映画である。01 年８月末にモニュメン

ト・ヴァレーへ行ったのは「駅馬車」の舞台を見

たいがためであった。帰国して10日後、ニューヨー

クで同時多発テロが発生したことは忘れようがな

い。

　20 年位前、仕事でドイツのガルミッシュパル

テンキルヒェンに泊まった晩、チターでこの曲が

演奏されるのを目の当たりにした時はかなり興奮

したものである。公開当時、タイトルバックに動

く弦がどのような楽器であるか誰も知らず話題に

なったことを思い出す。

　一方、パンフレットを調べ直し新たに発見した

ことも多い。「舞踏会の手帖」や「モンパルナスの

灯」のパンフレットを読み直していて、なんと主

演３人が切手になっていることを知ったのは、つ

い最近のことである。急遽作品を入れ替えて展示

に組み入れることにしたが、こうしたことは数え

切れない。

見易いように
　見易さについても 120 もの作品をどの順序で並

べたら見易いか意を用いた点である。「サイレント

時代」と「 トーキー初期の時代」は国をこえてま
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とめ、以降は国別、年代順とし、アメリカ映画の

場合はさらにジャンル別、その中で年代順とした。

モンロー、A・ヘップバーンやヒッチコックらは個

人単位でまとめている。続いて「世界の代表的な

映画切手」、「日本映画史（江嵜次郎氏賛助出品）」

で全体の構成とした。

　４段の展示用パネルで 中２段だけを用いたの

も、今までの経験から４段をフルに使うと重くな

るのを避けたためである。

　パンフレットを千鳥形に並べたり、リーフ内の

文字を極力押さえて読まずに 見ただけで分るよう

にしたのも同じ目的で、「誰にでも説明なしで分る」

ことを目指した一つの表れである。

　「これ全部ご自分のもの！」、「全部ご自分で作っ

たの！」と驚かれた方もかなりいたが、280 リー

フを一人で作るのは大変ではあったものの、統一

感を持たせることが出来て良かったと思っている。

関係する切手
　アメリカ映画が全体の６割を占めるのは、公開

された映画の本数が多いだけではなく、映画の切

手が非常に多いからでもある。

　映画王国アメリカは、映画 100 年にあたる

1995 年に始まる「ハリウッドの伝説」シリーズ

は第１弾としてマリリン・モンローの切手を発行、

昨年で 12 人を数える。他にも音楽家など非常に

多い。200 年強の歴史の中で、映画が代表的な文

化という位置付けもあるのではないかと思ってい

る。M・モンローの切手が発行された丁度この頃、

初めてアメリカ郵政のホームページを開いて、モ

ンローの切手が画面いっぱいに拡がった時の印象

は忘れがたい。

　それに比べてヨーロッパの国は、映画関係の切

手は数では及ばないが、他に誇るべき文化が多々

あるからでもあろう。とは言え、フランス、イタ

リアなどは見るべき映画切手は少なくない。

　「ローマの休日」ほど日本人に愛されている映

画はないかもしれない。ローマの名所が何ヶ所も

出てくるが、意外にもイタリアにはいい切手が少

ない。フランスは 02 年から首都シリーズを発行、

第一回としてローマを採り上げたが水彩画風の美

しい小型シートである。思いきってシートをくず

し、これを使ってリーフにまとめた。直接関係す

るとは言いがたいのだが。
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　展示もせまった 10 月初め、オーストリア郵政

から冊子が届いた。なんと映画「サウンド・オブ・

ミュージック」切手帳（英語と日本語）が紹介さ

れているではないか。中にはフレーム切手が９種

含まれている。オーストリア郵政自身がこの切手

帳のためにだけ発行した切手である。即日発注し、

展示に間にあえば差し替えようと考えていたが、

届いたのは展示の終った翌日であった。

　日本の映画切手は非常に少なかったが、展示一

月半前の 10 月に「日本映画」Ⅰ、Ⅱが発行され

たのは まことにグッド・タイミングであった。

映画のパンフレットが残っていた
　高校時代は映画

の同好会に入り、

大学時代は切手研

に籍をおいたが、

社会人になって、

どちらとも縁の薄

い時代が長く続い

た。アメリカが

1990 年に発行し

た「風と共に去り

ぬ」「駅馬車」な

どの切手を入手し

た時が、「映画」と「切手」の二つがドッキングす

る最初のキッカケになった。

　「映画」と「切手」が結びつくもう一つの大きい

キッカケは、150 枚を越える当時の映画のパンフ

レットが捨てられずに実家にそのまま残っていた

ことである。映画が好きだった兄や姉が買ったパ

ンフレットも多い。

　昭和 20 年代前半のものは印刷も紙質も悪いの

は当然で、さわるとボロボロになりそうなものも

ある。それにしてもよく残ったものである。この

頃は奥付がなく発行日が分らず作品の展示順序を

決める時に困ったが、裏面に化粧品や喫茶店の広

告が多いのも時代を感じさせて面白い。

　書き込みのある英和対訳シナリオが数冊あるの

は兄たちが英語の勉強をしたのであろう。イギリ

ス映画「ヘンリー五世」（昭和 23 年）のシナリオ

もある。「シェークスピアを原文で読む会」のＫさ

んに何気なくその話をしたら、会の誰もがそのよ

うなものの存在を知らず、ちょっとした話題になっ

たそうである。傷みがすすんでいて簡単にコピー

のとれる状態ではないのが惜しまれる。　　　　

　これらのパンフレットが残っていなかったなら

今回の展示会はなかったかもしれない。当時一緒

に映画を見た友達は多いが、聞いてみてもほとん

ど残っていないと言う。

スチール写真・絵葉書
　スチール写真や絵葉書は映画を語るには格好の

材料である。高校時代、文化祭のために映画会社

を訪ねて写真をもらったことがある。「第三の男」、

「会議は踊る」などはその時のもの、それからもう

半世紀が経っている。最近、古書店で探すことも

あり、たまたま「王様と私」、「慕情」などの写真

を見つけるとすぐ求めてしまう。割と安いので助

かるが、この時代のものは少ない。

　３年前の夏、ロサンゼルスに赴任中の次男の所

へ遊びに行き ―実は最愛の孫に逢いに行ったのだ

が― そこからアトランタまで一人で往復したこと
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がある。「風と共に去りぬ」の原作者「M・ミッチェ

ル記念館」へ行くのが唯一の目的であり、一日を

ゆっくりアトランタで過ごした。記念館はＭ・ミッ

チェル本人の展示品がほとんどで映画関係の展示

は少なかったが、グッズ・コーナーには映画関連

のものがかなり置いてあったので、日本人形の前

に立つＭ・ミッチェルの絵葉書などを買い求めた。

日本での出版記念に贈呈されたものであろう。今

回これも展示に加えている。

淀川さんからの葉書
　1930 年代、ドイツ、オーストリア映画は全盛

を極めるが、私はこれらの作品に強く惹かれるこ

とが多い。今度の展示会でも「一番好きな映画は？」

と何人からも聞かれ、「会議は踊る」（1931）と答

えている。高校生の頃、この映画を見た時、「こん

なに楽しい映画があるのか」と思ったし、すぐに

ＥＰレコード（45 回転）を買って一月以上毎日欠

かさず何回も聞いて歌詞をスッカリ覚えてしまっ

た。プレイヤーはもうないので聞くことは出来な

いが、そのレコードは今も大事に持っている。

　当時は海外へ出ることなど夢にも考えられな

かったが、1971 年夏に初めて外国へ行った時に

ウィーンを訪れ、一晩、郊外のホイリゲでワイン

を飲む機会に恵まれた。劇中ロシア皇帝と花売娘

クリステルが楽しい一晩を過ごすのがホイリゲで

ある。場所は異なるであろうが、ここがあのホイ

リゲなのかと感慨ひとしおであった。

　戦後は映画の復興が著しく停滞したこともあっ

て見る機会は非常に少ない。94 年秋、思い余って

淀川長治氏へ、こんな思い出を書きながらビデオ

が入手出来ないかと手紙を書いたことがある。し

ばらくしてから届いたその葉書も今回展示に加え

たが、「なぜ淀川さんからの手紙を持っているので

すか？」と何人からも聞かれている。

展示にいたるまで
　ふり返って見ると、ミニペックスの申込みをし

たのが一昨年 12 月、それから小一年が経ってい

る。昨年４月のスタンプショウには同様な趣旨で

65 リーフを出品したが、それを大幅に質・量を拡

大、充実させ 280 リーフにまとめたものである。

準備は早目に終えるようにしていたが、会期が近

付くにつれ連日リーフの見直しや当初は予定して

いなかった準備に追われた。

　この展示は是非 映画ファンにも見て欲しいと言

う思いは最初からあった。京橋のフイルム・セン

ター（国立近代美術館別館）へ時たま映画を見に

行き、また今回は図書室へデータ調べに何回も通っ

ている。その時、フロアにいろいろなパンフレッ

トが置いてあるので、フト思いつきダメモトと思

いつつ尋ねると、当展示会のパンフレットを置い

てくれると言うではないか。これは嬉しかった！ 

実際に置いたのは１０月末。フイルムセンターの

方も展示会に見えていることが分り、終了後、挨

拶に行って直接話が出来たのは幸いであった。

　毎日新聞社に働きかけて竹橋まで資料を届けに

行っている。展示１週間前の 15 日朝、真っ先に

新聞を開いた時 あまり大きく採り上げられていて

ビックリしたものである。会場へこの新聞を持っ

てきて、これを見て来ました、と言う方もおられ

た。これらも全て自分がやっているので、努力が

報われたとの思いが強い。
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協力者のこと
　この展示には多くの協力者を得て、楽しい雰囲

気を盛り上げるのに大いに力があった。

　静岡の江嵜次郎氏からは賛助出品として「日本

映画史」５フレームの出展に快諾いただいた。

　日本映画撮影監督協会の青木圭司氏は、１０年

以上前から映画切手発行に並々ならぬ努力をされ

ているが、今回は記念シールなど提供いただき、

ホンモノのカチンコをお借りして展示することが

出来た。カチンコの実物を見たり手にするのは初

めてで少し興奮したことを覚えている。

　井本直恵氏が描かれたスターの美しい似顔絵も

大好評で「どなたが描かれたのですか？」と何人

から聞かれたであろうか。この絵は記念カバーの

カシェ、フレーム切手に使わせていただいたし、

小型印をデザインされたのも同氏である。

　映画展を楽しくやろうと提案された平林健史氏

は、壁面の構成から入口の等身大のモンローまで

作成していただいた。

　設営、立会い、撤収で協力いただいた方も多く、

稲フィラ関係では、とくに小林彰氏に大変お世話

になった。

　皆様にあらためて感謝申し上げます。

展示会のあと
　「今度は何時やるのですか？その時は案内を下さ

い」と何人からも言われているが、喜びと同時に

困ったなという気持ちもある。新しい企画を考え

る気持ちが一休みしているからである。考えてみ

ると、気軽に楽しめる映画（切手）関係の展示会

はあまりないのかもしれない。

　今回はテーマが「映画」という普遍性の高いも

のであること、さらに

展示のハッキリしたコ

ンセプトを持っていた

から出来たのではない

かと思っている。「是

非、本にすると良い」

と熱心に薦める方も多

く、展示作品のＣＤ化

を進めている。

　展示が終って気がつ

いたのだが、会場の雰

囲気を伝える写真がほ

とんどないことが惜し

まれる。ともあれ自分

でも満足できる展示会

であった。

　最後になるが、この

展示に多々協力され、

是非とも見て欲しいと

思っていた稲フィラの

会員でもある井上城氏

は昨年５月卒然と逝っ

た。無念である。心よ

りご冥福をお祈り申し

上げます。
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　イタリア人のグリエルモ・マルコニーは

1895( 明治 28) 年に無線通信装置を発明し、

1901( 明治 34) 年 12 月 12 日、大西洋を横断

する無線通信に成功しました。英のコーン

ウォールからカナダ、ニューファンドランド島

のセント・ジョーンズまで、距離凡そ 3400 ㌔。

送った語は確かたった 1 字、S の符号だった、

と記憶しています。

　それから僅か数年

後の明治 37 年に始

まる日露戦争では、

無線が早くも実用化

され、翌 38 年 5 月

27 日、対馬沖でバ

ルチック艦隊を発見

した信濃丸が、旗艦三笠にこれを打電しました。

日本海海戦の火蓋が切って落とされたのです。

　さて映画の話にしましょう。全世界には熱心

なアマチュアの無線家がたくさんいて、日夜、

短波で海と空を越えて交信していますが、この

短波は気まぐれで、時には遥か彼方の遠隔地で

受信されることもあります。

　地味な映画、「空と海との間に」は、短波と

アマチュア無線家が活躍する物語で、50 年前、

高校生の私がこの仏映画をどういう積りで観た

のか、今となっては記憶が定かではありません。

多分、無線の面白さに惹かれたのではないかと

思います。

　その粗筋を、少し長くなりますが、映画のパ

ンフレットから拾ってみます。

　物語の舞台は、ノルウェーの沿岸から 2 日

ほどの北氷洋、ノルウェー海に出漁していた

1 隻の漁船です。たぶんタラ ( 鱈、cod) を獲る

トロール船だったのでしょう。

　この船には、船長含め 12 人が乗り込んでい

ます。突然、1 人の船員が奇妙な病気に罹って

倒れました。船医などいません。

　船長は病気の原因とその手当ての方法を確か

めたく、無線で各地に呼掛けました。しかし、

どこからも応答がありません。

　無線機が故障していたのでした。その内、次々

に船員が倒れ、船長と航海士、それにアラブ人

の 3 人を除いて、ほかの者は息も絶え絶えに

なってしまいました。

　” 船に悪魔が取り付いた !! " と、航海士は

唯一の異教徒、アラブ人のせいにしました。と

ころが船長はアマチュア無線士で船内にも装置

を備えていました。その短波で呼びかけてみれ

ば、どこかのアマチュアが応答してくれるかも

しれない、と考えました。それだけが倒れた船

員を救うたった一つの手段だったのです。

　救いを求めた電波は、何と真南に何千キロも

離れたアフリカのトーゴに届き、物産店の白人

経営者が受信したのです。白人はジャングルの

中で回診している軍医を呼んで、危機に瀕した

漁船と連絡、軍医と船長との交信で病気はハム

の中毒と判明しました。

　この漁船では唯 1 人のアラブ人を除いて

全員がハムを食べていました。回教徒は、豚肉

を食べません。豚は最下等の位置付けなのです。

見るのも触るのも汚らわしく、食べることなど

以ての外なのです。

　アラブ人がハムを食べなかったのを目の敵に

無線通信の面白さと驚き、映画「空と海の間に」

府川　宏昭
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していた航海士は、あくまでも回教徒を疫病神

としていました。

時間は , 夜の 7 時 40 分。翌朝の 8 時までに

解毒の注射をしなければ、全員助からない。

あと12時間しかなく、 しかも ,ハム中毒の血清

はパリのパスツール研究所だけにしかないのです。

　軍医は漁船を現在位置に停船させて待つよう

に命じ、無線でパリを呼び出します。これに応

じたのが18歳の若いアマチュア無線家でした。

　無線家は軍医の指示で軍医の先輩医師を訪ね

ましたが、医師は1週間前に他界していました。

医師の夫人は他人を救うどころではないと、

嘆き哀しんでいましたが、無線家の懸命な説得

にほだされてパスツール研究所へ赴き、血清を

手に入れました。

　2 人はその足でオルリー空港に駆けつけまし

たが、冷酷な規則はおいそれと血清を運んでは

くれず、そのうち北へ飛ぶ飛行機はなくなって

しまいました。しかし、ル・ブールジェ飛行場

からは、まだミュンヘン行きの飛行機があると

知らされます。

　若い無線家は自宅へ跳んで帰り、ミュンヘン

を呼び出し、ミュンヘンでは、盲目の中年男性

が応答してきました。一方、医師の夫人がル・

ブールジェ飛行場に着いた時、ミュンヘン行き

は離陸したあとでした。

　だが血清はベルリンヘ飛ぶポーランドの客室

乗務員に托されます。ミュンヘンでは、目が不

自由な中年男性が杖を頼りに飛行場に行きまし

たが、パリから来た飛行機には血清は積まれて

いなかったのです。

　医師夫人から事情を知った無線家が再びミュ

ンヘンを呼び出したのは、夜半の 2 時を過ぎ

ていました。盲人は米軍の病院に勤めている娘

の手を借り、ベルリンの米空軍の軍曹に電話で

頼み込みます。

　軍曹はソ連地区の飛行場へ深夜侵入して、

ポーランド機から血清を受取りましたが、帰路、

ソ連の歩哨に捕らわれてしまいます。軍曹が熱

心に説いた甲斐もあって、保釈されましたが、

血清は返してくれません。

　" ソ連にも飛行機はあります "。かくて血清

はソ連機でコペンハーゲンに、さらにフランス機

でオスロまで運ばれ、オスロからはノルウェー

機が現場まで飛ぶことになりました。

　その旨が逆のルートをたどって、アフリカヘ

伝えられましたが、そのころ船では船長までも

中毒に侵され倒れていて、航海士が商船の航路

まで出れば助かる見込みがあるのでは、と船を

動かしていました。

　船長は停船を命じ

ます。刻々と迫る死

が目前の船員を乗せ

たまま、漁船は北の

海を漂っています。

　ノルウェー機が血

清を積んで飛び立

ち、まだ元気な航海士が無線機を操作して、機

と連絡がとれました。雲が低く視界は利かな

かったのですが、機は低空に突っ込み船の上空

をかすめ、血清が投げ落とされて、船から少し

離れた海上に浮かびました。

そのとき勇躍、凍る海に飛び込んだのは、1 人

だけハムを食べなかった異教徒の船員だったの

です。

　さて、この映画に触発された訳ではなかった

のですが、就職した先は無線航海電子機器の会

社でした。皆様でも例えばレーダだとか、今、

流行の GPS、カーナビを造っている、といった

らお解かりになると思います。ただし、" 無銭”

会社でした。
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   昭和 28 年 9 月のその日、共通教室 ( 現 10

号館 ) の大教室を埋めつくした早大生の観客か

ら、大きなどよめきと拍手が湧き上がった。待

望の東映映画「早稲田大学」の試写会、銀幕に

映し出された「早稲田大学」の題名、バックに

校歌 ｢ 都の西北」のメロディーが力強いオーケ

ストラの演奏によってかぶさってくる。言い知

れぬ感動が総身を襲ってきた。

　原作は「人生劇場」の尾崎士郎、脚本は八住

利雄、監督は佐伯清、物語は東京専門学校の

創立から始まり、創立者大隈侯達の苦労、明

治 40 年の校歌誕生、大正 6 年の学校騒動、大

隈総長の死、戦争、学徒出陣、戦後のアルバイ

ト、レッドパージ、そして昭和 27 年 5 月 8 日

の早大事件、血のメーデーの首謀者達の捜査に

あたって、私服の刑事が無断でキャンパス内に

入ってきたことに抗議するため、大勢の学生が

大隈候銅像前広場に座っていたところ、警官隊

の群れが警棒を振りかざして、無抵抗の学生た

ちを排除するために襲い、流血の騒ぎとなった。

その時の模様を綴ったある学生の詩「僕たちは

座っていた。・・・・・・」の朗読をバックにニュー

ス映画のシーンが

挿入され、私は 1

年前のその翌日、

校庭のアスファル

トにこびりついた

無数の血の跡を見

ていただけに深い

印象を受けた。

　もちろん物語と

して、個々の学生

生活や恋愛も色

どっている。

　この間 70 年、

早稲田に学んだ青

山杉作、佐野周二、

波島進　扮する三

代の親子、孫を通

じて早稲田を描い

ている。大隈侯に

小沢栄。大隈夫人

に夏川静江、大山

郁夫教授に千田

是也 、　その他 、

映 画「早 稲 田 大 学」

黒川　清知

昭和28年 9月　朝日新聞広告

佐野　周二　　波島　進

山根壽子、東野英治郎等が出演している。

   「三代にわたる早大生の学園生活を通じ、早

大の学風が築かれ、時代の波にとけこんでゆく

姿をたどるとともに青春の夢と希望が歴史に翻

弄され、再び三たび燃え上がるさまを描き出し

たい」と尾崎士郎氏は映画制作に当たって語っ

ている。
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   大侯銅像を中心としてのキャンパスロケに

は、一般学生がエキストラとして出演、高いク

レーンの先にカメラを据えつけ、その脇で佐伯

監督が大きな声で指示しながら、俯瞰撮影をし

てたのを「俺も出たいな」と、私は指をくわえ

て眺めていたのを覚えている。

 　それにしても、特定の学校を商業映画の題

名にしたのは珍しいと当時の新聞の映画評も

書いている。  「一学園を通じて歴史の流れを想

起させる面白味はあり、大隈が参与した徴兵制

度の施行が学生の悲劇を招いた皮肉、退廃期の

学生の雰囲気も正直に伝えて、手前みそ一辺倒

の大学謳歌映画にならなかったのは好感がもて

る」 「学園の自治を、戦後になって警官隊のク

ツでふみにじられた五・八事件に対する怒りは、

はっきりと早大生のの味方になって訴えられて

おり、全編を通じてもっとも迫力がある。親子、

兄弟にわたって早大に学ぶことを誇りにする

人々のことが、色どりとしてこの映画を進める

タテ糸となっている。」  ( 各新聞の映画評より )

　この映画は、東映の全国の映画館で封切られ、

多くの人が鑑賞した。私も二度目は「新宿東映」

でかなりの観客の入りの中、再び感動を味わっ

た。

　この映画の新聞広告の面白いのは、上と右の

縁取りに各大学の校章をあしらっていることで

ある ( 掲載の新聞広告コピー参照 )

　この映画のネガはたして残っているのであろ

うか、残っていれば、創立 125 周年のために

DVD かビデオ化されれば、どんなに嬉しいこ

とか。

　それにしても、53 年前のこと、この一文に

記憶、認識違いがあらば、お許し願いたい。

（早稲田大学国分寺稲門会会報 No.43 より転載）

   黒川氏の意を汲み、編集担当で東京国立近

代美術館フィルムセンター所蔵映画フィル
ムに存在するか調べましたが残念ながらあ
りませんでした。しかし、東映株式会社広報
室より映像素材の保管は確認でき、大学関係
者より次のような説明がありました。「映画

「早稲田大学」は大学図書館のＡＶライブラ
リーで今でも視聴できます。ＤＶＤ作成・販
売について、検討はいたしますが、幅広い世
代に受けるかどうかは疑問であり、購入者が
限られると想定します。作成コストを考えま
すと、実現の可能性は低いと言わざるを得ま
せん。但し、貴重なアイデアとして、頭には
留めておきます。」

興行成績が見もの
「早稲田大学」　東映作品

　（前文略）
　映画はまず東京専門学校時代から始まる。大隈
重信が学校経営に苦心するところなどが描かれ
る。大隈には小沢榮。その後、大隈が大政治家に
なってから、学校の経営も楽になるが、片足を失
うところが描かれる。全体に平板な年代記風の描
き方で、演出 (佐伯清 )は少しもたれる。
　大正四年の大学騒動についで大正十一年、大隈
が死ぬところは割合にあまく描かれ、早稲田の校
歌を雪の降るなかで、歌う学生の声を静かに聞い
ている大隈の表惰などは印象的。全体にこの校歌
をふんだんに使い、早稲田大学の宣伝映画といっ
た感じだ。テーマらしきものは、大正十四年軍事
教練が始められ、それを防ぎ切れずに、ついに今
次大戦では悲惨な学徒兵を生んだことを訴えてい
る。あぐまで、学の独立を守ろうとした大隈の精
神がふみにじられていく姿をもっと突き込めば迫
力も出たろう。
　それでも、学園の自治を、戦争後になって、警
察隊のクツで踏みにじられた五・八事件に対する
怒りは、この映画において、はっきりと早大学生
の味方になって訴えられており、全編を通じて最
も迫力がある。親子、兄弟にわたって早大に学ぶ
ことを誇りにする人々のことが、色どりとしてこ
の映画を進めるタテ糸になっている。

昭和２８年 9 月　　朝日新聞映画批評



270

発行日 :  2007 年 3 月 1 日
 発 行 :　稲門フィラテリー
発行人 :　小西　邦彦
　〒 150-0002
　　　渋谷区渋谷 1-11-3　正栄ビル 4F
　　　　　( 株 ) 英国海外郵趣代理部内
　　　　　稲門フィラテリー事務局
　　　郵便振替口座 :00110-0-560458
          　　 「稲門フィラテリー」
 編集担当 : 湯川  宗昭　  池澤  克就　
                  木元 淳一郎   小川  義博

分科会活動 ( 切手教室）
第 45 回切手教室（9 月 2 日）
  マダガスカルの郵便事情　　　　　小林　彰氏　
第 46 回切手教室（10 月 7 日）
  手彫り切手の楽しみ　製造面から　坂下　泰一氏 
第 47 回切手教室（11 月 4 日）
  切手貼り絵教室年賀状を作る　　　奥山　初代氏
第 48 回切手教室（12 月 2 日）
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　　東京大学切手研究会
　　　　　　　60周年記念切手展
　平成 19 年 1 月 20,21 日 , 切手博物館で東大切
手研究会 60 周年記念切手展が開かれました。9 人
の OB の方が東大に関係する明治時代に始まる実
逓便を中心とした興味深い展示がされていました。   
   こちらの会もご多分にもれず 7,8 年前に研究会
は消滅し、今は時に OB が集い旧交を温めている
状況とのこと。

  名古屋の市川氏から学生時代野球部練習の合間に
映画を楽しんだという昭和 26年の早稲田全線座、
馬場のパール座の変色した粗末な紙に印刷された
映画ニュース紙が送られてきました。映画紹介も
然ることながら、早稲大学界隈商店の広告から、
当時の暮らしの中で映画そして映画館の果たして
いた役割が伝わってくるものです。
特集号からも過去、映画の果たした大きな役割が

感じられ、映画に魅せられることができた時代が懐
かしく、今の豊かさを考えさせられます。（お）

大学の１２５周年事業計画
いよいよ、この秋 早稲田大学は創立１２５周年

を迎えます。これを記念して大学では以下の事業
を計画に組み入れています。
１．フレーム切手の発行
　大学に功績のあった歴史的人物、由緒ある大学
建造物など１０点をオリジナルシートにまとめ、
大学カラーのデザイン台紙に収めて頒布する予定。
発行日は創立記念日を待つことなく夏休み前にな
りそう。
２．新宿北郵便局に要請
　１０月２０日（ホームカミングデー）、２１日（創
立１２５周年記念日）両日に、「早稲田大学創立

１２５周年」記念小
型印の使用と臨時出
張所を大学構内に開
設。
　なお、記念小型印
の原画は、鎌倉達敏
会員が作成、すでに
局に提出済みです。

ＪＡＰＥＸで和田・鎌倉両氏が銀賞
   11 月に開催されたＪＡＰＥＸ ’ ０６では、稲門
フィラテリーのメンバーも出品され、レギュラー
クラスで和田文明氏 (米国の公用業務航空郵便史
1920-45) が、ワンフレームクラスで鎌倉達敏氏 (英
国２ペンスブルー 1840-1876) が、それぞれ銀賞
を受賞されました。審査委員長を務められた本会
会員の稲葉良一氏は、企画出品の小判切手１００
年に、ショーケース出品２点の他、リーフ構成を
した小判切手のバラエティー、不統一印、ボタ印、
外国郵便を展示されました。

会 員 動 向
   湯川宗昭氏は、食品添加物を使用目的から解説
した「さらにやさしい食品添加物」( 図書館協会推
薦図書 ) の続編として、食品の製法から見た食品
添加物の使われ方を解説した「さらにやさしい食
品添加物２」を食品化学新聞社から出版しました。
 　渡辺勝正氏は N ＨＫＴＶで放映中の大河ドラマ

「風林火山」で中心に採り上げられてる山本勘助に
ついて「山本勘助の謎を解く」を大正出版から出
版しました。
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　わが国の切手の発行は濫発 (乱発 )そして濫造

(乱造 )がなされているといわれていますが、どの

ような時間的経過をたどり、どのような問題を抱

えてきたのか客観的でわかりやすい資料がないよ

うです。そこで切手の発行を目で考えやすいよう

に幾つかのグラフにしてみました。そこから見え

てくるものが今後の会員諸氏の切手発行と切手収

集を考える一助としていただければ幸いです。

整理対象
　今回、調べる対象としたのはわが国の普通、航

空切手を除く特殊記念切手としました。参考資料

としては日本切手カタログ、さくら日本切手カタ

ログを用い、特殊切手のシリーズ分類、名称等は

これらを参考としました。また、グリーティング、

高齢者向け切手は特殊切手に含めて整理しました。

また、上記のカタログとは異なって交通安全、郵

便番号、省エネ等の一連の宣伝切手は啓蒙 (キャ

ンペーン )切手としてひとつのシリーズにしまし

た。

　さらに、20世紀デザイン切手シリーズに代表

されるような連刷シートは１券種（1種類の切手 )

とはしないで、シートに印刷され他には発行され

ていない異なる印面の数だけを券種として整理し

ました。従って20世紀デザイン切手シリーズは

カタログでは17券種であるが170券種として整

理しました。これはこれら連刷シートが分割して

の販売が郵便局でなされたという理由です。

　小型シート、ペーンは券種とは別に整理しまし

たが、小型シート中に小型シートだけに発行されたが、小型シート中に小型シートだけに発行され

た券種は対象としました。

（例　昆虫切手ｼﾘｰｽﾞ小型シートの40円２種等）

券種からみる切手の発行
　各シリーズ切手が発行された時期を年単位に整

理してみたのが図１です。1950年代までは記念

図 1　記念･特殊切手の発行経過

目で考える切手の発行
小川　義博  　
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切手以外に年間3～4種類程度のシリーズ切手で

あったのが60年代より倍増して10種類を越える

シリーズ切手が発行されるようになってきてます。

1980年代半ばからはシリーズ数は変わりないのに

券種が非常に多くなりひとつのシリーズで発行さ

れる券種の増加が大きいことがわかります。更に、

1990年代になるとご存知のとおり「ふるさと切手」

なる怪物切手シリーズが券種数を大幅に増加させ、

加えて1990年代後半からは連刷シートの発行が加

わり年間100を超える切手が発行される切手乱発国

となってしまっていることがわかります。

　ここでふるさと切手と連刷シートの発行が如何に

券種 (切手の種類）を多くしてしまったかを図２の

グラフで見てください。ふるさと切手が年平均42

券種とそれまでの記念特殊切手年間券種数を越える

切手を発行させ、1998年の長野オリンピック連刷

シートに始まる連刷シートの発行がおおきな問題で

あることがお解りいただけるかと思います。また、

各シリーズ毎の券種数を見ても図3グラフ太い棒の

ようにふるさと切手券種の突出と20世紀デザイン、

世界遺産、ふみの日シリーズが他の長期発行の国立

公園、年賀切手を越える券種を発行させていること

を見ると、ふるさと切手と連刷シート発行が真剣に

検討されてしかるべきでしょう。

発行枚数で見る切手発行
  乱発でなく乱造 (濫造）の観点で発行枚数を整理し

てみると、宣伝、啓蒙を図るための交通安全、労働

安全、貯蓄、省エネ、そして郵便番号等キャンペー

ン切手の他の切手に比べ格段に発行枚数が多いの

は、その目的からして当然と考えられます。また、

長期間にわたって発行されてきた年賀、国民体育大

会、国土緑化シリーズの切手の発行枚数が多くなっ

図 2　大分類で見る特殊切手券種数推移

図３　シリーズ別券種数と平均発行枚数
ているのは当然ですが、20世紀シリーズ、ふみの日

が連刷シートによる乱発効果がここに見られ非常に

発行枚数が多くなっています。また、切手趣味週間、

国宝シリーズと一般に人気のあるものも枚数が多く

なっています。
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　更に、各シリーズ単位で券種１枚当た

りの平均発行枚数を整理してみると図３

グラフ（左頁）の細棒のようになりま

す。ここで注意されるのが1960年代後

半から1980年代に発行されたシリーズ

切手の発行枚数の多さに較べ、1990年

代後半からのシリーズ切手すなわち連

刷シート発行シリーズ切手の発行枚数

少なさです。平均すると20分の1に減

じているのではないでしょうか。これ

を図１の券種グラフに照らして考えると

1960-80年代は乱造に傾いた切手の発

行が、1990年代から徐々に乱発へて変

わってきていることを示していると考え

られるでしょう。記念・特殊切手が本来、

持つ意義を意識して、それぞれの切手を

使用する楽しみという点で、発行枚数に

は適正な数量が必要なはずです。

　乱発は使用されることよりも使用され

ずに収蔵されること、すなわち発行する

側の利益を優先させた施策と考えざる得

ません。電子通信、携帯－MAILの使用

で郵便物の減少があるとはいえ、この傾

向の是非を考えていく必要があります。

長寿シリーズ切手の発行推移
　長期にわたって発行続けられてきた

年賀、国民体育大会、国土緑化切手等の

発行推移を見たのが図4から図9です。

どの図を見ても明らかなのが券種、枚数

共に一貫性の無いことです。

　券種にどうにか一貫性が見られる国民

体育大会 (図 7)、国土緑化切手 (図 8）

にも基本的な混乱が見られます。それは

両者ともふるさと切手として発行された

経緯があり、記念切手に戻って再び、4,5

年前よりふるさと切手になっていること

です。そしてふるさと切手として発行さ

れたときその発行枚数は4分の1から

9分の1に激減してしまっています。国

民体育大会も国土緑化運動も全国的な位

置づけのものだと考えるならば、このよ

図４　年賀切手の発行推移

図７　切手趣味週間の発行推移

図８　国際文通週間切手の発行推移

図９　国民体育大会切手の発行推移
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うな発行のいいかげんさ、混乱は非難

されてしかるべきでしょう。

　さらに、この図の上に皆さんで切手

に描かれた内容をメモしてみると、更

に切手の発行に一貫性、統一性、発行

方針がいかに無いかが感じ取れるので

はないでしょうか。例えば、1991年

石川国体切手のシリーズ切手イメージ

を損なっていること、更に、国際文通

週間切手をみると12年間は五十三次、

10年間は鳥日本画、6年間は日本人形、

7年間は絵巻絵が連続してますがその

途中で単年で浮世絵、花鳥画、歴史絵

等が中に挟まり、再び、五十三次に戻っ

てきてます。切手サイズには目をつぶっ

たとしても、いつになったら文通の便

りが江戸に着くやら、思いやられるの

は私だけではないでしょう。

ふるさと切手の発行推移
　連刷シートに肩を並べる乱発の元凶

ふるさと切手を見てみましょう。発行

されてから15年で過去の記念切手発

行券種3分の1を越えてしまう約700

券種が発行されています。ふるさと切

手の発行を図10に示しました。券種、

発行枚数共に年よって大きく異なりば

らつきがありますが券種と枚数は比例

してきていました。しかし、2000年

以降２種連刷から４種連刷が多くなり

2004年には連刷シートとして20種連

刷という収集家泣かせともいうものが

発行されてしまいました。今後、ふる

さと切手にまで連刷シートが発行され

だすことはますます乱発を進めるので

はと危惧せざる得ません。

収集家の財布への影響
　最後に、収集家の立場から年毎に発

行された切手を１枚ずつ購入するのに

必要な金額を図13にしました。やはり、

ふるさと切手の発行と共に必要金額も

急増し2000年には２万円にもなりまし

図８　国土緑化切手発行推移

図９　ふみの日切手発行推移　

図１０　ふるさと切手発行推移

図１１　年間発行切手購入必要金額
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た。これでは収集家の切手ばなれをますます進めてい

るようなものでしょう。

　小型シートについては整理対象外にしましたが小

型シートの発行基準は一体どこにあるのかという疑

問を抱かざる得ない結果でした。

世界に目を転じると
　会報20号で世界各国の切手の発行券種の数を検

討しましたが、発行枚数は未検討でした。今回、限

られた国ではありますが発行枚数を調べました。券

種に加え発行枚数を知ることでより切手発行に関す

る見識を深めることが出来ればと考えます。

　発行枚数を考えるとき留意しなければならない点

があります。それは発行枚数を最初に決めて作成し

すべてを売り切るまで窓口で発売する日本のような

発行と発売期間を決めてその間に売れた量を発行枚

数とするリヒテンシュタインのような国があること

です。前者は細かくても万単位での数量、後者は一

桁の端数をきちんとつけた数量が発行枚数として発

表されています。ちなみに切手発祥の地イギリスは

後者に属し特殊切手は発行日から１年で発売を止め、

毎年１年後ぐらいに発行枚数 (発売枚数）が発表さ

れてきましたが2000年を最後に発表が無いようで

す。切手を愛する立場と発行を管理する立場とでは

自ずとどちらの発行姿勢が好ましいか判断が分かれ

るところだろうと思います。

　さて、その発行枚数ですが外国の実態を知ろ

うとしても一般的カタログには記載されていませ

ん。一般的なもので発行枚数が記載されているの

は、Michel1 のみでしょう。他に特定の国に限って

みればFacit13( 北欧）ツームスタイン2(スイス等）、   

SCOTTアメリカ版5などがあります。しかしながら

徐々に発行枚数が発表にならないのかこれらのカタ

ログも発行枚数記載のない年が増加しているようで

すし、更に記載内容が異なることが散見されます。

発行枚数の比較方法
　各国の発行枚数を比較するとき、単純に発行枚数

を比較するのであっても発行目的、記念対象、祝賀

対象等によってことなることは明らかです。対象の

異なる記念切手の発行枚数を国別に比較しても意味

が薄れてしまうことになります。発行枚数を比較す

るのは同一事項に関して発行されたものであること

が求められます。更に、各国の人口、GNP、郵便利

用状況等を加味して整理することが必要ですが、非

常に困難です。

　今回は経済状況が似通っていて、発行枚数が明ら

かにされているヨーロッパ諸国に限定し発行状況を

検討してみました。対象とした切手は若干の価値付

けは異なると思いますが広く恒常的に発行されてき

ているEuropa切手（以下ＥＵ切手と略記）を対象

とし、各国の人口、郵便利用状況をポイントに検討

しました。なお、比較しやすさを考え、年に数種発

行されている場合は低額切手を対象としました。

人口の観点から
  　対人口発行枚数の把握できた範囲での平均枚数

は表1に示します。この表から人口1000万人以上

の国の数値は1.0以下であるのに対して、人口100

表１　対人口ＥＵ切手
　　　発行枚数

* 切手趣味週間切手を対象に算
出　USA は 1992 年特殊切手
の平均で算出

国 平均 算出年数
Turkey 0.01 31 
Hungary 0.02 1 
Romania 0.04 1 
Jugoslavia 0.09 21 
Bulgaria 0.12 1 
Poland 0.13 1 
Spain 0.21 43 
France 0.29 46 
Italia 0.34 35 
Greece 0.35 29 
Austria 0.39 33 
G.Britain 0.47 25 
Portugal 0.50 30 
Germany 0.75 35 
Begium 0.83 37 
Finland 0.98 35 
Czech 0.98 1 
Ireland 1.10 30 
Sweden 1.33 22 
Nederland 1.47 30 
Norway 1.62 26 
Cyprus 2.49 24 
Denmark 2.80 18 
Luxembourg 2.95 35 
Switzerland 3.52 43 
Malta 4.13 10 
Iceland 5.34 37 
Andora(FR) 9.53 33 
Andora(Sp) 12.22 18 
Monaco 23.55 28 
San　Marino 24.11 37 
Faroes 35.84 11 
Liechtenstein 73.34 42 
Vatican 689.71 7 
比較参考資料

Japan * 0.25 49 
USA 0.47 1992 年平均

万人以下の国は2.0 以上

の数値であるように人口

と反比例する傾向が明ら

かです。対人口発行枚数

の推移を人口の規模で２

分してあらわしたのが図

12,13( 次頁）です。全体

に発行枚数が減少してき

ていること、特に、切手

に国家財政のかなりの部

分を委ねてきた観光立国

の小国の発行枚数の減少

が明らかです。発行枚数

自体をわが国のそれと比

較しようとするとき、Ｅ

Ｕ切手にふさわしい切手

が見当たらないのでその

発行期間と最も発行枚数

が多いことから切手趣味

週間を比較してみました。

　その結果が表1下段の

対人口発行枚数が0.25で

す。経済活動が緩やかな

旧東欧諸国等を除く国は

すべてわが国の 1.5 倍、

北欧諸国は 4～ 10倍の
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切手を国民1人当り発行している。また、アメリカ

と比較しても発行枚数は半分程度と考えられる。

郵便物量の観点から
　次に、人口ではなく対人口発行枚数を郵便利用状

況4から検討してみました。時期に多少のずれはあ

るが国民1人当り年間通常郵便物差出数と表2の枚

数を検討したの図14です。この数値は理屈として

何通の郵便物当り1枚のEU切手等が貼られるかを

示すと考えられます。日本の数値は800通の郵便物

の中に1通の切手趣味週間切手が貼られた郵便物が

期待できるということです。この数値を見る限りヨー

ロッパの国々に比較し日本の特殊切手の発行枚数は

かなり少ないと判断せざる得ません。このような切

手の発行状況でありながらなぜ日本切手の乱発、乱

造が言われるのでしょう。発行の種類は20号に述

べましたように世界でも多く、乱発を指摘されるこ

とは明らかです。しかし、乱造ということは何を持っ

て乱造なのか。通常切手製造枚数との関係からか、

売れ残りの窓口に残留する期間が長いからか、特殊

切手類の発行数の全体量からか、質の悪い切手の多

さなのか、そして一向に値上がりしないカタログ値

の低さを嘆いてのことなのか。このあたりを乱造と

いう観点からじっくり検討する必要がありそうです。

わが国とアメリカの切手発行
　わが国の切手発行券種数とその発行数の双方か

ら比較したいと考えアメリカの特殊切手発行状況

と比較しました。日本、アメリカの資料を同じ方

法で整理したのが次頁の図 15,16 のグラフです。

各年毎に発行数の少ない順に並べ、特殊切手発行

開始年から一券種毎の発行枚数を日本は 2004 年 ,

アメリカは 2001 年までを棒グラフに整理しまし

た。横の幅が各年毎の券種数を表しています。縦

の発行枚数の尺度は双方の発行数の実態にあわせ

たものにしてあります。

　発行枚数が桁違いに異なることが明確にわかり

Denmark 2.80 334.7 119.54 
Greece 0.35 53.9 154.00 
Ireland 1.10 170.2 154.73 
Italia 0.34 98.5 289.71 

Finland 0.98 304.9 311.12 
GermanyGermany 0.75 248.6 331.47 
NorwayNorway 1.62 555.0 342.59 
PortugalPortugal 0.50 186.4 372.80 
Sweden 1.33 502.9 378.12 
BegiumBegium 0.83 345.7 416.51 
Poland 0.13 66.0 507.69 
SpainSpain 0.21 111.8 532.38 

GreatBritain 0.47 324.9 691.28 
Japan 0.25 202.3 809.75 
Austria 0.39 371.5 952.56 
France 0.29 435.9 1503.10 
U.S.A. 0.47 728.9 1550.85 

切手枚数 通常郵便
通常郵便物
　÷切手枚数

表２ 国民１人当りの郵便物量と切手発行量

図１4  対象切手貼付郵便物１通が見つかる数量

ヨーロッパ諸国はEU切手、日本は切手趣味 .USAは 1992年
の特殊切手の平均数値

国民 1人当り量
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ます。国土の広さ、経済活動の活発さ等から当然

とも思われますが、億単位の発行枚数を消化でき

るアメリカの郵便事業体制には一目をおかざる得

ない思いです。

　次に、発行券種数も明らかに違いが見られます。

戦前の発行券種数でアメリカが日本の3倍程度多く

発行しており、その差は60年代半ばまであまり変

化がなかったのが1980年代に追いつき、90年代後

半から日本の発行券種が過去100年の差をなくすま

での多さになったこと読み取れます。

　両国とも、年度毎にグラフを見ると縦長のグラフ

が横に長く傾斜がみられるグラフになってきていま

す。切手種類を多く発行し発行枚数を少なくしてい

くという発行方針に変わったことを示しています。

　この発行方針変更は切手収集家の減少による切手

図  １５　日本の特殊切手発行券種数と発行枚数

の売り上げ減を維持するため

のように感じられます。シー

トブックに収蔵される切手の

量を切手の種類を増やすこと

で維持しようとしていると考

えざる得ません。

　以上、情報量が少なくなり

つつある切手の発行枚数とい

う面から切手を考えました。

郵政民営化が実施され、ITに

よる情報通信手段が進化する

中、切手の将来を考える糧に

していただければ幸いです。

参考文献
1) MICHEL  CEPT/UNO-   
KATALOG 2000/01
2 ) Z um s t e i n  S c h w e i z  
Liechtenstein 2006
3) FACIT  2002 Special
4)世界国勢図会   2000/2001    
      P452-453 　　  国勢社
5)SCOTT 2006 CATALOGUE 
Specialized of United States 
Stamps & Covers     P406-411
（第43回切手教室のレジュメ
を加筆、訂正しました。）

図  1 ６  アメリカの特殊切手発行券種数と発行枚数
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ヨーロッパ切手雑感
　1956 年ベネルックス 3 国 , フランス、ドイツ、
イタリアの 6 ヶ国でスタートしたＥＵ。今日は加
盟 27 ヶ国を擁するものとなっている。切手の方
はもっと発展し、6ヶ国が約60の国、地域から発
行されるようになり、統一デザインから建物、人物、
芸術等を取り上げる一大テーマコレクションの対
象である。こんななか気になる切手がある。
　発行を中断する国を横目に、ＥＵ発足の 2 年後
からＥＵ切手を発行し続け、皆勤賞である国、ト
ルコのＥＵ切手である。イスラム圏でありながら
ケマル主義を選択し、西欧的アイデンティティー
を身につけようとし、ヨーロッパの仲間入りを切
望するトルコの努力
の切手。ギリシャに先
を越された現在、その
切手に託した願いが
報われる日がくるの
であろうか。
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　43 年間勤務した会社を 3 年前に退職して、昔、

趣味にしていた「切手蒐集」を初心にかえって再

開しようと「切手教室」に通いだしました。さす

がに往年の「早大切手研」の残党が運営するだけ

あって、例会の講義はそれぞれ永年の蒐集と高度

の研究に裏打ちされた素晴らしいものです。例会

の帰途、参加者の方から「溜息が出る。もっと初

心者に親しめるものがあっても。」との声を聞きま

した。この2月、「切手教室」で「初心者のオース

トリア切手」と題して、拙いリーフをもとに話さ

せて頂きました。この程度のものだったら私も出

来ると思って頂けたら倖せです。

　私がオーストリア切手の素晴らしさを教えて

貰ったのは、1957 年秋の「創立 75 周年記念早稲

田祭」で切手研は「切手の印刷の歴史」を展示す

ることになり、私達のグループが「凹版切手」を

担当した時です。仲間の一人、鈴木和雄さん ( 商

学部から石川島播磨重工業に入社されましたが働

き盛りの時、惜しくも病いで亡くなられました )

から藍蓄を傾けられてからです。

　彼は、1951 年発行の作曲家 W. キーンツルの

切手 ( 図 1) を手にしながら、楽譜まで精巧に彫

りこんだ凹版技術の凄さ、又、切手の下面に原画

家、彫り師の名前が出ていること、国が切手を芸

術として評価していることを力説しました。私も

彼も音楽鑑賞を趣味としており勿論音楽切手もそ

又、当時鈴木さんが力説していたのがオースト

リア政府の通常切手の発行政策です。1945 年第 2
治世界大戦直後から数年かけてシリーズで「風景」、

「女性風俗」を紹介していることです。当時はこの

私とオーストリア切手
藤田　弘道  　

の範疇でした。各

国の音楽切手を比

較して納得しまし

た。1954 年発行の

カトリック教会音

楽会議の切手 ( 図

2)、1967 年発行の

美しき青きドナウ

作曲100年切手(図

3) は凹版切手の粋

と思い私の大好き

な切手です。

図 3　美しき青きドナウ
　　　作曲 100 年記念

図 2　カトリック教会
　　　音楽会議記念

2シリーズだけでしたが、
45 種発行され、地方の
衣装が紹介され楽しませ
てくれます。その後、「建
物」、「果物」、「美しきオー
ストリア」等々、現在も
一貫した姿勢で発行して
いますね。わが国の終戦
直後からの一貫しない
でたらめな通常切手の発
行姿勢が浮かび上がりま
す。
　私は使用済切手を主に
蒐集しています。昭和
30 年代は「ハウイドマ
ウント」が無く、外国切
手は梅雨など湿気の多い
日本に馴染まず、_ 又、
私の保存技術が稚拙で大
事にしている切手の価値
を落としました。奨学金
とアルバイトで学生生活
を過している身には金は

かけられません。お金をかければコレクションが
充実するのでは限界があります。
　しかし、オーストリアの使用済切手を蒐集する
には難関が二つあります。一つは通常切手シリー
ズの切手の種類の多さです。「女性風俗」は 37 種
ありますが、どうしても75Groschen が見つからず
手に入れたのは3年前です。「美しきオーストリア」
も「切手教室」が縁で小川さんに3.50Schllingを譲っ
て貰いやっと完集になりました。1枚 1枚の切手は
廉価ですがシリーズを完成させるには根気がいり
ます。これらの切手とオーストリアの地図で旅行
者の気分に浸れます。図 1　作曲家 W. キーンツル

      　死去 10 年
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図 4　切手で旅する美しきオーストリア（凹版とグラビア印刷の美しきオーストリア切手）

ザルツブルグ近郊

チロル地方

ウィーン市

ブルゲンランド地方

　もう一つの難関は付加金切手の多さです。大戦

後の復興資金の調達のためか 1948 年は発行数 41

のうち 36が付加金つきです。わが国でも使用済付

加金切手の蒐集は困難ですが異国ではなお更です。

しかも、それらに素敵な芸術性の高い切手が多く

見られます。その中で私の大好きな切手は 1949

年発行の児童保護基金「幸せな子供の情景」(図 4)

です。作者の子供に対するほのぼのたした愛情が

感じられます。

　オーストリアの使用済切手も 1960 年の後半よ

りオーダーキャンセルが見られるようになり、私

の蒐集意欲を萎えさせました。それでも、1945年

よりユーロに切り替わる 2001 年までを目標にコ

ツコツと努力しようと思っています。現在、1981

復活祭のウサギ

図 4　児童保護基金 「幸せな子供の情景」　1949 年

年迄は JPS カタログ NO269、270、305、595、

611、657、673、823 が欠けています。沢山の蒐

友に助けられ、ここまで来ましたが、この文を眼

にとめた方がスペアーを譲って頂ければ倖せです。

又、1960年代までは音楽切手をやっていましたが

現在はやっておりません。ご希望の方があればお

譲りします。廉価ですが現在はなかなか集めにく

いものもあります。

　退職後、夢がかなってオーストリアを旅行しま

した。ただ、スイス、ドイツも含まれたツアーで

したので、観光名所のつまみ食いだったのが残念

でした。発行された切手の背景を調べることでもっ

と知識を膨らませてもう一度ゆっくりオーストリ

アを旅したいなと思っています。

聖ニコラスの日 バースデーケーキ クリスマス



280

　本誌第２１号に馬場恒浩さんの経験談が披露さ
れていましたが、この種の事件は当局やマスコミ
の度重なる警告にもかかわらず全国的な広がりを
見せ、被害も巨額になっていることが報じられて
いる。
 手口もますます巧妙になっているようで、　私も
全く異なるジナリオで危うく被害を被るところで
した。
 　いずれ郵趣に関わる新たな手口も出てくるかも
知れませんので、恥じを忍んで会員諸兄のご参考
に供したいと思います。

　ある日の午後１時過ぎ、自宅の電話が鳴った。
　男「お父さん？」　私「ああ、太郎か…」と、答
えたと思う。息子は企業の地方営業支社に勤務し
ており、久し振りの電話だつた。　男「電話来なかっ
た？」　私「誰から？」　男「タクシー会社から」　
私「ないよ。どうしたんだ？」　男「いや、ちょっ
とタクシーに忘れ物してさ」　私「今、どこにいる
んだ？」　男「品川…じゃあ、又」と、電話切れる。

　３０分ほどして再び電話有り。　男「お父さん？
タクシー会社と連絡付いたからいいよ」　私「良
かったな、それで忘れ物見つかったのか？」　男「う
ん。…ところで成田空港って遠いかな」　私「都心
から車で１～２時間掛かるだろう。何で？」　男「忘
れ物したタクシーが客乗せて成田空港に向かって
いるんだ」　私「２～３時間待てば帰って来るよ」
　男「そんなに掛かるのか…困ったな」
　続く問答で、息子は上司とタクシーに乗り下車
の際、現金９０万円余と携帯を置き忘れたという。
現金は約束の時間内に取り引き先に渡さなければ
損害賠償問題となる。自分のミスで、会社に迷惑
をかけることになり上司も困っている、と言う。

　風邪をひいて薬をのんでボーッとなっていたか
らとのこと。そういえば、上司から借りていると
いう携帯の声は、いっもよりくぐもっている。風
邪薬の効き目などしぱらく無駄話もする。合間に

「困ったな。参ったな」の連発。
　私「それじゃあ銀行からおろして立替えるから、
ここの駅まで取りに来いよ」( 都心から往復１時間
半ほど掛かる )　男「いやあ、それでは間に合わな
いな。友達に頼んで借りるからいいよ」　私「友達
といっても急な話で無理だろう」

　いくら「地元の駅まで来い」と言っても、問に
合わないの一点張り。しまいには「街のローンを
借りるからいい」とまで言う。そのうち、相手の
銀行口座に振り込むという方法もある、と言う。
なるほど！「だけど、もう２時だ。今から送金し
ても翌日扱いになるだろう」と言うと、「３時まで
に振り込めば今日中に入る」と答える。　私「そ
うか、それでは急いで振り込むよ。相手の口座は？」
　男「うん、調べておく。銀行に着いたら電話して」
と上司の携帯 No. を教える。

  銀行に着いて、息子から聞いた携帯 No. に電話す
る。口座は意外にも地方銀行の地方支店で女性名
義だ。　「おいおい、女性間題かい？」　男「ちが
うよ、間に入っている公認会計士だよ」「ふ一ん、
それで振り込み人名義はおまえの会社名でいいな」
　男「いや」と、知らない男性の個人名を言う。
　多少不審を持った私「おまえの生年月日は？」
ついでに、本人のエトも聞こうと思ったが…。　
男「お父さん、何いってるんだよ、太郎だよ。冗
談言わないでよ。もういいよ、他で借りるから」と、
怒る。緊急時だからと思った　私、「分った。分っ
た…」と、電話を切る。あとから思えば、その時
かすかな違和感を覚えた。

 さて、振り込もうと思ったら銀行はかなり混んで
いる。しかも、もう３時になる。これでは今日中
の送金は間に合わないだろう。息子も「いいや」
と言っているし、そのうちタクシーも成田から戻っ
て来るだろう。取り引き先に少し待ってもらえば
済む話だ。と思いつつそのまま帰宅した。

振り込め詐欺の話

野島　正顕



281

　 帰宅直後、男からまた電話。「お父さん、さっ
きはごめんね」　私「銀行混んでいたし、間に合わ
なかったから振り込まなかったよ」と答え、折し
も買い物から帰宅した妻に「太郎が東京に来てい
るよ。だけど太郎かなあ。奥さんの名前聞いてみ
たら…」と、受話器をバトンタッチ。妻が冗談半
分に太郎の奥さんの名前を聞くと、「お母さんまで
そんなこと言って」と電話を切る。　妻「あれは
太郎ですよ。でも、いつもは前もって連絡来るの
にねえ」。

 その夜、外出から帰った　私に妻が駆け寄る。「太
郎の電話は例の詐欺師よ！」
　私、…絶句。近くに住む娘が妻の話を聞いて、
もしかしたらそれは例の…と、弟の太郎に電話し
たところ、本人は現地で元気に勤務していたそう
だ。( 太郎は営業で普段なかなか連絡がつかないの
で、こちらからはめったに電話をしない。) 良かっ
た。良かった。

　翌朝、参考までに警察に届け出た。警察から帰
宅したら、　男からまたまた電話。「お父さん？き
のうはごめんね」あきれた　私「あの口座は本当
に会計士のものかね？  多重債務で苦しんでいる人
のだろう。…それにしても、良く出来た筋書だし、

演技もなかなかなもんだね」そんなに才覚がある
のだから生業に生かしたら、と諭すつもりだった
が…。　男、無言で電話を切った。

　以上が顛末ですが、今回の一件で、　私も巧妙な
詐欺の実態を知った。もし振り込んでいたら　私
の場合、詐欺被害に当るのか？相手は最初から最
後まで一言も「振り込め」とは言わなかった。自
発的な寄付のようなもので、恥ずかしくて警察に
届け出られなかったかも知れない。

　シナリオと演技は「悪の芸術賞」といってもお
かしくないほど見事なものだった。息子の声を見
分けられないなんて…と思われかも知れないが、
普段電話でよく喋っているわけではないし、この
ような時は電話の声だけでは意外に判断出来ない
ものだ。ひとたぴ狙われたら、逃れるのは難しい。
被害を危機一髪回避できたのは時間的状況という
運に過ぎなかった。

＜教訓＞親子、兄弟であれ、電話で金銭授受の話
になった時には、念のため「簡単な、しかし身内
しか知らない事柄」で本人確認をすること。もし
相手が「怒ったら」・・・・・・絶対に怪しい。

旧商学部校舎建替え工事ﾌｪﾝｽに描かれた旧第 1 学生

会館の姿。大隈講堂切手原画作者薮野画伯が描いたも

のです。そして右の写真は諸田幹事の声かけで渋谷の

切手研究会部室を思い出させる学生会館建物の絵、そして懐かしき切手研部室？

稲門フィラテリー事務局に集まり、会報発

送作業をする幹事の方々です。年に４回、

封筒準備、切手貼付、会報等折り、発送な

ど２時間程度の時間を提供いただいていま

す。渋谷郵便局に投函を終えると「早苗」

の雀卓でなく切手教室の机に出発です。

　今後も、紙面の許す限り懐かしきキャンパスの姿を

紹介していこうと考えています。
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　稲門フィラテリー分科会の切手教室が 50 回の

開催が続けられたことを、新宿北郵便局、局との

折衝をいただいた磯野様、多くの講師の方々に感

謝申し上げます。

　50 回を振り返えってみます。分科会活動として

の切手教室には、二つの面がありました。

　一つは、早大切手研究会 OB 会として切手趣味

の普及に少しでも貢献できる機会であること、も

う一つは、切手教室を開催することで局の会議室

を借用して郵趣会の会場として利用でき役員会な

どに使えること。

　切手教室としては、郵政省（日本郵政公社）は

郵趣の健全な普及のために全国で切手教室を開催

しております．東京地区も従来大手町の逓信博物

館（ていぱーく）4 階の研修室にて定期切手教室

（A.B.C の３クラス）を昭和 45 年（1970 年）から

毎年開催していました。会場の都合で平成 10 年

度を最後に「てーぱーく」での開催が出来なくな

り、他の場所で開催するべく受託団体の郵便文化

振興協会が探しましたが適当な場所が見つからず、

開催が危ぶまれる状況となりました。当時、私は

この定期切手教室 B クラスの講師を務め、又、関

東郵趣連盟の東京地区の切手教室担当であったこ

とから、東京下町の荒川郵便局と、足立郵便局に

て継続開催を果たしました。

　しかし、荒川・足立両郵便局とも、東京の東部

に偏在することから、郵政担当部署より東京西部

地区での開催を求められ、私はたまたま平成 13

年夏に新宿北郵便局主催の切手教室の講師として

來局した経験から、新宿北局の保安状態（受付に

ガードマンが常駐）が良いことを知りこの場所を

使わせていただければ最適と思案しておりました。

　稲門フィラテリーは結成以来、定期的な会合場

所を持っておらず、当時銀座 6 丁目の「喫茶室ル

ノアール」２階貸会議室を利用して毎回役員会を

開催しておりましたので、会議終了後の帰途に磯

野さんに新宿北郵便局に切手教室並びに郵趣会の

会場として使わせて頂けないか局との折衝をお願

いいたしました。磯野さんのご努力で新宿北郵便

局４階会議室での郵政省委託の切手教室が平成 14

年 4 月 14 日第 1 回が開催することが出来ました。

「切手」2002.7.20 発行に掲載された切手教室開催案内

　新宿北郵便局郵便課は切手教室へ熱心に取組ん

で下さり毎回、講義議題を提出しますとポスター

を作製して、明治通りに掲示して下さいました。

　切手教室は、一般公開で ｢ 切手誌 ｣ での募集、

ポスター ､ 一般参加者へのハガキ案内などで多く

の方の参加を期待して開催しておりますが、参加

受講者は毎回平均 20 人前後で稲門フィラテリー

会員が 17 名前後、一般参加者が 3 名前後で落着

いており、毎年 6 月頃に実施しています郵便仕訳

区分機の見学の機会を除いては新しい受講者は殆

ど無く新規受講者の増加に就いては寂しい状況で

す。

　稲門分科会活動の切手教室として 50 回が開催

されましたが、実は 3 種類の教室になっておりま

した。①年 4 回（9 月～ 12 月）の定期切手教室（B・

C クラス中級者向け）、②年約 3 回の初心者向けの

一回コース、③稲門独自の切手教室です。①②は

教室修了後に出席者名簿、講師、講義内容を郵便

文化振興協会経由にて郵政省 (公社 )に提出して講

師謝礼金を受領しました。この謝礼金は③との公

平を図るためプールして処理することを稲門内部

講師の方にはご了解いただきましたので、18 年度

は郵政公社の経費引締めで委託切手教室はなくな

｢ 切手教室 ｣50 回を振り返って

宮鍋　益治
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り講師謝礼金の入金ゼロでしたが継続できました。

　日本郵政公社の ｢ 郵便のディスクロージャ

2006｣ において、経営の取組→手紙の振興→ ｢ 郵

趣の普及と文通の振興 ｣ →「切手教室の開催」と

して以下の文が掲載されています。

切手収集の楽しさを知ってもらうために、切手
の基礎知識や切手の集め方などについての ｢ 切手
教室 ｣ を実技指導を交えながら地元郵趣会などと
連携して、全国各地で開催しています。
　稲門フィラテリーに定期切手教室をお願いした

もう一つの理由は BC クラスの講師をお願い出来

ることでした。C クラスは切手展出品者クラスの

受講者を対象としますので、全日展、国際展への

出品経験の持つ講師にお願いしなければなりませ

んが、稲門には有資格会員が多く、内部講師で対

応ができることが最大のメリットでした。

　実際、50 回で 90 講義が行なわれましたが、多

士済々な 30 人の講師の先生 ( 稲門会員 25 人 ､ 外

部 5 人 ) によって、日本切手では「手彫切手の楽

しみ」(37・41・46・50 回坂下講師 )、「フランス

横浜郵便局」(18 回小林 )、[ 二つ折り葉書 ](40 回

西村 ) ～最近の「写真付切手」(28 回五十野 ) まで、

外国切手も様々な国のクラシック ｢ 英国王室と切

手 ｣(5 回小西 )、「ローランドヒル」(44 回小西 )、

｢ 西オーストラリア ｣(6 回根岸 )、「ルーマニア初

期の不思議な切手」(8 回渡辺勝

正 )から [オーストリア切手 ](39

回藤田 )、「カナダ・アドミラル」

(11 回小林 )、「タイの切手」(49

回甲斐 )、トピカルも色々 [ 郵便

と電子通信 ](6 回小熊 )、[ 古代

エジプト ](5 回池澤 )、「アニメ

切手」(13 回磯野 )、「ボーイス

カウト・ジャンボリー」(32 回

五十野 )、郵趣関連の楽しみ方と

して「映画と切手」(42 回甲斐 )、

「旅行と切手」(43 回池澤 )、「切

手貼り絵」(34・47 回奥山 )、初

心者向けの基礎講座として ｢ 切

手の保存と整理 ｣( 宮鍋 )、「外国

切手の集め方」（9 回山崎）、話題

　　　第 50 回切手教室の様子　　　坂下講師

講義内容　手彫り切手の楽しみ ---- 手彫り切手カタログ改定をふまえて ---　

　   国際的な切手展に出品されてもおかしくない手彫り切手のリーフが

      回覧され、それを手にしながら講義内容を確認できたすばらしい教室。

の「切手のモーツアルト」（48 回黒川）などなど、

レベルも国際展入賞作品～初心者向けの講義まで

非常に幅広い内容が行なわれました。

　これからも稲門フィラテリーがもてる郵趣知識

の会員相互への拡大と、切手趣味の健全な普及と

育成、及び新しい郵趣層の開拓に役立つことを目

標に活動したいと思いますので会員の皆様の協力

をお願い致します。

宮鍋　益治氏　
郵政公社総裁表彰を受ける。

切手教室の運営に献身されてきた本文章の

執筆者宮鍋益治氏は第 74 回郵 政 記 念 日にあ
たり郵政事業の運営に多大の功績があったこ
とを賞され個人として郵政公社総裁表彰を受
けられました。4月20日10時より表彰を受け、
その後、皇居豊明殿で天皇、皇后両陛下に拝
謁されたとのことです。
　本文章からも理解できますように宮鍋氏の
永年にわたり地道な郵趣会の育成発展につく
され、切手収集の楽しさを地域に広める活動
が認められたものとお慶び申し上げるととも
に日ごろのご援助に感謝いたします。

　2007 年 4 月に切手教室が 50 回を迎えました。継続
は稲門フィラテリーの力なりです。5 年間の切手教室を
振りかえり、今までにも増しての切手教室の発展を期し
て、担当されている宮鍋氏に執筆をお願いしました。
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2002.4.14　 第 1 回　　
切手のの保存と整理　　　   　宮鍋　益治氏
私流切手の楽しみ方 　　      　甲斐　正三氏

2002.6.1 　 第 2 回
切手収集の仕方　　　　　   　宮鍋　益治氏
郵便業務の自動化 　　　      　磯野　昭彦氏

2002.7.6    第 3 回
普通切手の楽しみ ( 日本）　      宮鍋　益治氏
アフガン紀行　　　　　　       渡辺　洋氏

2002.8.3　　第 4 回
切手整理 ( リーフ作り）の実践 
                             　　　　      甲斐　正三氏

2002.9.7　　第 5 回
英国王室と切手             　　    小西　邦彦氏
古代エジプト切手の世界          池澤　克就氏

2002.10.5   第 6 回
西オーストラリア           　      根岸　昭二氏
郵便と電子通信　　　　  　　 小熊　忠三郎氏

2002.11.2   第 7 回
国際切手展出品　    　　 　　   西村　寿一郎氏
占領軍による検閲郵便　　　　 宮鍋　益治氏

2002.12.7   第 8 回
トピカル収集の楽しみ　
　　スポーツ切手を中心として 　　 湯川　宗昭氏
ルーマニア初期の不思議な切手　   渡辺　勝正氏

2003.2.1　　第 9 回
前島密と早稲田大学　　　　    渡辺　洋氏
前島密と切手　　　　　     　   宮鍋　益治氏
外国切手の集め方                       山崎　哲夫氏

2003.4.5　　第 10 回
切手を楽しく集めよう                宮鍋　益治氏

2003.6.7　　第 11 回
郵便物集配自動化機械の現状について
 　　　　　    　　   　　　        磯野　昭彦氏       
カナダ･アドミラル・イシュ       小林　彰氏

2003.7.5   第 12 回
普通切手 ( 日本 ) の楽しみ       宮鍋　益治氏
外国普通切手の楽しみ方　　   甲斐　正三氏

2003.8.3　 第 13 回
切手収集の楽しみ        　　    宮鍋　益治氏
アニメ切手　　　　　            磯野　昭彦氏

2003.9.6　 第 14 回
昭和切手の楽しみ 　       　    宮鍋　益治氏         
砂糖の話                  　             野島　正顕氏　

2003.10.4　第 15 回　
パソコンで楽しむ切手収集      池澤　克就氏
漁業、大空襲、そしてカーナビと切手 ( 前編 )
                    　                          府川　宏昭氏
2003.11.1　第 16 回
切手と印刷よもや話　　          吉沢　忠一氏
切手のデザイン　　　      　    小西　邦彦氏

2003.12.6　第 17 回
漁業、大空襲、そしてカーナビと切手 ( 後編 )        
                                                 府川　宏昭氏  
年賀･年賀状解説　 　　　       西村　寿一郎氏

2004.2.7　第 18 回
切手図案のいろいろ　　　      小西　邦彦氏
フランス横浜郵便局　             小林　彰氏

2004.3.8　第 19 回
切手も切れぬえにし　　　　    黒川　清知氏
切手収集の楽しみ　                  宮鍋　益治氏

2004.4.3　第 20 回
郵便物自動読取区分機の解説と見学会
　　　　　　　　 　　　          磯野　昭彦氏
2004.6.5　第 21 回
私の中の切手       　    　          中川　孝昭氏
切手の楽しさ三題　     　         甲斐  正三氏

2004.7.3　第 22 回
切手を楽しく集めるには　       宮鍋　益治氏
切手のウンチク　　       　　   小川　義博氏

2004.8.7　第 23 回
切手のアルバムの作り方   　　宮鍋　益治氏         
消印　　　　　　　　　  　     大西　章夫氏

本誌発行までの切手教室内容
編集担当
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2004.9.4　第 24 回
ケアと切手　　　　　            甲斐　正三氏  
郵便で知る横浜洋菓子事始     小林　彰氏

2004.10.2　第 25 回
モンゴルと切手                        西村　寿一郎氏
奈良の国宝切手　                     諸田　志郎氏

2004.11.6　第 26 回
世界の切手印刷事情　  　         小西　邦彦氏     
郵便料金の変遷と切手　           宮鍋　益冶氏

2004.12.4　第 27 回
写真付切手                                 五十野  和夫氏
新・切手を整理する道具            甲斐　正三氏　

2005.2.5　第 28 回
老眼で切手を楽しむ 　　　  　  小川　義博氏
ＰＣで楽しむ切手収集             　池澤　克就氏

2005.3.5　第 29 回
外国向け郵便料金の変遷     　    宮鍋　益冶氏

2005.4.2　第 30 回　
新 中国観光事情 　　　　            渡辺 洋氏 
私製マウントの作り方    　          原口　辰夫氏
 　　　　　　　　　　　　         （葛飾郵趣会）
2005.6.4　第 31 回
ボーイスカウトジャンボリー切手       五十野　和夫氏

2005.7.2　第 32 回
国立公園と国立公園切手　   　     岡田　格朗氏
                             （松戸郵趣会）
電気通信と切手                           小熊　忠三郎氏

2005.8.6　第 33 回
旅と郵趣　        　                        甲斐　正三氏
切手貼り絵うちわ教室　　 　      奥山　初代氏
　　　　　　　　　　　　            （葛飾郵趣会）
2005.9.3　第 34 回　
文化大革命初期に中国で切手収集を始め
　変った体験をした話                   渡辺   浩章氏                      
日本切手を集めるときに　     　   宮鍋　益冶氏

2005.10.1　第 35 回
アフリカの自然と切手   　　           渡辺　洋氏
外国の郵便料金の推移   　           　甲斐  正三氏

2005.11.5　第 36 回
手彫切手の楽しみ   　　　　          坂下　泰一氏
世界の切手発行をふりかえる          小川　義博氏

2005.12.3　第 37 回
昭和切手各シリーズの特徴   　  宮鍋　益冶氏 
年賀切手　    　                          日比　茂春氏
                　                              ( 足立北郵趣会）
2006.2.4　第 38 回
初心者のオーストリア切手   使用済み切手を中心に
　　　　　　　　　　　      　     藤田　弘道氏
飛ぶもの郵趣                               飯野　明氏
                                                   ( 葛飾郵趣会）
2006.3.4　第 39 回
手彫り二つ折り葉書　　　　　 西村　寿一郎氏

2006.4.1　第 40 回
手彫切手　消印の楽しみ 　   　 坂下　泰一氏
通信教育郵便の変遷　 　　    　宮鍋　益治氏

2006.6.3　第 41 回
映画と切手 　　　　　　　　　甲斐　正三氏  　
文化人切手　                              池澤　克就氏

2006.7.1　第 42 回
海外旅行と郵趣（アテネ） 　　 池澤　克就氏

2006.8.5　第 43 回
ローランド・ヒルの追悼記事　 小西　邦彦氏
目で考える切手の発行　　        小川　義博氏

2006.9.2　第 44 回
マダガスカルの郵便事情　         小林　彰氏　

2006.10.7　第 45 回
手彫り切手の楽しみ 　製造面から 
　　　　　　　　　　　　　　坂下　泰一氏

2006.11.4　第 46 回
切手貼り絵教室 年賀状を作る  奥山　初代氏
　　　　　　　　　　　　　　 （葛飾郵趣会）
2006.12.2　第 47 回
切手のモーツアルト   　　          黒川　清知氏

2007.2.4　第 48 回
タイの切手                                   甲斐　正三氏

2007.3.3　第 49 回
郵趣文献              　　 　             小林　彰氏

2007.4.7　第 50 回
手彫切手の楽しみ　　手彫切手カタログ 改定版発
行をふまえて   　               　坂下　泰一氏

(第25回以降の切手教室で配布されたレジュメ、資料は一部を除き

試行中の稲門フィラテリーのホームページでご覧いただけます）

http://www.bekkoame.ne.jp/~y-ogawa/touphila1.html
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編 集 後 記

発行日 :  2007 年 6 月 1 日
 発 行 :　稲門フィラテリー
発行人 :　小西　邦彦
　〒 150-0002
　　　渋谷区渋谷 1-11-3　正栄ビル 4F
　　　　　( 株 ) 英国海外郵趣代理部内
　　　　　稲門フィラテリー事務局
　　　郵便振替口座 :00110-0-560458
          　　 「稲門フィラテリー」
 編集担当 : 湯川  宗昭　  池澤  克就　
                 木元 淳一郎   小川  義博

住所表示変更（政令市移行による）
高橋　仁    〒 9500145   新潟市江南区亀田早通　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4-5-16

長谷部　晃氏　記録写真集
　　　「養蚕のいま」を発刊

　長谷部　晃氏は日本の養蚕が衰退していく姿を秩
父地方を中心に写真集にすると稲門フィラテリー22
号の記事「高窓のある家」で述べておられました。
その貴重な記録が2007年 4月に新風舎より記録写
真集｢養蚕のいま」として発刊されました。
　また、2007.5.11～ 27、埼玉県寄居町の里山ギャ
ラリー「ノア」において、記録写真展「養蚕のいま」
が行われました。貴重な記録が多くの来場者に養蚕
への新たな思いを憶えさせてくれました。

関西スタンプショー出展　　2007.3.24～ 25

　　鎌倉　達敏氏 　　　「英国２ペンスブルー」

切手博物館のﾐﾆﾍﾟｯｸｽ出展　   2007.3.30～ 4.1

第３回震災切手と震災郵趣展
　　鎌倉　達敏氏 　「震災１銭5厘　タイプⅡ

　　　　　　　　　　　　　　　　第2次版欠点」
全日本切手展2007出展　　2007.4.20～ 22

　和田　文明氏　 銅賞受賞
　「米国郵政の公用業務航空郵便史 1911～1945年」

 　　*************************************
　宮鍋　益治氏　 「南極地域観測事業開始５０周年」

スタンプショー    
  オープン切手展出展　2007.4.28 ～ 30

　池澤　克就氏 　   金賞　特別賞
　　 「都の西北　～早稲田大学125年の歩み～」

　市川　鴻之祐氏　   銀賞　特別賞　
 　　「日本の野球　昔と今」　－郵趣でふり返る

　　*************************************
　甲斐　正三氏　   　「お気に入りの映画 10 選」 

映画「早稲田大学」上映会実現
前号で黒川氏が紹介された映画「早稲田大学」

が国分寺稲門会主催で上映されます。
日時   平成 19 年 6 月 16 日（土） 午後３時～５時
場所    早稲田実業学校：小室哲哉記念ホール
　 席 に 余 裕 が あ る そ う で す。 稲 門 フ ィ ラ
テリー会員で希望される方は事前に黒川氏
(042-301-3581) に連絡の上、ご参加ください。

見学旅行は三浦半島　
　2007 年の見学旅行会は
　　　９月３０日 ( 日）～１０月１日 ( 月）
　「前島密墓参 ( 浄楽寺）と近代史をたずねる」
というテーマで横須賀を中心に三浦半島を訪ねる
１泊２日の旅に決まりました。本会報と同封され
ました案内をお読みいただき、多くの皆様が参加
されることを願います。

稲門フィラテリー　大学１２５周年
記念官葉 ( 葉書 ) と記念カバーを作製
大学創立１２５周年を記念し、稲門フィラテ

リーは大隈講堂切手の原画作者薮野健画伯の描い
た大隈講堂の絵を使用させていただき官葉と、記
念カバー（下図）を作製することを決定しました。
　９月に受注案内をいたします。

早稲田大学創立１２５周年記念

大隈講堂切手原画作者 藪野健 画
　　　2007.10.21　　稲門フィラテリー

   里桜の季節から、青葉が萌える季節にかけて切
手展が続きました。この切手展ではスタンプショ
ウにおけるグランプリの池澤氏を始め、会員の
方々も出品され、高く評価されています。
　また、新宿北郵便局で開催している切手教室
の世話人でもある宮鍋さんが、長年の郵趣に関
わる功績に対して日本郵政公社総裁から感謝状
を贈呈されました。この号では、切手教室を振
り返る特集も組んでおります。いつまでも切手
での楽しみを探していきたいものです。地域の
切手展 ( ミニペックス類 ) も、出品されたときは、
ご一報下さい。紙面に記録として残したいと考
えています。( ゆ )

大隈講堂切手と予定記念小型印合成図を挿入
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１. 大学（早稲田大学創立 125 周年記念事業

　推進室）企画に協力
○早稲田大学創立１２５周年記念

　　　　　　　　　　　　　フレーム切手発行

　大学で製作、すでに8月 1日から生協にて発売中

○「小型記念通信日付印」を新宿北郵便局が使用

・使用日：平成１９年１０月２０日、２１日

・使用場所：　大学構内、新宿北郵便局

　　（大学構内に新宿北郵便局臨時出張所開設）

早稲田大学創立１２５周年記念　稲門フィラテリーの企画

２. 稲門フィラテリー独自企画
○記念絵入りカバー、記念絵入り官葉を頒布

・原画作者：藪野 健画伯（大隈講堂切手原画作者）

・頒布日：平成 19 年 10 月 20 日 ,21 日

・頒布場所：大学構内

○記念展 「早稲田大学創立１２５周年記念

　　 著名まんが絵はがき展  by  早大切手研」開催

・展示期間：平成１９年１０月１１日～２３日

・展示会場：新宿北郵便局ロビー

・主催 ：稲門フィラテリー

協力：早稲田大学創立１２５周年記念事業推進室

稲門フィラテリー会員への記念官葉、記念カバーの頒布について
早稲田大学創立１２５周年を記念して稲門

フィラテリィでは記念官葉、記念カバーを作成
いたします。今回、会員の皆様全員に下記①の
記念品一組をお届けします。
　また、別途希望される方には下記②の通り頒
布品のご案内をいたしますので、同封の注文専
用振替用紙にてお申し込み下さい。
①１２５周年記念官葉、記念カバーを会員  
     全員に お楽しみいただきます。     
　　お届け品　

      【官葉】　　・小型記念印押印付　　　１枚　

      【カバー】　・大隈講堂切手２枚　

　　　　　　     小型記念印と黒活押印付１枚

12月の会報26号発行時に同封してお届けします。

②１２５周年記念頒布品の販売について
       【官葉】

 ・小型記念印押印付　１枚　１００円　

 ・小型記念印なし　　１枚　１００円

 ・小型記念印なし　　３枚　２００円

     【カバー】

 　・大隈講堂切手２枚、小型記念印と

　          黒活押印付　　　 １枚　３００円

　       ・切手なし　　　　  １枚　１００円

　   　　　　　　　小型記念印、黒活の日付

　   　　　　　　１９．１０．２１（125 周年記念日）

　  ◆申込み　　９月 14 日 ( 金）振込〆切

　  ◆商品発送　１０月末 （送料は会で負担）

　記念頒布品は稲門祭（10/20、21）当日大学構

内稲門フィラテリーテントでも販売いたします。

期間中は郵便局も出店し切手販売、押印サービス

をいたします。
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都の西北　～早稲田大学 125 年のあゆみ～
スタンプショウ '07 出品作品から

池澤  克就

　早稲田大学の前身である東京専門学校が開校
したのは 1882( 明治 15) 年、今年 2007( 平成
19) 年 10 月に創立 125 周年を迎えます。本稿
では、これまで私が集めてきた早稲田ゆかりの
作家の書簡や各種資料などを用いて、早稲田の
125 年をふり返ってみたいと思います。
(1) 作品について
　今回紹介するものは、2007 年 4 月に浅草で
開催されたスタンプショウ '07 のオープン切手
展に出品した 4 フレーム (64 リーフ ) の作品で
す。オープン切手展では、郵趣品だけではなく
切手以外の材料も展示可能で、私製絵葉書や冊
子、チケット、カード等、さまざまなマテリア
ルを配置することができます。早稲田に関連す
る切手は決して多くありませんが、このような
切手以外の資料も加えることで切手展の展示作
品としてまとめることが可能になります。
　図 1 は作品のタイトルリーフです。早稲田を
象徴する大隈重信の銅像と大隈講堂がフレーム
におさまるアングルを捜し、自分で撮影した写

真を画像処理してバックにアレンジしてありま
す。図 2 は目次になります。全体を 5 章に分割
して構成してあります。
　この作品は、本切手展にて最高賞のグランプ
リを獲得することができました。せっかくの機
会ですので、表彰式には角帽をかぶってのぞみ
ました。

(2) 書簡の展示
　作品の目玉として、大隈重信、坪内逍遥、會
津八一、正宗白鳥、野口雨情、尾崎一雄など、
早稲田にゆかりの人物の直筆書簡を展示に用い
ました。直筆書簡は、その人物が生きた時代や
交友関係を知ることができる興味深いマテリア
ルです。図 3 は大隈重信の書簡です。この書簡
は大正 4 年、第二次大隈内閣時代に差し出され
たものです。大隈の直筆資料は二点しか残され
てないと言われており、現在こうして我々の眼
に触れる書簡も多くは代筆と考えられています。
この封筒の裏面にある署名は印刷ですが、書簡

図 1　 図 2
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本文も残されており、大隈が生きた時代を感じ
させる貴重な資料です。本作品では、もう一通、
大隈重信の書簡を展示しましたが、二通とも同
時期に出されたもので、大正期の大隈の書簡は
比較的数が残されているのではないかと思われ
ます。
　図 4 は坪内逍遥の直筆はがきです。このはが
きは、坪内逍遥の本名「坪内雄蔵」の署名で書

図 3

図 4

かれたものです。大正 12 年 11 月 11 日の早稲
田局の消印があります。はがきの裏面の文章は

「旅行中拙稿ニ対する報酬お送り下されここに入
手候　早々」となっており、原稿料送付に対す
る礼状のようです。あわせて展示した「役の行者」
の原稿は複製ですが、中央に「逍遙用紙」と印
刷された専用の原稿用紙を使っていたことがわ
かります。
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図 5 は會津八一の直筆はがきです。住所と署
名は印でかなり薄くなっていますが、「東京市淀
橋区下落合三丁目 1321 番地　會津八一」と読
めます。八一独特の癖のあるペン書きの筆跡が
目を引きます。
　以下、作品の構成にしたがって、早稲田の歴
史を振り返ってみたいと思います。

(3) 第１章　東京専門学校の設立
　ここでは、早稲田大学成立以前の 1882-1901
年 ( 明治 15 ～ 34 年 ) をとりあげています。明
治 14 年の政変で政界・官界から排除された大隈
重信は、翌年、早稲田大学の前身である東京専
門学校を設立します。早稲田の建学者や二代校
長前島密をとりあげました。
　タイトルリーフには、1890 年の東京専門学校
創立当時の景色を描いた絵葉書を展示しました。
また、図 6 は、1967（昭和 42）年に開館した
佐賀の大隈記念館のパンフレットを展示しまし
た。このパンフレットはネットオークションで
購入したものですが、たまたま 1978（昭和 53）
年の入場券が挟まっていたので、これも展示し
ました。建学者のうち、切手になっているのは
坪内逍遥のみですが、ゆかりの人物ということ
では東京専門学校の二代校長である前島密が多

く切手にとりあげられています。以前、稲門フィ
ラテリーの新潟旅行で入手した、前島記念館の
ゆうペーンや写真などを作品に活用しています。

(4) 第二章　早稲田大学の誕生
　東京専門学校は1902年、創立 20周年を期に、
早稲田大学に名称を改めます。この章では、そ
の後10年間、1902-1912年 ( 明治 35～ 45年 )

図 6

図 5
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のエピソードをとりあげました。この時代は、早
稲田大学出版部の創設、早稲田文学や早稲田学報
の創刊、校歌「都の西北」の誕生など、今日の早
稲田文化を形成する時代であったことがわかり
ます。また、明治後期は国木田独歩や種田山頭火、
若山牧水など後年文学で名をあげる若者たちが
集い青春を謳歌した時代でもあります。
 校友会誌「早稲田学報」は 1897（明治 30）年
創刊、現在も隔月で発行が続いています。古書
市でなるべく古い「早稲田学報」を探しましたが、
展示した昭和 8 年の号が私の所有している中で
一番古いものになります。
　早稲田建学の一人、市島謙吉の本家は北陸有
数の豪農でした。新潟県新発田市にある本邸で
は現在も 8,000 坪の敷地と風雅な純和風住宅建
築群や回遊式庭園を見ることができます。数年
前、この邸宅を見学し、大隈が大正 2 年にここ
を訪れた際の写真が残されているのを見つけま
した。大隈重信の年表でも扱われていない訪問
であり、どのような経緯で新潟まで足を運んだ
のか、興味深い写真ですので作品の中でも紹介
しています（図 7）。
　文芸誌『早稲田文学』は、1891（明治 24）
年に創刊され、坪内逍遥や幸田露伴、国木田独
歩、島崎藤村などが執筆陣として名を連ねまし
た。できるだけ古い『早稲田文学』を捜し、神
保町の古書市でやっと見つけた一冊（大正 14 年

図 7

6 月号）を展示しました（図 8）。
　早稲田大学が創立 25 年を迎えた 1907( 明治
40) 年、相馬御風の作詞になる校歌「都の西北」
が誕生しました。御風作詞当初は各フレーズの
最後に「わせだわせだ」のリフレインはなかっ
たそうですが、坪内逍遥が最後に付け加えたと
いわれています。相馬御風を紹介したページで
は、新潟県糸魚川の相馬御風の旧宅を訪問した
際に作成したカバーなどを展示しました。旅行

図 8

図 9
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当日は土曜日で郵便局も閉まっていたので、風
景印などはあとから郵頼して押印してもらった
ものです（図 9）。
　會津八一は 1902( 明治 35) 年に東京専門学校
高等予科に入学しました。翌年、早稲田大学文
学科に入学し英文学を学びました。1926( 大正
15) 年から早稲田大学で東洋美術史の講義を担
当、美術史の研究と教育には実物に接すること
が不可欠と考えた八一は、私財を投じて明器や
銅鏡などを集めました。1925 年 ( 大正 14) 年に
竣工した早稲田大学 2 号館 ( 旧図書館 ) は、私が
大学に入学した 1991 年にはすでに図書館とし
ての役目を終えていましたが、八一のコレクショ
ンをもとにこの建物内に作られたのが會津八一
記念博物館です。私も機会あるごとに足を運び
ますが、東洋美術の研究者であると同時に、個
性あふれる高雅な書家として、また奈良の風光
と美術に魅了された歌詠みとして知られる八一
の豊かな感性に触れることができます。今回の
作品では、新潟の會津八一記念館のパンフレッ
トと肖像写真とともに、八一の墓にお参りした
際の写真も配置してあります。墓は新潟市の繁
華街、アーケードの中にある瑞光寺境内にあり
ます。（図 10）

(5) 第３章　大正から昭和へ
　創立 30 年を迎えた 1913（大正 2）年から、

図 11

図 11

図 10

演劇博物館が開館した 1928（昭和 3）年までを
第三章としました。大正期に活躍した野口雨情、
昭和初期に落成した大隈講堂や演劇博物館にま
つわるエピソードを中心にまとめてあります。
　図 11 は野口雨情の直筆はがきです。野口雨情
は東京専門学校中退組ですが、漂泊の時代をす
ごした後、大正期に童謡作家として活躍しまし
た。このはがきは、大正 15 年、知人の歌人安成
二郎宛に書いたものです。「雨」の点々を省いた
署名やひらがなの崩し方に、雨情の筆跡の特徴
がよくあらわれています。

文面は「拝啓　御新居の御志らせありがたう
御座いました。井の頭公園へでも御来連の御折
はどうぞ茅屋へもお立寄りいただきます。」とあ
ります。
　図 12 は舟木重信あて斎藤茂吉直筆はがきで
す。もともと斎藤茂吉のはがきということで購
入したものですが、宛名を調べてみると早稲田
のドイツ文学の教授であることがわかりました。
茂吉自身は早稲田出身ではないのですが、早稲
田人の交友の広さを示すマテリアルとして展示
しました。35 歳の茂吉が単身長崎に赴任して
三ヵ月後に書いたはがきで、文面には「東京が
恋しい」旨の記述があり、歌人の孤独を感じさ
せる興味深い一枚です。舟木重信氏とどのよう
な交友があったのか、詳しいことはわかりませ
んので、どなたかご存知の方がおりましたら一
報お願いします。
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図 12

は、この大隈講堂を描くふるさと切手のみです。
SF レオカードと、大学発行の絵葉書ケースに風
景印を押印したもの、入学試験期間に限定して
発行されていたバス乗車券などを展示しました。
コピーカードは、私が現役時代、大学図書館で
実際にコピーに使っていたものです（図 14)

図 13

図 14

　演劇博物館は、坪内逍遥の古稀を記念して、
昭和 3 年に竣工しました。イギリスエリザベス
朝時代の劇場をモデルとして設計されています。
館内には、この博物館のモデルとなった劇場の
一つ、イギリスのグローブ座の模型が展示され
ています。また、作品の中に用いた、アメリカ
宛実逓初日カバーに押された「第十五回逍遙祭
記念」の印にも、博物館がデザインされています。
　たまたま古書店で見つけた「早稲田学報」の
バックナンバーに、坪内逍遥の文化人切手に関
する記事を発見したので展示しました（図 15）。
涙を飲んで、ページを切り取って展示していま
す。記事によれば、「式典には朝野の名士七十名
が参列し、．．．郵政大臣（代理大野次官）から記
念切手第一号を坪内家に贈る．．．，館前に移動郵
便局がスマートな姿を現して記念切手並びに封
筒の処女発売にあたった」などとあり、式典当
日の様子を知る貴重な資料となっています。

　図 13 にある大隈重信の追悼絵葉書は、大正
11 年に大隈が死去した際のパレードの様子など
を題材にしたものです。絵葉書の袋を見ると、
新潟県早大学生後援会が発行したことがうかが
えます。
　大隈講堂は、大隈の没後、大隈の業績を記念
する事業の一環として建設が進み、1927（昭和2）
年に竣工しました。早稲田に直接関連する切手
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(6) 第４章　戦争への道
　早稲田と第二次大戦に関するエピソードでま
とめました。
　図 16 は、リトアニア国日本領事館で領事代理
をつとめ、ユダヤ人に命のビザを発給した杉原
千畝を紹介したリーフです。日本切手としては、

20 世紀シリーズでとりあげられており、それを
4 枚集めてブロック状にして展示してあります。
他に、リトアニア、イスラエルから発行された
千畝にちなむ切手を展示しました。
　早慶戦は、戦時中、1942 年秋季リーグを最後
に中止に追い込まれました。1943 年 8 月には、
それまで学生に与えられていた徴兵猶予の措置
が解除され、学徒出陣が迫ります。慶應野球部
から「もう一度早慶戦を」という声があがり、
慶応義塾塾長であった小泉信三氏が奔走、1943
年 10 月 16 日、非公式戦として早慶戦が実現し
ました。このエピソードは映画にもなっていま
す。その映画の主題歌「英霊たちの応援歌」の
サウンドトラックジャケットを展示しました。

(7) 第５章　新しい早稲田へ
最後の章は、戦後の早稲田の発展をまとめま

した。
　文学部キャンパスに立つ記念会堂は、創立 75
周年記念事業として計画されたものです。大学発
行の絵葉書を展示しました。東京オリンピックで
は、ここがフェンシングの会場になりました。
　図 17 は、芥川賞作家、尾崎一雄の直筆書簡。

「潮」編集部に宛てた手紙です。運良く手紙本文
が入った状態で入手できたので、封筒の表裏と
書簡本文をアレンジしました。今回の作品では、

図 18図 16

図 15
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直筆書簡など、特に目立たせたいマテリアルは、
厚みのあるイラストボードをくりぬいて、リー
フの 2 倍サイズのボードを自作して展示してい
ます。
　早稲田のスポーツとして、野球とラグビーは
欠かせないテーマです。今回の作品でもなるべ
く古い時代の早慶戦の資料を探し、やっと見つ
けたのが 1953（昭和 28）年の秋季リーグ戦の
入場券です（図 18）。このようなチケット類は、
その場で捨てられてしまうことが多いのでなか
なか残っていません。神宮球場の絵葉書も古い
ものですが、球場周辺の景色が現在とはかなり
変わっていることがわかります。
　早慶戦の応援などに欠かせない、「紺碧の空」
を収録したソノシート（図 19）は、真ん中の穴
が学生の口に見立てられている、遊び心のある
デザインになっています。これは 1961 年の政
経学部の卒業記念品として作られた三枚組みの
ソノシートの一枚ですが、私はレコードを再生
する装置を所有していないので、まだ聴いたこ
とはありません。

【おわりに】
　今回の展示作品をまとめるにあたって、まず
全体の構成をどのようにするかいろいろ悩みな
がら、改めて早稲田大学の伝統の重みを感じる
ことができました。また、リーフ制作中は気が
つくと頭の中で「都の西北」が流れており、楽
しみながら作品をまとめることができたのは嬉
しい限りです。

図 19

図 17

　今回の作品では、政治やスポーツ界で活躍し
ている早稲田 OB、OG なども紹介しきれません
でしたし、東京専門学校時代の資料など、まだ
まだ早稲田関連のマテリアルはあると思います
ので、いずれスケールアップしたいと思ってい
ます。

　なお、作品の全貌と各リーフの解説は、
Web(http://www.bekkoame.ne.jp/~y-ogawa/
stamproom/waseda125.html) で見ることができ
ますので、興味のある方はご覧ください。
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ウラジオストクからハバロフスクまで
シベリア鉄道の旅

西村　寿一郎

ウラジオストック駅

　今だから行ける。今でなければ行けない。こ

んな合い言葉のもとに、数年前から、一味違っ

た旅をしている仲間がいる。

　一昨年は、仲間の一人がモンゴル大学の教授

として赴任したのを頼って、7 月中旬のお祭り

「ナーダム祭」を見にモンゴルヘ行った。

　今回は、だれいうとなく「シベリア鉄道に乗

ろう」

　当初、バイカル湖までの旅を企画したが、列

車で片道４泊５日との話に頓挫。なんとか実現

出きる方法がないかと、コースを変更し、最短

距離のウラジオストクから、ハバロフスクまで

で、妥協することにした。それでも４泊５日の

旅程になる。

　日程は、次の通りである。

　8 月 10 日 1 日目　新潟空港ーウラジオストク        

           11 日 2 日目　ウラジオストクー ハバロフスク

　　　12 日  3 日目　ハバロフスク

　　　13 日  4 日目    ハバロフスク

　　　14 日  5 日目　ハバロフスクー新潟空港

   旅行社の説明・案内ではホテルにシャンプー・

歯ブラシ・スリッパはなし。昼間は半袖、夜は

長袖。蚊・虻が多いので防虫対策は必要。外貨

はＵＳ＄以外は通用しない。日本円もダメ。

　 ウラジオストクヘ

　新潟からの機内で隣のロシア人との会話。

 「ウラジオストクでの楽しみは何か ?」

 「自由市場をぜひ見てくると良い」

 「車が多いので気をつけること」

「乗用車は 100%  日本車の中古」

 「空港から市内まで交通渋滞がひどいので、時間

がかかる」

 「日本人にロシアの食べものが合うかどうか ?」

とりとめのない会話のうちに、着陸、わずか１

時間強のフライトである。

　近くて遠い国「ロシア」である。

　空港から市内まで、しばしば渋滞に捲き込ま

れ、明るかった日差しも夕暮れを迎えていた。

　日本との時差 2 時間。現地時間 9 時、あたり

が暗くなりかかっていた。レストラン「ノスタ

ルジア」での夕食。店は「停電」、外で待つこと

15 分、その間、蚊に食われる。

　店内に灯がもどり、いよいよロシア料理の始

まりである。第 1 日目は無事であったため、こ

れからの旅もこんなものかと、誰しもたかをく

くっていた。

　ガイド曰く「ウラジオは森と緑と坂の街」と

表現した人がいたそうであるが、私だったら　

「ウラジオはゴミと車と坂の街」

　市内の到るところ廃虚に近い空き家が目立ち、

車と人の雑踏に反した雰囲気である。

　要塞博物館で、正午に大砲を１発撃つとのこ

と。丘の中腹の野外博物館に入館、コンクリー

トの要塞の屋根に登り正午を待った。3 分前、

兵士が一人中庭に設置してある大砲に近寄り時

報を待つ。時報と同時に音と地響きのすごさに、
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構えていたカメラのシャッターが、体ごと震え

た。軍事資料に興味のある人には、格好の場所

ではないだろうか。

　「自由市場」見物。機内での話から期待してい

たが食料品を中心にした市場で、特に魅力は感

じられなかった。

　シベリア鉄道

　シベリア鉄道・オケアン号の発車は午後 7 時

15 分。ウラジオストクとハバロフスクの往復の

みに使われている専用列車である。

　これから一晩、朝 8 時までの旅が始まる。行

程８００キロ。１３号車２人１室のコンパート

メントを８室使用、ほぼ 1 客車貸切である。

　私のコンパートメントは、写真家と同室。ほ

ぼ定刻、列車は静かに動き出した。「ほぼ定刻」

と書いたが正確には 7 時 13 分だったそうであ

る。

　次第に暮れなずむ夕日を背に、白樺林の中を

進む景色に、しばし見とれていた。時間が経つ

につれて、背景のシルエットがピンクから紫色

に変わり、樹木も密度を増してくる。密度が増

すにつれて、自然に背景の色も変化してくる。

　言葉では表現出来にくい色から、順次漆黒の

闇まで変わって行く景色は、色彩・色を追求し

ている人の感覚にはかなわない。

　いつまで経っても、景色は同じ。

　時間的には、いささか早いが、促されるまま

食堂車の席に着くと、昨晩や昼と同じような料

理が並んでいる。一行の胃袋は、少々くたびれ

かけてきたようで、あまり食は進まない。

　ものの 1 時間も席にいたであろうか。後続の

人のためにと退席を促され、それぞれの席へ戻

り 2 等寝台の住人になる。まだ、寝るには早い

のか、私のコンバートメントが談話室に変わり、

続々と集まってくる。詰めて８人「シベリア鉄道・

談話室」である。どのくらいの時間が経過した

かわからない。

　列車のトイレは停車寸前に、車掌が鍵をかけ、

動き出すまで使用できない。案内では、汚くて

女性には特に不向きであると書かれていたが、

思ったほどのことはない。

　4 ～ 5 時間は、寝たであろうか、6 時過ぎに

車掌が紅茶を運んできた。残念ながら夢うつつ

だったので返事もせぬままにいたら、置かずに

出ていった。

　聞いた話に、１杯 １０ルーブルとのこと。

　7 時 30 分、起きかかって窓を見ると、ガラス

に叩きっけるような水滴。定刻、ホームに降り

たっも、ドシャ降り。屋根のあるところまでやっ

とのことで荷物を運び、外に出るまでが一苦労、

暗い地下道を抜け狭い階段を昇り、駅頭に立っ

た。

　ウラジオストクからのガイドは、ホテルヘわ

れわれを送り込み、ハバロフスクのガイドに交

代したところでお役目御免である。

ロシア正教会

軍事博物館　大砲発射
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日本人墓地

　寝台列車に慣れていないのか、体調不良を訴

える人が出てきた。

　ハバロフスク

　宿泊はアムールホテル。ロビーで待っている

間も、電気は消えて満足に字も読めない暗さで

ある。頼んで電気をつけてもらうも、終わると

すぐ消してしまう。よほど、電力事情が悪いの

であろう。ウラジオストクの停電を思い出した。

　５階建てのビル、エレベーターは１基で４人

乗り、今どき信じられない風景である。行き先

階の番号を押すだけ。動き出してもどの辺を通

過しているのか、皆目わからない。想像を絶す

る代物である。何人かは、絶対に乗らず 1 階か

ら 5 階まで自分の足に頼っていた。

　アムール河畔の北方小数民族ナナイ族の村シ

カチアリャンを訪ねる。

　バスに乗ること 1 時間 40 分、街道からそれ

て森の細い道の行きつく先は、ささやかな広場

に数軒の木造家屋。われわれ一行のほかに日本

人のグループ４～５人が到着、ここは日本人観

光客専用の施設ではないかと思われる。

　どこでも決まりの、最近作られた郷土の民族

衣装・道具類・パネル説明を聞き、民族舞踊を

見物する。アムール河畔のためか、蚊の多さは

想像を絶するものである。虫除けシールに蚊が

止り、飛んでいる蚊をいとも簡単に片手でっぶ

すことができる多さである。竪穴式住居の人口

は蚊の大軍のカーテン。虫除けスプレーも役に

たたない。

　ここでも食事が「肉・トマト・キュウリ・スー

プ・紅茶」の決まり文句である。一行の何人かは、

ほとんど手をっけない人が出てきた。

　だれいうとなく、新潟へついたら「すし」を

食べよう。

　好天と蒸し暑さが、帰路につくバスに思わぬ

ハプニングをもたらした。クーラーが効かず後

部座席は蒸風呂。たまりかねて走行中の乗降ド

アを開け、後部座席の窓を開けて風を通す苦肉

の策をとった。エンジン音は昨日のバスと同じ。

窓を開ければ音がうるさくマイクの声は聞こえ

ない。

　昨日行けなかったアムール河遊覧を最後に組

み込んでもらって、河風にあたる。対岸が遠く、

とりたてた風情無し。

　帰路

　空港への途中、日本人墓地へ。入口に数軒の

花屋が並んでいる。色とりどり、華やかさを感

ずる品揃えはやはり日本との違いを思わせる。

　入口から近いところに「墓地」はあり、単に

戦争犠牲者以外に現地で亡くなった人々も埋葬

されていた。

　一同、花を供えてお参りした。

　前々日、ロンドンでのテロ未遂事件が影響し

てか、空港での荷物検査が厳しい。持参した、

虫除けスプレーが全員引掛り、その場で没収。

　金属探知機場では、全員靴を脱ぎ機械にかけ

る。アメリカ旅行以来のことである。空港内に

免税売店があるが、すべてＵＳ＄か日本円しか

通用しない。ルーブルを沢山持っている人が買

物を拒否されていた。

　気流の関係か、予定のフライト時間より早く

新潟空港へ着陸、はや気持は新潟駅へ向かって

いる。急を要さない荷物を宅配便に託して、身

軽な出で立ちで新潟駅へ。待ちに待ち、夢にま

で見た「すし」。ヤット人心地つく。

　2 時間後、一行は上野駅に降り立ち三々五々

家路へ向かった。
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国際切手展
Washington 2006 への出品と参観メモ

和田　文明

Washington　2006　記念小型シート

　レッドソックスの松坂が中学生の時から大

リーグでの活躍を夢みていたように私も今から

３０年前の早大切手研在籍中からアジア国際切

手展やＦＩＰ国際切手展への出品とメダルの獲

得を夢みていました。

　最初の国際展の出品は、India’ 77 という第

一回アジア国際切手展で、在学中、“青年部門”

でフィリピン占領切手を出品し、なんとか「銅

賞」を獲得しています。このコレクションは

１９８２年の結婚の時に売却してしまいました。

　その頃アメリカの郵政の公用郵便の歴史に関

心をもち、フィリピンのコレクションを売却後

の資金もあったので、１９８３年頃からコレク

ションをスタートさせ１９９０年代に全日展や

ＪＡＰＥＸへの出品を試みてきましたが、「銀賞」

どまりで、なかなか国際切手展への出品資格を

得ることができませんでした。

　そこで、私のコレクションの “母国” であるア

メリカの国内切手展 “スタンプショウ” へ出品し

てみることとし、そこで国際切手展の出品資格

である「大銀賞」を見事獲得しました。“スタン

プショー”（Stamp Show）は、ＡＰＳ（アメリカ・

フィラテリック・ソサエティ）が毎年８月に開

催するアメリカ最大のナショナル展です。アメ

リカの国内展のメダルでは日本からの国際切手

展への出品資格とはならないので、当時のコミ

ショナーに事情を説明し、コミショナー推薦で、

Pacifi c’ 97（アメリカ）と Istanbul’ 96（トルコ）

へ出品申込みをしましたが、Istanbul’ 96 のみ

出品が認められました。

　同展ではポスタルヒストリー部門の審査は厳

しいかったとのレポートがありましたが、私の

コレクション「Official Mail of U.S. Post Of-
fi ce」（５フレーム）は、何といきなり「大金銀賞」（Ｌ

Ｖ）の評価を得ることができました。その後は、

この私のコレクションは８フレーム出品となり、

（表）の通りＦＩＰ国際切手展やアジア国際切手

展への出品を繰り返しましたが、「金銀賞」（Ｖ）

と「大金銀賞」（ＬＶ）のみで、「金賞」（Ｇｏｌｄ）

の大きな壁を越えることは終にできませんでし

た。

　今回のコレクションは、ワシントンＤ．Ｃ．

で開催されたＦＩＰ国際切手展Washington　
2006への出品後、取引のあったアメリカのオー

クション会社（ナスダック上場会社）を通じて

売却してしまいました。

　今後はサブコレクションで国際展の出品資格

を得ている “アメリカの書留業務郵便史” や今後

国際展への出品資格獲得を目指している “米国

郵政の公用航空業務業務郵便史” の２つのコレ

クションの充実を図っていこうと考えています。

ちなみに前者は “ポスタルヒストリー”（郵便史）

で、後者は “エアロフィラティリ”（航空郵便）

のセクションに属します。

　私は、サイドワークとしてクレジットカード

やデビットカード、電子マネーなどの海外情報

を２０年来業界専門誌に寄稿したり、これらに

関する専門書を出版したりしており、その取材
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表　　　「Offi cial Mail of The U.S.Post Offi ce 1778 ~ 1900」　の主な受賞歴

（国内展）                フレーム

全日展’ ９０　                       ③ 銀銅賞
全日展’ ９２                    ③ 銀銅賞
全日展’ ９５                    ③ 銀賞
ＪＡＰＥＸ’ ９０                    ⑤ 銀賞
ＪＡＰＥＸ　２０００           ⑧ 金賞
ＪＡＰＥＸ　２００２      ⑧ 金賞
APS Stamp Show                  大銀賞

（国際展）
Istanbul   1998 （トルコ） 　  ⑤ 大金銀賞
MOCKBA　1999（ロシア）　 ⑧ 金銀
China 1999（中国）                ⑧ 金銀

iBra 1999  （ドイツ）               　 ⑧    金銀
World Stamp Show 2000*1          ⑧    金銀
Hong Kong 2000*2             　      ⑧    金銀
Phila Nippon 2001                　  ⑧     金銀
Phila Korea 2003  （韓国）           ⑧     金銀
Hong Kong（香港）2004*2　 　⑧　 大金銀
Singapore 2004　　　　　　　 ⑧     金銀
Washington（米国）2006         ⑧     金銀

※１はアメリカの北米国際展　※２はＦＩＡＰの
アジア国際展　は、その他は全てＦＩＡＰの国際
切手展

Washington　2006　記念カバーWashington　2006　記念カバー

を兼ねてこれまで中国、香港、シンガポール、

ソウル、台北、アメリカ（ワシントンとカリフォ

ルニア／アナハイム）、ロンドン、パリ等を訪問

して来ました。その中のいくつかの訪問におい

てはＦＩＰ国際切手展やＦＩＡＰアジア国際切

手展へ出品と参観を兼ねておりました。

 　今回の Washington　2006 が、本コレク

ション最後の出品となると予め心に決めており

ましたので、五年前から参観することを決めて

いました。ＡＮＡのマイレージポイントが８万

マイルたまっていましたので、これを使って成

田－ワシントンＤ．Ｃ．直行便のビジネスクラ

スを利用することができました。仕事の関係か

ら２泊４日の極めて短いスケジュールでしたが

切手展の参観とアメリカのクレジットカード等

の取材をこなしてくることができました。

　ワシントンＤ．Ｃ．は、ＪＲ東日本の” スイカ”

と同じ、コンタクトレスＩＣカードを用いた交

通カード“Smartrip”が導入されているのですが、

これも実際に購入し、地下鉄に乗ってみました。

またワシントンにはスミソニア博物館が有名で

すが、郵便史についても、旧ワシントン郵便局

を改装した”スミソニアンポスタルミュージアム”

があり、あらかじめこの博物館のサポートメン

バーのメンバーシップを得ておいて、事前に情

報を収集しておいて、ワシントン滞在中にこの

博物館をじっくりと参観することができました。

　 今回のワシントン訪問で、ミズーリ州に住む

１０年来の知人であるＵＳＰＳ（米国郵政サー

ビス）の郵便局長と連絡を取りましたら、「ミ

スターワダがアメリカに来るのなら」といっ

て自分で車を飛してワシントンＤ．Ｃ．まで来

てくれました。彼は切手収集家ではないのです

が、他の趣味で 10 年来の知り合いでいっしょに

Washington　2006 参観後、今回泊まった
グランドハイアットワシントンホテルの近くの

“スシ（寿司）バー” で談笑した

のは今回の思い出の一つです。

　 “Washington　2006” は、

昨年の５月２７日より６月３日

までワシントンＤＣの新しく

オープンしたコンベンションセ

ンター開催されました。会場は、

PhilaNippon の会場の３倍位の

広さに、３，６００フレームのコ

レクションと、２００以上のデ
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Washington　2006 の会場 
ワシントンコンベンションセンター入口

かねてより稲門フィラテリーが発行準備に協

力してきました創立 125 周年記念フレーム切手

早稲田大学　創立 125 周年記念フレーム切手発行
を早稲田大学は 8 月 1 日に発行しました。
　フレーム内は人物 ( 大隈重信、小野梓、高田
早苗、坪内逍遥）、建物 ( 演劇博物館、大隈総
長銅像、東京専門学校、旧図書館、大隈記念
講堂、旧大隈会館）が配され、台紙には「早
稲田大学発展の歴史と記念事業の歩み」とい
う表題で 1882 年～ 2007 年の主な大学関連事
項が記されています。

　　1 シート 2000 円で　限定 1250 部を発行

　申し込み先：早稲田大学生協ライフセンター

詳細は http://www.wcoop.ne.jp/wgoods/

フレーム切手の台紙 ( 表紙）
画像一部補正

エントリーは狭き門となっています。今回１８

の日本からのエントリー対して出品ができたの

は９点と半分の状況です。

　米国における国際切手展ですので、アメリカ

関連のすばらしいコレクションを沢山見ること

ができ、今後のコレクション作りの参考となり

ました。ちなみにグランプリインターナショナ

ルとナショナルグランプリは、ともに米国人が

獲得しています。ディラーブースには、あらか

じめ作成しておいたウォントリストを持参し、

２０程廻りましたが、従来から通信販売やオー

クションを利用していた切手商の “おやじさん”

や “おばさん” から「ウェルカムミスターワダ」

と迎えられました。

　１０年後の「New York 2016」にもぜひ出

品と参観をしてみたいと思っています。

イラーブース、オフィシャルブースが並ぶ巨大

な切手展でした。日本からは私を含め９名が出

品し、文献も５点程出品されていました。ＦＩ

ＡＰのアジア切手国際展は出品することは容易

ですがＦＩＰの国際切手展は関係が少なくなり、

            TEL：03-3202-3235

　FAX：03-3202-3232　FAX：03-3202-3232　FAX：03-3202-3232　FAX：03-3202-3232

   Mail:    Mail:    Mail:    Mail: wgoods@wcoop.    

　　　ne.jp　　　ne.jp　　　ne.jp　　　ne.jp
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長谷部　晃氏の写真
「日本の絹展」に展示される

前 24 号会報でお伝えしました長谷部氏の秩父
地方の養蚕業を記録した写真が 7 月 25 日から 31
日まで東京日本橋高島屋で開かれた「日本の絹展」
に請われて展示さ
れました。中には
農業関係機関にも
残されていない貴
重な写真が含まれ ,
氏は郷土史研究者
として紹介され、
秩父での御活躍を
感じさせます。長
谷部氏は生きた蚕
の前で来訪者に養
蚕作業と養蚕業の
現状を分かりやす
く説明されていま
した。 動く蚕を前に説明する長谷部氏

池澤　克就氏
「サマーペックス ' ０７」で活躍

7 月 28,29 日逓信博物館で開かれた「サマー
ペックス’ ０７」の実行委員長として池澤氏がそ
の開催と運営に尽力されました。｢ なつかしの昭
和」をテーマに戦後発行された記念切手の原画、
試刷が展示され、切手が芸術品としての意味を持
つこと、色彩の採用如何による切手のイメージの
変化にあらためて考えさせてくれる展示があり、
多くのシニアの来館者の興味を引いていました。

切手原画の展示と試刷が並べられた会場

府川　宏昭氏　
木版画を銀座で出展

　府川氏は 7 月 30 日から
8 月 5 日まで銀座 8 丁目銀
座アートギャラリーで開催
された木版画展に出展され
ました。氏は過去にも数々
の展覧会に出展されていま
す。筍をモチーフに生まれ
てから成長する過程を描い
ているようです。大きさは
６裁 ( １畳の 1/6）。竹生春宵 Ⅱ

第 8 回稲門フィラテリー総会開催
　稲門フィラテリー総会が下記のように開催されます。

記
平成 19 年 10 月 20 日 ( 土 )　午後 1 時～ 2 時
大学 7 号館　205 教室（予定）
　総会後、宮鍋 益治会員による講演「切手教室で
20 年」があり、その後　高田牧舎での懇親会が予
定されております。

切手教室中止のお知らせ
　郵政民営化による組織改正に伴い、新宿北局の
施設利用の確定が得られないため 9 月、10 月の切
手教室は中止になります。11 月以降に関しては決
定しだい連絡いたします。

藪野　健 画伯個展  開催
　大隈講堂切手原画作者　藪野　健画伯の個展
「記憶の都市　行きたい風景、生きたかった時代」
   が開かれています。
　　　7 月 28 日から 10 月 8 日まで
　　　府中美術館　　( 京王線府中駅よりバス）

編 集 後 記
  10 月 1 日の郵政民営化が目前となりました。順
調（？）に行けば今号が郵政公社時における最後
の会報となります。1 ページにご案内しました記
念カバーも、郵政公社の切手に郵便事業株式会社
の小型印が押されるということになります。
　そのような中 , 参議院選挙が終わり、与野党逆
転が起こり、野党の連名で郵政公社民営化を凍結
するための法案の提出が検討されるなど、もう一
波乱ありそうで、その行方が気になるところです。
　いずれにせよ、郵趣家である我々にとっても一
つのターニングポイントとなりそうです。       （き）
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稲門フィラテリー
第 26 号

2007 年 12 月 1 日発行

○稲門フィラテリーが関わった事業
１　記念フレ－ム切手発行

　    大学生協が８月１日から発売

２　新宿北郵便局が小型記念通信日付印使用

３　新宿北郵便局、大学周辺郵便局が大学構内     

       に臨時出張所を開設

　・大隈講堂切手発売

　・早稲田大学創立１２５周年記念小型記念通信

　　日付印押印サービス

　・早稲田大学前郵便局、新宿馬場下郵便局が

        風景入通信日付印押印サービス

４　稲門フィラテリーも隣にテントを開設

５　記念カバー、絵入り記念官葉発行

６　記念展「著名まんが絵はがき展  by  早大切手研」  

         を新宿北郵便局で開催

○これら事業の事前ＰＲ
   ・早稲田学報６月号（フレ－ム切手発行案内）

      早稲田大学創立１２５周年記念事業に
                                    　　稲門フィラテリーが大きな役割果たす

磯野　昭彦

   ・早稲田学報１０月号（稲門だよりの扉にカラー    

        で紹介）

   ・早稲田大学ホームページ

   ・郵政公社ホームページ

   ・郵趣ウィークリー（日本郵趣協会発行）

   ・稲フィラ機関誌「稲門フィラテリー」

   ・高等学院ホームページ（活躍卒業生の話題）

○藪野健画伯が記念カバー、記念官葉の原画を
　藪野画伯が稲門フィラテリーのために、今回の

１２５周年の記念カバー、記念官葉の原画を８月

猛暑のなかで描いて下さいました。藪野画伯が新

装大隈講堂を初めて描いた画です。大隈講堂切

手原画を描いた場所と同じ位置から描いた原画で

す。特筆は、時計が大隈講堂切手と同じ１時２５

分を指しています。また、藪野画伯の署名日付は、

１２５周年記念日の１０月２１日になっています。
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○大隈講堂切手の原画を記念展で展示
　１０月１１日～２３日、新宿北郵便局ロビーで

開催された記念展では、新宿北郵便局員信夫氏が

格別に骨を折ってくださった結果、藪野健画伯が

描いた大隈講堂切手の原画を展示することができ

ました。二度と見ることはできないでしょう。今

まで大隈講堂切手発行記念展などで原画展示を試

みましたが、郵政から許可いただけませんでした。

　また、創立１２５周年記念カバー、記念官葉の

藪野建画伯作原画も展示しました。

○大学１号館前にテント設営
  ホームカミングデー、記念式典当日、大学が稲門

フィラテリーと郵便局臨時出張所のテント設営場

所を、正門階段を上がった最高の場所にしてくれ

ました。

大隈講堂切手原画も展示された
記念展「著名まんが絵はがき展  by  早大切手研」

収納ケースに納められた大隈講堂切手原画

１号館前に設営された稲門フィラテリーテントと
郵便局臨時出張所テント前の賑わい

枚数制限をするほどの売れ行きを見せた
記念カバー、記念官葉と大隈講堂切手販売の混雑

新宿北局ロビーの「著名まんが家絵はがき展」

○記念カバー、記念官葉、大隈講堂切手の人気
　藪野画伯の原画であったこともあり記念カバー、

記念官葉はすごい人気で、カバ－１０００枚、官

葉２３００枚は完売になりました。

   郵便局臨時出張所でも大隈講堂切手が完売とな

りました。販売枚数はおよそ５３０００枚強との

○切手研の歴史・著名まんが絵はがきを展示
　記念展では、ほかに、切手研の歴史を飾った昭

和３０～４０年代早稲田祭で爆発的人気を呼んだ

著名まんが家１３名（横山隆一、長谷川町子、手

塚治虫、・・・）原画による早稲田祭記念まんが絵

はがき、早大切手研５０年記念郵趣品、大隈講堂

切手発行記念郵趣品、創立１２５周年記念カバー、

記念官葉、大隈講堂を描いた大学周辺局の風景入

通信日付印など、２４リーフを展示しました。
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ことでした。郵便局としても、予想外の販売量と

なり、郵便局が持参した領収書も全部使い切って

しまい、２１日午後には領収書発行ができなくな

りました。

　これらのことは郵趣ウィークリー１０月２６日

号にも紹介されました。

○小型記念印原画は稲門フィラテリー提供
　切手研５０年小型記念印をデザインした当会会

員鎌倉氏が今回も原画を作成しました。５０年前

切手研発行の早稲田祭記念まんが絵はがきの絵も

ちょっと借用しました。

○記念フレ－ム切手発行の発端
　平成１８年３月、大学に対して稲門フィラテリー

が各種事業を提案した際、当会が作成した記念の

切手案がきっかけになりました。これを見た大学

首脳陣がその気になったのでした。デザインにつ

いては稲門フィラテリーの意見もとりいれてくだ

さいました。

○記念フレーム切手完売
　１０月３日付朝日新聞が、早稲田大学創立

１２５周年記念の「１２５」にちなむもののひと

つに記念フレーム切手１２５０部発行、と紹介し

たからでした。　

○創立記念日当日大隈講堂切手発売禁止の危機
　１０月１日郵政民営化に伴い特殊切手類の在庫

を焼却処分するとして大隈講堂切手も５月で発売

停止とされましたが、早稲田大学の後押しで９月

末まで延期になりました。これでも我慢できない

大学と新宿北局、大学周辺局（まとめ役は高田馬

場局長）、それに稲門フィラテリーの努力と請願で

郵政公社が９月になって発売期間延長指令を出し

ました。おかげでホームカミングデー、記念式典

当日には大隈講堂切手フィーバーになりました。

○事業成功に感謝
　稲門フィラテリー企画の本事業が大成功したの

は、大学、特に早稲田大学創立１２５周年記念事

業推進室（室長関口氏）のおかげです。また、新

宿北郵便局、大学周辺郵便局（特に前新宿馬場下

郵便局長、現高田馬場郵便局長）の格別な支援が

あったからです。その他、ご支援、ご協力くださっ

た皆様に深く御礼申し上げます。

フクちゃん、クリちゃん、サザエさん、アトムそして
なつかしきベビーギャング等の漫画絵はがきを利用

１２５０部が完売してしまったフレーム切手

切手発行具体例説明に使用したＰ－ＳＴＡＭＰシート
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「まだ先ですか？」
「この辺を曲がったと思うんだけど」
私の前を行く老夫婦（年齢は私と大差ないかも
しれない）らしき二人連れ。

「あなたの通った学校でしょ？」
女性の口調は、多少イラついている。
二人を追い越して、私は角を左に折れる。目の
前に学校。

「すみません。ワセダダイガクは、どの辺でしょ
うか」
女性の声が追いかけてきた。
　高田牧舎の横を通り構内に入る。空は高く、
秋を感じさせるものの、樹木の葉は緑が濃く、
色づくにはまだ時間がかかりそうな気配。これ
も「異常気象」のせいだろうか。角帽を被り、
大隈講堂を背景に記念撮影する人。「１２５」の
数字を記したスクールカラーの小さな三角旗を
胸に、多分、昔よりかなりゆっくりしか歩けな
い人。後輩たちの呼び込みの声。人々々々々々々。
声々々々々々々。サラリーマンを卒業してから
すっかり忘れてしまっていたラッシュアワーを
思い出す。人混みを掻き分け、稲門フィラテリー
のテントに辿り着く。絵入り官葉が売れている。
125 周年の威力か、デザインの勝利か。当日分
は品切れ間近との嬉しいニュースを耳に、再び
人波に。そのうねりに身を任せ漂うこと暫し、7
号館に打ち寄せられる。
　ここ数年、稲門フィラテリー様御席となった
観のある 205 号室。窓を開けると、丁度昼時、
旨そうな香りが飛び込んできて、すきっ腹が反
応する。眼下の大隈候の頭に雀が一羽、
125 年前には想像もできなかったであろう喧騒
を見つめている。

「ここよ！」突然、妙齢のご婦人が二人、入って
きた。

「チョッと広すぎない」
「丁度良いわよ」
全く面識が無い。「会員の方ですか」と声を掛ける。

「いいえ。来週使わせてもらうので下見に来たの」
あぁ！我が母校は、教室を貸し出すまで困窮し
ているのだろうか？それとも、単なる地元住民
へのサービスか？　確かめる間も無く、二人は
部屋を一回りすると、風のように去っていった。
　教室のそこここに、小さな談笑の輪ができて
いる。午後 1 時直前。総会の開始時刻だ。

「ただいまより、稲門フィラテリー第 8 回総会を
開会いたします。」1 時丁度、司会進行を任され
た私は開会を宣言した。
  先ず、小西会長が壇上に上がり、慶応郵券クラ
ブＯＢの参加に謝辞を述べた後、「確かに早稲田
は創立 125 周年。でも、稲門フィラテリーの前
身、早大切手研究会だって、もう直ぐ 60 周年を
迎えるし、イギリスのエリザベス女王もダイヤ
モンド婚（結婚 60 年記念）を迎えた。」と、ユー
モアを交えた開会の挨拶。続いて議事に進む。
　第一号議案「平成 19 年度活動報告および平成
20 年度活動計画」は、小西会長から説明される。
郵政民営化で新宿北局の使用が難しい。しかし、
何処か場所を確保し、平成 20 年度も切手教室を
継続する方向で検討する。
　第二号議案「平成 19 年度会計報告および平成
20 年度予算」は、石井幹事が説明。予算に余裕
があるので、多少の支出増加は問題ない。
　第三号議案「平成 19 年度会計監査報告」につ
いては、住吉幹事から、問題なしと報告された。
全ての議案が出席者全員の拍手により承認され
た後、黒川会員から、国分寺稲門会での映画「早
稲田大学」の上映に関するエピソードが次のよ
うに紹介された。
　同稲門会では、早稲田大学創立 125 周年を記
念して、かって、東映が製作した「早稲田大学」
という映画を上映することを計画した。しかし、
古いことなので、その映像フィルムが見つから
ない。その状況を耳にした稲門フィラテリーの
小川会員が四方八方、手を尽くし、ついに早稲
田大学図書館に所蔵されていることを突き止め、

総会報告＋雑感少々

青柳　次男
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そして、6 月 12 日、無事上映に漕ぎつけるこ
とができた。そのことで、稲門フィラテリーは、
国分寺稲門会から大変感謝されている。
　余談ですが、私は、このエピソードを聞き、
小川会員が、このような「真面目？」な映画に
も造詣が深いことを、初めて知りました。
  午後 1 時 45 分、私は閉会を宣言し、総会は滞
りなく終了した。出席者、28 名。
　午後 2 時。窓を閉じていても外の様子が響い
てくる。そんな中、講演会が始まる。今回の講
師は宮鍋会員、演題は「切手教室で 20 年」。永
年にわたる切手教室の開催で、郵政事業への多
大な貢献が認められ、この 4 月、日本郵政公社
から感謝状を贈られた。ホテルでの授賞式の後、
皇居へ参内し、天皇陛下のお言葉を頂戴する栄
に浴したことを、その時の様子を含め楽しく、
そして興味深く話された。郵政公社は、10 月 1
日に公社から事業会社に移行したため、今後は、
表彰されても天皇のお言葉は頂戴できないらし
い。最後のチャンスに恵まれた、と講演を締め
くくられた。
　この講演会には、慶応郵券クラブから 4 名の
方が加わり、合計 32 名のメンバーが耳を傾け、
午後 3 時少し前に終了した。
　1 年に 1 回しか顔を合わせないのに、高田牧
舎の若いマスターは、ありがたいことに私のこ
とを憶えていてくれる。ただし「顔」だけである。
名前までは難しいらしい。

「エーと。ワセダの切手？？？？？」
　「ハイ！　4 時から予約を入れている稲門フィ
ラテリーです」
　「あぁ！　稲門フィラ・・・・・・・」
　講演会の後、1 時間ほど思い出の構内を散策？
した面々が三々五々集ってくる。さほど広くな
い会場は、すぐに一杯になってしまう。今回は、
慶応郵券クラブから７名の方に参加頂いたため、
いつもより狭く感じる。
　小西会長の挨拶で懇親会が始まった。その役
を果すだけのために会に所属しているようで恐
縮だが、私がまたまた司会を勤めさせて頂く。
乾杯の発声を慶応の安川氏にお願いし、早慶（慶
早）仲良く盃を上げた。出席者全員、かなり空
腹だったのだろうか。何故か今回は、料理、飲

み物共にテーブルに供されている時間が短い。
「オィ、料理が無いぞ」　「酒は？」　「ワインがイ
イ」　「水割り」・・・・・・・・・・・・・
　合間を見計らって若手会員の池澤氏に、「郵趣」
誌に紹介された記事について、解説してもらう。
残り時間少々になった頃、先輩会員から私に、
慶応とエールの交換をせよとの命令。全く経験
なし。どうすりゃいいのさ思案橋♪。後は野と
なれ山となれ。
　フレー、フレー、ケ・イ・オー　フレフレケイオ、
フレフレケイオ
喉はゼーゼー、汗びっしょり。
　慶応側は、西條氏。若々しく、正しい形で勤
めてくださった。謝謝。
　やがて約束の 6 時。来年の今月今夜を約して
集まりが散じていく時間になる。在所が小江戸

（川越市）の小熊会員が、江戸の一本締め（ご本
人の解説）でお開き。
　懇親会担当幹事？の私は、来年の予約をしっ
かりと済ませ外に出ると、大隈講堂方面からは、
まだまだ大きな声が響いていました。そうだ、
大隈講堂は、重要文化財に指定されましたね。

総会会場の外、稲門フィラテリーの テント前を行
く、たくましき早稲田大学チアガールとブラスバンド。
時代が移り、人は変わり、早稲田も変わり、時と歳を
感じざる得ない場面を多く目にする 1 日でした。
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　早稲田大学は、今年迎えて 125 周年。文字通
り抜けるような青空の下、記念行事が執り行わ
れた。我が“稲門フィラテリー”も、その前日、ホー
ムカミングデイの開催日、10 月 20 日に第 8 回
総会が開かれた。それにしても、あの時、どう
して、このような晴天に恵まれなかったのだろ
うかと、恨み言の一つもつい口に出る。

　平成 19 年度の稲フィラ見学旅行会は「三浦半
島周遊旅行」となった。9 月 30 日 ( 日 ) から一
泊二日の予定で、初日は午前 10 時、ＪＲ横須賀
駅集合。参加者は小西会長以下 15 名と、これま
でに比べてやや少な目。
　「雨が降る、降る、城ヶ島の磯に、利休鼠の雨
が降る…」に因んでのことではないだろうが、残
念ながら当日は朝から雨。いくら城ヶ島を訪れる
予定があるとは言っても、のっけからの雨とは洒
落にもならない。
　一年ぶりに顔を合わせての旅を楽しみにして
おられた参加者の皆さんに、更に不快な思いをさ
せてしまったのが、私メの大幅な遅刻であった。
集合時間をテンから 10 時 30 分と勝手に思い込
んで、車中で高橋氏から「今どこに居るんだ？」
との電話を受けて気がついたが、最早どうする術
もない。駅の階段を駆け上がり、駅に出迎えてく
れた占野氏に案内されて既に最初の見学地・横須
賀駅前にある “ヴェルニー公園” で追いつき、ひ
たすら頭を下げてお詫びするばかり。( ここで、
もう一度、改めてお詫びの言葉を申し上げます。)
　海を臨む公園には日本に造船技術を伝えたフ
ランス人フランソワ・レオンス・ヴェルニーと横

須賀製鉄所 (造
船 所 ) を 設 立
した小栗上野
介忠順の胸像
が並んで港に
向かって立ち、
ヴェルニー記
念館もある。

　駅前からはマイクロバスに乗り込み、三笠公
園へ向かう。見学するのは日本海戦の旗艦“三笠”
である。東郷元帥が乗り組み、「皇国の興廃この
一戦にあり」と連合艦隊を勝利に導いたことで
知られ、今は記念艦
として係留されてい
る。ゆっくり館内を
見学。館内では三船
敏郎扮する東郷平八
郎が登場する映画の
ダイジェスト版上映
もあり、バルチック
艦隊を撃破した日本
海戦を見ることが出
来る。
　さて、名幹事府川氏が昼食に案内してくれた
のは横須賀名物 “海軍カレー”。それを “横須賀
海軍カレー本舗” にて頂く。入り口には「歓迎
　稲門フィラテリー御一行様」の張り紙があり、
他愛なく喜ぶ。カレーは懐かしい家庭料理の味。
野菜サラダと牛乳がセットになっている。話に
聞いていた海軍カレーを初めて味わうことが出
来、一先ず満足。

《余談；海軍が艦内でカレーをメニューに加えたのは、栄

養のバランスの外、毎週定期的に提供することによって一

週間経過したことを自覚させる目的もあったとのこと。》

　食事を済ませて次に向
かったのは、三浦半島の
東端にある国内初の洋式
灯台である “観音崎灯台”。
途中、三方を緑に囲まれ

海に向かっ
て立つ白い

「横須賀美術
館」を通過。
個人的には
ぜひ立ち寄
りたかった
が、残念な

『雨が降る、降る…』
三浦半島周遊平成 19 年度　稲フィラ見学旅行記

上田　克己
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がらこれは時間的にも無理
な相談。バスを降り、坂を
上り切り通しを抜けて、海
添いの細道を辿り降りしき
る雨の中、「天気が良かっ
たら、さぞ気分が良いだろ
うな」等とボヤキながら灯
台へ向かう。この灯台も今
朝程お目にかかったヴェル
ニーが建設したもので、現

在のものは大正14年に再建された三代目との由。
　雨は降り続いていたが、灯台の上からの眺望は
素晴らしい。また、また、「晴れていればなあ」と
青い空と海を背景に建つ白亜の灯台を思い浮かべ
嘆息する。
　バスは三浦半島を南下し、久里浜のペリー上陸
地に造られた“ペリー公園”建立されている“記念碑”
と “記念館” を見学し、歴史の授業で「人はいつ
見た黒い船」＝1853年と覚えたことや「泰平の
眠りを覚ます上喜撰たった四杯で夜も眠れず」と
の狂歌を思い出した。ところが、このときペリー
提督が率いた四隻の軍艦のうち、蒸気船は二隻の

みで他は帆
船であった
ことを、こ
こで初めて
知った。
いや、勉強
になりまし
た。

　この後、いよいよ、今回のメインテーマの一つ
である “日本郵政の父、前島密翁” の墓参に赴く。
折りしも明日から郵政民営化がスタートする。そ
んな日に前島翁の菩提寺、常楽寺に詣でるとは、
さすがに名幹事の心憎い演出である。その上、民
営化の仕掛け人、小泉前総理大臣宅前を今朝ほど
通っている。翁は 1919 年 ( 大正 8 年 )4 月、横
須賀市芦名の別
荘「如々山荘」
で永眠、束帯姿
の翁が立つ立派
な墓碑が建立さ
れている。線香
を手向け、一同
冥福を祈る。こ
の稲フィラの第
一回目の見学旅
行では上越市へ
出掛け、「前島
記念館」や「前
島記念池辺郵便
局」を訪れてい
る。
　浄楽寺は「金剛山勝長寿院浄楽寺」と言い源
頼朝が父、義朝を弔うため建立 (1185 年 ) し
たが、後 (1206 年 ) に北条政子と和田義盛が
当地に本尊を移したと言われる。ここには阿弥
陀三尊 ( 阿弥陀如来、観音菩薩、勢至菩薩 ) と
毘沙門天、不動明王が納められており、共に仏
師運慶の作と伝えられ毎年、3 月 3 日と 10 月

19 日に一般公開される。
従って、今回はお目にか
かることが出来なかっ
た。

   これで第 1 日目の予定

は、雨の中ではあったが、

すべて完了。郵政民営化

初日のファーストデイ・

カバー作成騒ぎと城ヶ島

訪問記は、次の機会に。
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　早大切手研 50 年の記念誌及び高馬氏の切手蒐

集物語などによると市田左右一氏は郵趣界の大御

所で切手界ではドクターと呼ばれていた。氏は元

尼崎製鋼の常務取締役、鋳物研究の工学博士であ

られた。一方、私は早大の鋳物研究所で卒論を終え、

日本鋼管へ入社し、現在は年寄り貧乏の趣味人と

称している。

　高馬氏によれば大コレクターになりにくい人

の条件として 1. 経済力のない人  2. センスの悪い

人　3. 執着心のない人　4. 仕事が忙しすぎる人    

5. 恐妻家の人   とある。

　以下は私の動機、出来事、入社後の蒐集につい

ての考え、若干の切手、記念カバー及び郵便に関

係する写真等を披露する。

[ Ⅰ ] 動機　

　終戦の年 ( 小学 6 年生～中学 1 年生）親から葉

巻タバコの空き箱に入った丸まった記念切手をも

らった。これをストックブックに並べたのが始ま

りである。それから 2 年後、通学の帰路、郵便局

に入り民間貿易再開記念切手を買ったのが郵便局

との出会いである。特定郵便局なので局舎は自分

の家で次の日曜日に二階で同好会を開催するから

来ないかと誘われ、参加した。内容は見せっこ程

度であったが、かなり刺激された。

その後、記念切手の価値が高騰するので次第に購

入枚数を増やした。

[ Ⅱ ] １９５１年３つの出来事

その一　市田左右一氏宅訪問

　早大入学が決まった春休み、父の紹介で市田氏

を訪問（冒頭のことは何も知らずに）コレクショ

ン拝見、真の切手蒐集方法などを教わった。そして、

これからの蒐集は英領が良いといわれ、私にセン

トヘレナの初期クイン･ビクトリア肖像の高価な切

手を５８枚下さり、これを元にはじめたら良いと

指導してくださった。現在このセントヘレナ切手

（初期のビクトリア肖像）だけでも１００枚ぐらい

になっている。市田氏の意を継いで英国及び英領

アルバムの最初の１０頁に収めた。

その二　石山寺８０銭小型シート購入

　外国切手購入の資金作りを目的として、石山寺

小型シート６０００枚購入を試みた。発売日当日、

親から五千円借り、授業の帰り途、飯倉にあった

郵政省切手普及課を訪れ、申し出たところ、OK で

官封６０包みをカバンに入れ持ち帰ったが大変重

かった。

その三　ニューギニア極楽鳥２シリング切手

　新橋の吉田スタンプで同切手を１００円で買っ

て外へでた。同時に店内にいた中年の男が私を追

いかけてきて、私に「どうしてあの切手を１００

円で買ったのか」と質問され戸惑った。「実は私

　これらニューギニア切手を沢山持っているので

差し支えなければ家に来てくれないか」と言われ、

住所氏名を教えてくれた。後日　親に１万円借り

て訪問、約数十倍の価値の切手を求めた。

　これら石山寺８０銭とニューギニア切手は外国

のニューイッシューとの交換、購入に消えていっ

た。

　現時点で考えると以上の偶然の出来事もあり、

大学時代（１９５１－１９５５）が一番収集に熱

中していたと思う。

[ Ⅲ ]　４9年間の会社生活時代

　人生の大きな節目なので、当初、会社と人生を

次のように考えた。当時の会社は５５才定年時代、

想定として２２歳から５５才まで３３年間働いて

定年後１０年ぐらい優雅に切手を楽しみ６８歳で

没すると公言して働いた。（理由は祖父も父も癌で

６８歳で没している。）そして万一、会社を途中で

六十余年 切手を集めた人生は
一鉄鋼マンの軌跡 

田中　駿一　
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日本全国粗鋼生産量推移  単位万トン

年度 粗鋼生産量 年度 粗鋼生産量

1955 979 1967 6372
1957 1231 1969 8703
1959 1824 1971 8844
1961 2940 1973 12002
1963 3408 1975 11404
1965 4130 1977 10065

辞める破目になったら切手商になるつもりであっ

た。実際には会社生活が終わり自由になったのは

７１才で計画と１６年もの差が出てしまった。

　昭和３０年（１９５５年 ) 入社、入社教育を受

けて製鋼課に配属された。その翌日から現場に出

され、平炉の炉前工を半年実務実習、続いて５年

半、三交代勤務でＡ組を担当、作業員４００名の

監督として働いた。業務内容は当番時間内で発生

する事故，災害それに生産など全てを処理する責

任があった。三交代勤務はご存知だと思うが、朝

番、昼番、夜勤を一週間づつ、勤務をずらすため

朝番の日曜日は連勤と称して午前７時から午後９

時までの勤務である。この６年間は日曜休、祝日休、

年末年始休みはなく、私の休日は平日代休であっ

た。したがって同僚、同期生との一寸一杯の機会

もなかった。

　これ以降２２年間製鋼畑の第一線で勤務したが、

詳細は略し、１９５５年以降２２年間の全国粗鋼

生産量推移は下記表の如くで増産につぐ増産で多

忙を極めた。

ンフィラテリックセンターから外国オークション

カタログを送ってもらい分相応の切手と雑切手（コ

レクション単位及びダンボール詰め）を入札取得、

また外貨制約が緩和後は直接にアメリカ、イギリ

ス、スウェーデン等のフィラテリック・センター

から新切手をクレジットカード可の販売を利用し

た。日本切手は１９９０年頃まで通販購入した。

[ Ⅳ ] 切手・カバー等の紹介

（１）ブータン製鋼の歴史シリーズ切手

　この国は仏教国で、日本の丹前に似た民族衣

装とともに、ＧＮＨ ( 国民総幸福）という国策で

知られている貧しい国である。１９６９年外貨獲

得用切手として、鉄ホイルの上に印刷したことを

キャッチフレーズに、製鋼の歴史シリーズ１２種

類を発行した。切手の図案はダマスカス刀の市場

で刀の重さと金塊がバランスしており鋼は高価な

ものだったことを示す。裏に .001　USS　STEEL 

FOIL とラベル印刷してある。

　特に忙しかったのは 1973 年で最初の９ヶ月７

時～２３時、残り３ケ月６時～１時勤務した。生

産量は１億２千万屯を超え、入社時の１２倍強で

あった。

　また１９６３年ブラジル、ウジミナス製鉄所で

２年間、１９７９年ブラジル、ブロモン社で４年

間勤務もあり国内含めて９年半の単身赴任もこな

した。

　この様に会社生活は多忙で不規則であったが、

周囲の方々の協力を得て全うできた。この間、唯

一癒してくれたのが切手であった。

　この時期の切手入手方法として高馬氏経営のサ

（２）オーストリアＬＤ転炉 40 年記念

　下カバー切手図案は、ＬＤ転炉の断面図である。

炉体は簡単なもので、上から純酸素を吹き込む方法

なので上吹き転炉とも言われている。２５０トンの

自動車用鋼も３０分で精錬生産する優れものである。

現在、世界の鋼の大半はこの方法で作られている。

日本では１９５８年に導入され生産に加わった。
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（３）日本と西ドイツの交通安全、作業安全の切手

　入社以来、全ての作業について安全第一、品質

第二、生産第三の方針で仕事をしていたが、特に

安全問題は難しかった。

　安全問題を常に考えていたときに、西独、日本

で交通安全と作業安全の切手が発行された。写

真に見られる如く西独切手は飲酒運転と道路での

ボール遊びは危険と一目でわかるようデザインさ

れている。一方 , 日本の切手は多色刷りでのどか

である。どちらが良いか判断は皆様で。

　安全切手について

①日本は働く人々であるが西独は安全帽をかぶっ

た作業員、②高層建築作業であるが西独は直接落

下で喚起している。③荷役作業であるが西独のは

吊荷から目を離さない。(これが原則 )④機械作業、

回転体作業には手が触

れない様、安全カバー

を取り付ける。西独切

手は一目で分かるよ

う注意を喚起している

が、日本切手は呼びか

けだけで具体的な事は

何も浮かんでこない。

　この ｢ 宗谷」は私の勤めている会社建造であり、

これに使用した鋼板は私どもが作った鋼であるの

で人一倍、親近感を持った。下のカバーは三度南

極を往復したもので、更に観測が続くので打ち切っ

た。中途半端なカバーとなったので片隅において

いたが、２００７年１月、乱発切手第１号として

南極地域観測事業開始５０周年記念切手２０種が

発行された。切手はともかくとして記念印が押

されるので、発行日ではなく最初に接岸した１月

２９日に押捺して、５０年かけた記念カバーは完

成した。

（４）日本南極観測隊上陸記念カバー

　１９５７年の地球観測年に当たり、南極地域の

観測が国際的規模で行われ、わが国もこれに参加

するので、郵政省ではこの画期的壮挙を記念して、

「宗谷 ｣ がプリンス・ハロルド海岸に接岸中、同船

内に郵便局を設け、観測上記念すべき日と記念日

付印を押捺することになった。( 以上は公式声明）

[ Ⅴ ]　最近の年賀状[ Ⅴ ]　最近の年賀状

(1) ２００７年の賀状（主文省略）

　添書　私の趣味はご存知のように郵趣で中学生

の頃から現在に至るまで６０余年続いています。

止めるに止められずに困ったものです。この記念

カバーは私が１２年かけて作成したものです。し

げしげと作品を見ていただければ幸いです。私の

推定では１５００年に１度の機会だったと思いま

す。年寄り貧者の趣味より　右ページ上捺印カバー

(2) ２００６年の賀状 ( 主文省略）

　添書　昨年ベルン駅近くの公園にある万国郵便

連合７５年を記念して建造された記念碑（万国郵

便連合の象徴で郵便事業の象徴）を再訪した。発

足から 130 余年過ぎた現在、各国とも民営化、合

理化に努力し、我が国も昨年郵政民営化法案成立、

私の興味は郵便の歴史から郵便の未来像となった。

追記、再訪の主な目的はこの記念碑について三井

高陽著「切手で知る世界」に「地球の周りを世界

の各人種が手をつないで踊っているところ」と記

してあるのが解せなかったためである。



313

　このポストは中央郵便局の前の公園内通

路に設置されている。この他、街の多くの

場所に鋳物の芸術品が展示されている。

[ Ⅵ ]　未整理の切手･アルバムを抱えて

　完全に会社生活から開放され、毎日が日曜日的

生活になったら、家では粗大ごみ、濡れ落ち葉的

扱い、家内に死ぬ前に切手を整理しろとわめかれ

ている毎日である。

　対策として自分の寿命を日本男子平均寿命

（７９．０才）まで延命し、自分自身の目で切手を

一枚一枚チェックし今迄に何枚切手を買い集めた

か調べ整理することにした。

　買う切手をゼロにすべく２０世紀の終わりに

２１世紀の切手は

一切買わないと誓

い臨んだが、日本

及び外国切手も図

柄が良いと求める

始末である。結論

として、切手には

愛着があり麻薬

的存在になってし

まったと思う。

　再訪してじっくり見た結果、個々の人の動作は

片手で先方の人に信書を渡し、後ろ手は後続の人

から信書を受け取っている姿であった。手を握っ

ていないところに意義があり、いつの時代も国同

士は仲が悪くとも信書を伝達する姿こそＵＰＵの

存在意義を感じた。

　(3) ２００４年の賀状 ( 主文省略 )

　添書　昨年は東欧の旅に出かけました。スロヴァ

キアの首都プラスチラヴァの町で珍しい芸術品を

見ました。右写真は実際に使われている郵便ポス

ト、鋳鉄鋳物製で芸術品として製作されたものと

思う。
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　今年は、イギリスでスカウト運動が始まって

ちょうど１００年を迎え、イギリス・ロンドン

郊外チェルムスフォードで第 21 回世界ジャンボ

リーが７月 27 日より開催され、世界 150 ヶ国

より 40000 人のスカウトが参加した。　日本か

らは 1500 名もの派遣団並びに数千人の見学者

が渡英し、世界のスカウトと友好をはかった。

ポウエル（以下Ｂ－Ｐと略す）は、人口 1700

人周囲 5 マイルの小さな国境の町メフェキング

で駐屯隊長の任にあった。

　この町での兵力は 700 人しかおらず町民にも

武装させ 300 人を加え 1000 人足らずであった。

　戦端が開かれると、多数の敵兵に包囲され、

実に 217 日間もの籠城戦となった。このとき正

規兵の足りない力を補うため、少年

18 人に斥候や郵便配達をさせるこ

とになったが、ここで困ったことに

使用していた切手が底をついたこと

であった。

　まず郵便事務を取り扱うことで少

年達の士気を鼓舞させるためには極

めて重要なことであり 1900 年 4 月

10 日に切手が現地で発行された。

　切手が発行されて驚いたのは、Ｂ

－Ｐその人であった。なぜならばイギリスの切

手は原則として元首であるビクトリア女王の肖

像を使用すべきであるのに、彼自身の肖像が写

真から切手が作られたのであった。

ＳＣＯＵＴ運動１００年に寄せて

五十野　和男　

規兵の足りない力を補うため、少年

使用していた切手が底をついたこと

であった。

　まず郵便事務を取り扱うことで少

年達の士気を鼓舞させるためには極

めて重要なことであり 1900 年 4 月

　切手が発行されて驚いたのは、Ｂ
スカウト運動 100 年記念イギリス FDCスカウト運動 100 年記念イギリス FDC

　この切手を準備したのはグリーナー大尉で、3

ペンスの濃青色切手・大小 2 種で、Ｂ－Ｐはこ

の切手の使用に反対したが、戦時中包囲されて

いる陣内でしか使用されない地方切手であるか

ら、使用することになった。

　少年達は、最初はロバを使用したが、戦局が

悪化し、食料が窮迫しロバも食用に供せられ、

　B-P 切手 ( 小 )　 B-P 切手 ( 大）　グッドイヤー少年

　E.U 諸国では、今年度のヨーロッパ切手のテー

マ（Europe2007）として、スカウト運動 100

年を取上げるなど、イギリスを始め世界約 50 ヶ

国・地域でスカウト切手が発行された。

　第二次世界大戦後、ソビエト連邦はじめ共産

圏諸国は、宗教を排除した関係で、ボーイスカ

ウト世界連盟から脱退し、ピオニールなど別の

組織で活動していたが、ソビエト連邦の崩壊で

東欧諸国は再度ボーイスカウト世界連盟に復帰

しスカウト切手を今回各国で発行した。

　この機会に、スカウト運動の歴史を探ってみ

ようと思います。

ボーア戦争

　南アフリカ連邦のトランスパール共和国で起

こったボーア戦争（1899 年 10 月 11 日～ 1902

年 5 月 17 日）で、イギリスの陸軍大佐ベーデン・
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彼等は自転車を使用するようになり、自転車が

彼等のシンボルになった。

　Ｂ－Ｐの肖像切手とともに、少年隊のリーダー

となったグッドイヤー少年が自転車に乗って活

動している 1 ペンスの切手が 4 月 7 日に発行さ

れた。この少年達の非常な活躍により、遂に勝

利をもたらす一因となり英国の名誉を守ること

ができた。

発行枚数

　　　1 ペンス　自転車の少年  　 ９４７６枚

　　　3 ペンス　Ｂ－Ｐ（小）　　 ６０７２枚

　　　3 ペンス　B －Ｐ（大）   　  ３０３６枚　

ボーイスカウト運動の起こり

　ボーア戦争が終わり、1903 年救国の英雄と

なったベーデン・ポウエルは英国に帰還した。

　英国には 1883 年に教会の日曜学校教師をし

ていたスミス会長が創設したボーイズ・ブリゲー

ド（会員約 10 万人）があった。この団体は軍服

をつけ玩具の武器を持たせることにより、少年

達に興味を引かせ、訓練をすることであった。

た南アフリカ警察隊で試みたものであった。

　またアフリカ東南岸のズール族や他のアフリ

カ原住民が子供を鍛錬している方法や、キップ

リングの “キム” や “ジャングルジム” また、ア

メリカのシートンが少年教育法として考案した

“森のインデアン”・日本の武士道精神などから少

年の訓練に必要なものを集め、キャンプに参加

した少年達に試してみた。

　 ベ ー デ ン・ ポ ウ エ ル は、 翌 1908 年 に

Scouting For Boys ( 少年のための斥侯法 ) を刊

行した。これがイギリス

のスカウト運動を組織・

発展させたばかりでなく、

瞬く間に世界の舞台へ広

がった。

　スカウト切手が最初に

発行された国は、第 1 次

世界大戦が終わった 1918

年 10 月、チェコスロバキア共和国で、建国に伴っ

て多くの困難が生じた。混乱の

中で解放委員会と新政府当局と

の間の連絡にスカウトの組織を

活用した。

　11 月 7 日より 25 日まで、政

府関係の主要書類の配達の任務

に服した。この時スカウト郵便

と称する 2 種の切手が使用された。

　10 ヘラーは青色・20 ヘラーは赤色であるが、

切手の刷色は多種類ある。

　重要文書の配達に際し、消印には手書きで日

付が記入され、封筒には配達したスカウトのサ

インと受取人のサインをするゴム印が押されて

いる。ＮＶの消印は政府委員会の略号である。

　1920 年と 25 年にシャム（タイ）で、スカウ

ト運動資金捻出のため寄付金付切手を 3 回に分

けて 19 種類の加刷切手を発行した。加刷は虎の

笑ったような顔で、印刷されたものと、ゴム印

で押されたものがあり、偽造品がかなり出回っ

ている。

1982 年青少年団体記念切手　イギリス発行
ボーイスカウト　ガールガイド　ボーイズブリゲード

　ベーデン・ポウエルは 1 日も早く、少年達の

ために、新しい訓練方式を考案し “少年のため

の斥候法 “の本の作成に取りかかった。

　ベーデン・ポウエルは、1907 年５０歳で（陸

軍中将後に男爵）引退し、年来の構想を試すため、

同年 8 月に 21 人の少年を集めて実験キャンプ

をイギリスのドーバー海峡にあるブラウンシー

島で行ったがこれが “スカウト” を意識して行わ

れた、史上初めての青少年活動である。

　この実験キャンプ訓練の基礎となったものは

もちろんベーデン・ポウエルが大佐で活躍した

ボーア戦争や、治安維持のために創設に尽力し

Scouting for boys
初版本の表紙

Scouting for boys
初版本の表紙

Scouting for boys
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の心の中に燃え上がる兄弟愛を通じて、新しい

世界的運動を展開して行くことを考えた。

　ジャンボリー (Jamboree) とは、もとは米語で

“お祭り騒ぎ” を意味する言葉であり、ベーデン・

ポウエルの発案であった。

　1920 年に、第１回国際ジャンボリーが（以下

ＷＪと略す）イギリスのロンドン・オリンピア

で 33 ヶ国・8000 人のスカウトが集まり、人種・

宗教・言語・習慣の違いを越えて広く世界中の

スカウトたちが、交流と親善を繰り広げた。

　日本から東京少年団小柴・北海道岩内少年団

下田の 2 名（いずれも指導者）と、イギリス人

グリフィンが横浜で組織したスカウト隊より鈴

木（英名リチャード）少年が参加した。

　このほか、戦前はハンガリー・ルーマニア・

リスアニア・ポーランド・リヒテンシュタイン

など東欧諸国で多く発行されたが第二次大戦後

共産圏に属したため、スカウト活動は最近まで

水面下で行われていた。

　世界ジャンボリーは以後 4 年ごとに世界各地

で開催されることになり、1924 年の第２回ＷＪ

は、デンマークのコペンハーゲン近郊で行われ

日本より三島通陽団長（戦後最初の総長）ら 24

名が参加した。

　第３回ＷＪより世界ジャンボリーと改称

し、ボーイスカウト創立 20 周年を祝う大会で、

1928 年に催す予定であったが、オリンピックと

重なったため翌 1929 年にイギリスのバークン

ヘッドで開催され日本からは、佐野団長以下 28

名派遣した。このジャンボリーでベーデン・ポ

ウエルは、ジョージ５世より男爵を授与された。

　1933 年のハンガリー・ゲテロで開かれた第４

回ＷＪで初めてジャンボリーの切手 4 種が発行

された。日本から小尾団長以下 9 名派遣した。

1920 年　タイ発行　SCOUT FUND　3 シリーズ

イギリスで使用されたボーラン
ド亡命スカウト小型印とウクラ
イナの亡命スカウトシール

岩内少年団の参加したスカウトジャンボリー

チェコスロバキア　1918 年の NV 消印のある封書

ジャンボリー　

   ヨーロッパで起こった第 1 次世界大戦が終わ

り、世界各地のスカウト運動の気運がようやく

盛り上がってきた。青少年教育にこの運動の持

つ意義の大きいことが認識されるに伴い、ベー

デン・ポウエルは、国際大会を催してスカウト
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B-P の墓を描いた切手を貼った記念カバーB-P の墓を描いた切手を貼った記念カバー

初のジャンボリー切手を貼った封書

　太平洋戦争が 1941 年に開戦したため 1937

年のオランダで催された第５回ＷＪが戦前の最

後となった。日本からは 10 名参加した。　　　

　1941 年ベーデン・ポウエル卿は、アフリカの

ケニヤで帰らぬ人となった。

ジュビリージャンボリーの FDC

世界大戦のため中止になっていた。日本からは、

この大会だけ参加出来なかった。

　1957 年にはスカウト運動 50 周年・Ｂ－Ｐの

生誕 100 周年を記念しジュビリージャンボリー

として盛大に、イギリス・サットンパークで催

された。

　この第 9 回 WJ の記念大会には、世界 88 ヶ

国から 34000 人もの多くのスカウト達が集ま

り、日本から 22 名参加した。

フランス・モアッソンジャンボリー

　戦後いち早やく1947年にはフランスのモアッ

ソンで第6回ＷＪは開催され、世界33ヶ国から、

25000 名ものスカウトが集まった。フランスは

1941 年に開催することになっていたが、第 2 次

日本のスカウト運動（戦前）

　スカウト運動が最初に日本に伝わってきたの

は 1908 年（明治 41 年）、ロンドン駐在の秋月

全権公使の日本政府への報告であった。

　秋月公使はその報告の中で「ボーイスカウト

運動は、騎士道の精神に則っていること、特に

日本の武士道も取り入れている。」と伝えた。

　1911 年、イギリス国王ジョージ 5 世の戴冠式

に、明治天皇のご名代として東伏見宮依仁殿下

が渡英されたが、随行した乃木大将はロンドン

のスカウト集会で、武士道について講和した。

　帰国後、スカウト運動に強い感銘を受けた乃

木大将は、院長に就任した学習院の生徒を連れ

て江ノ島の片瀬海岸で 3 週間のキャンプ生活を

実施している。

　日本では1913年に東京少年軍、翌年に静岡少

年団・大阪少年義勇団が創設されるなど、1915

年をピークに少年団の設立気運は全国的に起

こった。正に第１次世界大戦のさなかであった。
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皇太子殿下　英国エジンバラでスカウト隊を御親閲

少年団指導書と少年団指導書と
同書奥付

皇太子訪欧の記念切手付絵葉書

　1921 年（大正 10 年）皇太子殿下が、お召艦

香取でご渡英中、ボーイスカウトと接し、ベー

デン・ポウエル卿ともご引見になり、格別深い

ご関心をもたれた。

　 翌 1922 年　 翌 1922 年

4 月静岡で第4 月静岡で第

1 回全国少年1 回全国少年

団大会を開き、団大会を開き、

引き続き東京引き続き東京

で少年団日本で少年団日本

ジャンボリーを

日比谷公園で開

催し全国より 72

の少年団・4559

名 の 団 員 が 集

まった。

  少年団日本連盟

はこれらの大会

を機に結成され、

初代総長は東京

市長後藤新平（男

爵）がなった。

　その後、1935

年財団法人に組

織を変更し、同時に大日本少年団連盟と改称し

た。また第２代総長に子爵斎藤実を推戴した。

斎藤総長は翌年起こった２．２６事件の犠牲とな

り不帰の客となり、第３代総長は海軍大将竹下

実が就いた。

　この年東京・東村山で開催した全日本少年団

大野営には、全国より 3141 名が集まった。こ

の大会で、スカウト関係では日本で初めての記

念小型印が使用された。

　戦争の気運が高まる中、国家の圧力が強まり

1941年大日本少年団他3団体は財団法人健志会

を設立し、大日本青少年団（団長文部大臣橋田

邦彦）となった。

　1945 年、日本本土に対する米軍の戦略爆撃は

ますます激しくなり、この年 5 月に戦時教育令

が公布され、すべての青少年が文部大臣統率の

もとに大日本学徒隊を組織し、兵力の一翼を担

うことになり、大日本青少年団本部もついに 6

月 16 日解散式を日本青年館で行った。

日本のスカウト運動（戦後）

  1945 年 8 月 15 日第 2 次世界大戦の終結を境

に日本の政治・経済・社会は、連合軍総司令部（Ｇ

ＨＱ）の指令に従いながら大きく転向していっ

たが、教育もまた例外ではなかった。

スカウト最初の小型印
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　これらは国家主義的・軍国主義的な教育・思

想を禁止し、基本的人権の思想に合致する教育

内容の実践の確立を勧告したものでありその後

の日本の教育改革の基礎を作った。

　ボーイスカウト再建の動きは、終戦と同時に

起こり、第 3 代総長であった竹下勇はアメリカ

でスカウト活動をしていた村山有（元早稲田大

学政治経済学部新聞学科講師）や鳴海・内田等に、

ＧＨＱに再建を要請させた。

　1949 年（昭和 24 年）、ＧＨＱの設立認可を

受け、財団法人ボーイスカウト日本連盟として

再発足し第４代総長に三島通陽が就いた。

　同時に、社団法人ガールスカウト日本連盟が

誕生した。

　同年 9 月、天皇・皇后両陛下の来臨を仰ぎ戦

後初の全日本ボーイスカウト大会を、皇居前広

場・日比谷公園で開催し、3500 名のスカウトが

全国より集まった。郵政省より初めてボーイス

カウトの記念切手が発行された。

　翌 1950 年 8 月に新宿御苑で国際復帰を記念

して 8000 名ものスカウトが集まり、第２回全

日本ボーイスカウト大会が開かれた。

　この年、世界のスカウトは 72 ヶ国 400 万名

ボーイスカウト記念切手カバーボーイスカウト記念切手カバー

を数え、日本では 25000 名の少年達が訓練を受

けていた。記念小型印が発行された。

　1951 年山形県蔵王山麓で全国 7000 名のスカ

ウトが集い、オーストリアで開催中の第７回世

界ジャンボリーに呼応して、第３回全日本ボー

イスカウト大会 ( 全国野営大会 ) が開催された。

　1949 年（昭和 24 年）以降 3 カ年継続した全

国大会は、1956 年より日本ジャンボリーとして

4 年に一度開催されることになった。

　第1回大会は皇太子殿下をお迎えし世界13ヶ

国 13000 名のスカウトが軽井沢に集まった。私

は中学 2 年生で、芦屋より夜汽車に揺られて参

加したことを今でもはっきり蘇ってきます。

　1971 年念願の第１３回世界ジャンボリーが、

日本の静岡県朝霧高原にやってきました。

　世界 87 ヶ国・23758 名のスカウトが、“For 

Understanding( 相互理解 )” をテーマに野営生活

を共にし、国際理解と善隣友好を身をもって実

践することができました。

　現在ボーイスカウトの規模は、世界 150 ヶ国

2 千８百万人に達しています。しかし日本では

1983 年 ( 昭和 58 年 ) の 33 万人をピークに減

り続け現在は 20 万人の少年達が活動している。
三島 通陽 総長サイン入り記念カバー三島 通陽 総長サイン入り記念カバー

　青少年を取り巻く社会環境の変化がスカウト

の減少に影響しているようです。日本では 1995

年 ( 平成 7 年 ) から女子もボーイスカウトに入隊

し活発に活動している。早稲田大学には青年ス

カウト隊のサークルがあり、学連の公認団体（早

稲田ローバス）として活動しており、今年 50 周

年を迎えた。

第 13 回世界ジャンボリー FDC第 13 回世界ジャンボリー FDC
　　　　渡辺三郎デザインの切手
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　裕福な家庭に育ったわけでもないくせに ､ 金と･

時間の無い奴には縁のないと言われている趣味の

王様・切手にとり憑かれてしまったのが、言わば

運の尽きであった。いかに自分のコレクションを、

安上がりで充実したものにするのか、それがスター

ト直後からの命題である。しかし、そういう環境

の中で我慢する術は、子供のころから身について

いたことなので、傍で見るほど本人にとっては深

刻な問題とはならない。選択した道は、使用済み

外国切手と日本の記念切手である。それもひたす

ら、「貰う」のがポリシーである。時によると、女

の子から強奪するなどという破廉恥なこともやっ

た記憶がある。

　おやじも結

構協力してく

れた。会社へ

来る郵便物の

切手や、業務

用の切手の中

から横流しし

たと思われる

未使用通常切

手、 螺 鈿 の

10 円、塔航空

25 円、金魚の

35 円 な ど で

あった。悲し

いかな、宮鍋

先輩に出合う

ズーッと以前

のことである。

通常切手の魅

力など分かる

わ け が な い。

多分使用済み

の外国切手と

の交換用に全て消費されたのであろう、手元には

なにも残っていない。親父がらみの貴重品といえ

ば、オン・ペーパーの「るりかけす」8 枚ブロッ

ク初日印付使用済み（写真１）くらいのものである。

つまりかなり高学年になるまで、親父は、私のコ

レクションに協力してきたことになる。

　旅役者よろしく北海道から沖縄まで私は年に 60

回を越すドサ周りをこなす。それは我が家系なの

かも知れないが、出張とお客様接待で普段はほと

んど話もできない親父であった。それでも、たま

には日曜日に家にいることがあった。そんな時に

は、青梅街道の新宿･荻窪間を結ぶ背番号 14 番の

路面電車に乗り、30 分ほどで行かれる新宿へ、よ

く連れていってくれた。もちろん伊勢丹の切手売

り場へ一直線である。当時の伊勢丹は、3 階か 4

階がスケートリンクになっていたのを覚えている。

その帰り道には、もう一つの楽しみがあった。確

か当時一皿 25 円だったと記憶するが、中村屋の

ほかほかの肉まんとアンまんを食べさせてくれた

ことである。今では東日本のセブン・イレブンへ

行けば、どこでも手に入るものであるが、当時は

当然のことながら、ここに行くしかチャンスは無

かったのだと思う。たまには、交差点の角にある

追分団子ということもあった。先日なにかの番組

で、あの吉永小百合さんが子供のころに、同じよ

うな体験をされていたことを知り、サユリストと

しては同じお店の中で、同じ空気を吸っていたの

かもしれないと妙に嬉しかった。彼女の家は代々

木上原にあった。

　小百合さんといえば、OB 会の皆さん是非私を

誉めてやって欲しい。実は、彼女に「早大切手研

50 年」誌を贈呈してしまったのである。ある日の

こと、日本橋三越でサイン会があることを、会社

の女の子に教えられ、昼休み時間を利用して、の

このこ出かけたのだ。直接ではなくマネージャー

を通してであったのは、残念至極であったが、今

趣味の王様

中川  孝昭   

写真 1　るりかけす　初日印
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でも間違い無く彼女の書斎に収まっていると思う。

多分発行した翌年2000年の夏7月の出来事であっ

た。誰か読後の感想でも、彼女から聞き出してく

れる御仁はいないかな？

　あらぬ方向へ行った話を元へ戻すことにしよう。

私の子供時代における切手コレクションの最大の功

労者は、神戸のまた従姉弟 (いとこ )達であった。

弟の方がナショナル金銭登録機、今のNCRに当時

勤務しており、野球部に所属していた関係で、野球

少年であった私のキャッチボール相手でもあった。

恥ずかしながら、私は学院軟式野球部の背番号「1」

元祖ハンケチ王子であります。なに！「半ケチ」と

は何事だ。そういう悪いことを言う後輩は、厚かま

しい尾内君達の年代だな！

　ところでキャッチボール相手は、私とのキャッ

チボールなどは上の空であった。月に 1 度は我が

家へ泊まりに来ていたのだが、どうやら私とは 5

才違いの姉が目当であったらしい。数年後に、今

度は 6 歳下の妹目的で、我が家に遊びに来た青柳

君と同様、動機ははなはだ不純なものであったと

学術的に断言できる。彼のお土産はいつも決まっ

ていて、文明堂の三笠山。ここにも、彼の標的は

誰だったのかが明確に現れていたわけだが、当時

の私にはまったくわからない世界であった。文

字通り「色気より食い気」の世界である。3 日間

ぐらいは続けて食べられるこのどら焼きは、姉で

も妹でも勝手に連れて行ってくれと、叫びたくな

るほど美味し

かった。その

彼が時々、沖縄

工場から送ら

れてくる会社

宛ての郵便物

の封筒を、時々

持ってきてく

れた。今思え

ば、当時からす

でにメーター

スタンオプが

使われていた

ことが少し驚きである。半分はそうした封筒であっ

たので、木内君に怒られるが、面白くも何とも無

いので全部捨ててしまった。切手はほとんどが青

い色の 13 円天女の切手（写真２）ばかりであっ

た。時には改訂10円加刷のピンク色の切手が貼っ

てあったようである。ようであると書く理由は、

写真 2　琉球　第 2 次航空切手

天女の魅力に魂を奪われたせいである。ただでさ

えつまらない通常切手の印面に、デザイン台無し

の加刷が施され、その上満月印では目も当てられ

ない？！　貰った封筒の数はかなり沢山あったが、

当時エンタイアなどというハイカラな知識は無い

ものだから、貰うそばからお湯ではがしては、友

達との交換用に使ってしまったので、実にもった

いないことをしたと今では思っている。それでも

先の推理が働く材料が、奇跡的に私の手元に残っ

ていた（写真３）。この 10 円加刷は一番安いやつ

だが、剥がして人にくれてやったものの中には、

もしかしたら、タイプ II が混じっていたのではな

いかと、今でもこのエンタイアを見るたびに、悔

しい気持ちになる。

写真 3　辛くも手元に残った琉球実逓便写真 3　辛くも手元に残った琉球実逓便
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Northwest of City great and fair,

In the wood of  Waseda,In the wood of  Waseda,

Rise proudly high up in the airRise proudly high up in the air

Our old college dome and tower.Our old college dome and tower.

Our high-aspiring,cherished plan,Our high-aspiring,cherished plan,

Fond ambitions,know ye not?Fond ambitions,know ye not?

The torch of Progress in the van,The torch of Progress in the van,

Glaring fi re of freest thought;Glaring fi re of freest thought;

The infi nite Etemal Aim,The infi nite Etemal Aim,

Careful,too,of present need.Careful,too,of present need.

How brightly on ward,at its name,How brightly on ward,at its name,

See our steady ranks proceed!See our steady ranks proceed!

Waseda, Waseda, Waseda, Waseda,Waseda, Waseda, Waseda, Waseda,
Waseda, Waseda, Waseda.Waseda, Waseda, Waseda.

写真 4　吉野熊野国立公園　とろ八丁

彼がこうして、我が家の厄介になる返礼というこ

となのであろう、私は小学校の4年から高校生に
なるまで、毎年彼の神戸・三宮にある実家の２階で、
夏休みを過ごすことになった。木造2階建てのこ
の家は、あの阪神淡路大震災までそのまま残ってい
たが、倒壊してしまい今は無い。不幸中の幸いであっ
たが、当時はお店としてだけ使っていたので、誰も
住んでいなかった。何しろ場所は、地震発生当日に
傾き、翌日には倒壊して国道を塞ぐこととなったあ
のビルのすぐ北側だったのである。
　そこには少し暗めの兄さんと、それとは正反対
にサザエさんのように陽気なお姉さん、そして
キャッチボール相手、彼らの両親の 5 人暮らしで
あった。暗めの兄さんのほうは幸いなことに勤め
人で、めったに顔を合わすことが無かった。お姉
さんのほうは、当時から、とても可愛らしかった
私を、ことのほか可愛がってくれた。毎朝私を連
れて、生田神社の裏通りを抜けた突き当たりにあ
るパンやさんへ、出来立ての食パンを一本買いに
行くのが日課となっていた。我が家では、毎朝ご
飯と味噌汁であったから、レモンテイーとトース
トはまさしく私にとっての“KOBE”そのものであっ
た。いよいよ私が東京へ帰るという前日には、お
姉さんは決まって元町のアーケードを通り抜けて、
三越デパートまで私を連れて行ってくれた。切手
売り場で国立公園や観光切手を買ってくれたので
ある。思い出のそのデパートも地震とは別の事情
で今は無い。しかし、その時に買ってもらった切
手の数々はコレクションに残っており、吉野熊野

From East and West,from age to age,From East and West,from age to age,

All tides of civilizationAll tides of civilization

In one huge whirlpool ever surgeIn one huge whirlpool ever surgeIn one huge whirlpool ever surge

Round this great island Nation.Round this great island Nation.Round this great island Nation.

Whose lofty mission are we notWhose lofty mission are we notWhose lofty mission are we not

Canying on ours houlders strong,Canying on ours houlders strong,Canying on ours houlders strong,

Through hardships of the vast untrod,Through hardships of the vast untrod,Through hardships of the vast untrod,

Endless as we march along?Endless as we march along?Endless as we march along?

Yet  soon our hoped Etemal GoalYet  soon our hoped Etemal GoalYet  soon our hoped Etemal Goal

May its gleaming shadow castMay its gleaming shadow castMay its gleaming shadow cast

And with  its all-embracing soulAnd with  its all-embracing soulAnd with  its all-embracing soul

lllumine the World at last!lllumine the World at last!

Waseda, Waseda, Waseda, Waseda,Waseda, Waseda, Waseda, Waseda,Waseda, Waseda, Waseda, Waseda,
Waseda, Waseda, Waseda.Waseda, Waseda, Waseda.

国際化は進んでるようです。１２５

And look on yonder wooded hillAnd look on yonder wooded hill

Decked with evergreen, for thereDecked with evergreen, for there

We have our home for heart and will,We have our home for heart and will,

School, with kind maternal care!School, with kind maternal care!

Her students change from year to year,Her students change from year to year,

Meet and part with youth's delight,Meet and part with youth's delight,

Yet all alike we seek to shareYet all alike we seek to share

These ideals and their light.These ideals and their light.

Come, let us sing in all accord,Come, let us sing in all accord,

And with raptures ring the air,And with raptures ring the air,

To praise the honored name aloudTo praise the honored name aloud

of our Alma Mater dear!

Waseda, Waseda, Waseda, Waseda,Waseda, Waseda, Waseda, Waseda,
Waseda, Waseda, Waseda.Waseda, Waseda, Waseda.

の 10 円切手（写真４）は、今でも一番のお気に
入りである。
　切手研に入ってからは、グラビア印刷の美しい
スイスの切手に秘かに憧れながらも、ご予算少々
のわが身には未使用の新切手にすら手を出すこと
が出来なかった。今は亡き横山先輩の影響もあっ
ただろうが、ドイツ切手の使用済みに熱が入った。
何せこの先輩は我々 1 年の時に最上級生。そして
1 年後 2 年後も最上級生のままである。とうとう
一緒にご卒業とあいなったのであるが、後に奥様
となられた方とアパートに同居されたので「そん
なの有り！？」とということで、その後の私はそ
ちらの方により大きな影響を受けた気がする。い
ずれにしても、切手研では、当時の小川君ほど道
を外れたわけではないが、不運なことに同級生に
恵まれなかった。なぜか 4 人になると、すぐに 19
号室から拉致されてしまう。従って研究は一向に
捗らず、とうとう” Philatelist” にはなれず、この
ような記事しか提供できないことが読者の方々に
対して、申し訳なくまた真に残念である。

ご存知でしたか
早稲田大学創立

周年

The AIma Mater

2007 年 9 月 卒業式、学位授与式　式次第印刷文書より 校歌
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　某月某日、「切手教室」に続く懇親会の席で、

戦前の書物では外国の国名や都市名が漢字表記

されることが多かったが、われわれ若い (?) 世代

は漢字表記となると、どの国か、あるいはどこ

の都市か理解できない例が多いという話になり

ました。

　この懇親会に参加されていた吉沢忠一さんか

ら、漢字表記の国名、都市名満載の日本郵船「渡

欧案内」( 昭和 6 年改定新版発行 ) と「桑港航路

案内」( 昭和 12 年改定 4 版発行 ) が筆者の手元

に届きました。

　郵便史では、料金のほか逓送経路・郵便船が

主要要素であり、漢字表記は別にしても、海外

旅行が「洋行」と称された時代のこれら案内書

は貴重な史料です。

　「渡欧案内」には、①日本から欧州への経路、

②欧州航路使用船と寄港地、③乗船運賃、④渡

欧船客一般心得、⑤渡欧船客の特典、⑥寄港地

案内、⑦乗船御注意、⑧手荷物積卸方などが懇

切丁寧に 90 頁にわたり紹介されています。中で

も次の説明が特に印象的でした。

　船内の服装は便利の点からも又国際的である

点からも洋服が最も適当であります。和服を着

用せらるる場合男子は袴を、婦人はペチコート

とスットンキングス ( 靴下 ) を併用せらるる事を

お勧め致します。晩餐には更衣するのが一般の

習慣であります。殊に一等食堂に於いて男子は

大抵スモーキング・ジャケット ( タキシード ) を

着用されます。

　映画「タイタニック」でも大かたこのような

服装でしたが、現在の船旅でも同じなのでしょ

うか。

　開港当時の欧州航路は「海のシルクロード」

と呼ばれたように、欧州系商社によって、わが

国から彼の地に蚕種 ( 蚕の卵 ) や生糸が輸出され

ていました。

　当時の欧州航路での使用船は照国丸、靖国丸、

箱根丸、榛名丸、筥崎丸、白山丸、伏見丸、諏訪丸、

香取丸、鹿島丸の 10 隻が挙げられています。寄

港地は、横浜、四日市、大阪、神戸、門司、上海、

香港、新嘉披、彼南、古倫母、亜丁、蘇士、ナ

ポリ ( 漢字が当てられなかったのでしょう〉、披

西土、馬耳塞、ジブラルタル、倫敦。

　査証不要の国として、伊太利、仏蘭西、白耳義、

瑞西、和蘭、西班牙、瑞典、リヒテンスタイン、

独逸、丁抹、諾威、芬蘭、填太利、匈牙利、チェッ

コ・スロバキア及び加奈陀。

　寄港地案内の中から、まだ出ていない国名・

地名を列挙します。孟買、馬拉加、亜刺比亜海、

埃及、金字塔 ( 建造物です〉。

　他方、「桑港航路案内」では、①日米間を往復

した最初の日本船、②桑港航路、③船賃、④北

米合衆国入国税、⑤北米合衆国入国法、⑥渡米

の手続きなどが全 51 頁に紹介されています。

　日米間を往復した最初の日本船については以

下のように説明されています。

　軍艦・成臨丸で、米艦ボーハッタン号に便乗

して米国に派遣された徳川幕府の遣外使節新見

豊前守一行の海路警護と航海練習のため、萬延

元年 (1860 年 ) 正月 19 日浦賀を発し、2 月 26

日 36 日間を費やして桑港に到着、同 3 月 19 日

桑港を発し布哇経由 5 月 5 日に浦賀に帰着した。

　さて、本稿のすべての国名・地名がお分かり

ですか。懇親会での話題だった国名や都市名の

漢字表記を、吉沢さんの蔵書を通じて紹介させ

ていただきました。

　このように話題豊富な懇親会に「切手教室」

と合わせ、ぜひ一度ご参加ください。

外国の国名や都市名の漢字表記

小林　彰



324

リニアモーターカー時速５０３Km 体験記

小川　義博　

　5 月のさわやかな風に誘われて外出したとき、

ふと目に留まった車内ポスターがあった。リニ

アモーターカー ( 以下リニアと略記）試乗会開

催の文面であった。帰宅後、早速 ,HP に参加希

望を記載した。老化現象の成せることまったく

記憶の中から消えていた 7 月中旬、Ｊ R 東海か

らの封書、開けて見ると見慣れないチケットと

参加案内が同封されていた。リニアの乗車券（図

１）であった。まあ、話の種にするかと娘婿に

声をかけ参加することにした。

　乗車当日、真夏の太陽の照り返しがきつい中

央線大月駅から車で10分の実験線実験センター

が集合場所であった。中央高速から目にするこ

とができるアーチ型の高架橋の場所である。

　折角の機会、少しリニアを調べてみましたの

で薀蓄を。リニアには基本的に 2 方式、常電動

磁石使用、超電動磁石方式が存在する。前者は

ドイツ方式 ( 日航方式）といわれ HSST（High 

Speed Surface Transport) の略語が使用され

る。常電動磁石を使用しているため最高時速は

400km 程度 , 浮上も 1cm ということでトラブ

ルが多いという。後者はＪ R 方式 ( ﾏｸﾞﾚﾌﾞ）。超

伝導を使用のためスピードは理論的にはいくら

でも可能、浮上も 10cm と超高速鉄道に向いて

いるが超高額なものとなるという。日本ではＪ

R 方式が新幹線開通の 2 年前 1962 年に研究が

開始され、宮崎に実験線ができ 1987 年有人走

行 400km を達成、1997 年山梨実験線ができ

図１　リニアモーターカー乗車券（実寸 8 ㎝× 20cm)

2003 年有人走行 581Km を達成した。一方のド

イツ方式は日航が 1974 年ドイツから技術導入

し、1977 年 110km の有人走行し、さらに加速

用ﾛｹｯﾄｴﾝｼﾞﾝ搭載で 310km 走行に成功した。こ

の方式のリニアが科学博、愛知博で運行され、

2005 年愛知高速交通東部丘陵線として営業運行

している。しかしこの間、日航はとっくに開発

から撤退した。

　試乗会に参加してリニアの浮上方法が根本的

に異なることがわかった。HSST は停車中であっ

ても車体は浮上していたと記憶するが、Ｊ R 式

は停車中は車輪が接地しているということであ

る。これは HSST は凸型レールに凹型を逆さに

した列車がまたぎその上下の間の磁力の反発で

浮上しているのに対して、

Ｊ R 式は上下間ではなく

左右の側壁と車体左右の

磁力の反発で浮上するの

だ。左右からの磁力の力、

S,N 変換頻度を操作する

ことで上方向への浮上の

力を生じさせ一定速度で

支持車輪を引き上げて走

行する。実験線の軌道 (?) の

図 2　日航の HSST を描いた LIBERIA 切手 (1.5 倍図）
　8 人分の客席を持つ実験車。懐かしい鶴のマー
ク ,HSST-02 が見られるように日航が試作した 2 番
目の車両、110Km を記録。1978 年川崎東扇島で公
開試乗を行った。HSST の特徴である軌道を跨いで
浮上する形式のドイツ方式をよく示している。

図１　リニアモーターカー乗車券（実寸 8 ㎝× 20cm)

浮上しているのに対して、

左右の側壁と車体左右の

磁力の反発で浮上するの

だ。左右からの磁力の力、

S,N 変換頻度を操作する

ことで上方向への浮上の

力を生じさせ一定速度で

支持車輪を引き上げて走

行する。実験線の軌道 (?) の
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図５　リニア乗車証明書　試乗会で乗車した MLX01
の先頭車両。時速 503km は上の青筋車先頭で体験。

両側面には車両が近づいた時だけ電磁石となる

コイルが設置されており ( 図３、４)、液体ヘリ

ウムガスで超低温、超電導状況 ( － 269℃）で

車体に設置された超電導磁石で構成されるモー

ターと作用しあって浮上・案内・推進の力が生

じる。

　試乗は最新型の MLX01 という 4 両編成の車

両であった。重量を軽減するため新幹線より小

さく左右各２座席の車体２両が試乗用に用意さ

れている。車両のスタイルは図 5 に示すように

前後で異なるも” のぞみ” よりはるかに流線型、

運転席の窓は無く高感度電子カメラがあるのみ。

乗り心地は飛行機を連想させるものであった。

時速約 120km までは支持車輪が接地している

ので離陸時に似た振動、その後は上昇・傾斜を

感じないのと少し横揺れを感じること、加速時

より減速が飛行機より急激なのか多少不快感が

あったことの２点が異なるぐらいである。

　問題は時速 500km で過ぎ去る景観を期待した

ことであった！まったくの期待はずれ、実験線

は 42Km だが走行区間は 18.4km、その 16.5Km

がﾄﾝﾈﾙである。時速 500km では「ﾄﾝﾈﾙを抜ける

とそこはﾄﾝﾈﾙであった」の連続になってしまい

車窓は瞬時に電灯の流れる線に変わってしまう。

実験線を１往復半、あっという間の試乗は２０

分程度で終了、下車後氏名の記入された乗車証

明書なるプラスチックのカード ( 図５）をうけと

り、見学センターから戸外へ。戸外で目の前を

時速 500 ｋｍで疾走する姿はさすがに迫力のあ

るものであった。

　このリニア、某大物政治家の力か1973年東京、

甲府、岡谷、名古屋、奈良、大阪を結ぶ全国新

幹線鉄道整備法の基本計画として位置づけられ

ているという。しかし現在の新幹線網がある程

度実現しない限り、政治はゴーサインは出さな

いであろうことは確実視されているという。私

も疑問に感じる膨大な予算が必要なようだ。そ

れにちょと気になるかっての宮崎実験線、東北

大のエアロトレイン（翼付き高速鉄道）の実験

線になっているという。

　帰路、お子さん連れとタクシーを乗合い、

「何回申し込んで当たったんですか？」　

「いや～  初めて申し込んでみたんです」

「えっ、そんな！、私なんて 7 年間、年に４，５

回申し込んで、やっと当たったんですよ」

　今回のチケット、とんだプラチナチケットで

あったことが判明。

　帰宅後、ご近所の知人の名前が “磁 郎”、この

方の父上、年長の会員はご存知、『トイレット部

長』（文藝春秋社刊）の著者、国鉄の技術屋さん

の戦中の夢をのせたお名前だとお聞きし技術屋

さんのロマンに思いをはせる。
（この試乗会、リニア実現に向けて実験線延長工事が始まり、
H19年 3月で打ち切られた。）

図４ 国鉄民営化発足の記念
切手　Magnetic Levitation 
略して Maglev 方式の M を
頭文字に MLU002 が先頭に
見える。軌道両側に地上コ
イル壁が正確に描かれてい
る。この方式のリニアが上
海で最高時速 430Km で営
業中

図５　リニア乗車証明書　試乗会で乗車した MLX01

図３ 軌道両側に設置の地上コイル
このコイルが車体の超電導磁石と反発、引っ張り合っ
て浮上、案内、推進の力を生む。
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分科会活動報告（切手教室）
第 49 回 (3 月３日）　
        郵趣文献      　　 　         小林　彰氏
第 50 回（４月７日）
　　手彫切手の楽しみ 　手彫切手カタログ 改定版       
　　　発行をふまえて       　坂下　泰一氏
第 51 回 (6 月 2 日 )
   　 切手に聞く厠の香り　   小川  義博氏
第 52 回 (7 月 7 日）
　　早稲田大学創立 125 周年
　　　　　　　　　　　　　池澤  克就氏
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編 集 後 記
  10月 21日の創立125周年記念イベントは大変な
人出でした。郵便局の臨時出張所も長蛇の列、収集
家だけではなく、記念品として切手を求めていく一
般の方も多数おられたようです。今号で、この記念
すべき125周年の盛り上がりを少しでも伝えられ
たらと思います。電子メールや別納郵便が増え、切
手を貼った手紙を受け取る機会がますます減ってゆ
く昨今ですが、一枚の切手から、各国の歴史や芸術
や文化に思いを馳せる楽しさは、これからの世代に
いつまでも伝えていきたいものです（克）。

原　稿　募　集
　会報の原稿を募集しています。切手、郵便に限
らず皆様の日々、旅行、趣味等を綴ったどのよう
な文章でも結構です。気楽にお考え下さい。皆様
の楽しく、面白い原稿をお待ちしております。
　　　郵送先　　会事務局
　FILE 送付先　　y-ogawa@bekkoame.ne.jp

＜ JAPEX'07 ＞見学会
　11 月 3 日午後 東京池袋で開催された ｢ 第 42 回
全国切手展」(JAPEX) の見学会が行われました。
当日は 15 名の会員が参加、この会に出品された
会員の甲斐氏、鎌倉氏の作品説明を熱心に聞き入
りました。

深川郵便支局のボタ印について熱心に説明する鎌倉氏

＜ JAPEX'07 ＞     会員の出品と内容
震災 1銭 5厘切手　　　鎌倉　達敏氏
　関東大震災により被害を受けた逓信省の切手製
造の緊急的な民間委託により、切手製造面からは
大阪印刷 9 種、東京印刷 7 種の震災切手が世に出
ることになりました。
　本展示は、その中でも最も多く製造され、バラエ
ティが豊富な1銭 5厘切手に関するものです。大
阪印刷 (タイプⅠ・Ⅱ )については、最新の研究に
基づく実用版別分類に従い、第 2 次版欠点、第 3
次版欠点及び版別キーポジションを拡大写真を使っ
て、その使用例とともに紹介しています。また、東
京印刷については使用例を中心に展示しています。
　　　　　　　　　         　　金銀賞、特別賞、審査員賞詞
   審査員賞詞とは ,JAPEX  一般規則の第 21 条に「特に研究
成果の高い出品物には審査員賞詞（賞状）を授与すること
がある」と記裁。今回は鎌倉氏のほか 1 名に授与された。

東京・深川郵便支局のボタ印と日付印   鎌倉  達敏氏
　明治 18 年 9 月 1 日、南深川と北深川の両支局
が改局統合され、深川支局が誕生しました。改局
前の両支局と同様に、東京支局ボタ印が使用され、
証示印として二重丸型日付印が併用されました。
型式は N3B3S のみですが、文字の大きさ、内リン
グの線幅、年号表示等により 5 種類に分類するこ
とができます。本店時では、南深川、北深川両支
局の 3 種類の二重丸型日付印の使用例を示し、次
に、深川支局の同日付印タイプ変遷を初期バラエ
ティとともに、各タイプの移行期間が判る使用例
を中心に時系列的に展示しています。　　金銀賞

ラーマ 9世普通切手　　甲斐　正三氏
　ラーマ 9 世（プミポン国王）1946 年に即位、
世界で在位期間の最も長い、国民の敬愛あつい国
王です。翌年発行の第 1 次普通切手から 9 次にい
たるまで、印刷は世界のさまざまな印刷所で行な
われ、多くのバラエティを生み出しています。今
回は印刷所による変化を、最近の四半世紀を主な
対象とし、銘版や表を用いながら分りやすく紹介
します。あわせて切手と同図案の葉書もシリーズ
の一員としてここに加えました。
　　内容の記述は JAPEX 公式ガイドブックからのものです。
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稲門フィラテリー
第 27 号

2008 年 3 月 1 日発行

　私の野球とのかかわりは本誌第 10 号「野球と
ともに…」で紹介した通り吾ながら不思議な縁
を感じます。生後 4 ヵ月の昭和 6 年、わが家か
ら中京商業に通学していた球児 ( 鈴木外野手・W
大 ) が甲子園で初優勝。翌 7 年もわが家に寄宿
していた林外野手が連覇ナインとなり 3 連覇の
偉業に貢献したのです。ともに名古屋・橘小教
員で監督だったオヤジが大正 15 年全国小学生野
球 ( 高等科 ) で優勝した時の選手。指導した球児
たちが次々に中等野球や東京六大学で活躍、「橘
小の父兄が謝恩会を開く」(S11.10.11・名古屋
新聞 )との記事、無名の野球先生だったようです。
こんなわけで、私も野球にのめりこむハメに。

日本の野球　昔と今   一  郵趣でふり返る

スタンプシヨウ 07 オープン展作品から

　幸いオヤジが遺した少年野球の絵はがきや中
京商業 3 連覇当時の甲子園招待券、戦場の教え
子から届いた軍事郵便などの " お宝 " が作品作り
に役立ちました。私が収集した古い実逓便や絵
はがきも動員しましたが、昔の野球を知る上で、
古い絵はがきは面白い。百年前に始った東海 5
県中等野球の絵はがき ( 図 4,5）には応援団を「弥
次団」。熱い応援ぶりがうかがえます。　　
　　作品は 3 フレーム 48 リーフで展示
①フレーム　明治から昭和初年にかけて発行され た絵
　　はがきや実逓便を中心に
②フレーム　戦後の高校野球、六大学、都市対抗、 プ
　　ロ野球発展を切手やカバーで展開
③フレーム　外国の野球切手はWBC出場国を主にミッ
　　キー切手やマテリアルも

図 2図 1

市川　鴻之祐　
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　タイトルページには正岡子規のユニフォーム
姿のふるさと切手を使った。子規の投書から日
本野球のはじまりは遡り、現在では明治 5 年
(1872 年 ) が野球元年とされている。竜切手が
発行された翌年にあたる。野球はいまわしい戦
争の時代を超えて、ますます盛んになっている。
戦場に散った多くの球児のおかげ。平和の素晴
らしさをかみしめたいものです。
　　　＜リーフの説明＞
図 1　早大初の米国遠征  102 年前の 1905 年
(M38) 安部磯雄部長の英断で渡米。4 月に横浜
港から汽船でシスコに着き、全米各地を転戦し
て 26 戦 8 勝。6 月にシアトルから帰国した。写
真はロスを訪れた早大野球チームを伝えるロス・
サンデー・タイムズ紙 1905 年 4 月 30 日付 ( 部
分 )= 船橋◎吉澤野球博物館蔵　
図 2・図 3　百年前の交流戦実逓    1907 年 (M40)
ハワイ・セントルイス大、慶大、早大の 3 大学
対抗戦記念絵はがき . 江田島の加治木氏宛に送ら
れた 5 通 . よほど熱心な野球フアンだったよう
で、4 通は弟さんから。この大会の経過が克明
に書かれている。対ハワイ戦は慶大 5 戦 2 勝、
早大 3 敗。「足が見えないほど速い選手もいた」。
慶大対セ大第 1 戦 ( 図 2. 中 ) の球審は投手の後
ろにいる。この試合は慶大が延長の末にセント
ルイス大を下したがそのスコァカードの絵はが
き ( 図 3. 右 ) も大変興味深い。

図 3

図 4　百年前に東海 5 県聯合中等野球大会
  全国中等野球大会が鳴尾で開かれる前の 1902
年 (M35) から始まった大会の第 8 回記念絵はが
き。「弥次団大イニ弥次ル」と応援団の説明文ある。

図 5　審判はどこに ?　愛知、岐阜、三重、滋賀、
静岡から参加、岐阜中学て開かれた大会には当
時球審は投手の後ろにいた ( 丸ワク内のはかま
姿 )。岐阜・瀬古写真館が発行
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図 6   大観衆にわく甲子園   1924 年 (T13) 中等野
球は 10 回大会から甲子園球場に移った。翌 14
年夏の実逓。下 ; 中京商業の 3 連覇記念絵はが
き (S6 ～ S8 の 17,18,19 大会を表示 ) と招待券。

図8   少年野球全国大会優勝記念   絵はがき1926
年 (T15)。野球統制令 (S7) で少年野球全国大会
は禁止。下 ; 陸軍病院に入院中の球友から届いた
軍隊生活マンガ絵はがき◎ 32 枚組 (S13.3)。

図 7　少年野球も盛況　澄宮殿下ご台覧試合、使
用球公認記念絵はがき (S4) 下 ; 出場校の誓約書。
殿下撮影は禁止。軟式とはいえ当時は捕手も球
審もマスクなし。「ミットがあれば大丈夫」と

図9　中支で野球と軍事郵便　戦場に行った球児
らからオヤジに届いた軍事郵便の中には「中支
で野球の腕を振るった」(S18)、「生きて親孝行
したい」(S16)。手紙の主は二氏とも生還。
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図 10　東京六大学野球の切符いろいろ　昭和 5 年、6 年の春期、秋期の入場券 ( 上段 ) 昭和
11 年春期、13 年秋期 ( 下段左 )、戦後間もない昭和 21 年秋期の招待券 ( 同右 )。その時々に
よって対戦校の表記や紙質が違い改札方法も異なっている。戦後の切符は回戦を表す角の数
字をちぎった。左の絵はがきは野球場など完成記念 = 外苑管理局版

図 11　球児ら次々戦場に散る　甲子園球児 55
人、早大部員 34 人など戦争の犠牲となった球児
は多い。日米野球で活躍した沢村投手(20世紀S)
も。上、赤福のしおりで作ったカバー。

図 12　復興期の甲子園　1949 年 (S24) 甲子園
大会記念の西宮郵趣会発行台紙に長崎文化、広
島平和都市記念切手貼り押印と指定席券カバー。
鉄傘がに供出され、たまたま屋根なしだった。
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図 13　絵入り官葉　地元西宮郵趣会は西宮東郵
趣会とともに 41 回選手権 (S34) から 70 回選抜
まで藤田卯三郎会長らの尽力で発行。一時は 5
枚組套紙入りで頒布。(60 回、66 回官葉 )

図 14　燃える神宮復活を　寂しい球場に胸が
痛むと藪野健教授の自作早慶戦絵はがき (2002
年 )。原画作者の藪野教授に野球部百年式当日大
隈講堂前で戴いたサイン入り稲門フィラカバー。

図 15　再試合で早実初栄冠　2006 年の 88 回
選手権は 37 年ぶりの決勝再試合。駒大苫小牧の
3 連覇を阻んで早実が初優勝。官白と朝日新聞
速報号外、応援席券、V ナイン。

図 16　外国の野球切手　WBC 参加国と盛んな
中南米などにしぼった。野球一番切手は意外に
もフィリピン (1934、10 回極東大会 )、図 2・3
の三大学交流絵はがきより 27 年もあとのこと。
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図 17　素晴しいクーパースタウン　米野球殿堂 60 周年記念カバー (1999 年 12 月 ) 殿堂入
り選手の顕彰レリーフ絵はがき。左 : イチローに年間安打記録を譲ったシスラー。( 約 140
種のうち )。ニューヨークから車で 5 時間ほどの美しい町。殿堂近くの球場ではリスが遊び
スタンドは昔ながらの木製。米国切手とモンローとディマジオ切手 ( ソマリア ) も紹介。

図 18　楽しい米殿堂グッズ　殿堂内のグッズ売り場には絵はがきをはじめ様々な土産物が並
ぶ。ここで紹介する大型マテリアルは筋向かいの郵便局で入手した。記念切手に押印されてい
て最もお気に入りの記念品となった。私が訪れた 1995 年 6. 月の入場券も紹介。日本の博物
館や殿堂でもこのような楽しい郵趣グッズがあればきっと喜ばれるでしょう。
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図 19　戦前と戦後の日米野球　1934 年 (S9)
べ一ブルースらの全米チームに歯が立たず 17 戦
全敗。中学生・沢村投手が力投して 0-1 で惜敗。
下 ; 戦後の親善野球はショウも楽しませた。

図 20　本場で活躍　イチロー展示室 ( 豊山町 )
父宣之氏の挨拶と WBC 優勝記念電話カード、松
井ホームランカード。切手は王・べ一ブルース
ら日米選手 ( ラスアルカイマ・8 種のうち )

図 21　ミッキー奮闘　子らにも親しめるように
野球マンガ切手を紹介。投打に捕手にと活躍す
るミッキー君。絵はがきは早大から USC に交換
留学した次男からの実逓 (1991 年 3 月 )

< 後記 > スタンプショウ・オープン展 8 度目

の挑戦で銀賞を戴いた。賞というものにはま

るで縁がない身ですが、手放しで喜ぶわけに

は行きません。上位の金銀賞、金賞には、ほ

ど遠い作品なのですから。でも野球を愛する

皆さまには新たな発見があるかもと思い、拙

い作品を披露させていただきました。

　ハンカチ王子・斎藤投手らの活躍で強い早

稲田と神宮のにぎわいが戻って野球部 OB と

してもうれしいかぎりです。このリーフ ( 図

15）、簡単に済むと思ったが、新聞社に許可

を求めると、知的財産権がらみでダメ。幸い

中学時代の友人が大の早実ファンだった。素

人写真や応援席券を入手、彼の応援手記をの

せた同期会報もあしらい数日かかってしまっ

た。知的財産権とか難しいご時世ですね。

　奨励賞をもらったつもりで野球資料の収集

にもいっそう精進したいものです。

　市川氏は今年、90 回を迎える高等学校野球連盟の愛
知県連盟史編集委員として活躍されます ( 編集）
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人との出会いと切手人生

慶應大学 OB　正田　幸弘

　編集者からのご依頼もあり、大学時代前後の
思い出話を書きます。
　私は神奈川の公立高校の出身ですが、中学時
代はクラス内の友人と切手の活動をしていたも
のの、高校ではその余裕がなく、大学では思う
存分に切手をやりたいと考えていました。従っ
て大学は切手研のある所だけを受験し、結果は
１勝３敗。日吉で入学直後に郵便切手研究会に
入り、部室も使えましたが、収集家は２年生と
４年生に一人ずついるのみ。１１月の三田祭は
その３名＋コンパ要員での参加。結局、大学内
での日常活動はなく、５月の駒場祭に始まる他
大学での学園祭への押しかけ参加、あとは大郵
連メンバーとのアルバイト（東京中郵地下での
郵趣サービス社の初日カバーの切手貼り、即売
会での切手商の店頭販売）程度の１年間でした。
早大３年の中山定則氏が手配師だったので、お
世話になりました。新橋のサンフィラテリック
センターでのバイトを、中山さんと２人でやっ
たこともありますし、客としても社員の高馬さ
んや猪狩さんにはお世話になりました。
　地元のＪＰＳ横浜第一支部の先輩（明治大の
高崎氏、専修大の伊藤氏）が日本郵趣出版で「原
色日本切手図鑑１９７５年版」の制作をされた
関係からか、夏休みはここで「新日本切手カタ
ログ１９７６年版」の編集のアルバイトをしま

した。雇い主は日下部さんで、田辺猛氏が毎日
の様に来ていたので、よくお話をしました。大
学１年の私はどこか外国切手をやりたいと思っ
ていたのですが、小岩の浅岡スタンプで１９世
紀ブラジル切手のコレクションがあり、夏のバ
イト代全てをつぎ込んでこれを購入したのが、
いまに続く始まりです。その時は店主からは「旧
中国」も勧められたのですが、そちらを選んで
いたら、その後の切手人生も今とは異なるもの
となったことでしょう。
　当時、ブラジル切手では渡辺勝正氏が有名で、
早大切手研のＯＢなので、当時４年生だった稲
葉さんに渡辺氏への紹介をお願いしました。初
めてお会いした時は、まだ三田にある森永アド
にお勤めで、もらった名刺の肩書きが「アート
ディレクター」と書いてあり、良くわからない
けど「かっこよさそうな仕事だなあ」と思った
事を覚えています。
　ブラジル切手は１１月の三田祭、１月の大郵
連切手展をへて、ＪＡＰＥＸ ‘７６に競争展初出
品します。その間に渡辺さんに、何か外国切手
のグループに入りたいので紹介してもらいたい、
とお願いしたことがあります。そこで郵趣会館
で例会をやっていたコレクターズ・クラブ？に
相談してみると言うことになり、渡辺さんがウ
ルグアイ切手の発表をする時に、別室で待った

事がありました。
結果は入会が認
められず、そこ
で 渡 辺 さ ん は、
町田好美氏（早
大ＯＢ）がＩＢ
Ｍの職場の切手
同好会を母体と
して作った「と
つくに会」に紹
介してください
ま し た。 ま た、
渡辺さんから鎌
倉在住の大家・
荻原海一氏を紹
介頂き、「切手研
究会」へも入会
して、三井先生

結果は入会が認
められず、そこ
で 渡 辺 さ ん は、
町田好美氏（早
大ＯＢ）がＩＢ
Ｍの職場の切手
同好会を母体と
して作った「と
つくに会」に紹
介してください
ま し た。 ま た、
渡辺さんから鎌
倉在住の大家・
荻原海一氏を紹
介頂き、「切手研
究会」へも入会
して、三井先生
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とも直接お会いできるようになりました。
   「とつくに会」では、お医者さんの伊東由巳氏
や文献に詳しい牧野正久氏、長谷川達郎氏等の
お世話になり、私にとっての「切手の大学」課
程でした。大学卒業後のことも色々と心配して
いただき、「もしも切手をやりたいのなら、医者
か坊主か教師だ」「はやらない医者ほど楽な商売
はないぞ」等の伊東先生のアドバイスは真剣に
考えました。私は法律を勉強していたので、大
学入学時点では教職という発想はなかったので
すが、結果職業としては高校教師を選ぶに至り
ます。これは正解であったと、人生の先輩方の
慧眼に感謝の念でいっぱいです。
　一方、町田氏は関西に勤務していた際に、金
井宏之氏（早大切手研創立者）の「外国切手研
究会」に所属していたので、有馬温泉の古泉閣
での合同例会等で金井氏をはじめ関西の外国切
手収集家とお知り合いになりました。また、関
東では、１９８１年の国際切手展にむけて実行
委員長予定の石川良並氏を会長とする Collectors 
Club of Tokyo という収集団体が作られ、「とつ
くに会」のメンバーは殆どがこれに加入しまし
た。毎月の例会では、市田左右一、小泉達之助、
谷喬、山本謹一、近藤一郎、松本純一といった方々
のコレクションを拝見し、ご本人の解説を聞い
ていました。
　Phila Tokyo の実行委員会は、社会人となった
１９７９年に作られ、各部長による毎月の会議
は銀座の帝産ビルで行われていました。私は伊
東先生のコッミッショナー部と松本氏の渉外部
に属していましたし、開催直前は作品部員とし
て町田さんと２人で郵送作品を保管場所に受領

に行ったり、会場でひたすら海外からのコミッ
ショナーの到着を待ったりしていました。町田
さんが伊東先生の代理、私が松本さんの代理で
出席していた時の会議の席上、空席だった作品
部長のポストが、委員長の発言で町田さんに押
しつけられる光景を目の当たりにしました。
　１０年前の Phila Tokyo’ 71 は普及協会が事務
局となって仕切ったが、あまりに大変だったの
で今回は降りてしまった、という話でした。帝
産グループが事務局とはいっても、専任は古屋
さん位といった印象でした。実行委員会のメン
バーには皆さん本職があって、趣味として切手
に時間を割いているわけで、末端にいる私から
見ても？？の連続でした。結局、開催の半年く
らい前から、金井重要工業の社員数人が東京で
事務局として仕事をこなして、開催にこぎ着け
たという印象でした。
   その後の収集界で私がやって来たこと等は、既
に『文献に魅せられて』(2004)で書いているので、
そちらをご覧いただきたいと思います。私の活
動母体であった「とつくに会」では、根岸昭二
氏や西村寿一郎氏のお世話になりました。
　１９７５年の大学入学以来、もう３０年以上
になります。収集界でお世話になった方のお名
前をここで思いつくままに挙げてみましたが、
慶応の方に比べ、早稲田の方が圧倒的に多いこ
とに改めて気づきました。どの世界でも、人を
色分けして派閥を作り、排除の原理を振りかざ
したがる方がいますが、私はどうしてもそうい
う人は好きになれません。勿論私は、収集家以
外の慶応ＯＢの方々にも、色々とお世話になっ
ています。ただ、切手収集家としての今現在を

考えると、出身大学考えると、出身大学
といった派閥など気といった派閥など気
にしないで、慶応出にしないで、慶応出
を指導してくださっを指導してくださっ
た早稲田ＯＢの方々た早稲田ＯＢの方々
の度量の広さに感謝の度量の広さに感謝
の気持ちで一杯での気持ちで一杯で
す。自身の行動原理す。自身の行動原理
としても、かくありとしても、かくあり
たいと思っていまたいと思っていま
す。す。
　早稲田大学125周年を機　早稲田大学125周年を機

会に慶應、早稲田大学の切会に慶應、早稲田大学の切

手研OB、OGが久しぶりに手研OB、OGが久しぶりに

懇談しました。今後の交流懇談しました。今後の交流

の発展の礎に購読会員の正の発展の礎に購読会員の正

田様に筆を取っていただき田様に筆を取っていただき

ました。（編集）ました。（編集）
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　2008 年 1 月 1 日、 読 売

新聞・新潟版に朱鷺（トキ）

が大きく羽ばたいている写

真が目に飛び込んできた。

記事のタイトルは「朱鷺～

再び大空へ～」。今年の秋に予定されている、

佐渡の空へのトキ試験放鳥の特集記事である。

　朱鷺（トキ）。Nipponia Nippon という学名

をもつこの鳥は、国の特別天然記念物であり、

国際保護鳥でもある。1981年、終の棲家となっ

た佐渡島での生存数が 5 羽だけになったとき、

人工繁殖を目指して全数が捕獲され、日本の空

から姿を消した。しかし、人工飼育、人工繁殖

は失敗に終わり、2003 年には、佐渡トキ保護

センターで飼育されていた最後の 1 羽「キン」

の死によって、日本種のトキは絶滅してしまっ

たのであった。

                  朱    鷺  ～  再 び 大 空 へ  ～

   ところで、トキに関する郵趣材料を調べてみ
ると、日本切手では、1960 年発行の国際鳥類
保護会議記念と 1981 年発行の自然公園 50 年
記念、及び 1999 年発行のふるさと切手（新潟
版）2 種があり、他に通常ハガキの印面にも採
用されている。消印では、佐渡・新穂局の風景
印や 21 世紀記念年賀印の新潟版に描かれてい
る。また、中国やモルディブからも切手が発行
されていた。
　その過程の中で、絶滅が危惧される貴重な鳥
としか認識していなかったトキに、さまざまな
物語があることが分かってきた。
　まず、伊勢神宮で 20 年ごとに行われる「式
年遷宮」の際、新たに奉納される御神宝の一つ
の「須賀利御太刀」という剣の柄の飾りに、ト
キの羽が使われる。これは、927 年に定めら
れた「延喜式」に「トキの羽を使うこと」と記
述されているからである。

高橋　仁

伊勢神宮式年遷宮と須賀利御太刀トキの切手 ( 下右は中国切手 )
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   一方、新潟県の魚沼地方に伝わる「鳥追い（田
畑の害になる鳥を追い払う行事）」の歌の中に、
カラス、スズメやサギと共に、トキも歌われて
いる。害鳥として扱われるほど、数多く生息し
ていた時期もあったということである。
　また、東アジアにのみ生息していたトキが国
際的に周知されるきっかけとなったのは、ドイ
ツ人医師シーボルトが日本から持ち帰った動
植物の標本の中に、トキが含まれていたからと
いうことも目新しい話であった。
　トキといえば、Nipponia Nippon 種だけと
思われがちであるが、世界中には 23 種のトキ
の仲間がいる。全身が赤いショウジョウトキや
白いシロトキ、顔から首までが黒いクロトキ、
オーストラリアに分布するムギワラトキなど
は、国内でも飼育されている。
　これらの中でもクロトキは、古代エジプト
で、神の鳥として尊敬されていた。下図中央の
鳥の木彫は、古代エジプトの遺跡から発掘さ
れたクロトキの像である。人々は、トキの頭を
持った神を「トト神」と呼んで知恵の神として
崇拝していて、この木彫は、トキの姿で「トト
神」を表しているのである。

 　さて、日本種のトキは絶滅してしまったが、

中国でも一時は絶滅したと考えられていたこ
ともあった。しかし 1981 年、陝西省で再発見
され、1983 年には、中国政府は「めずらしい
野生動物を厳格に保護するための通達」を出
し、希少野生動物の保護に積極的に乗り出し
た。勿論トキもその中に入っていて、現在では、
野生と人工飼育の個体を合わせて、1,000 羽を
超えているといわれている。

トト神とクロトキ

 　1999 年 1 月には、中国からわが国へ 2 羽
のトキが贈られ、佐渡トキ保護センターに到着
した。「友友」と「洋洋」である。そして、同
年 5 月には最初の子「優優」が誕生した。
　以降順調に人工繁殖が進み、放鳥が計画され
るまでに個体が増えた。自然への順化施設も完
成し、現在は 5 羽が訓練中で、間もなく野生
復帰の夢が実現しようとしているのである。

　2006 年、このような物語を取り上げて、非
郵趣材料の使用も認められている「スタンプ
ショウ･オープン切手展」へ作品を出展した。
タイトルは「朱鷺～再び大空へ～」で、奇しく
も前述の新聞記事のそれと同じであった。

中国陝西省を飛翔するトキ

トト神とクロトキ

中国陝西省を飛翔するトキ
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　さて、前回に続いて稲フィラ見学旅行の顛末
記をご紹介させて頂く。

　第一日目のスケジュールは前島密翁の墓参で
無事に終了、一行を乗せたバスは今夜、宿泊予
定の「佐島マリーナ」に向けて出発する。久し
振りの三浦半島観光で興味深く、あちらこちら
と見学、見物させていただいた。
　先程の最終訪問先である ｢ 浄楽寺 ｣ は、三浦
半島の中程を占める横須賀市の西にあり相模湾
側にあり、「ペリー上陸地点」からは半島を横
断することとなる。朝からの旅程は東京湾から
浦賀水道を望んで進んだが、内陸に入ると山間
を縫って上り下りの多い道路を走る。眺望が開
けた大地には一面に畑が広がっており、ここは
“三浦大根” の産地であったことに思い至る。平
均気温 15 度という温暖な気候に恵まれ、有数
の路地野菜の産地で大消費地域の東京などへ供
給されている。
　ところが、この “三浦大根” は、今では “幻
の大根” でもあると言う。練馬大根を改良して
作られ、中央部が太くて長さ 5 ～ 60 ㎝、直径
15 ～ 16 ㎝もあり、重さが平均 2 ～ 3kg と大
きい。中には 5 ～ 8kg に達するものもあるそ
うだが、その大きさが仇 ( あだ ) に
なり核家族化した今の家庭には向か
なくなったこと、更には昭和 54 年
の台風 20 号で壊滅的な打撃を受け
たこともあって、殆どが “青首大根”
に取って代わられた。三浦大根は煮
ても崩れず、適度な辛味もあること
から、おでんや大根膾 ( ナマス ) に
は他に代え難い味わいがあって料亭、
料理店からの注文も多く、このとこ
ろ再び生産が増えてきたそうである。
　横道にそれたが、海岸沿いばかり
が三浦半島ではないことに、緑の作

物が植えられた畑やビニールハウスが並ぶ風景
を見て思い至ったことである。
　墓参を終えて、一行を乗せたマイクロバスが

「佐島マリーナ」に到着したのは午後 5 時前。
それにつけても、この雨が恨めしい。雨の三浦
半島もまた乙なものだなどと粋がっている余裕
はなく、無事に初日の予定を終え割り当てられ
た部屋に落ち着いて一息吐く。ここは名前の通
りヨットの係留所で、それに併設されたリゾー
トホテルである。窓の外は相模湾。天気がよけ
れば見事な夕日と霊峰富士山が眺められる筈。
夕日を浴びて大浴場の湯船に浸かることも出来
たのにと、またまた天候の悪さに愚痴が出る。
そんなことを呟きながらも、目の前に広がる海
と寄せる波を眺めると、ゆったりとした気分に
なり疲れを忘れる。
　夕食は海の幸を酒肴に美酒を堪能し、昔話に
数十年の時を超えて心は一気に早稲田の杜に飛
ぶ。互いに健康で、ここに集うことが出来たこ
とを喜び、また次の催しにも無事に参加したい
ものだとの想いが頭を過 ( よ ) ぎる。
　宴の途中、諸田氏から横須賀に縁の深い小栗
上野介と大隈重信候の関係について、物の本を
読んでいたところ面白いことを知ったとの話が

『雨が降る、降る…』 　 そのⅡ
三浦半島周遊平成 19 年度　稲フィラ見学旅行記

上田　克己

二日目の朝　記念すべき郵政民営化初日です。さてどんな旅が
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坂下氏配付資料

小林彰氏
チアガール

コレクションより

あった。小栗家と大隈家は姻戚関係にあるとの
ことが紹介されたのだが、真に申し訳ない次第
ながら詳細は記憶にない。本誌に是非とも執筆
すべきだとの声も多かったので、近々、同氏が
発表されることを期待したい ( との言い訳でご
勘弁願いたい )。
　食事が終わると、全員が一室に集まって定例
のお楽しみ。先ず、坂下氏が今回の旅に因んで、
同氏のコレクションから “相模国の初期消印”
と題して纏められ、横須賀、藤沢、小田原、更
には厚木、平塚など様々な消印の実例を、切手
とエンタイアのカラーコピーで資料を作成、配
布された。何時ものことながら労作に一同感心
して拝見、眼福を養わせて頂いた。
　次いで大層な前口上で小林氏が後生大事に取
り出だしたのは、日頃努力を重ねて撮り貯めた
写真のコレクション。コレクターとして名を知
られた小林氏の作品だけに注目したが、現れた
のは “チアガール” の写真集。一同これには唖
然とし、続いて大爆笑。それと同時に驚くべき
情熱 ( ？ ) に感心させられたものである。ここ
まで打ち込めるのも、日頃鍛えた収集癖による
ものか。
　最後に今回も野島氏と共に幹事役を勤めてく
ださった府川氏から全員に思わぬプレゼントが
あった。この見学旅行に参加するに際して、幹
事から生年月日を尋ねられた。その時は海外旅
行でもあるまいに何で必要なんだろうと思った
が、そのプレゼントを頂いて初めて合点が行っ
た。頂いたのは参加者一人ひとりの誕生日に因
む歴史上の様々な出来事や事件を調べ上げたも
のである。

相模国の初期消印

定例 夜のお楽しみ会資料

2007 年 8 月ｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽでのチアガール

2007 年秋　早慶戦でのチアガール

相模国の初期消印 不統一印
三浦郡

高座郡

愛甲郡

足柄下郡

大住郡

足柄上郡

横須賀 浦賀

藤沢　　　　　　　　　平塚　　　　　南金目　　　 下槽屋

小田原　　　　　底倉　　　　　箱根小田原　　　　　底倉　　　　　箱根

神山田代

厚木

愛甲郡 陶綾郡
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「城ヶ島の雨」　記念碑

郵政民営化初日　郵便局に殺到
押印を依頼する気持ち若き方々

　　　郵政民営化初日　長井局をお騒がせして
押印した黒活印と風景印

　プリントを眺めると、先ず誕生日の花とその
花言葉に始まり、小生の場合、西暦 756 年か
ら 2006 年までの誕生日における出来事が 7 頁
に亘って記載されている。何とまた随分根気良
く、ご本人を除く 14 人分を調べ上げ纏められ
たことかと、その熱意とホスピタリティに全員
大いに感激した次第である。
　一夜明けると幸い雨はほぼ上がり、このまま
良い天気になって欲しいと願いつつ朝食を済ま
せ、ホテルのバスで三崎口駅に移動。ところが、
当日は 10 月 1 日、“郵政民営化” の初日である。
稲フィラ一行が、このまま徒に走って駅に向か
える訳がない。ドライバーの方に無理をお願い
して郵便局を探す。辿り着いたのは長井漁港に
近い「長井郵便局」で、ここには風景印もある。
静かな局の窓口にドヤドヤと怪しげな一行が闖
入し、切手やハガキを買い求める。最初出て来
たのは前日まで売られていたもの。“これでは
なく、今日発売のハガキと切手が欲しいンです”
とお願いする。通常ハガキや持参の絵葉書など
に買い求めた切手を貼り付け、窓口に殺到して
いろいろと注文を付けて風景印や日付印を押し
てもらう姿に、事情が飲み込めない人達は “一

体何事ですか？” と眺めている。厭な顔一つせ
ず、希望を叶えてくださった長井郵便局の局員
サンに心からお礼の一言を伝え、ひとまず満足
した一行は、バスに戻って駅に向かう。
　三崎口駅からは路線バスに乗り換えて、目指
したのは “雨が降り止んだ”「城ヶ島」である。
｢ 城ヶ島 ｣ は三浦半島の南端に突き出た小さな
島で、古くは｢尉ヶ島｣と呼ばれたが、中世以降、
現在の呼び名となった。最初に向かったのは早
稲田と縁の深い北原白秋が、“雨は降る、降る、
城ヶ島の磯に　利休鼠の雨が降る” と詠った、
あの「城ヶ島の雨」の記念碑である。
　この歌は大正 2 年 (1913 年 ) に白秋が作詞、
当時の名テナー梁田貞が作曲し歌ったもので、
歌碑は白秋の希望で帆型の自然石で造られてい
るが、建立は島が軍事要塞であったため叶わず
戦後の昭和 24 年になって漸く実現したものと
いう。歌碑を見上げて、早稲田を卒業する年の
九州旅行で、途中柳川を訪ね、白秋の生家や “山
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稲門フィラテリー会員が一時占拠して押印騒動を
      呈した三浦三崎郵便局の黒活印と風景印

府川幹事　気配りの昼食

門 ( やまと ) は我が産土 ( うぶすな ) ――” に始
まる “帰去来の碑” などを見て回ったことを懐
かしく思い出した。白秋は「邪宗門」から「水
墨集」を経て「海豹と雲」「新頌」まで多くの
詩集のほか、歌集や童謡、更には校歌などおび
ただしい作品を残した。あの “唄はちゃっきり
節、男は次郎長～” の「ちゃっきり節」も白秋
の作。
　「城ヶ島の雨」の歌碑は当初、遊ヶ崎に置か
れたが、城ヶ島大橋の工事が始まって現在の浜
に移されたそうである。作曲者である梁田貞の
譜碑も隣に置かれている。また、近くには「白
秋記念館」もあるが、残念なことに今日は月曜
日で休館日。混雑する週末を避けたのが仇にな
ることもある。
　歌碑を後にして、今度は島の西端、長津呂崎
の崖上に立つ城ヶ島灯台へ歩く。城ヶ島灯台は
江戸時代に安房ヶ崎の烽火台を移した灯明台が
元で、明治 3 年 (1870 年 ) に日本で 3 番目と
なる洋式灯台として建設された。その後、関東
大震災で倒壊したが、昭和 2 年に建て直された
もので 2 代目である。目の前に広がる太平洋を
眺め、灯台の周りを散策し終えたところで昼前
になる。
　今日の昼食は “マグロ料理” の予定とあり、
幹事の気配りに「さすがに名幹事！」と、適度
な散歩で丁度お腹も空いたところでバスに乗り
三崎港に向かう。数ある “マグロ料理店” の中
から、予約されていたのは ｢ たちばな ｣ という
店。並んだ料理は“マグロ一匹コース”で、梶 ( か
じ ) 取り ( ＝尾ヒレの軟骨 )、皮、ホシ ( ＝心臓 )、

胃袋、たまご等からハチ ( ＝頭 )、中トロ、赤
身の刺身、更に角煮からカマの陶板焼きと続く。
美味、珍味に満足しているところへ、最後には
内臓など様々な部位の串焼きまで味わった。明
るい内からのビールに、皆々いよいよ大満足の
昼食であった。
　これで 2 日間に亘った今回のスケジュール
は完了の筈だったが、稲フィラの見学旅行とし
ては、もう一つ追加があった。近くの三崎水産
地方卸売市場にある “三浦三崎郵便局” 訪問で
ある。こちらにも風景印がある。今朝ほどと同
様に再び窓口に押し寄せ、“あちらだ、こちらだ”
と押印場所に注文をつけ、初日印を獲得し引き

上げた。三崎郵便局員サンにも感謝。
　最後は我が家へマグロを土産にしようと、府
川幹事の推薦で「マグロ漬け」を買い求めるた
め「羽床総本店」に立ち寄ったり、近くの魚屋
で干物を買い求めるなどしてバッグをいっぱい
にして旅を締めくくった。
　出発は雨に祟られ、愚痴をこぼしながらの旅
であったが、終わってみれば大いに満ち足りた
2 日間であった。平均年齢は高いものの天候に
も負けず、どなたも体調を崩されることなく、
数々の思い出と土産で膨らんだ荷物を抱え、元
気で帰途に付くことが出来たのは何よりであっ
た。東京から近い三浦半島だが以外に知らない
ことも多く、今回の旅で再認識させられた事柄
も多かった。これも旅の効用である。また一つ、
楽しい記憶が脳裏に刻み込まれた。

　ではまた、次回の旅でお目にかかりましょう。
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渡辺勝正氏　ミュージカルを監修
~ 日本のシンドラー杉原千畝物語 ~

ミュージカル SE  M  PO
　永年に渡り、杉原千畝の業績を研究し、日本　永年に渡り、杉原千畝の業績を研究し、日本 たミュ－ジカル監修することになりました。たミュ－ジカル監修することになりました。ここ

きりに名古屋、神戸と公演されます。きりに名古屋、神戸と公演されます。

中島みゆき
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アルバムに記することも一考か思います。
　裏から見ると、なんでこのような目打ちをし
なければいけないのか？　切り取って使用する
ことなど頭になくただ思い付きでのものではな
いかと疑わざる得ないものがある。切り方に
よっては切手を傷つけてしまう可能性を課して
いるようなものもあるがいかがであろう。また
同じ形でも目打ちにはバラエティーがあること
が判るが。これとて切取り易さを追求するなら
自ずと形態も決まってもよさそうに考えるのは
私だけであろうか。

最近の様に連刷切手発行等が常態化してくる
と切手も単片でなくシートで見れば自ずと単片
だけを眺めているだけでは気づかないことを教
えてくれる。更に、裏に返して多くのシートを
眺めると今まで気にしなかったことに気が付き
おもしろい。紙面にゆとりが出来たのでいくつ
かをご覧いただきます。裏の世界に気をとめて

切  手  偏  見

何ゆえの段差か何ゆえの段差か

ソリーという少年が杉原千畝から切手を貰ってソリーという少年が杉原千畝から切手を貰って

綺麗な所なんだな、センポの綺麗な所なんだな、センポの

　この鳥切手が何か、なんてマニアぶって難し　この鳥切手が何か、なんてマニアぶって難し
く考えず、いくつかの切手を頭に思い浮かべるく考えず、いくつかの切手を頭に思い浮かべる

＊ SEMPOとは千畝の音読み、外国人には「ちうね」
は発音しにくいため、自ら SEMPOと名乗った。イ
スラエル発行切手の杉原千畝もそしてそれを説明
する SCOTT も SEMPOと表現している。日本の外
務省は名誉回復の遅れたのはこの Sempo 杉原を探
すのに年月を要したためだという詭弁に使用した。

2006 年 SCOTT vol3 ISRAEL1998 年発行
Holocaust Memorial day 記念切手　記述部分
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　　を発行しました。A4 版 125ページに初めて目に

する写真をふんだんに使用し、日本語、英語で解説を

した写真集です。大学発展の道が一目で理解できる装

丁も凝った美しい写真集です。残念ながら非売品、ぜ

ひ機会を見つけて、大学図書館、校友会、大学施設等

で目にしていただきたく紹介します。

大学 125 年記念写真記録集作製

　目次と内容の一部を紹介し、皆様の大学の歴史理解

を深める材料にしていただければと考えます。

　目次
Chapter1　東京専門学校から早稲田大学 1882-1920 年

　大隈重信と小野梓　　    政官界から在野へ

　東京専門学校の誕生　    学問の独立

　政経・法・理　　           私学の矜持

　文学科創設と学科再編　大学への飛躍を目指して

　早稲田大学開校　           学問の活用

　都の西北　                     躍進する早稲田

　商科、理工科、高等師範部の開設 学識と実業理論と応用

　教旨の宣言　                 創立 30 周年を迎えた私学の雄

　早慶戦　                        早稲田スポーツの隆盛

   早稲田騒動　                 教育と研究のはざま

Chapter2　旧制大学時代　1920-1945

　大学令と早稲田　         帝国大学と比肩する正規の大学へ

　大隈重信の逝去

　大正デモクラシーと岐路に立つ早稲田　
　　　　　　　　　　             軍事研究団事件と大山事件

　聳える甍　                  東洋一の図書館とキャンパスの一新

　大隈講堂　                   百二十五尺の時計塔

　演劇博物館　               逍遥の夢を実現

　演劇博物館の収蔵品

　早稲田式テレビジョン　 理工学部の充実

　早稲田半世紀　               創立 50 周年

　アインシュタイン、バーナードショー、ヘレンケラー

　　　　　　　　               海外からの要人来訪

　日本スポーツの牽引車　
　　　　　　　　　　       日本人初の金メダルから早慶戦の熱狂

　門戸開放の門　              大学と学生と早稲田界隈

　角帽の青春　                  土門拳の撮った早大生

　戦時下の早稲田　           苦悶する大学

　空襲、そして終戦　        荒廃した学舎

記録集の表紙記録集の表紙

Chapter3　新制大学の発足と発展　1945-1982 年

　廃墟から再出発　             帰ってきた学生たち

　新制早稲田大学の誕生　  大隈精神の継承

　学生自治会と早稲田祭　  復興日本の早大生

　宰相と人間機関車　早大卒初の首相石橋湛山と浅沼稲次郎

　拡充する早稲田　キャンパスの整備拡大と教育機構の改革

　変貌する学生街　             高度成長下の早稲田

　早稲田の国際力　広がる海外ネットワークと要人の来訪

　反乱の嵐　　　　早稲田闘争から全国規模の大学闘争へ

　トップアスリートたち　  伝統を背負って

　早稲田の再編　           　  新たな出発への始動

Chapter4　早稲田第二世紀へ　1983-2007 年

　人間科学部の開設　      新たな ｢ 学 ｣ のパースペクティブ

　総合学術情報センター  　｢ 知」を導く先端施設

　図書館の収蔵資料

　「都の西北」の再創造　    キャンパスの拡充整備

　世界への視座                 　Think Grobal,Act Local

　知の共創　                        研究機能の強化とネットワーク

　開かれた大学                 　拡張する早稲田のフィールド

　諸科学再編と創造         　学部・大学院の改革

　21 世紀の早稲田キャンパス 　生成の回路

　次代へ　                           多様の個をつなぐもの

大学創立 125 周年を記念して大学は写真記録集
PICTORIAL　HISTORY　OF　WASEDA　UNIVERSITY

　「WASEDA 125  1882-2007」



345

懐かしきキャンパス　２

学生会館の部室から
一番近い校舎がこの8
号館。1931年 ~-2002
年の間、文学部、教育
学部、法学部と 3 つ
の学部が使用した。
　この校舎の地下室に
は学生生協があり、書
籍と確かクリニングの
匂いの混じった独特の
空気を嗅ぐ場所であっ
た。
　昭和 30 年代後半そ
こでの高嶺の花は 2
万円？の洒落たオリベ
ティのタイプライター
とモンブランだかパ
カーの万年筆であった
ことが思い出される。

藪野 健画伯描く商学部建物再建安全塀壁画より

明治末期の早稲田大学前通り

明治 35 年竣工図書館と書庫

恩賜記念館

明治末期の授業風景

図書館閲覧室

記録集22ページ
　都の西北　

躍進する早稲田より
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編 集 後 記
箱根駅伝、ラグビー、サッカーと年明けから

若い方にＯＢ、ＯＧは元気を貰ったことでしょ
う。スポーツ科学部の存在の力強さをあらため
て感じざる得ないのは致し方ないところか。指
導者、指導方法が変化して、今後、力強さに、
何かが加わることを期待したいと考えます。
　編集を担当しての一年をふり返り、会報「稲
門フィラテリー」が会員皆様の充実した日常に
僅かでも糧となることが出来たか、皆様の意見
を汲み上げてこられてたか反省します。加えて、
原稿をお寄せいただいた会員皆様に深く感謝い
たします。　　　　　　　　　　　　　　（お）

　　大隈講堂の銘板に
　　　　　　稲門フィラテリーの文字

　    最後になる
　　　イギリス切手カタログ発行 　
2007 年 10 月、永年にわたり小西会長が編集

されてきた JPS 外国切手カタログ「イギリス切
手 2007-08」日本郵趣サービス社 (2100 円）が
発行されました。会員の皆様には小西会長の御
好意により 1800 円で送っていただけます。
　このイギリス切手カタログは１３刊となりま

すがこの版が最
終版となるよう
です。なお、他
の JPS 外 国 切
手カタログも中
国切手カタログ
を除き全て最終
版となるようで
す。益々、切手
を 集 め 続 け る
ことに努力が必
要になるようで
す。

すがこの版が最
終版となるよう
です。なお、他
の JPS 外 国 切
手カタログも中
国切手カタログ
を除き全て最終
版となるようで
す。益々、切手
を 集 め 続 け る

要になるようで
す。

最終版となる 13 版 2007-8 年イギリス切手カタログ

電子カラー版「稲門フィラテリー」の
　　　　　　　　送付をはじめます

22号から電子fi le での印刷出しをはじめて   1
年、一部の会員から折角カラーで出来上がってい
る会報を眠らせてしまうのはもったいない。費用
面で紙ベースのカラー化が無理であるのなら電
子版でのカラー版を配付したらというご意見が
ありました。
　幹事会での検討、決定をうけて 27 号から
MAIL アドレスをお持ちの会員には従来の会報に
加えて PDF のカラーの会報を 4、5 日遅れて電
子MAIL でお届けします。
　住所録に mail アドレスが記載されている全員
の方に送付いたします。アドレスをお持ちながら
住所録に記載されていない方で配付を希望され
る方はご連絡ください。なお、配付を希望されな
い方もその旨 連絡をいただきたいと思います。

会員名簿訂正
和田　文明　823-0003　福岡県宮若市本城 376-1

                            　　　　  Tel　090-2854-0359

創立 125 周年記念事業による講堂改修に伴い、
行動内に記念事業募金寄付者銘板が設置されまし
た。稲門フィラテリー会員 46 名は平成 16 年 4 月
大学創立 125 周年記念事業募金に協力しました。
その証が他の約 1 万 9000 の法人、団体、個人の
名と一緒に銘板に刻まれました。

2008 年稲門フィラテリー見学旅行　
　　　　琵琶湖畔周遊を計画
　2 月の定例幹事会で 2008 年の見学旅行に関し
て検討され、石山寺、彦根城など琵琶湖周辺を巡
る案が決定しました。時期は昨年と同じく 9 月下
旬を予定、具体的計画内容は上田会員を中心に検
討をお願いし 6 月の稲門フィラテリー 28 号発行
時に皆様にお知らせする予定です。日ごろ、お会
いできる機会の少ない名古屋以西の会員のご参加
をお待ちします。
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稲門フィラテリー
第 28 号

2008 年 6 月 1 日発行

旅のはじまり
スペイン北部、バスク地方の町ゲルニカに移

り住んだ高校時代の友人・温子（ながこ）さん

からメールが入ったのは 8 月初めであった。「教

職をリタイアして悠々自適、村の子供達を集め

て遊んでいるおじさんと一緒に、車で気楽な旅

をしない？」一も二もなくオーケー。気楽な旅

の中身を数度のメールで確認しあった。このお

じさん、フロレンさんは現在バスク地方の言語、

文化を研究中。10 月初めに故郷アルベルケルケ

に戻るので、ゲルニカからイベリア半島を斜め

に横断しながら、ポルトガルへ。北上してスペ

インの巡礼の町々、ピレネーの麓の村々を巡っ

た後ゲルニカに戻ると言う 10 日間のドライブの

旅であった。地図を辿ると、司馬遼太郎の「街

道シリーズ、南蛮のみち」によく似たコースで

ある。温子さんからバスク独特の

文化、気質、言語などを耳にし、「南

蛮のみち」を読んでいたこと、また、

来年友人と巡礼路「カミーノ」の

一部を歩く計画を立てていること

から、この旅が「南蛮のみち」を

再現し、「カミーノ」の町々も下調

べできる私にとって「オンリーワ

ン」の旅になる予感がしてきた。

　「南蛮のみち」は 1985 年日本

文学大賞を受賞した作品である。

1549 年、日本に初めてキリスト教

を伝えたザビエルは私達日本人に

は馴染み深い。司馬さんは「南蛮人」

ザビエルが生まれ育ったザビエル城

とバスク地方、その後の青春時代、パリの大学

で哲学とスポーツをこよなく愛しながらイエズ

ス会を創設し、遠く日本にまで宣教するに至っ

た経緯、又、彼を生み出したバスクの地からそ

の後も続々と送り込まれた神父たちにも詳しく

言及している。山麓の村、サンジャンピエドポー

から、西の果サンティアゴ　デ　コンポステラに

至る 800 キロの巡礼路「カミーノ」が当時のカ

ソリック教徒（9 － 13 世紀）に与えた意味等に

ついても興味深く探求し、「国家とは」「宗教とは」

と司馬さんの思考は止まるところを知らない。司

馬さんの旅はザビエルが青春時代を過ごしたパ

リから始まりフランス側、スペイン側のピレネー

山麓に広がるバスクの村や町を巡った後、広大

なスペイン台地メセタ中心部の都市マドリード

へ飛びトレドを経てポルトガルに至る。

『南蛮のみち』
バックパッカー二人旅

鳥谷越　明子

二人旅の行程と司馬遼太郎の南蛮の道の行程

マドリード

サンジェスピエドポー

リスボン

トレド

ゲルニカ

ソリア

アルベルケルケ

ポルト

サンテイアゴ　デ
コンポステラ

パンプロープ

ザビエル城
ロンセスパジェス

●

●

●

●

●

●☆

●

●●

●

●

●

セゴビア
1日目

2日目

3,4日目

5,6日目

8日目 9日目

10日目

11日目最終日

司馬さんの道
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1 日目　ゲルニカからソリアへ
　私達の旅の出発は 10 月 1 日。フロレンさん、

温子さん、私の 3 人は温子さんの家の前に集合

した。朝方降っていた小雨もやんでバスクの緑

が目にしみる。あちらこちらで羊や牛が草を食

む。順調にビトリア（司馬さんはここでバスク

国大統領と面会する）を過ぎ、巡礼の町ログロー

ニョをかなたに見ながらぶどう酒の産地リオハ

州のブドウ畑を駆け抜ける。

 　「次はソリアだ！」と言うフロレンさんの明

るい声とは裏腹に車は何故かサラゴサへ。この

道は 4 年前、温子さんとバルセロナまでバスで

通った道であり、小高い丘陵に沢山の風力発電

のプロペラの回る眺めはいかにもスペインらし

い。車は 60 キロのスピードで行きつ戻りつ通常

4 時間で走るゲルニカ、ソリア間を何と 8 時間

もかかってしまった。まさか 10 日の旅が 20 日

になるなんてことは・・とちょっぴり不安にな

る。ソリアは中世の石畳を残した美しい町だが、

ソリア市内を通り過ぎ、フロレンさんの知り合

いがいるという郊外の村で宿をとることにした。

村に着いたのは午後 7 時。温子さんは絶え間な

く話しかけるフロレンさんのお相手と 60 キロ

という超低スピードでお疲れ気味。しかし、そ

の夜私達はとにもかくにも温かいお風呂に入り、

無事旅の第 1 夜の眠りにつけたように見えた。

しかし、夜半過ぎ、寝静まった村に突然響きわ

たるフロレンさんのアコーディオンの音。「一体

何事？」同時にガバッとベッドに起き上がった

私達はまんじりともせず朝を迎えた。早朝、部

屋をノックしたフロレンさんの顔は青ざめてい

る。実は昨夜遅くアルベルケルケに入院してい

る母上の様態が急変したとの携帯が知人から入

り、直ぐ出発したいとのこと。昨夜はアコーディ

オンを弾いて気持ちを紛らわせていたというこ

とであった。

2 日目　ソリアからアルベルケルケへ
　私達は朝食もとらずに直ちに出発した。本来

ならゆっくり見物したかったセゴビア、世界遺

産で有名なアビラの城壁なども吹っ飛ばして車

白い外壁、赤い屋根そしてベンガラ色の窓の外扉の
美しい独特の民家が緑豊かな自然に映えるバスク地方

「カミーノ」へのスペイン側出発点

アコーディオンを弾くフロレンさん

バスクの小都市ゲルニカはフランコ将軍を支援するナチス
により無差別空爆を受けた。ピカソが怒りを込めて戦争の
悲惨と平和の尊さを描いた作品「ゲルニカ」の小型シート
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はアルベルケルケへとひたすら走った。お昼頃

フロレンさんの母上の様態が落ち着かれた言う

一報が入り一同胸をなでおろした。無我夢中で

走りぬけたスペインの台地は司馬さん言うとこ

ろの「黄土色の荒々しい空間」であり「ブルドー

ザーをかけたばかりの空港予定地といった感じ」

であり「半砂漠のような果てし無い」メセタ大

地であった。黄土色の大地を過ぎるとエステュ

レマデューラ州とカスティージャレオン州の州

境。1500 メートルほどの山の中腹である。谷間

の小さな村の教会の塔は昔はやった「谷間に 3

つの鐘が鳴る」というフォークソングを彷彿さ

せた。春には一面のサクランボの花が真っ白に

咲き乱れ、まるで雪が降ったように谷間を埋め

尽くすと言う。乾燥したスペイン大地から再び

緑濃い山を下り周囲の植物の名前などをスペイ

ン語で教えてもらいながら、私達日本人には緑

を愛するＤＮＡが組み込まれているのだなあと

つくづく思った。

　カセレスの町を過ぎればフロレンさんのテリ

トリーである。美しい村のレストランでこの日

初めてのまともな食事、美味しいスペインの田

舎料理をご馳走になった。午後 7 時、いよいよ

フロレンさんご自慢の村、アルベルケルケへ到

着した。村と言えば日本ではどんな風景が目に

浮かぶだろう。私の知っている群馬県の川場村

　キリストの１２使徒・聖ヤコブ（サンティ
アゴ）の墓「サンティアゴ・デ・コンポステー
ラ（カテドラル）」を目指すスペイン北部カ
ミーノ ( 巡礼路 ) を描くスペイン切手

聖ヤコブが殉教後、遺骸は７人の弟子達により
地中海を横断、生前聖ヤコブが福音のため上
陸したとされるガリシア海岸のイリアに漂着し
て、その山中の奥深くに埋葬された事を描くス
ペイン切手ヨーロッパの巡礼地図

を描いたスペイン切手

   カミーノの別名は「貝の道」。旅人が帆立貝の貝殻ペンダントのような
ものを付けて歩き、貝殻のマークか黄色い矢印が道案内です。帆立貝が聖
ヤコブのシンボルとされたからです。由来には諸説有ります。聖ヤコブの
遺骸がエルサレムから流れ着いたという船の底に貝殻がたくさんついてい
たから、あるいは昔この貝をお皿代わりに托鉢（たくはつ）をしていたか
ら、などです。貝殻の中央には聖堂騎士団の象徴の剣をあしらった十字架
が赤で描かれます。切手もカミーノに関わるものには上の 2 つのような帆立貝が描かれている。ま
た、巡礼路には右のような道標がたてられており、そこにも帆立貝のマークが描かれている。

巡礼の町　Estella 900 年の記念切手
ここにも帆立貝が描かれている
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は美しい田園風景と果樹園が一面に広がり、数

十件の家が方を寄せ合って並び、その中に学校

や郵便局、村役場などが点在する、そんな風景

である。しかし、ヨーロッパの村、特にこのア

ルベルケルケの村は違う。古色蒼然、威風堂々

たる大きな城が山の頂きにそびえ、前方のポル

トガルとの国境の平原ににらみを利かせる。

　城壁は高々と城を囲み、城郭はいくつもの城

門を備えて中の住民を守る。城郭内は込み入っ

た石畳の細い坂道が入り組み、古めかしく立派

は教会がその中心にある。のどかな村をイメー

ジしていた私達にはこのアルベルケルケはめっ

たにお目にかかれぬ「お城つき」の中世の面影

を残した「ご自慢」に値する「村」であった。

3 日目・4 日目　アルベルケルケ
　翌朝、宿の眼の前にある城跡と城を囲む散歩道

をゆったりと歩きながら昔繰り広げられたに違

いないポルトガルとの小競り合いに思いを馳せ

た。しかし二人の会話は少し深刻。「フロレンさ

んはお母さまの事もあるし、少しベベ（軽い飲

酒運転？）だからここで車の旅は中止にする？」

「ちょっと言いにくいけどね」

　その日、城郭内で行われている建築作業、地

元大学生の修復作業を見た後、お城内部のガイ

ドに参加した。敵との戦いに必要不可欠な石落

とし、熱湯注ぎ口、住民のための飲料水確保、

城主の生活空間等々、後日見学するザビエル城

より遥かに実践に即し、13 － 4 世紀の面影をそ

のまま残した硬い城の守りであった。夕方、ポ

ルトガルまで 2 － 30 分のレストランへ。

国境は緑の畑の中にＥＵ国旗で同じみの青地に

星をちりばめた看板がぽつんと一つ立っていた。

海鮮をメインにしたポルトガル料理に大満足。

国境の平原に落ちる夕陽を目に焼き付けてアル

ベルケルケへ戻ったところで温子さんが例の話

を切り出した。「ねえ、フロレンさん、あなたは

ご病気のお母さまに付き添っていてね。私達は

これからバスや電車を使って旅を続けるから心

配しないで・・・」私はフロレンさんの反応を

中世の面影を色濃く残すアルベルケルケ城

びくびくしながら見守っていると答えは何と、

「オー、ムイ　ボニート！」（それは素晴らしい！）

彼も母上のそばに付き添っていたかったに違い

ない。

　翌日、私達はこれからの旅のために荷物を選

別、僅かばかりの着替えと洗面道具をリュック

に放り込んでバックパッカーにはや代わり。年

齢のことは忘れてこれから始まるスペイン版「青

春 18 切符」の旅に胸がわくわくしてきた。

5 日目　アルベルケルケからリスボンへ
　いよいよこれからは二人旅。前夜、大まかな

旅程をたてた。バダホスからバスでリスボン。

リスボンから電車でポルト。ポルトからバスで

サンティアゴ　デ　コンポステラ。そこから長

距離バスでビルバオへ。ビルバオからパンプロー

ナ、ザビエル城、ロンセスバジェス、出来れば

サンジャンピエドポー、バイヨンヌ、サンセバ

スチャン・・と司馬さんの旅と重ね合わせる。

アルベルケルケ城を背にポルトガル国境に連なる荒野
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といっても資料は「地球の歩き方」と温子さん

のイベリア半島の大きなマップだけ。旅程といっ

ても行き当たりばったり、足の向くまま気の向

くままである。

　バスはアルベルケルケを後にして一路バダホ

スへ。午後 3 時発のリスボン行きバスの発車時

刻までの 2 時間半、大都会バダホスの旧市街や

博物館を見学した。バスターミナルのカフェで遅

い昼食の後、リスボンへ。司馬さんはマドリード

からリスボン特急に乗り、国境の小さな町で検問

を受けたが今は国境の目印もなくバスは果てし

無く続く牧草地帯と子ならの林を通過する。テー

ジョ川河口の入り江にかかる全長 2 キロの橋の

長さに驚嘆しながら、大都会リスボンに到着。

　バスターミナルの案内所では係員が市内地図

の上にくるっと丸印をつけ、「ここへ行ってごら

ん」とポルトガル語で言う。旅の達人・温子さ

んは地下鉄路線図を瞬間的に頭に入れて目指す

地下鉄駅へ。そこは正に「セントロ」、リスボン

の中心繁華街だ。中心街ではあるが、「青春 18

切符」の旅にふさわしく 1 泊 50 ユーロのちょっ

とシャビーなホテルにたどり着いた。

　アルベルケルケからの長い一日であったが、

気分はハイテンション、絶好調である。一休み

して早速美味しいポルトガル料理のレストラン

へ。思いっきりグルメしながら旅の疲れをほぐ

した。外へ出ると辺りには霧が立ち込め街灯が

しっとりと美しい。スペインとどこか違う。人

通りは少なく、何故かポルトガルの男性はみな

ほっそりと背が高く上品だ。1 日を 2 日に分け

て飲み食いした挙句、巨大な腰回りとなるスペ

イン人。1 日を 1 日として働く魚好きのスリム

なポルトガル人。司馬さんはポルトガルについ

て、「人間が穏やかで秩序的でありいわゆるスペ

イン的激情はポルトガルでは見られないと、言

われている」と書いている。私達の「霧の夜の

品定め」があながち間違っていないことを確認

して、二人旅となった気楽さからぐっすりと安

宿のベッドに身を沈めた。

6 日目　リスボン
　本日も快晴。今日の予定は午前中リスボン市

内見物、午後は 4 時間の観光バスツアーである。

司馬さんが「リスボン特急」の最終駅サンタア

ポロに駅に着いたのは夜であったが、翌朝目覚

めたときのことをこう書いている。「朝、目が覚

めたとき、自分が今リスボンにいるというだけ

で、幸福な気分になった。ヨーロッパで最も気

候のよい、首都であり・・・宿の周りを散歩す

るとやわらかく光るような海風が身を包み込ん

できて余生を暮らそうかと言う思いがしきりに

した」

　私達もまた海風に誘われるようにリスボンのコメルシオ港をバックにバックパッカー二人

ザビエル生誕 500 年を記念する
　　　　　スペイン切手と
1931 年のポルトガル領インド発行のザビエルを描く切手

ヴァチカンからも発行されているザビエル切手
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中央大通りを一巡し、高々と茂った街路樹の並

木通りを歩き、広場を通り過ぎて輝く海へと出

た。この港こそ、1497 年、インドを目指すヴァ

スコダガマが艦船を率いて出航した港であり、

その後 1541 年、ザビエルがポルトガル王ジョ

アン 3 世の庇護の下、「サンチャゴ号」他 4 隻の

船とともに東洋へ出航したコメルシオ港である。

いまやかつての無敵艦隊時代の威光を失ったポ

ルトガルではあるが、日本人には何故か「懐か

しい」ポルトガルである。コメルシオ広場から

市街へ戻る通りは道路を埋めるカフェやみやげ

物店で大賑わい。

　陶器類の好きな私達は飽きもせず次々とお店

に入り青色の美しい陶器を手に取っては、「これ、

カワイ～！」などと年甲斐もなく叫びながらも

リュックの重さを考えて買わずにいた。

　観光客のひしめく通りから静かな石畳の坂道

に入ると、切ない歌が流れている。ああ、これ

が「ファド」ね。ファドを流しながらＣＤを売

るストリートカーが街角に止まってファド好き

な女性がＣＤを吟味している。私達も流れてい

る哀調溢れる女性歌手の歌が気に入ってＣＤを

買った。司馬さんは「ファドはポルトガル独特

のものである。民謡、あるいは民謡的演歌とい

うか、涙、別れ、遂げられなかった恋の恨みといっ

た風な人生の陰画的な詩情をじょうじょうと歌

う」と書き、リスボンのファドレストランへ入っ

て、ファドの生演奏を楽しんだようである。

　午後はリスボンの観光スポットを回るバスツ

アーだ。私達を最も感服させたのはバスガイド

さんである。30 名ほど載ったバスの観光客の国

籍は色々。ガイドさんはフランス語、スペイン語、

英語（彼女はポルトガル人）をパーフェクトに

駆使し、立ち寄るスポットでの説明は勿論、走

るバスから見える光景をもれなく 3 ヶ国語で説

明する。スポットでは言語に応じて集まる乗客

に流暢にわかりやすく説明してくれる。集まる

人の比率はフランス語 50％、スペイン語 40％、

英語 10％ほど。ヨーロッパでは英語はマイナー

な言語である。

7 日目　リスボンからポルトへ
今日はポートワイン発祥の地、ポルトへ。リ

スボンの電車の始発駅、オリエンテ駅はモダン
アートのような屋根が翼のように広がる美しい
駅である。　列車は 9 時 30 分発、ポルト到着
は 12 時半、3 時間の列車の旅だ。今回初めての
列車の旅。ところが前のシートの中年カップル
が異常に「仲良し」。シートの間の 10 センチほ
どの隙間から見える二人の熱々ぶりに目のやり
場がない。3 年前の切手研総会。その後の懇親リスボンの街角でファドのＣＤを売るストリートカー

巡礼路に点在する聖ヤコブに
因む像を描く記念切手
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ポルト聖堂のタイル画の回廊

会のことが思い出された。前日の中越大地震に
もかかわらず新潟から出席された同期のＴさん。
地震の様子について尋ねられ「いや～、妻が何
十年ぶりかで抱きついてきましたよ」・・・そう、
日本人はそれでいいのよ、それで。私は日本人
でヨカッタと思った。
　12 時半。ポルト到着。ここでも難関地下鉄路
線をクリアして「セントロ」に出る。地上に出
た途端、中世の香り漂う「世界遺産」の町が広
がる。昨日のリスボンは度重なる大地震のせい
で中世からの大建造物が少ない近代都市であっ
た。が、ここは違う。何処へ行っても古いヨーロッ
パ映画の中にいるようである。石畳の坂道、細
い路地には一杯の洗濯物が翻る。このはためく
シーツもパジャマも世界遺産に彩を添える。

　カテドラルはポルトで最も由緒ある教会で宝

物殿が公開されている。私達は回廊を見て驚い

た。普通、キリストの使徒たちの逸話が彫られ

ている壁一面にコバルトブルーのタイル絵が壁

に埋め尽くされていたのだ。２階の宝物殿の外

側にある中庭の壁もびっしりと全面タイル絵で

埋め尽くされている。

ポルトの町とリビエラ河畔

中世の香り漂う「世界遺産」の町　ポルト

　私達は観光名所ドラウ河畔リビエラのせり出
すカフェのテーブルで休憩する。秋の陽射しを
浴びながら「あ～、又ゆっくり来たい町ね～」
と異口同音。休憩後、散歩を続けると大きなカ
テドラルに出る。

　司馬さんが初めて停まったのはポルトガルの

マルバウン・べイラ駅。駅の外壁に貼られたコ

バルトブルーの絵タイル。絵は抽象的なイスラ

ムタイルではなく具象の風景と人物である。司

馬さんはポルトガルに入った第一印象を「ポル

トガル人にはそう感じられないかもしれないが、

外国人である私どもの目から見れば、この駅舎

の感じはいかにも懐かしげなタイル絵の多様振

りといい、何かぬけぬけと叙情的で、音楽で言

えばリズムよりメロディーの感じでありじょう

じょうとしている」と書き、以下、このコバル

ト色のタイルについて発祥の地、ペルシャのコ

バルトがアラビア商人によって唐に渡り、「唐三

彩」となり、その美しさを日本人がまねて「奈

良三彩」となり・・とその思考は広々と遊泳する。

いずれにしてもカテドラルのタイル絵は特に宗

教色もなく伸び伸びと自然の風景や人々の暮ら

しが描かれていた。私達はポルトの町を飽きる

ことなく、夕陽が沈み、空が群青色に染まるま

で歩き続けた後、カフェで温かいココアを飲み

気持ちのよい宿でぐっすりと眠りについた。

　　　　　　　　　　　　　　　（29 号につづく）
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　月日は百代の過客にして、行きかう年も又旅
人也とか。いずれの歳よりか、そゞろ神の物に
つきて、夢うつつのままに妖しき精霊の棲むま
ふ不思議の国への想ひ。
　司馬遼太郎の「愛蘭土紀行」に始めて接した
ときの、不思議な衝撃と感動が折に触れ組みひ
も文様の如く、脳裏を複雑に刺激続けてきたよ
うです。
　爾来、妖精、ケルト、アラン、ギネス、そして「百
敗不滅」のキーワードが着実に五体の中で醸成
され、何か急に懐かしさを覚えたとき、「そうだ。
アイルランド。行こう。」と相成った次第です。
お馴染みの「Eile」（エーラ）とはゲール語のア
イルランドを意味します。
　古代ローマ人に追われ、西の果てに固有の文
化を構築したケルト民族の末裔。自然に親しみ、
自然を神聖なものとした多神教民族は、その感
性の中から進化してきた美しい声調の響をもつ、

ゲール語を生み出しまし
た。
　現在、英語と共にこの
国の公用語として、町中
のいたるところで、目に
しますが、欧米人にとっ
ては、日本語に劣らず難
解な言葉として位置付け
られているようです。

「Hill of TARA」

ギネスの創業者
アーサー ギネス

なにもようせい傳

池山　眞彦

 　さて、国の始まりが大和なら、旅の始まりは「タ
ラの丘」。名画「風と共に去りぬ」の最終場面、「タ
ラへ帰ろう」の Tara である。
　ダブリンの北３０キロ、緑のトンネルを走り
抜けると、アイリッシュの「心の故郷」は当た
り前のようにゆったりと現れた。紀元前２世紀、
ケルトの王候たちが宗教的な儀式や政策決定を
したと云われる聖地であるが、守護神セント・
パトリックを祀る教会の裏手を抜けると、のど

かな牧草台地が広がり、中央に墳丘と身の丈ほ
どの石柱、周囲に浅く環状に路が取り巻いてい
る。
　３６０度目を転ずると、遥かに遠く緑の地平
線。濃緑の森と教会の尖塔、甍が村々のたたず
まいを誇示している。足元から続く牧場には、
点々と白い羊が黙々と草を食む。　降り注ぐ陽
光、心地よい薫風。のどかな景色に心が和む。たっ
たこれだけ、これが「タラ」なのだ。

　田園風景の中に現れた中
世の香り、Trim という町を
過ぎると、いよいよこの国
の心臓部、道の両側には石
垣が目立ち始めた。切れ目
からは丘の上へ向かって白
骨の如く幾筋もの石垣が伸
びていく。これぞ原風景とばかり目を凝らすが
制限速度１００キロの砂利道では息つく暇もな
い。気が付くと「犬の遠吠え」のような標識が
次々と現れては去っていく。話に聞く「妖精注意」
の標識か？　確かに雨の日の夕暮れなんぞには
よく似合うかも・・・・。

「クロンマクノイズ」
　島の中央部は緑豊かな丘陵地帯と一変した湖
沼、河川、泥炭の地帯である。  途中、泥炭ツアー
に立ち寄る。トロッコ道を黄色い客車がトコト
コはしる。
　この国唯一の天然資源の採掘現場は、道に沿っ

アイルランドの羊

タラの丘
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上　自家用ピートの採掘跡
下　泥炭の掘削作業車を描く泥炭組合 50 年記念切手

石楠花とフィヨルド

て生える潅木を除いて、これが地球かと思える
程、荒々しい真っ黒な大地である。ここから滲
み出た水はブラックウォーター川となって、泥
炭原野を貫く。
　クロンマクノイズは初期キリスト教修道院遺
跡で、又この地はタラの大王の埋葬場所と言わ
れている所。ハイクロスと呼ばれるキリスト教
と原始宗教の合体した重量感のある墓石には聖
書物語やケルトの渦巻文様が刻まれ、上部の丸
いクロスは輪廻転生を示しているとか。傍らに
はラウンドタワーと言われる２０メートル程の
高さの丸い石積みのタワーが千数百年の歳月を
ずっしりと受け止めている。８世紀中ごろ、バ
イキングの襲来によって、栄華を極めた修道院
文化も終焉をむかえたが、地上５メートル程に
ある入り口を挟んでどのような攻防があったの
であろうか。川面より流れる風は時にやさしく、
時に厳しく、この廃墟を風化し続ける。今、観
光客は黙々と散策する。

「コネマラ国立公園」
　湖に囲まれたCong という小さな村は、映画「静
かなる男」の舞台である。

小さな茅葺きの Cottage と古い Pub が往事の面
影を残している。
　典型的なアイリッシュの男をジョン・ウエイ
ン、お相手はモーリン・オハラとなれば西部劇
の定番。幼かりし頃、小銭を握っての蒲田パレ
ス座詣でが懐かしい。車は西へ、西へ、「Ｗ ild 
West」の世界へ。
　湖と緑の先は岩だらけの牧草地帯。氷河に削
り取られたＶ字谷の底をめがけて一直線に進む。
途中、柵から飛び出した赤や青の識別ペンキを
塗られた羊が、何事もないように路上で草を食
んでいる。
　潮の香を感じるままに、目を転ずると眼下は
大西洋。６月の陽光の中、いつしか薄紫の世界。
予期せぬ石楠花の大群落越しに、この国唯一の
フィヨルドがコバルトブルーに光っている。絶
景に感動。
　自然の大景観に満足しつつ進むと、ワタスゲ
の咲き乱れる草原。ところどころに黒々とした
ピートの採掘跡が次々に現れる。草原のふわふ
わ感を楽しんでいると、突然、ガラッガラーッ
と砂利道を１台のバントラックがやってきた。
後ろに５０メートル程、電話線を引きずってい
る。何事かと訝っていると急に２～３０メート
ル程先に停車し、中から男の子２人の手を引い
た女性が出てきた。
　「Help me ! ! 」と、近づいてくる。一体何者？？
　気の毒とは思いながらも下手に関わりあうと
碌なことはないと、大げさなジェスチュアーを
しながら退散する。
　それにしても、ガラガラトラックと子連れ母
さんは彼らにとっては、最高のパフォーマンス
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の筈。・・・。自分ながら情けないと思いつつも、
旅の空。勘弁、勘弁。夢ではないがそれにして
も気になる。きっと、現代版「ジプシー」なの
だろう。
　まるで絵のように美しい湖畔のカイルモア修
道院を過ぎ、この地方の中心、Clifden に入る。

「あらしとＯＹＳＴＥＲ」
　夜半、松籟が騒がしい。月明かりが薄ぼんや
りと中空を照らし続ける。やはり、嵐だった。
横殴りの風雨が窓をたたく。食堂に飛び交う「Ｌ
ovely Wheather」、「Traditional」の声は、得が
たき最西の荒ぶる様を体感できる喜びと期待感
の表現かもしれない。
　水溜りの穴を避けながら、海岸沿いの砂利道
を走る。周りはごつごつした岩と僅かな草。ど
んな痩せ地でも育つという、この国の主食のジャ
ガイモですら植えるスペースもない。
　シャッターチャンスとばかり、窓を開けると、
いきなり雨と小砂利に強烈に殴られる。遠く、
鈍色の雲の切れ間から数条の光が白い小屋を差
す。一日に四季があると云われる程変化の激し
い天候、海峡を挟んで、ケルト文化を色濃く残
す絶海の秘境 Aran が今日は墨を流したように横
たわっている。当然、フェリーは欠航。諦めて
Oyster  Festival で有名な Galway へ向かう。
　中心街を抜けてしばらく行くと、「MORANS」
の標識が見えた。標識に従い畦道のような曲が
りくねった砂利道を行く。
　河口に面したどん詰まりに、目指す Morans 
Oyster Cottage が白い茅葺きの姿を現した。今
でこそ、身近な存在になったオイスターバーで

はあるが、ここは世界中から選りすぐりの人達
が集まる、隠れ家なのだ。小さな扉を押して中
に入ると意外に広いスペースだったが、数組の
客がいるだけ。隅の方に席をとって、オイスター、
サーモン、そして Guinness を注文。暫く、店内
に飾られた来店有名人の写真をみて廻ると、あ
りました。誰あろう、Emperor and  Empress of 
Japan の若き日の姿でありました。高貴な気分
で美味求心。

　心豊かな帰
り道、またまた

「犬の遠吠え」
標識が続く。何
気なく注視し
ていると突然、

「わかった！」
のです。これは

「妖精注意」な
どという風流
な標識ではな
く、単なる「小
砂利飛び注意」
だと・・・。
　今日の夕食は何となく郷土料理アイリッシュ
シチューが相応しく感じた。

「キラーニー・匂いの町」
　「人をつるす木もなく、溺れさせる水もなく、
生き埋めにする土もない。」と云われた石灰岩の
広がる不思議なバレン高原、２００メートルの
断崖絶壁が８キロに亘って大西洋に突き出すモ

犬の遠吠え標識

モラン　　オイスターバー

岩だらけの西部地方
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ハーの断崖を経て、キラーニーへの２５０キロの
長丁場だ。昨日とうって変わった絶好のドライブ
日和。
　風は爽やか、喉の渇きに立ち寄ったコンビニで
買ったソフトクリームのあまりの旨さに絶句。こ
こでは何処でも清里清泉寮だ。コーンの看板を見
付けては一時停止の連続、すっかり病み付きにと
なってしまった。
　 音 楽 の 町 Ennis、 歴 史 的 建 造 物 の 多 い
Limerick、色とりどりの建物や茅葺き屋根の連な
る可愛い村 Adare などを見ながら、Killarney に
入る。
　ここは国立公園の中にある豊かな自然と遺跡
に囲まれた湖畔の観光都市である。町に入ると、
微妙な臭気と馬車の軽快な響きが交錯する。観光
シーズンには少々早いこの時期、馬車の溜まり場
では御者たちが人待顔で目を追い続けている。俗
説「キラーニーの子供は早く背が伸び」。である。
　石楠花の咲く公園の小道を行くと、次々と馬車
に出会う。湖畔の辺に１３世紀に建てられた古城
が現れた。折りしも結婚式の後であろう、広々と
した芝には正装した人々が談笑している。
　泊まりはゲストハウス。オーナーの趣味で集め

られた骨董家
具が所せまし
と飾られてい
る重厚なハウ
スである。勿
論、暖炉には
ピートが赤々
と燃える。

「デｲングル半島・ケルトの幻影」
　「ゲールタクト」という、日常的にゲール語を
話す地域に入った。
　反英気運の高まる、西部の寒村を舞台とした
映画「ライアンの娘」。切り立った断崖、のどか
な牧草地、無数の遺跡、ケルトの魂が今に生き
る最西端の半島。

「ライアンの娘」　断崖のコーストライン

　初期キリスト教時代、
修行僧たちが厳しい修行
に明け暮れた聖地でも
あった。１３００年前に
建てられたガララス礼拝
堂は、１２坪ほどの船底
を逆さにしたような石積
みの建物で、２メートル
ほどの入り口と東方に小
さな窓があるだけ。厳しい

修行と質素な生活、修行僧の心意気が、どのよ
うなものか理解し難いが、大西洋からの烈風を
耐え忍んで立つ孤高の礼拝堂には自然に頭が下
がる。
　その特異な姿を眺めていると、突然「日本の
方ですか？」と声をかけられた。１週間ぶりに
聞く日本語にびっくり。定年後の旅行先にこの
国を選んだ奇特なご夫婦であった。同じ境遇、
しかも極西の偏狭の地で出会った不思議さに急
に懐かしさを覚えた。お互いの行程の無事を祈っ
て別れる。
　ここでの走行は実に大変である。道路標識は
ゲール語だけ。ナビなど付いてない田舎レンタ
カーでは、太陽の位置だけが頼みの綱、周囲の
景観よりも帰路の発見に焦りが加わる。別々の
方向から３度も同じ場所に来たときには、頭
の中の方向指示器は完全に麻痺状態となってし
まった。目にした想定外の絶景には感激したも
のの、迷った事の思い出だけが鮮明に残った。

遺跡と断崖を
組み合わせた切手

結婚式？

Killarney 国立公園 50 年
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「妖精さまのお通りだ」
　伝統的朝食のアイリッシュブレックファース
トを「一人分」注文する。
　日本人の舌にはよく合う食事だが、ボリュー
ムだけは手に負えない。卵、ソーセージ、ベー
コン、ベイクド・トマト、マッシュルーム、フ
ライド・ポテト、ブラック・プディング等が特
大のプレートにのっている。パワーの源とはい
え、日本人には無理、とても食べられない。
　湖畔沿いの緑の木々と薄紫の石楠花の間を抜
けて、徐々に高度を上げると Ladys View という
峠に至る。雨のそぼ降るたそがれ時、妖精が出
没するという神秘の場所だが、残念ながら、今
日は陽光燦然たる夏模様。峠の洋風茶店の前に
車を止めて、雄大な景色を眺める。
　この国の妖精大好き人間にとって、妖精は今
も心の中に実在しているようだ。
　緑の服を着た、小憎たらしい顔つきのオッサ

ン妖精たち
は踊りが大
好 き。 い つ
も「 さ ん ざ
し」の木の
下で踊って
い る と か。
捕まえよう
と す る と、
棘だらけの
樹下にあっ
という間に
逃げ込む知能
犯だ。レプラ
フォーンは妖
精たちの靴を
直す靴屋の金
持ち妖精で、
捕まえると大
金持ちになる
と言われてい
る。
　この不思議
の国にも、人
間たちは厚か

ましく槌音をたてる。神秘の小道は国道となり、
車が音を発ててはしる。危機一髪「妖精注意」だ。

「Leprechaun Crossing」の道路標識が闖入者た
ちの愚行をあざ笑うかの如く、立っている。
後日、東大阪にある司馬遼太郎記念館で購入し
た、５枚組の絵葉書のなかにアイルランドの妖
精が収まっていた。司馬遼太郎が自ら描いたと
ぼけた妖精だ。出合った時の喜び、思わずほく
そ笑んだ。

「郵便局を救え」
　初夏の光に輝く海を見ながらの走行は快適そ
のもの。風光明媚な南端の街道をいくと、次々
に色鮮やかな家の立ち並ぶ港町や歴史の息づく
小さな町が続く。かっては、リネン産業で栄え、
街中には往時の様子を今に伝える小さな町に事
件は起こった。現在は朝食の主要メンバーであ
るブラック・プデイングの産地である Clonakilty
である。
　２００３年２月、この町の郵便局格下げが発
表された。１８７５年地主や裕福な農家、２６
名の長老派のメンバーに
よって建てられた、１３世
紀の教会の面影を残したゴ
シック調の教会は、その後
郵政局に買い取られ、町の
シンボル的存在として、世
界唯一の「教会の郵便局」
として知られていた。町議
会や保護実行委員会はロ
ビー活動を展開すると共に
３月には早くも６５００名
の署名を集め、格下げ決定

司馬遼太郎画
「アイルランドの妖精」

「妖精注意」の道路標識

郵便窓口

グリーンのポスト
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を廃棄するよう圧
力をかけ続けた。
又、「Write to win 
over might」 と い
うスローガンと地
元出身の英雄マイ
ケル・コリンズ像
越しの郵便局を描
いた絵葉書郵送
キャンペーンを展
開した。
　今、この郵便局
は緑色のサインポ

ストを掲げ、緑色の郵便車を懐に抱きながら誇
らしげに業務を遂行している。街中で手に入れ
たキャンペーン絵葉書を手に窓口で記念の押印
を依頼すると、ナンバリングのような事務器で
ガシャン。
　グルメの集まる美しいヨットハーバー、
Kinsale へ行く途中、有名なゴルフ場、Old Head 
Golf Links に立ち寄る。百聞は一見にしかず、世
界中の３０ﾊﾟｰｾﾝﾄのリンクスコースを持つゴルフ
王国の中でも、存在感を示すこのコースを一見し
たいと突入したが、残念ながら守衛に行く手を阻
まれてしまった。馬の背の向こうに、大西洋の断
崖に囲まれた難コースが垣間見られる。まあ、仕
方がなかろう。
　１０月の Food Festival には世界中からグルメ
が集まってくる小さな美しい町は、１７世紀スペ
イン・アイルランド連合軍がイギリス軍と戦った

「キンセールの戦い」の舞台でもある。波穏やか
な内海では風に帆柱を揺らしながら多数のヨッ
トが舫っている。フィッシュマーケットの跡地に
建てられたホテルで食べたお勧めのチャウダー

の旨さ、到底忘れがたい。
　おなかも満杯、ほろ酔い気分も混ざった至福の
ひと時を B ＆ B のベッドでぼんやり寛いでいる
と、次々にヨットや漁船が湾内にもどってくる。
午後９時、日没までまだ時間がある。今は、白夜
の時期なのだ。

「望郷編」
　南部アイルランドの中心都市 Cork はこの国
第２の都市でもある。元々、教会を中心に発展
したが、現在は活気ある商都である。ご多分に
漏れず、都市部は一方通行が多い。この１週間
の経験から、先ずは流れに乗って軽く市街地を
一周し、その後、徐に目的地を散策するという、
自己流テクニックを覚えた。川の向こうの高台
に鐘楼の美しい教会が目についたので、狙いを
つけて石畳の道を登りきると、コークのシンボ
ル、聖アン教会だった。意を決して一歩、又一
歩と、急な階段を登る。遠く街並みを眺めてい
ると、膝頭が何となく笑い出したので、即、下
降を決意、実行。どうも人工の高所とは相性が
悪い。おじさんが誇らしげに登楼証明書を書い
てくれた。

　南部の港には悲し
い 歴 史 が 残 っ て い
る。１９世紀の中ご
ろ、この国の主食ジャ
ガイモに胴枯れ病が発
生、大飢饉が襲った。
１００万人の人々が餓
死し、その上、チフス
が蔓延した為、若者を
中心として故国に見切
りをつけ、新天地を求
め、アメリカ大陸へ
移住したのだ。JFK
の曽祖父パトリッ
ク・ケネデイも、そ
の一人であったので
す。
　移住とは云いなが
ら、ボートピープル
同然の姿で棺桶船と豊かな農業

を廃棄するよう圧
力をかけ続けた。
又、「Write to win 
over might」 と い
うスローガンと地
元出身の英雄マイ
ケル・コリンズ像
越しの郵便局を描
いた絵葉書郵送
キャンペーンを展
開した。
　今、この郵便局
は緑色のサインポキャンペーン絵はがき

       St. Anns Church
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　それにして
も、大自然の
す ば ら し い
景観はもとよ
り、各所に見
られる遺跡、
痕跡の多さに
はビックリする。先史時代の古墳、初期キリス
ト教時代の教会跡、ヴァイキング、ノルマン人
によって破壊、略奪された城や修道院。更には
近代に至るまでの厳しい闘争、飢饉等、それら
の歴史から現在の国土を作り上げた不屈の精神
には、圧倒的な賛辞を贈らざるを得ない。
　旅の始めは出来るだけ丁寧に見てきた事物も
終りに近づくにつれ、あまりの多さに疲労が加

いわれる粗末で不衛生な移民船での、死を覚悟
しての移住だったそうだ。
　大西洋の表玄関Cobhはその中心港で２０世紀
中ごろまで２５０万人の人々が故国を後にした
望郷の地である。桟橋のかたわらには、二人の
男の子の手を引いた女性像が西の彼方を眺めて
いる。
　又、この港は豪華客船タイタニックの最終寄
港地として知られている。先に待っている悲劇
を知る由もなく、華やかな出航風景が展開され
たのだろう。

「思えば遠くへ来たもんだ」
　南部の港町に別れを告げ、再び北上、高原の
中の田舎道を行く。今回の旅行もそろそろ終わ
りに近づいてきた。１００キロ走行も何となく
板に付き、余裕をもってゆったり走れるように
なった。何時しか周囲は又もや石楠花の大群落。
今日の日課か、単なる散策か、突然石楠花の茂
みから羊が飛び出してきた。１匹、２匹・・・
２０匹程の小団体が進行方向へ向かって道路の
真ん中をゆったり歩いていく。１００メートル
程先で、又茂みの中へぴょんぴょん跳ねながら
消えていった・・・。呆気にとられながら、そ

ろそろと動き出す。
　中世の政治都市 Cashel の街並みを見下ろす岩
盤に堂々と聳え立つ要塞は Rock of Cashel と呼
ばれ、１２世紀の大司教区の跡。礼拝堂や塔、
城などの建築物が集まり、見ごたえのある遺跡
であった。生憎、一部補修工事中ではあったが、
透き通るような青空を鋭く切り裂くロマネスク
調アーチの、凛とした美しさに敗者の呟きが聞
こえて来そうだ。

大飢饉 150 年目切手　スープ配給所　　　　　　　移民船を待つ人々　　　　　　　　　瀕死の子供を見守る家族

Rock of Cashel

道路に飛び出てくる羊

Rock of Cashel を描く航空切手



361

わり、次第に見学意欲が低下してきたようだ。
その代わり、この国の成り立ちや歴史観みたい
なものが自分なりに蓄積され、何となく「百敗
不滅」の意味が分かり始めたような気がする。
　ハンテイング・クラブハウスだった古く狭い
ホテルのベッドに寝転んで、ぼんやり思い巡ら
していると、窓枠に何かがす～と通り越した。
最前、街中で見た Balloon Festival の横断幕、大
急ぎでカメラを持って
飛び出した。
　 ゆ っ た り、 ゆ っ た
り、次から次へ気球は
レンガ色の屋根の上を
漂う。ホテルのバーで
Guinness を飲む。カウ
ンターに肘をついてみ
たが、様にならない。

集う、最新の情報発信基地に変身し、誰もが自
分のスタイルで、楽しめる独特の雰囲気を醸す、
活気溢れる街である。Pub、クラブ、レストラン、
劇場、音楽、ギャラリー、メデイア・フィルム
センター、ホテルなどあらゆる最新情報の集積
した街の雑踏は、ふところが大きく何故かやた
らに暖かい。テラスで食事を楽しむ人々、スト
リートミュージシャンのリズム、大道芸のきょ
う声、堂々と闊歩する太め GAL の集団、そして
定番のよっぱらい。無口で無粋な観光客でさえ、
外から見れば画面の一部となっているのだろう。
今夜はこの喧騒のど真ん中にある、古色蒼然た
るホテルに世話になる。
　今まで感動を与えてくれたすばらしい自然景
観、神秘の歴史遺産、個性豊かな町や村、そして
躍動感あふれる都市。アイルランドを旅する人に
は Repeater が多いと言う。どうも、その道を歩
みそうな気配だ。
　石畳に擦れ合う足音や、Pubから湧き上がる音
楽が、夜遅くまで石壁を次々によじ登ってくる。
　「旅の終わりに、みつけた夢は・・・・・」　

司馬遼太郎の「愛蘭土紀行」は次のように結ん
でいます。

「いまも旅路の鈴がなりつづいて、当分やみそうにな

い。旅をしたというより、越してきた山河が書物の

ように思われて、そういうあたり、ふしぎな国だった。

（略）山河も民族も国も、ひとりの” アイルランド “と

いう名の作家が古代から書きつづけてきた長大な作

品のようでもある。」
本稿内容についてのお問い合わせは
＜ kyogetsu_ikeyama@lily.ocn.ne.jp> まで
　　　嘘月 _ 池山と称される本原稿の執筆者、勇気を持って
　　　　　　　　お問い合わせください。　　　　編集　　

テンプルバーの賑わい

「Temple Bar の喧騒」
　土曜日の午後の街は、時々刻々、華やかさを
増してくる。
　ここ Temple Bar 地区は市内を流れるリフィー
川の南岸にある中世から続く歴史的、経済的中

心地区であった
が、１９世紀以降
スラム化し、ごく
最近まで無視され
続けた存在であっ
た。現在は再開発
により、あらゆる
階層の人々の群れ

バルーンフェスティバル

バルンフェステ切手

Dublin Millennium の切手
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　会報「稲門フィラテリー」の編集を引き受け
て苦労するのが原稿の依頼と原稿執筆者から原
稿内容、文章箇所にふさわしい切手を探しての
せて欲しいという依頼を受けることである。
　外国関係の切手であればとてもできませんよ
といってお断りもできる。しかし、日本切手に
関してはそうもいかない。お忙しいなか、無理
をお願いしている手前、依頼に沿いたいと考え
る。その折、強く感じるのはふるさと切手につ
いてのまったくの無知さ加減である。ふるさと
切手発行のお粗末さを幸いに切手蒐集をやめた
とはいえ、お役に立てないかと考えた。ひさび
さにカタログを見るとすでに 1000 種を超えて
いる。
　記念、特殊切手のように若い頃の記憶があれ
ば良いがこの年で頭に入れることは夢である。
最近、目にするパソコン用切手カタログＣＤで

は従来のカタログと差がないどころか時間がか
かる。また、インターネットに公開されている

「さくら日本切手カタログ」も全文キーワード法
かノイズと漏れがあり、加えて応用加工が困難
である。何とかキーワードで関連するふるさと
切手を教えてくれる簡単なデーターベースがで
きないか試作してみた。試用して、今後、切手
に関する本格的なデーターベースが用意される
なら、従来と異なる収集と整理の仕方が考慮さ
れるのではないかとも考えられた。試作したこ
の「データーベースもどき」、瓢箪から駒、ふる
さと切手を考える情報を示してくれたので若干
のコメントを加え紙面を汚しますがお許しくだ
さい。

　「データーベースもどき」の構成
　2000 種未満のデーター数なので、本格的な
データーベースソフトを使用するまでもないと
判断、表計算ソフト（EXCEL) で作成した。デー
ター構成は切手の持つ情報（切手の通称名、発
行月日、発行枚数、都道府県、原画作者、初
日印局）、他のカタログ番号（日本、さくら、
SCOTT）項目。次に、編集の立場で必要な発行
目的、切手に描かれている内容を示すキーワー
ドが 12 程度記録できる構成を準備し、画像情報
を引き出すための画像 fi le 名（実際はカタログ
整理番号を利用）、備考を加えて構成した。

下図に続く
   備考欄には関係ホームページ
アドレスを随時準備し。利用の
便宜の向上を意図している。

切手偏見

　1200 × 29 セルのマトリックス表が基本的なデー
ター構成となっている。ふるさと切手のため郵政局、
地域、形態（連刷の種類）などの項目を設けた
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「データーベースもどき」の使用環境
　EXCEL 実行 fi le と画像 JPG fi le( 切手数分）を
マクロ使用可能環境で LINK させて使用する。
　検索は 4 つのキーワードで検索を絞り込める
ようにマクロで動作環境を準備した。キーワー
ドの選択方法としては図書検索のようなシーソ
ラスなどから選択する統制キーワード法などは
とても難しく使用できないので日常語をキー
ワードとして使用できるように全文キーワード
法と自分なりの統制キーワード法をマクロで処
理できるように準備した。完全一致と部分一致
の相違は色で判断できるようにした。具体的に
は " 花” という文字で検索したとき、” 花” とい
う文字だけが記録されているときは完全一致、
花火、花笠、落花生のときは部分一致として色
別表示する。これらはマクロ連動した起動ボタ
ンをクリックすることで処理を行い。画像表示

ボタンクリックで検索された切手の画像が全て
表示される。Excel は DATAsheet、検索 sheet、
検索画像 sheet、並び替え sheet、作業 sheet の
５sheet で構成されている。Sheet 画面は

（1）DATAsheet
　左ページ下のような画面構成

（2）検索画面 sheet
　下の欄、上の画面は伝統と太鼓いう言葉と関連
する対象が描かれている切手を AMD 検索した画
面であり、「検索開始」ボタンをクリックした結
果である。７枚の切手がヒットして表示された。
(3) 検索画像 sheet
　下左画面は (2) の画面の「切手を見る」ボタン
をクリックした結果７種 9 枚の切手画像 FILE が
表示された。

（4) 並び替え sheet
下右画面　発行枚数順に並び替えた表示画面

ヒット切手画像 FILE 表示画面

切手画像はまだ調整していないため不揃い

並び替え画面

並び替え対象項目を数字で選択、開始ボタンをクリック
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年 単 2 連 4 連 5 連 6 連 10 連 20 連 合計
1989 15980 1300 17280 
1990 36125 600 36725 
1991 12585 3600 1500 17685 
1992 9720 0 0 9720 
1993 9500 0 0 9500 
1994 10240 0 0 10240 
1995 12813 200 2000 15013 
1996 11884 2520 0 14404 
1997 10680 4930 2300 2500 20410 
1998 12330 5400 17730 
1999 23667 23178 8600 4990 60435 
2000 16694 11729 8700 10838 2570 50531 
2001 6970 7890 9230 3915 28005 
2002 0 
2003 0 
2004 900 900 
2005 3100 1200 6100 2000 1000 900 14300 
2006 1390 960 4480 2080 650 600 610 10770 
2007 1600 8016 1000 400 11016 
総計 196178 63507 42910 34339 3220 2600 1910 344664 

基本データからふるさと切手を考える
　2007 年 11 月末現在までのふるさと切手に関
して 2 種類の日本切手カタログ、前述の電子版
さくら切手カタログ、郵便事業株式会社ホーム
ページ等 (2008.3.31 現在）等からデータを借用
し、入力した DataSheet を使用し、少しふるさ
と切手を考えてみた。
　発行状況をその形態を考慮して経年で整理し
たのが下表である。
　種類の多さはともかく発行形態が大きく変化
してきている、ペーンの発行が消えていくと同
時に連刷切手の増加が明らかであり、しかも、
徐々に 4 連刷、5 連刷が主流となって、10、20
連刷に主流がシフトしてきたことがうかがえる。

　これは北海道だけに見られる動
植物を題材にその題材に当て込ん
だ枚数が消化できることを、見込
んでの発行がなされていると考え
ざる得ない。80 種類のうち、植物
35、鳥・動物 27 種という数字が
示すように植物はともかく、動物
を描いた切手が他の府県より圧倒
的に多い数

を占めていること
が如実に物語って
いる。
　印刷方式はグラ
ビア、オフセット
がほとんどで凹版・
グラビアは僅か 4
種類 ( 実質 2 種類）の中仙道木曽路の宿場を描
いた切手のみである。このあたりにふるさと切
手の品格を窺い知れる。
　次に、個別に発行枚数を整理すると左下の表
のような結果になり近幾郵政局のふるさと切手
に対する発行方針の他の郵政局との明らかな違

いが感じら
れるがいか
がなもので
あろうか。
　ここまで
は ｢ もどき」
の並び替え
sheet で検討
したもので
あるが、本

　次に、都道府県別に発行種類数を整理し、多
い都道府県を表にしたのが下表である。四国が、
多いのは八十八ヶ所文化遺産切手の数が示した
結果であるが　四国４県と解釈すると各県に 20
が加わっても各県 30 種ぐらいである。対して、
北海道、東京が他府県の 2 倍以上の発行種類数
である。

　 ま た、 沖
縄、長野と人
口の多くない
県で発行種類
が多くなって
いる。この種
類数からは郵
政 局 単 位 で
の 発 行 の た

め、所管都道府県の少ない郵政局（北海道、沖
縄、東京等）管轄の都道府県が必然的に種類数
が多くなるという理解しがたいことが考えられ
たが、........　何というアンバランスであろうか。
　種類数についで、発行枚数を発表されている範
囲で整理してみたのが上、右上の表である。( 発
表 696、未発表 241）一時期の大量な枚数はな
くなりつつあると考えられるが、ここでも北海道
発行のふるさと切手の総発行枚数の多さである。

都道府県の花47連シートあり都道府県の花 47連シートあり都道府県の花 47連シートあり都道府県の花 47連シートあり都道府県の花 47連シートあり

年 単 2 連 4 連 5 連 6 連 10
連

20
連

切手
種類 ﾍﾟｰﾝ 小型

ｼｰﾄ
年賀
小型

10 連
ｼｰﾄ 総計

1989 18 2 20 20
1990 68 2 70 4 74
1991 18 4 4 26 12 4 1 43
1992 13 13 6 1 1 21
1993 13 13 11 3 27
1994 14 14 13 27
1995 17 2 4 23 15 38
1996 18 4 22 15 37
1997 13 8 4 5 30 17 47
1998 24 6 30 23 53
1999 36 38 24 5 10 113 42 2 1 158
2000 21 24 12 15 6 78 31 1 110
2001 24 22 16 10 72 25 1 98
2002 11 18 16 5 50 1 51
2003 10 12 12 34 34
2004 20 4 12 5 20 61 61
2005 5 4 28 5 10 20 72 72
2006 3 2 28 10 6 10 20 79 79
2007 2 55 40 20 117 117
総計 348 152 160 115 12 70 80 937 211 12 6 1 1167

地域 単 2 連 4 連 5 連 6 連 10 連 20 連 合計
四国 4 10 80 94

北海道 25 14 36 5 80
東京 14 8 20 25 10 77
沖縄 18 8 10 36
長野 16 6 12 34
愛知 4 6 4 10 24
山梨 5 4 15 24
新潟 9 6 4 5 24
岐阜 10 4 4 5 23

神奈川 5 7 8 20
静岡 11 8 19
石川 9 2 8 19
大阪 11 4 1 1 17
岡山 7 2 4 3 16

万枚

地域 合計
北海道 42407 
東京 28183 
長野 14360 
大阪 12250 
兵庫 11888 
山梨 11794 
沖縄 11154 

神奈川 9884 
岡山 9286 
京都 9000 
新潟 8425 

年 切　　手 地域 発行枚数
2000 淡路花博 兵庫 1930 
2000 淡路花博 兵庫 1730 
1992 ビジネスパーク 大阪 1600 
1998 尾瀬 群馬 1590 
1998 尾瀬 群馬 1590 
1989 東京駅 東京 1500 
1997 京都大学時計台 京都 1500 
1995 牛若丸と弁慶 京都 1450 
1995 岸和田だんじり祭り 大阪 1450 
2001 ＫＯＢＥ 2001 兵庫 1450 
2001 ＫＯＢＥ 2002 兵庫 1450 
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参考資料
さくら切手カタログ　　　　　　　　　　日本郵趣協会
キーワード検索がわかる　　　　　　　　ちくま新書 685
http://www.post.japanpost.jp/kitte_hagaki/stamp/index.
html　郵便株式会社のホームページ
http://yushu.or.jp/cgi/sakura/yomi.cgi　さくら切手カタロ
グのホームページ

来の検索機能を使用して今まであま
り気にしてこなかったことを明らか
にしてみたい。

　ふるさと切手の過美ともいえるにぎ
やかさ、加えて、猥雑ともいえる多様性への疑問
を原画作者を職業から検討した。（56人は氏名の
み）やはりかなり幅があった。厳格な職業表現定
義があるわけではない様であるが整理すると下
表のようであった。従来の主に郵政省職員という
枠とは異なる領域の人が原画を描いている。この
他、中学生にはじまり俳優、染織家、漆芸家、郵
政省職員、過去の浮世絵名作等　約 50 職業の方
が原画を書いている。このあたりがふるさと切手
の特徴を示す一因でもあろう。加えて原画作者は
沖縄を筆頭にその土地に居住する傾向が明かに
みられた。更に、他の一部シリーズ切手以外は特
殊切手に少ないものがふるさと切手に多く見ら
れる。統一性を欠く、もしくは切手デザインに混

乱を感じさせるふるさ
と切手を象徴するよう
なもの、それは原画作
者の落款、サインの存
在である。落款、サイ
ンは日本画家、洋画家、
漫画家、俳優に見られ
る。しかし、1999年秋
まで日本画家原画切手
66％、洋画家原画切手
35％にみられていたこ
れら落款、署名は2000
年以降はまったく見ら
れなくなった様である。
方針の変更があったと

俳優
中尾　彰画

俳優
加山　雄三画

漫画家
久里　洋二画

1930 万枚

1600 万枚

1730 万枚　　　　　　　1590 万枚

原画作者の落款と署名の例

工藤甲人氏（日本画家）水野良太郎（漫画家）の
　　　　　　　　　　　　　　落款とサインを拡大表示。

　オーストリー , スウェーデンのように氏名が下外側に印刷
された方が切手、原画作者の双方に良いのではと考えるが。

考えられ、多少、切手の印象
は改善されたと考える。
　次に、このように幅広い領
域の作者が描いた切手に何が
一番多く描かれているかを ｢
もどき」で検索すると、ご想
像の通り " 花 " である。” 花”
で検索にかけると 372 種の切
手に花が描かれている結果が
示される。なんとふるさと切
手の 40％弱には花が描かれて
いることになる。どんな花が
描かれているか？ 約 150 種に
及ぶ花が切手上に描かれてい
る。多い順に並べると左表の
如く , 花から即、思い浮かぶ
ものが描かれている。次に多

く描かれてい
るのは、伝統
という言葉で、
地方で伝統的
に受け継がれ
ている祭を含
めた伝統行事
とそれと関連

しての伝統舞踊などが描かれたものが約 110 種
程度ヒットしてくる。
　この「データーベースもどき」、会報を編集す
る者にとっては切手を探す手間とともに切手を
その都度スキャンする手間がなくなり執筆者の
依頼に気楽に対応できる補助具になってくれそ
うである。少しずつ範囲を広げ、「もどき」の名
に値するようにしていきたいと考えている。
　ふるさと切手がこの５月から統一され、整理さ
れた形で発行されることはふるさと切手の品格
を従来よりも少しは高めてくれることと期待し
たいが、今回の心の風景シリーズをみると緻密さ
と縮小という切手の持つ古くて新しい問題を再
び考えさせるものである。　　　　　　　(編集）

種類 数
サクラ 31
ツツジ 14

チューリップ 10
ウメ 10
バラ 8

リンドウ 8
サクラソウ 8
ハマナス 7
リンゴ 7
キク 6

シャクナゲ 6
ナノハナ 6
ヒマワリ 6
アジサイ 5

ハイビスカス 5
ハマユウ 5

ミズバショウ 5
モモ 5

アサガオ 4
エゾカンゾウ 4

サツキ 4
スイセン 4

職　　　業 種類
イラストレーター 268
日本画家 192
写真家 130
洋画家 122
グラフィックデザイナ－ 103
切絵作家 45
画家 36
教育関係者 24
版画家 19
グラフィックアーチスト 17
植物画家 17
漫画家 17
デザイナー 14
切手デザイナー 12
写真提供 9
郵政省職員 9
アートディレクター 8
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見学旅行決定
今年度の見学旅行が下記のように決定しました。

　　　日程　９月２６日（金）２７日（土）
　彦根城　長浜　錦織寺　石山寺　三井寺見学他
　本会報に同封されました案内書をご覧ください。

 　　 　 「手彫切手研究」（季刊）発行
　本会員坂下泰一氏の所属している手彫切手研
究会（会長福原 一信氏）から発行された。 創刊
号では、和紙黄２銭の無シート版の再構成の現
状、13 版（ 玉なし版）の再構成（坂下氏作成）
などを掲載。手彫切手収集の発展に役立つもの
である。20 ページ年４回の発 行。購読料は年間
6000 円（送料共）。申込みは、ゆうちょ銀行　
振替口座 00900-2-280879「高野昇郎 」へ。

発行日 :  2008 年 6 月 1 日
 発 行 :　稲門フィラテリー
発行人 :　小西　邦彦
　〒 150-0002
　　　渋谷区渋谷 1-11-3　正栄ビル 4F
　　　　　( 株 ) 英国海外郵趣代理部内
　　　　　稲門フィラテリー事務局
　　　郵便振替口座 :00110-0-560458
          　　 「稲門フィラテリー」
 編集担当 : 湯川  宗昭　  池澤  克就　
                 木元 淳一郎   小川  義博

編 集 後 記
   今回は会員の海外旅行記が巻頭を飾っており
ます。観光旅行でも切手や郵便局が話題になる
のが、ＯＢ・ＯＧたる所以でしょうか。また、
ふるさと切手について概観しております。まと
めてみるといろいろと考えさせられます。
　編集中に、市川様の訃報に接しました。渡辺
勝正様に思い出をまとめてもらいました。ご冥
福をお祈り致します。　            　　　    （ゆ）

切手教室再開
　昨年８月以来、新宿北郵便局の会議室が利用
できず中断していた切手教室は、磯野総務幹事
の尽力が叶い、郵便局株式会社新宿北郵便局の
ご理解が得られ、正式に該局長から使用許可を
受け６月より今までどおり新宿北郵便局会議室
で再開できることになりました。

　　切手・野球・杉原研究の市川氏逝く
　　　　　　　　　　　　　　　渡辺　勝正
　市川鴻之祐会員が、急性大動脈解離で３月
２６日に急逝された。享年７６歳であった。六
大学野球のＯＢでもあり、昨年の秋には、早慶
ＯＢ戦に選手として出場され、お元気であった
だけに、急なご他界に驚いた。
　今年から高野連盟史の編集員になられてご多
忙の様子だったが、春の「スタンプショウ　
０８」には野球に関する郵趣品をまとめて出品
することを、楽しみにされていた。
　ところが、市川氏から３月１８日付けの絵は
がきがニューヨークから届いたのは、ご逝去の
知らせを奥様から伺った数日後のことであっ
た。クローズド・アルバムとなった市川コレク
ションの野球関係切手は、幸いにも本誌２７号
に、７ページにわたって「日本の野球　昔と今」
と題して掲載されている。
　思い起こせば、市川氏に私が初めてお会いし
たのは、２０００年７月１５日、岐阜県八百津
町の人道の丘公園であった。早稲田大学が杉原
千畝の顕彰碑を建立し、その除幕式が行われた
日だった。杉原千畝は名古屋の第五中学（現瑞
陵高校）を経て早稲田大学に入るが、市川氏の
母校も同じく第五中学、早稲田大学である。そ
のようなご縁もあって、「命のビザ・杉原千畝」
には深い関心を持っておられ、杉原の歴史探訪
に協力していただいた。昨年、五中が創立百周
年を迎えた記念誌に、市川氏は杉原千畝につい
てご執筆されたのである。早稲田が建立した杉
原ビザの記念碑はリトアニアにもある。奥様の
話によれば、近い内、一緒にリトアニアを訪ね
てみたいと話しておられたそうである。
　杉原ビザが、このたび吉川晃司主演の「ミュー
ジカル　ＳＥＭＰＯ」となり、大好評である。
本誌２７号でも紹介されており、東京で２０
回、名古屋で３回、神戸で７回開催されるので、
名古屋の会場では一緒に観劇するつもりだった
が、実現できなかったことが残念である。ご冥
福をお祈りする。

鎌倉会員　池澤会員　受賞
　4 月に開かれた全日本切手展 2008 で鎌倉達敏
氏の「震災切手　1923-24」が企画部門の金賞と
日本郵趣協会賞を、スタンプショー '08 で池澤克
就氏の「軽井沢物語～文学者たちの足跡」が金銀賞・
特別賞を受賞されました。

稲門フィラ常設切手展がスタート
　「新宿北郵便局１階の展示スペースを提供
するので、稲門フィラテリーによる常設展
を」という郵便局株式会社新宿北郵便局の提
案を受けて、この度、第１回は小西会長作「日
本・カナダ同時発行赤毛のアン切手展」を 6 月
7 日から約２ヶ月間開催することになりました。

　第１回　稲フィラ常設切手展　

「日本・カナダ同時発行赤毛のアン切手展」
 開催日時：　６月７日～８月中旬

    会場  ：　１階特設展示コーナー

    主催  ：　稲門フィラテリー（早大切手研究会ＯＢの会）

    後援  ：   新宿北郵便局

    内容  ：　日本で発行される赤毛のアン切手と

　　　　　　カナダで同時に発行される赤毛のアン切手など　　　　

　

　新宿北郵便局と稲門フィラテリーでは、これから

  常設の切手展を１階特設展示コーナーで開催したします。

　第１回は 6月 20 日に日本・カナダ同時に発行される

　　　　　　　　　　　赤毛のアン切手を紹介いたします。
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稲門フィラテリー
第 29 号

2008 年 9 月 1 日発行

　切手を集め始めたのが中学生の頃だったから、
かれこれもう 60 年近くになろうとしている。
手彫切手の日本的で芸術味豊かな図案の魅力に
引かれて手彫を専門に集めだしたのがフィラ東
京 '71 の頃であるから、こちらの方も、もう 30
年をオーバーしている。その間、国内外の切手
展に幾度か出品し、JAPEX'01 では、[ チャンピ
オンクラス ] 金賞 [ グランプリ ] を、日本国際切
手展 2001 では大金銀賞を受賞した。これも私
一人の力ではなく、手彫切手研究会や、千代田
会の各メンバーや切手を通じて知り合った多く
の人達のおかげに負うところ大である、と心よ
り思っている。
　根気強く、気長に集めているおかげで、大珍
品とまでは行かないが、お気に入りの切手や密
かにではあるが自慢に思っている切手をコレク
ションに入れることができた。今回はその中か
ら何点かを紹介させてもらう。

竜 1 銭 1 版 33 番の「東京検査済」図 1
　竜銭切手は、新貨条例により、額面が文から
銭に変更になったため、新図案の桜切手が製造
されるまでのつなぎとして明治 5 年 2 月頃から
わずかな期間、製造された。半銭 2 版と 1 銭 3
版を除き、竜面版はそのまま、額面版のみ新調

された。また竜銭から
目打が入れられたが、
切手 1 枚の一辺くらい
の短い目打器具が用い
られたので、切手1シー
ト目打するには 90 数
回も打たなければなら
なかった。このような
原始的で、非能率的な
目打器具を用い、急ぎ
製造されたので、セン

ターのよいも
のを見つける
のは、特に低
額面では極め
て難しい。

手彫切手の楽しみ  NO.1
坂下   泰一

　図 1 の切手は竜 1 銭 1 版の 33 番である。目
打の状態もまずまず。しかもこの消印は、大型
の「東京検査済」の頭消しである。1 版で使用
局の読めるものは少ないので貴重である。イン
キの色、油染み等外見的には問題無さそうであ
る。ただこの消印が時期的に本当に存在するか
どうかであろう。1 版のように未使用が高い切
手にわざわざ偽消を作るメリットがあるか、と
考えるが、未使用よりも使用済が高価な場合に
は偽消もありうる。
　「手彫切手専門カタログ」によると、「東京検
査済」の最後期使用例は明治 5 年 4 月 2 日であ
るが、竜銭1版の最初期使用例は5年7月12日、
2版は5年4月5日、3版は5年5月18日。従って、
1 版が使用されているときには、もう次の角検
の時代に入っていたので、1 版に「東京検査済」
を使用することはあり得ない事になる。が、手
嶋康、浅見啓明両氏の「19 世紀の郵便」の中に
東京差し立て ( 壬申七月十四日 ) 横浜宛ての竜 1
銭「東京検査済」の使用例のコピーが示されて
いる。また同書の中に次のような記述が見られ
る。「5 年 7 月の " 東京検査済 " は、7 月 14 日～
7 月 24 日など 5 例の使用例があり、この時期は
" 角検 Type1" が摩耗して使われなくなった時期
と一致している事から、角検の代用として " 東
京検査済 " が再使用されたと考えられる」。とい
うことは、竜 1 銭 1 版にこの大型の「東京検査済」
印があっても不思議ではない、ということにな
る。
　今では、「東京検査済」で抹消された図 1 の竜
1 銭 1 版 33 番は大切な切手の 1 枚として、私の
リーフを飾ってくれている。

房 2 銭と記番イ 1 番　図 2
　房 2 銭切手に押された記番イ 1 番 ( 図 2) は偽
消印であると思われていた時期があった。記番
イ 1 番の使用時期と房 2 銭の発売時期とが合わ
ない、という理由から。房 2 銭が発売されたの
は 8 年 6 月 12 日で、最初期使用例は 8 年 8 月
5 日 ( 東京〉である。ところが、記番イ 1 番の使
用時期は 7 年 12 月 1 日～ 8 年 2 月 26 日。房 2

図１　竜１銭１版 33 番
東京検査済

１版　　　　　　　2 版
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銭が発売になったと
きには、もうすでに

記番イ 1 番は使用されていなかったことになる。
しかし、沢まもる氏や古屋厚一氏の研究によっ
て、金子入書状に限り、その後も使用されてい
たことが明らかになった。それにより、今では、
この房2銭に押された記番イ1番は珍印として多く
の人に求められている。図 2 は私の房 2 銭のリー
フに深みと変化を与えてくれているように思う。

竜 1 銭 2 版未使用の強靭紙　図 3
　郵便創業前、切手の二度使用防止の方策とし
て前島密が考えたことは、はがしたら破れてし
まうような薄くて弱い紙の使用であった。しか
し、前島は外遊の際、乗り合わせた郵便船の船
長から消印と言う便法を知ったため、粗悪で弱
い紙 ( 脆弱紙 ) は御蔵入りになり、丈夫で腰の強
い三椏和紙が竜文に使用された。しかし、新貨
条例により、竜銭をきゅうきょ発行しなければ
ならなくなったとき、ストックされていた脆弱
紙やペルアー紙が流用された。
　竜銭の後期には、三椏を材料とする強靭紙も
少量使用された。
　図 3 は竜 1 銭 2 版の 25 番の ` あごなし竜 ' で
ある。目打の抜けやセンター等の状態は申し分
ない。しかし、ここで注目したいのは、少し見
にくいが、目打の切り離し部分に見られる毛羽
だち ( 繊維 ) である。これは、繊維の短い脆弱紙
やペルアー紙には見られない特徴である。そこ
で手彫切手研究会の例会にこの切手を持参して、
意見を求めた。やはり脆弱紙やペルアー紙だ、
と言う人はいなかった。

　この竜 1 銭 2 版未使用切手は、一見ペルアー
と思えるような美しい白色の切手であるが、ソ
フトな感触は竜文の薄手の三椏和紙を思わせ
た。残存した竜文の用紙が竜銭に流用されるこ
とはなかったか、との疑問を以前から持ってい
たので、この竜 1 銭と似た感触の竜文切手が私
のコレクションの中にないか、調べてみた。竜
100 文切手に、この竜 1 銭とよく似た用紙を見
つけることができた。数日後、手彫切手研究会
の白井二実氏にお会いして、宍倉ペーパーラボ
の宍倉左敏氏に 2 枚の切手の材料分析を依頼し
てもらうことにした。氏はよく知られた紙の研
究家である。上の表の④ ( 図 3) と⑤ ( 図 4) の
欄に示されたのがその分析の結果である。
　予想した通りの結果と言ってよい。⑤の切手
は勿論のこと、④の切手も材料は三椏 100% で
あった。紙の厚さも同じ。、繊維の長さは、④
の方が短いように見えるのは、表面を滑らかに
するための加工 ( 叩き潰し ) を施してあるため

図 2　房２銭　記番イ１番

図 3　竜１銭２版 25 番強靭紙
目打ち切り離し部分の繊維　あごなし竜に注目

白井二実氏の「竜 1 銭 2 版切手の用紙リスト」による

竜１銭２版 2 番
ペルアー紙

図 4　竜 100 文 1 版 7 番
三椏和紙

竜１銭２版 34,35 番　脆弱紙

竜 1 銭 2 版用紙リスト
用紙 紙の材料 紙の厚さ 繊維の長さ

①脆弱紙 竹 100%
( 竹 + 藁 ?)

40 ～ 60 μm( 平均 ) 0.4 ～ 0.65mm( 平均 )

②ペルアー紙
( 半透明無地紙 )

大麻 ( たいま )100% 40 ～ 60 μm( 平均 ) 0.3 ～ 0.4mm( 平均 )

③強靭紙 三椏 ( みつまた )100%
雁皮 ( がんぴ )100%

65 ～ 70 μm( 平均 )
70 ～ 80 μ m70 ～ 80 μ m

2.1mm( 平均 )
2 ～ 3mm 白井氏発見

④竜 1 銭 2 版
( 図 3 の切手 )

三椏 100% 60 ～ 65 μm 1.5mm
( 単繊維長は 4.5mm)

⑤竜 100 文
( 図 4 の切手 )

三椏 100% 60 ～ 65 μm 4.5mm

あごなし竜

←
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だ ( 単繊維長は同じ )。従来、竜銭の三椏和紙
を強靭紙と呼び慣わしてきたが、竜文の場合は、
同じ三椏和紙でありながら決して強靭紙と呼ぶ
ことはしない、いや別ものである、と認識して
きた。しかし、この④と⑤のように、竜銭と竜
文に同じような紙が存在する、ということは、
僅かながら残った竜文用紙が竜銭に流用された
証拠にならないか、と思いたくなる。現在のと
ころ、竜 1 銭 2 版の未使用で三椏和紙と専門家
に認定されているのは、これ 1 枚しかない。強
靭紙であろうが、竜文と同じ三椏紙であろうが、
早く、2 枚目が出現するのを望んでいる。

洋紙赤色 20 銭チ未使用目打 9s　図 5
　この目打 9s とはゲージ 9 の小穴長器目打器
具のことで、明治 8 年の後半以降使用開始され
た輸入機である。鳥 12 銭仮名ハで初めて、他

の目打との複合で現れ
る。小穴ながらきれい
に抜けているのが特徴
で、人気も高い。図 5
の改色 20 銭チの 9s
は使用済でもなかなか
入手しにくいが、未使
用となると、図 5 の
1 枚しか今のところ知
られていない。早く 2
枚目が出てくれること

を期待している。

和紙半銭 4 版の「津島検査」図 6
　図6の上から2番目の切手は、桜切手のエラー
としては有名なキ半銭である。このキ半銭スト
リップは「郵楽」誌の日本の珍品集の中に紹介
されたことがある ( 大正 4 年 3 月 88 号 )。私
がこの切手に興味を持っているのは、この切手
がキ半銭エラーであることも、もちろんである
が、それ以上に切手に押された 2 カ所の消印の
ためである。消印は、ややうすいが、「津島検査」

図 5　洋紙赤色 20 銭チ
未使用目打 9s

図 7　津島検査済
　「初期消印集成」
　                 より図 8　「明治の銅版画」より

と読める。和紙半銭は、そのほとんどが大阪の
ボタ印で、16 年に市内便はがきが、1 銭に値
上げになったとき、小判 5 厘はがきの加貼用に
使用された。従って、不統一印や N1B1 などの
初期の消印は少ない。
　尾張国海東郡津島は明治 5 年 3 月 1 日に郵
便取扱所を開設。そのとき使用された消印はや
や大型の「津島検査済」である ( 図 7)。中川長
一氏の「初期消印集成」に、7 年 4 月 7 日使用
の例が記録されているからこの大型の「津島検
査済」は遅くまで使用されていたことが分かる。
次に使用されたのは、この小型の「津島検査」
である。いつ頃から使用され始めたか、はっき
りしない。上記の本では、7 年 8 月 ( 日欠 )、7
年 9 月 ( 日欠 ) の記録があるだけである。8 年
には記番印ヲ 11 号が使用開始されるから、こ
の「津島検査」は短命の印ということになるだ
ろう。私がこの「津島検査」の押された半銭切
手を特に気に入っているのは、沢まもる氏の「明
治の銅版画」の中に、津島郵便局の絵を見つけ
たからである ( 図 8)。この銅版画は当時の郵便
局のたたずまいや、風俗
をよく伝えてくれている。
人力車が走り、洋装した
ハイカラな婦人が洋傘を
持って通る。洋風欧化の
風潮が、尾張の地にも押
し寄せて来ているのが分
かる。建物左方には津島
郵便局の看板が見え、右
方には証券印紙売下所の
立て看板も見える。津島
郵便局の窓口にキ半銭の
ストリップを貼った封書
が差し出され、津島検査
の不統一印が押された…
今から百数十年前に。
　そうした空想に耽るこ
とは楽しいことである。

図 6　和紙半銭 4 版
　　津島検査
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8 日目　ポルトから
             サンティアゴ　デ　コンポステラへ
　今日はいよいよスペインへ戻って ｢ 星降る町 ｣

サンティアゴ　デ　コンポステラへ。私は 6 年

まえからこの町に憧れている。ＮＨＫの番組で

この巡礼の町が紹介されて以来である。４０日

間歩き疲れ汗にまみれてたどり着きたい町・・。

しかし、予想もしなかったポルトガルから、し

かもバスでやすやすと到着するのは邪道のよう

で後ろめたさを感じないわけではないが、何と

しても訪れたい町、コンポステラである。

　バスは薄い緑の丘陵地帯を走って３時間ほど

でコンポステラに着いた。バスターミナルで時

刻表を調べると次の予定地ビルバオへは夜行バ

スしかない。その夜はここで宿泊の予定を急遽

変更して、午後１１時発の夜行バスに乗ること

にする。それまで８－９時間はたっぷりある。 

　早速バスターミナルから市内バスに乗り、い

よいよロマネスク様式最高傑作といわれる大聖

堂カテドラルへ。まず大聖堂全景を見渡せるエ

デューラ公園へ。全景をしっかり目に納めてか

ら、入り組んだ石畳の道を歩いて大聖堂前のオ

ブラドイロ広場へ出る。写真や映像で何度も見

てきた大聖堂が眼の前に真っ青な空を背景に金

色に輝いている。あ～、これが憧れの本物の大

聖堂！広場には巡礼を終えた人々が疲れた足を

投げ出して感無量の面持ちで大聖堂を見上げて

いる。

　私達は開いていた大聖堂の中に入る。中は薄

暗く荘厳な雰囲気で中央に聖ヤコブ像が燦然と

輝いている。あの有名な巨大香炉ボタフメイロ、

巡礼者の頭上に高々と振り回される香炉は正面

祭壇の横に置かれていた。他の観光客と共に祭

壇横の階段を上ると正面の聖ヤコブ像の後ろ側

に出た。そこで浄財を集めていた司祭が恐れ多

くも「ヤコブ像に抱きつきなさい」という。腕

を一杯に広げて ｢ もう一度あなたを後から抱け

る日が来ますように ｣ と願いを込めて後から思

い切り抱いた。カテドラル周辺のみやげ物店、

バール、カフェなどをブラブラ散策の後、再び

オブラドイロ広場へ戻った。うっすらと夕闇が

迫っている。広場の隅にあるガラス張りのカフェ

で休憩。右手にはガリシアの山々に沈む夕陽、

『南蛮のみち』
バックパッカー二人旅　２

鳥谷越　明子

  1954 年発行サンティアゴ大聖堂と聖ヤコブ像の切手

真っ青な空を背景に金色に輝くサンティアゴ大聖堂
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左手にはライトアップされて輝きを増す大聖堂

が群青色の空に浮かび上がる。余りの美しさに

言葉もなく、ただひたすら巡礼の終着地として

もう一度訪れることができますように・・と願っ

た。

　午後１０時。長距離バスターミナルへ。ぼつ

ぼつ乗客が集まってくる。巡礼を終えた人が数

人。自転車で終えた人たちは自転車をバスのわ

き腹に放り込んでいる。短パン、サンダル姿で

同年輩と思われるデンマークのご夫妻に話しか

けてみた。｢巡礼は如何でしたか｣｢素晴らしかっ

たわ。お天気がパーフェクト ｣｢ ペルドン峠やセ

ブレイロ峠は如何でした？ ｣｢ どうってことない

わ ｣「アルベルゲ　( 巡礼宿 )　に泊まられたの

ですか」「勿論よ」｢ 道に迷ったことは？ ｣「そ

んなこと全然・・・でもリュックは出来るだけ

軽くすることね」

　彼らはこんな姿で気軽に巡礼しているのだ。

このまま夜行バスでビルバオへ。そこからこの

姿でデンマークまで飛行機で帰るのだ。私は６

年も準備していると言うのに。何と気楽な姿！

ＥＵの便利さ、近さを実感した。午後１１時、

夜行バスは９時間ひた走り、ビルバオの一つ手

前のビトリアに着いたのは午前８時であった。

窮屈な座席だったが５－６時間は眠ったのか。

気分は爽快。眠っている間に、巡礼の町で有名

なレオン，ブルゴスなどを通り過ぎた。

９日目　パンプローナからザビエル城へ
　今日はパンプローナ市内と待ちに待ったザビ

エル城。

　ビトリアに着いた私達はそのままパンプロー

ナ行きのバスに乗り換える。１時間ほどで到着。

パンプローナは牛追いで有名な大都会だ。日帰

りでザビエル城を見学した後ここで宿泊する予

定であったがザビエル城へは夕方のバスしかな

い。急遽ザビエル城近くのホテルに予約する。

　パンプローナは巡礼の拠点となる町の一つな

ので、バスを待つ間、牛追いの出発点 ｢ 市庁舎 ｣

「サラサーテ通り」｢ フランス門 ｣｢ 城塞公園 ｣・・・

この時ばかりは温子さんの「ポチ」を返上、来

年のために地図を片手に要所要所を頭に入れた。

ナバラ州都パンプローナはローマの要塞から出

発した古い都市だそうだ。１０世紀以来、フラ

ンス北東部に領地を持つ貴族の所有となりフラ

ンス領ナバラ王国となる。１３世紀当時のナバ

ラ国王は「戦士王」アルフォンソ。彼はお隣ス

ペイン領アラゴン王国からの襲来に備えてサン

グエッサに近い丘の上にザビエル城を築城した。

　この城を与えられて国境守備を任された騎士

がアダム・デ・サダであるが、その家系が絶え

やがて遠い血縁にあったザビエルの母となるマ

リアがその城を所有することになった。１５世

紀後半、ザビエルの父で法学博士ファン・デ・

ハスはナバラ王の宰相として仕えその人柄、見

識共に王の信頼を得ていた。王はファン博士に

マリアとの結婚を勧めた。マリアは嫁入りに際

して ｢ ザビエル城 ｣ を持参してきたのだ。ザビ

エルの父は首都パンプローナで王につかえてい

たので、三男として生まれたザビエルは１９歳

のパリ留学まで母と母方の伯父によってザビエ

ル城の中で育てられた。

　パンプローナからザビエル城まではバスで１

時間ほど。途中サングエッサ村を通過するはず

だ。この村には司馬さんがザビエル城の帰りに

宿をとった「ヤマグチホテル」がある。司馬さ

んが両替えしようとしたドル札を見て珍しさの

あまり大騒ぎになった鄙びたホテルだ。サング

エッサ村から 1 キロほど上ったところに ｢ ヤマ

グチホテル ｣ が車窓から見えた。２階建、間口

夕日に輝きをます大聖堂に再度訪れることを願って
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は広々として壁は薄いオレンジ色だ。ここから

９キロ、バスはザビエル城へ向かって走る。時

刻は午後６時前。偶然、司馬さんたちがザビエ

ル城に近づいていた時刻である。司馬さんとス

タッフのカメラマンは夕陽のあるうちに何とし

てもザビエル城に到着したいと願ってこう書い

ている。
「（いよいよちかいな）と思い、地図で確かめた。時に午

後６時５分で、回りの岩や丘が怪しいほどの深さで陰影を
濃くしはじめた。バスの背後の太陽はいつ沈むか、わたし
どもを脅迫し始めている。助手台に座って身を乗り出して
いる写真家の長谷忠彦氏がしばしば太陽を振り返ってはそ
の位置を確かめた。「長谷さん、疲れますよ、あせっても仕
方がない」と慰めているとふりむいて顔じゅう笑顔にした。

「祈っています」ザビエル城に着くまでこの太陽が落ちない
ように、と言うのである」

司馬さんたちの車はいよいよ複雑な地形を上っ

て城に近づいてくる。
「道路の左側が雑木林になっている。細い幹のその雑木

はよほど密な樹叢を構成しており道路の左側からすぐ谷が
陥没し、そのほかに全体が同種類の木々でうずまっていた。
雑木谷の向こうの丘に出会い頭にザビエル城が出現したの
である。視野をさえぎる雑木谷には斜陽はとどかず陽はす
でに付近の丘に没しており、空には彩雲だけがのこってい
た。・・・・そのくらい森のこずえのむれの上に真っ赤な夕
陽をあびてほとんど金色になった城頭がぬっと覗いた。夜
は上から降りてくるというのは間違いだと思った。下から
来る。下の谷の樹叢がまず夜をまとい始め、その上の城の
塔だけがかがやいていた。午後６時２０分である」

　私達は２５年前の司馬さんたちが乗り移った

ようにドキドキしながらこの光景を待った。バ

スは走る。すると突然、広々としたバス道路の

下方、まだ明るい陽の下にザビエル城の全景が

くっきりと俯瞰できるではないか。私達は一瞬

顔を見合わせた。あれは確かにザビエル城。で

も何故？何故こんな姿で現れるの？停留所に私

達だけを残してバスは走り去っていく。美しい

ザビエル城。でも何故か見たくないものを見て

しまった感じである。ホテルに荷物を置いて急

ぎザビエル城へ。６時ごろであった。そろそろ

陽が傾いている。薄暗い森の中にぬっと城頭だ

けが金色に輝くザビエル城を第一番に見たかっ

た私達はどうしても納得がいかず、城の周辺の

林を探る。

　「旧道があるはずよね」すると、林の途切れた

ところにあるではないか。アスファルトの幅５

－６メートルの旧道が雑木林に囲まれて城の後

方へと伸びている。私達はし～んと静まりかえっ

た旧道をばたばたと靴音高く駆け下りた。時刻

は６時１５分。１００メートルほど駆け下りて

から、あらためてアスファルトの道をゆっくり

と上る。正に司馬さんの世界である。周囲の雑

木林がだんだんと濃いやみへと変わっていく。

そして、最後の坂を上ると私達は見たのだ。夕

陽をあびて金色に輝くザビエル城の城頭を！下

の森から上ってきた夜を！正に６時２０分ごろ

であった。私達は感激に言葉もなく塔を見上げ

続けた。５－６分後塔は暗い影となった。一瞬

の出来事だった。司馬さんはこのときの感激を、

「左手の暗色で塗りつぶされた谷間の

樹叢ごしに塔が赤ばんで出現したとき
の感激はは大げさに言えば、１５，６世
紀の地理的発見者のような気分だった」

と書いている。浅学非才ながら

司馬さんと同じ感動を体験でき

たのだ。この旅のハイライトで

あった。

夕日に映えるザビエル城 スペイン1936年発行　ザビエル城の切手
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10 日目　ザビエル城から
パンプローナ、ロンセスバジェスへ
　朝、珍しく霧雨が緑の木立を包んでいた。朝

食後、９時開館のザビエル城の見学へと向かっ

た。２００６年、ザビエルの生誕５００年を迎

えるにあたって、十数年の歳月をかけてザビエ

ル城の修復、博物館創設、周辺の環境整備等が

行われた。２５年前、夕闇迫る頃ここを訪れた

司馬さんたちにイエズス会の修道士が迷路のよ

うな階段や石壁の間を通りながら次々と城内の

部屋を案内した。洞穴のような部屋にはぶどう

酒のたるが積み上げられ、納屋のような部屋に

は日本語で書かれたザビエル伝、日本画などが

積み上げられていた。当時のオバケ屋敷のよう

な秘密基地のようなザビエル城はもうない。だ

が、居間とザビエルの勉強部屋はそのまま保存

されていた。石壁に囲まれたザビエルの勉強部

屋には出窓が一つある。出窓には向かい合う石

の腰掛がある。翌朝、もう一度ザビエル城を訪

れた司馬さんはここに座ったときのことを書い

ている。
　「すわると窓越しに藍色の山が見えた。窓で切り取られた
外界は光で描いた絵のようであった。・・・｢ あの山はピレネー
山脈ですか ｣ と聞くと修道士さんは赤ん坊に口移しに言う
ように、れいれ、れいれと言い、いいつつ石の上にＬＥＹ
ＲＥと指で書いた。ザビエルが１９歳までの日々、朝夕山
の変容をこの窓から見、れいれと言うその名を何千、何万
度となく口にしたろう。そう思えば、銀の小さな鈴が転が
る音のようにきこえる」

　私も石の腰かけに座って出窓の向こ

うに見える「れいれ」に暫くの間見惚

れていた。

午後、バスでパンプローナに戻った。

昨日とは打って変わり、町は秋色濃く

人々はコートの襟を立てて歩いてい

た。私達はこれから１８時のバスでロ

ンセスバジェスへ向かう。フランス読

みでロンスヴォー。巡礼路 ｢カミーノ

｣のスペイン側出発点である。夕食用

にパンやオレンジ、チーズなどを買い

込んでバスターミナルに戻ると翌日か

ら巡礼を始める若者達が大きなリュックをバス

の脇腹に押し込んでいた。パンプローナからロ

ンセスバジェスまではバスで僅か１時間、しか

し歩いて２日間の行程である。この辺りのこと

は既に本やネットで勉強済みである。バスが発

車すると間もなく勉強済みの村の名前が次々と

現れる。「あっ、ララソアーニャ村」「あ、ズビ

リだ」｢ うぁ、エロ山、結構高い ｣「あ、｢ 日は

また昇る ｣ のブルゲーテ」と興奮のうちにロン

セスバジェスに到着。人口わずか２５人。本物

の村だ。山小屋風のホテルには暖炉が赤々と燃

え、ピレネーの峠を越えてきた巡礼者たちが濡

れた靴やズボンを乾かしている。夕闇迫った村

を歩いてみると教会でミサが行われている。明

日から巡礼を始める人たちと地元のお年寄りが

数人静かに祈りを捧げていた。教会の奥に学校

のような建物があり、そこがアルベルゲ　( 巡礼

宿 )　であった。最盛期には大勢の巡礼者で賑わ

うのだろう。シーズンオフの今、住民２５人の

村にはレストランもない。私達はパンプローナ

のスーパーで買った夕食を ｢ 大正解だったわね ｣

と言いながら美味しく食べた。

　食後、翌日の予定について話し合った。「明日

はピレネーを越えてサンジャン・ピエ・ド・ポー

へタクシーで行きましょう。サンジャンを数時

間歩いてから、電車でバイヨンヌ、サンセバス

チャン、そこからバスでビルバオ、ゲルニカへ。

明日中にわが家に帰れるわ」

司馬さんが最初に見たザビエル城（同じアングルから）
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生前のカンドウ神父

　私がサンジャン・ピエ・ド・ポーを訪れたい

わけは二つあった。一つはこの町がフランス側

の ｢ カミーノ ｣ 出発点なので、ここロンセスバ

ジェスと比べてどちらが出発地としてふさわし

いか見ておきたかったこと。もう一つはカンド

ウ神父のことである。１９００年代、ザビエル

に影響を受けて ｢ イエズス会 ｣ に入会したバス

ク出身の神父たちが続々と日本を訪れている。

中でもソヴール・カンドウ神父は有名だ。カン

ドウ神父はこの地で織物店を営んでいた信仰深

い父とその家族の中で育った。第一次大戦に応

召，終戦を迎え、その後ローマのグレゴリアン

大学に入学する。そこで「イエズス会」に入会

したカンドウはザビエルやロヨラの影響を深く

受けた。１９２５年、３０年を過ごすことにな

る日本に上陸し、翌年開校された東京大神学校

の初代校長に選ばれ、以後１９５５年、高熱で

亡くなる日まで日本の修道士を育ててきた。｢ カ

ンドウ全集｣全５巻を初め多くの論文、エッセー、

講義録を残しているが、いずれも日本人も驚く

ばかりの立派な日本語で書かれている。今も尚、

加賀乙彦氏を初め多くの人々が神父の卓越した

信仰と人柄を慕っている。司馬さんもカンドウ

神父の生家を訪れている。織物店はカンドウ神

父の姉のジャンヌさんに引き継がれた。ジャン

ヌさんの死後も営まれていると言うカンドウ神

旅の思い出と交差する切手

1961 年発行
ブルゴス大聖堂
1221 年より 300 年もかけて建てられたスペイ
ン屈指のゴシック建築で三大カテドラルのひと
つ。中にはブルゴス出身のレコンキスタの英雄
エルシドも埋葬されている。 1973 年発行

サンドミンゴ デ シ
ロス　ブルゴスから
60km 離れたロマネ
スク洋式の修道院

（11 世紀）美しい回
廊と柱頭の彫刻で有
名。修道院専属のグ
レゴリア聖歌隊は多
くの CD を出してい
る。

修道院中庭と柱頭の彫刻

1975 年発行
サ ン フ ァ ン デ ラ
ペーニァ　巡礼路

「アラゴンの道」の
途中に見られる修
道院。12 世紀、岩
をくりぬいて建て
られる。救護院に
もなっていた。柱
頭には人や動物が
コミカルに描かれ
ている。

2003 年発行
レオン大聖堂　
　13 世紀半ば
か ら 300 余 年
かけてたてられ
たゴシック様
式建造物。前面
ファサードの美
しいバラ窓。内
部の壁面積より

多いと云われるステンドグラスで有名。内部の聖ヤコ
ブ像は巡礼者がふれる為すり減っている。
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父の生家、婦人服の店を私達も覗いてみたかっ

た。

　いよいよ明日が旅の最終日。標高９５０メー

トルのここロンセスバジェスの山小屋風ホテル

は床暖房と二重窓だ。深々と毛布にくるまって

眠りについた。

11 日目　ロンセスバジェスから
　　サンジャン・ピエ・ド・ポー、ゲルニカへ
　翌朝、ひんやりとすがすがしいロンセスバジェ

スの村を歩いた。「ロンセスバジェスーサンティ

アゴ７９０ｋｍ」という看板と帆立貝のマーク

を見つけた。バス通りから少し入った小道であ

る。サフランの花の咲いた小道を温子さんと少

し歩いてみた。ここから７９０キロ先には３日

前に訪れたサンティアゴの大聖堂が待っている。

辺りは美しい丘陵地帯、「カミーノ」はここから

始めようと決心した。９時半に来たタクシーは

ピレネーの山を上る。緑濃い深い森である。今

向かっているサンジャン・ピエ・ド・ポーから

出発する巡礼者は初日のピレネー越えでかなり

消耗するらしい。ピレネーを下ったところにあ

るこの町の電車駅でタクシーを下り、いよいよ

アーチ型の城門をくぐって城郭の中へ。中世の

小さな城郭都市だ。両側に古い石壁のお店やレ

ストランのある坂道を上ると巡礼者のための事

務所があった。古めかしい木の扉に帆立貝のマー

ク。私達はその中に入ってみた。シーズン中は

巡礼者にクレデンシャルという巡礼証明書を発

行するのに忙しい事務所も今はがらんとしてい

る。二人のスタッフの男性が日本人の私達を見

ると喜んで「日本人は今年もう１４００人も歩

いているよ」とリストを見せてくれる。私達は

この男性にダメモトと知りながら尋ねてみる。

（温子さんのフランス語で）「あのう、この辺に

昔、日本へ宣教に行ったカンドウという神父の

生家があると聞きましたが・・・」「ウ～ン、カ

ンドウね。電話帳で調べてみよう・・カンドウ、

カンドウ、見当たらないな」そこへ奥の扉から

年配の上品な女性が現れた。男性が尋ねる。「君、

カンドウと言う人を知っているかい？」「あら、

知ってるわ。私の友達よ」「この日本人が会いた

がっているんだが」「ちょっと待って。都合を聞

いてくるから」女性は石畳を駆け下りて行った。

４，５分後戻った女性は「さあ、ついていらっしゃ

い」と私達を促した。

　司馬さんは今はブティックとなっているカン

ドウ神父の生家を訪ねたときのことを書いてい

る。
　「私どもは店に入った。・・・カウンターにはめがねをか
けた４０代の小柄な婦人が立っていた。
・・夫人はこの家からカンドウが出たことを誇りに思ってい
る様子だった。しかし、彼女はカンドウ一族ではなかった。

「ジャンヌさんは先年亡くなりました。いい人でした」彼女
はジャンヌの仕事を手伝っていたがやがて支配人として一
切を任されるようになったようである。「ジャンヌさんの娘
さんはここからちょっと離れた町に住んでいます」娘と言っ
ても老齢のはずであった。カンドウ家の全ての人々の物語
は終わりに近づこうとしていることを知った。「家の中には
いりますか。カンドウの少年の頃の部屋もあります」と言っ
てくれた。ただその表情には、是非といった強制はなかった。

「植野さん（通訳者）、店を見せていただいただけで十分の
よろこびです、と言ってくれませんか」とたのんだ」

今はブティックとなっているカンドウ神父の生家

　私達は石畳を足早に歩く老婦人の後について

いく。「まさか、こんなことってあり？」興奮状

態で顔を見合わせる温子さんと私。着いた先は

私達が入った城門のもう一つ先の城門の近くで

あった。そこには司馬さんが２５年前に訪れた

時と変わらぬ婦人服の店があった。

　店の角を曲がると玄関がある。案内をしてく

れた女性はベルを押すとにっこり笑って去って

いった。胸の動機は高鳴るばかり。と、玄関が
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カンドウ家に飾られた日本人形

内側に開き、「オハヨーゴザイマース」と大柄な

老婦人がニコニコと現れた。瞬間、この方はジャ

ンヌさんの娘さんである、と直感した。初対面

の私達に「さあ、どうぞ、どうぞ」と手をとら

んばかりに中に招じ入れてくれた。１５００年

代の石造りの家はひんやりと薄暗い。しかし家

具や柱、階段などはぴかぴかに磨き上げられて

いた。私達は踊り場のある階段を上がって居間

へと案内された。薄暗く落ち着いた部屋にはな

んと日本の掛け軸、壁飾りが上品に飾られてい

るではないか。掛け軸は竹を描いた水墨画であっ

た。「これは伯父が大切にしていた日本の物です」

「伯父はザビエルを心から尊敬していました。そ

して、日本が大好きでした」彼女の人を包み込

むような人柄は、はるばる日本に宣教に赴き、

そこで生涯を捧げたカンドウ神父のおおらかで

朴訥な信仰深いバスク人に共通する暖かさに満

ち溢れていた。「さあ、記念写真を撮りましょう」

とベランダに案内してくださる。ベランダはニ

ブ川の川面に突き出しており、手すりには花が

咲き乱れていた。私達は夫人と夫々満面の笑顔

で写真に納まった。

　階段を下りるとき、薄暗い踊り場に日本人形

が飾られてあるのに気付いた。文楽人形のよう

な裾の広がるやや大きめの人形が木の椅子に

座っている。「「ミセス　ヤマグチ」とよんでい

るの」とにっこり微笑まれた。数十年経ってい

るとは思えないほど、塵一つなく大切に飾られ

ていた。階段を下りるとご夫君がおられて、私

達に「オハヨーゴザイマース」とニコニコ挨拶

してくれた。お二人で玄関まで送ってくださり

「来客があるので短い時間でごめんなさいね」と

おっしゃった。「こちらこそ突然伺いましたのに

有難うございました」と心からお礼を述べて外

へ出た。この旅の第二のハイライトであった。

　ダメモトから始まったこの奇跡的な出来事。

司馬さんは「南蛮のみち」の中で、犬養道子さ

んから聞かされた話も奇跡のようだと書いてい

る。1970 年代、犬養さんは一人でサンジャン・

ピエ・ド・ポーの町に下り立った。カンドウ神

父の生家を訪ねるためである。右も左もわから

ぬバス停に下りたとき、一人の老婦人が前から

歩いてきた。犬養さんはその夫人に尋ねる。「こ

の辺に日本へ布教に来られたカンドウ神父の生

家があると聞きましたが」「私がカンドウの姉の

ニブ川から見たカンドウ家のベランダ
ニブ川に面した花咲き乱れるべランダで

カンドウ神父の姪御さんと（神父の姉ジャンヌの娘さん )
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ジャンヌです」その夜、ジャンヌさんは店を早

めに閉めて犬養さんと夜遅くまでカンドウ神父

について語り明かしたと言う。

　「部屋を案内しましょうか」との申し出を遠

慮された司馬さんであるが、カンドウ神父が少

年時代を過ごした部屋の中で心行くまで思いを

巡らせたかったに違いない。「カンドウ家の全て

の人々の物語は終わりに近づいている」とご自

分に言い聞かせている。しかし今、カンドウ家

は、まだお元気なジャンヌさんの娘さんご夫婦

によって立派に守られている。カンドウ神父が

残された遺品の数々はほこり一つなくカンドウ

家の宝物として飾られている。私達は奇跡的に

このことを知った。司馬さんが天国から肩を押

してくれたのだろうか。

　夕方、荷物を預けたサンジャン・ピエ・ド・ポー

の駅に戻り、電車でバイヨンヌ、サンセバスチャ

ンへと出た。サンセバスチャンは美しいコンチャ

海岸を持つリゾート地である。暗くなった駅周

辺の佇まいを見ても昼間の美しさが想像できる。

私達はいまだ感動覚めやらぬ思いでこの旅の最

後の食事、美味しい魚介のおつまみ、ピンチョ

を味わった。

　サンセバスチャンからバスで，ビルバオへ 1

時間半。ビルバオからタクシーで懐かしい温子

さんの我が家へと着いたのは午後 11 時であっ

た。

　温かい布団の中で、旅の一こま一こまを思い

出す。10 日前と言うのに大分前のように感じら

れるフロレンさんとの旅、初めて訪れたリスボ

ン，ポルト、そこからコンポステラへ。巡礼の町々

を確かめることも出来た。そして最後に司馬さ

んが歩いた「南蛮のみち」のいくつかを実際に

体験できた喜び。この旅に誘ってくれた温子さ

ん。温子さんの素晴らしい人柄、語学力によっ

てこんなに楽しい旅が出来たのだ。司馬さんも

天国から見守ってくれたのだろうか。一生の宝、

「オンリーワン」の旅であった。

巡礼案内書を飾っている 1937-2004 年の巡礼に関わる切手
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　私が２年前に定年退職した年の秋、定年記念

旅行として家族４人でニューヨークに１週間旅

行した。

　何故、旅行先をニューヨークに選んだのかと

いうことだが、①長らく連れ添った妻が大のジャ

ズ好きで、かねてから一度ニューヨークの本場

でジャズを聞きたいとの希望をかなえてやりた

いと思ったこと。②成人した娘２人に、結婚前

に家族との思い出旅行に世界の大都市、摩天楼

のそびえる活気に満ちた多民族国家アメリカを

見せてやりたいと思ったからである。

　私は在職中の１９８７年に研修旅行で、

１９９０年人材採用と現地駐在員の生活状況把

握の為、社用で２度アメリカを訪れている。

　私の最初の訪米は全米各地を回る１４日間の

アメリカ小売業視察研修であった。初めに降り

立ったニューヨークではマンハッタンのそびえ

たつ摩天楼に圧倒され感動と驚きを感じたのを

憶えている。それまで私はヨーロッパは２度訪

れていたが、ヨーロッパの歴史のある伝統的な

建築物、風景とは違って林立するモダンな超高

層のビル群は圧巻であり、人間の存在を小さく

してしまう感覚すら覚えた。食事もビッグなビー

フステーキ、ロブスター、老夫婦が食後に食べ

る大きなケーキ等大味ながら体格の良いアメリ

カ人の食生活にも圧倒された。マンハッタンに

ついては、当時は私も働き盛りで忙しく、恥ず

かしながら事前の勉強も余りせず十分な知識も

ないまま出発した為、見るもの聞くもの全てに

驚きを感じたのを憶えている。

　この時代のニューヨークは貧富の差があり、

街角にはスタンドで時計を売る人、昼でも街娼

が立ち、スリ、置き引きが横行する治安の悪い

社会であった。旅行者は細い路地には入らない

ように、夜間遅い時間の帰りはタクシーを利用

するように、ぶつかったり、飲み物をかけたり

して介抱するスリのたぐいに気をつけること、

ホテルの中といえでもエレベーターには黒人と

は２人きりで同乗しないことなど注意された。

（現に旅行中被害にあった仲間がいた）３７歳で

初めて体験する異文化、社会状況に戦慄さえ覚

えたのを思い出す。

　私たちの団体がニューヨークに着いたのは

日付変更線を越え、１９８７年１０月１９日

（月）夕方６時頃であった。思い出す方もおら

れるだろうが、この日はブラックマンデーが起

きた日であった。世界大恐慌の引き金となった

１９２９年暗黒の木曜日（ブラックサーズデー）

の下落率を上回った史上最大規模の世界的株価

の暴落はニューヨーク株式市場の暴落を発端に

アジア、ヨーロッパ市場へと連鎖し世界同時株

安となった。街の新聞スタンドでは大きな活字

でそれを報道する新聞が売られ、人々はそれに

見入っていたのを思い出す。翌日、市内の地理

的関係の把握ということでバスで島内を回った

が、ロウアー・マンハッタンに位置するワール

ドトレードセンター隣のウォール街は新聞記者、

ＴＶカメラマン等取材陣で道路がごったがえし

ていたのを目の当たりにした。最初のアメリカ

旅行では多くの初体験、初見聞をし、もう少し

若い時に来て見たかったと思ったものである。

ニ ュ ー ヨ ー ク 旅 行 記

船上から撮影した,聳え立つ当時のWTC（1990.10）

― ワールドトレードセンターの思い出 ―
三村　正光
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　２回目の訪問の際はツアーではなかったので

日程的に余裕があった。ボストンで語学に堪能

な人材を採用すべく「日経フォーラム」に参加

した後ニューヨークへ戻り駐在員２名の住居

を訪問し家族とも会い生活状況を聞いて回っ

た。一日時間が取れたので朝一ケネディ空港か

らバッファローまでツアーでナイヤガラの滝を

見に行った。合羽を着て水しぶきを浴びながら

ナイヤガラの滝つぼを船で巡り楽しんだ。次の

日はマンハッタン市内観光をしたがバッテリー

パークから船でリバティ島へ渡り「自由の女

神」を見学した。台座の一番上までＥＶで上が

り、更に狭い螺旋階段を登り王冠の窓からマン

ハッタンの摩天楼をながめた。（今はテロ防止の

為登れない）ひときわ目立つツインタワーは今

でも目に焼きついている。バッテリーパークは

その後の話で、ワールドトレードセンター建設

の際大量に出た土砂を埋め立てて作った埋立地

であることを知った。そして、次にお目当ての

１１０階建てのワールドトレードセンターの屋

上展望台にＥＶで昇った。当日は平日だったの

で観光客もそれ程多くなかった。セキュリティ

も今ほどではなく厳しいチェックも受けずにＥ

Ｖを乗り継いで１１０階まで昇り屋上へと歩を

進めた。屋上は高さ４１７m で私が上った一番

高い建造物で大パノラマの眺めは素晴らしかっ

た。この建物は、日系

アメリカ人建築家のミ

ノル・ヤマサキ氏の

設計だが２００１年

９．１１のテロで呆気な

く崩壊したのには驚い

た。あのアメリカのシ

ンボル的存在であった

ツインタワーが相次い

で崩落する様子はまる

で映画でも見ているよ

うな錯覚に陥ったのを

憶えている。

　夜は南のヘリポート

からマンハッタンの夜

間遊覧飛行に出掛けた。このヘリコプターは時々

近くの高速道路等に落下するとの話も聞いて少

し不安はあったが楽しみ優先で勢いで乗ってし

まった。記憶は不確かだが、１５分で７, ０００

円位だったと思う。ヘリは北上してから右手に

ハドソン川、左手にイーストリバー見てマンハッ

タンの中央部を南下して飛んだ。右奥にはワー

ルドトレードセンターが２本の巨大な石柱のよ

うにそそり立って見える。２度と経験できない

ことだと思い乗ったが、縦に伸びるいくつもの

ネオンに輝くストリート、広告塔、ライトアッ

プされた高層ビル群の一面の夜景は宝石をちり

ばめたように美しかった。ただ、セントラル・パー

クだけが不気味に真っ暗で静寂が漂っていた。

　３度目にアメリカを訪れたのが一昨年の定年

記念家族旅行であった。旅行会社の７日間ツアー

だったが初日のみ市内観光が付いていたが、残

りはフリーであった為かなり自由にマンハッタ

ン市内を歩くことが出来た。メトロポリタン美

術館、自由の女神、サウス・ストリート・シーポー

ト、五番街でのショッピング、トランプタワー

での昼食、エンパイヤステートビルからの夜景、

ミュージカル「美女と野獣」、ブルックリンでの

夕食と対岸からの夜景、ナイヤガラの滝 etc 家族

も満喫してくれたと思う。もちろん、ハーレム

では夕食付きでジャズ演奏を聞き、妻は興奮し

金網が張りめぐらされたグラウンド・ゼロ（2006.9）
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演奏終了後ジャ

ズメンとの話が

弾み別れを惜し

んで帰途につい

た。

　旅行中、９月

８日に私は６１

回目の誕生日を

迎えた。全然考

えてもいなかっ

たが知らないう

ちに娘２人が買

い物に行き、真

紅のバラの花をお祝いにくれた。ホテルで花瓶

を借り帰るまで部屋に飾っておいた。「自由の女

神」を模したお面も買ってきていて、それを顔

につけて記念写真を撮った。初めての異国の地

で迎える誕生日だったが、大変いい思い出にな

り改めて家族の有難さを実感し嬉しかった。

　到着して４日目リバティ島へ行った帰りワー

ルドトレードセンターの跡地「グラウンド・ゼロ」

を訪ねた。かつて、ここに慄然と聳え立ってい

たツインタワービルはなく、崩壊現場は金網の

柵で仕切られ、これから始まる建築現場の様相

である。現場は新たな観光地となり９．１１当日

の惨状を知らせる写真とパネルが張り巡らされ

ていた。それは世界を震撼させたテロ惨事の地

獄絵である。ワールドトレードセンターは「ワー

ルドトレードセンター・コンプレックス」とい

グラウンド・ゼロの金網に張られた惨状を伝えるパネル（2006.9）

惨状を伝えるパネル（2006.9）

う７つのビルから構

成されたニューヨー

ク最大のオフィス、商

業センターであった。

一日５万人の勤務者

と２０万人の来館者

があり、あまりにも

規 模 が 大 き い の で

ワールドトレードセ

ンターだけで二つの

郵 便 番 号（10048、

10049）が与えられ

ていた。

　ワールドトレードセンターへのテロは 1993

年の地下駐車場爆発事件（6 人死亡）に続き今

回２度目の惨事であった。今回の９．１１テロは

イスラム系国際テロ組織アルカイダ実行犯によ

るハイジャックした民間航空機二機が両タワー

｢団結しよう｣と訴え、発行された｢団結しよう｣と訴え、発行された
アメリカ切手のFDC（2001.10）

　2002.6.7 発行
2001 年 の 英 雄 ”
WTC ビルの残骸上
に国旗を立てる消
防士たち”（平版、
シール式  多色 )
　この切手は無額
面であるが、最初
は額面３４c に付加
金１１c を加えた
４５c で発売され、
2002 年 6 月 30 日
からは、郵便料金
の改正に合わせて
３７c に付加金８c

の扱いとなった。なお、付加金は 2001.9.11 に発生した同
時多発テロ事件の被害者やその家族救済に当てられた。
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に次々に自爆突撃をするという前代未聞の出来

事でアメリカだけでなく世界中を震撼させたテ

ロ事件であった。搭乗していて犠牲になった乗

員、乗客を始め、ビルに勤務していた者、救出

に当たった港湾警察官、消防士など合わせて

2,749 人が死亡した。中でも、勇気ある救出活

動で犠牲になった消防士に多くのアメリカ人が

称賛を与え冥福を祈った。また、その活動を称

えて映画も数本作られ遺族の涙を誘った。

　その後、跡地では再建の話が進み 2010 年代

までに新タワーが完成する運びとなっている。

計画によると尖塔までの高さ 1,776 フィート

（541m、アメリカ独立の 1,776 年にちなむ、建

物部分は 70 階建て）の自由の女神を模した「フ

リーダム・タワー」が中核を占め、周囲に数棟

のビルが建てられる。再建後の名称は従来通り

「ワールドトレードセンター」となる予定である。

《あとがき》
　日本にも「世界貿易センタービル」があった。

先日、所用があって浜松町に出かけた。ＪＲ浜

松町駅の改札口を出ると「世界貿易センタービ

ル」という看板が目についた。このビルはＪＲ

浜松町駅に隣接した建物で昭和４５年３月高

度経済成長という時代の要請のもとに誕生し

た。当時東洋一の高さ（４０階、１５２ｍ）を

【ワールドトレードセンターの概要】

所在地　アメリカ合衆国、ニューヨーク

建設期間　　　　1966年～1973年

使用目的　　　　オフィス

設　計　　ミノル・ヤマサキ

　　　　アントニオ・ブリッティオッチ

高　さ　　アンテナ /尖塔（最頂部）

　　　　　　　　528m

屋　上　　　　　417ｍ

最上階　　　　　411m

階　数　　　　　110階

延床面積　　　約148,600㎡

　（両タワーの有効オフィススペース）

　エレベーター数　208基

　　　（両タワー、業務用を除く）
「団結しよう」           と訴え、発行された同盟国オーストラリアの写真付き

切手　ユニオンジャックの右隅には2000の文字と左隅には金色のオーストラリ
ア大陸とタスマニア島が記されている。

誇り東京の名所であった。私も２５年前茨城の

田舎から上京した今は亡き８６才の祖父を展望

台に案内したことを思い出した。この建物は今

ではすっかり忘れられた存在になってしまった

感がある。最近はＴＶドラマや映画で取り上げ

られた東京タワー（Ｓ３３年開業、高さ３３３

ｍ、特別展望台２５０ｍ）の方が脚光を浴びて

いる。今年１２月で開業５０周年を迎える。し

かし、これも２, ０１１年の地上デジタル放送開

始にあわせて開業予定の新東京タワー（墨田区、

６１０ｍ、展望台４５０ｍ）の完成により主役

の座を譲ることになる。高さは現在の東京タワー

のほぼ２倍、名称も「東京スカイツリー」に決

定した。

　因みに、今世界一高い建造物は台湾台北市

の台北国際金融センター「台北１０１」（高さ

５０８ｍ、１０１階）である。２, ００４年１２

月竣工で施工は熊谷組である。私はそのこと

を知らずに昨年３月台湾を旅行した際に現地で

知り、ＥＶで展望台（８９階）まで昇った。こ

の高速エレべーターは東芝製で毎分１, ０１０

ｍ（時速６０．６ｋｍ）の速さで世界最速とし

てギネスブックに認定された。生憎曇り空で遠

望がよくなかったのが残念だった。私は富士山

（３, ７７６ｍ）にも登ったがどうも高いところ

が好きなようである。

「団結しよう」           と訴え、発行された同盟国オーストラリアの写真付き
切手　ユニオンジャックの右隅には2000の文字と左隅には金色のオーストラリ
ア大陸とタスマニア島が記されている。

誇り東京の名所であった。私も２５年前茨城の

切手　ユニオンジャックの右隅には2000の文字と左隅には金色のオーストラリ
ア大陸とタスマニア島が記されている。

「団結しよう」           と訴え、発行された同盟国オーストラリアの写真付き「団結しよう」           と訴え、発行された同盟国オーストラリアの写真付き
切手　ユニオンジャックの右隅には2000の文字と左隅には金色のオーストラリ
ア大陸とタスマニア島が記されている。
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切手に厠の香を聞く（１）

小川　義博

　厠に興味を持ち、香を求めてはや１０年。厠
にその脳を占められた者が切手を見ると自ずと
そこに厠の香を思い出し、幻覚が現れる。その
いくつかの幻覚にお付き合いいただき会員諸氏
の厠香の聞き分けの参考にしていただきたい。
　切手に排泄、厠を扱ったものがあるのか ? こ
の迷題を持って切手収集を続けてきて諦めかけ
ていたとき、なんとありました。しかも、２枚、
これも長年、人に馬鹿にされ、蔑まれながら厠、
排泄行為に関する学識経験（？）を深めていた
おかげである。
　一枚は通常であれば見過ごしてしまうような
切手にそれを見出しました。かわいい人形の切
手、しかもクリスマス切手である。その切手は
アンドラ公国（スペイン）の１９９７年のクリ
スマス切手である。現物人形は手に入れられた
のだが、切手は 100 円前後で手に入れられるも
のであるが国内では見つからず外国の知人がス
ペイン旅行時に見つけてくれ、やっとわが手に
香を聞くことができた。
　クリスマスが近づき 12 月にはいるとバルセロ
ナのカテドラル広場にクリスマス飾り、人形を
並べた出店を見ることができる。その中に大を

スコットの表示部分と
　　　　　　　　カガネー人形を描いたアンドラ切手

している人形が沢山あらわれる。これを” ウン
コをしている人”、カタルーニャ語で「カガネー」

（Caganer）つまりウンコタレ人形という。これ
がこの切手の題材になったものである。クリス
マスという神聖なときにふさわしくないと考え
られますが , この地方ならではの堅苦しい時節
に現実的な行為、すなわち現実生活をしっかり
見つめるということを示しているという説、ま
た自然から得たものはもう一度地面に返すとい
う意味から豊作を願う気持ちを表しているとも

いう説、また誰かが
とても偉そうに見え、
その偉さに負けそう
になったら、その人
がウンコをしている
ところを想像して、
人間みんな同じと感
じることができる人
形であるという説も
ある。
　2 枚目はわが会長

から教えていただいた
もので 1986 年オースト
リー発行のモダンアート
シリーズの「崩壊」とい
う作品の切手である。長
らくアルバムにその存在
は意識していたが、まさ
かそのものを表現してい
るとは感じ取れなかっ
た。周囲に飛んでいるの

は虫で何か果物でも描いているかと考えていた。
しかし、あらためてルーペで確認すると周囲の
ものは中心に存在する物の飛沫であることが分
かった。この原画作者Walter Schmonger はどう
も飛沫を描くことを好むらしく他の作品にも飛
沫を描いたものが存在している。とにかく、現
代芸術は理解しにくい。モダンアートは難しい。
　その折、会長が忠告してくれた。「何でこの種

インターネットからの
画像

Walter Schmonger の絵画
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の切手が少ないかわかるか？」「それはな、切手
は舐めるものであるからだよ」と　さすが教養
高き老人集団、稲門フィラテリーの親方である。

人物切手に香を求めると
　厠という性格上、個人名を上げての資料は少
なくどうしても個人の旧居の付属としての資料
に偏ってくる。妹尾河童の著書に著名人の厠の
様子がスケッチとともに記述されているが、切
手に描かれた人物は紹介されていない。切手に
香を求めると、文化人切手に描かれた方の旧家
にたどり着く。
　まず、文化人切手、西周を見ると津和野にあ
る藩医であった生家の青磁陶製の便器、竹を床
に用いた厠が浮かぶ。ただし、生家に残存する
青磁の便器、これは西周が亡くなってからのも
のと考えざる得ない。西周（1829-97）が陶器
の便器が使用できたとは考えにくい。陶器便器
が普及したのは亡くなる 6 年前の 1891 年の濃
尾地震の後であること、しかも小判型大便器と
いわれる前方が丸い覆いの有る大便器は前方に
板を立てた作りの角型大便器に比較し技術的に
難しくかなり後のことであると考えられるので
西が使用したことはなかったであろう。
　次に、同じ文化人切手の新島襄の旧居の厠の
独特の香が浮かぶ。幕末から維新にかけて米国
生活を送った新島が同志社大学の近くに建てた

代々藩医を勤めた西家全景

コロニアル様式の住い、三方にベランダのあ
る和洋折衷の建築物である。自ずと厠も和洋折
衷の独特の洋式の腰掛式便器を模した造りの厠
である。長崎出島等の外国人居留の地にはすで
に洋式便所が造られていたであろうが消失し
ており、この厠が現存する日本最古の洋風腰掛
式便器の厠であるという。もちろん汲み取り
式。因みに、洋式生活に慣れてない家人のた
めに直ぐわきには和式の厠が設けられている。

青色小判型大便器、青色朝顔形小便器を備えた厠

1,2 階にベランダを設け雨戸
でなく鎧戸をつけた和洋折衷
住宅

床面より５0cm 高く段をつ
け、そこに 25cm 程の穴を開
けた腰掛式の厠。全て木製で
使用しない時は蓋が準備され
ている。

　最後は、現在の文化人切手の中の幸田露伴の
居宅。向島に借家をしていた建物が明治村に残
る。露伴は借家生活が長くそのことから自分の
家を蝸牛庵と称し、露伴の別号としてこの名を
使用している。ここでは厠の蝸牛庵での位置が
注意されねばならない。
　この蝸牛庵の厠が日本家屋に多くみられる位
置に造られていることである。厠が書院の床の
間の裏に位置することである。この位置に注目
したのが桂離宮の美を評価したドイツ人建築家
ブルーノ・タウトであり、精神文化の中心書院
( 床の間）と自然現象の場の無比の対照を見出し、
上便所として文化的意義を見出している。民俗
学の立場からは座敷に入る者は神聖だから、そ
のものが使用する厠だから。上便所という考え
を上便所＝神便所からの発生という説明もある。
　この蝸牛庵には次ページ写真の矢印の先に大
の厠が 2 ヶ所連なっている。書には施主が歌舞
伎俳優で付け人のため設けたと記してあるが、3
年前の稲門フィラテリーの旅行の際、老舗酒問
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明治村に残る幸田露伴の旧宅　蝸牛庵

屋が妾宅として改造した時、住人が三味線の師
匠で多くの女弟子のために改造したという別の、
上便所とはかなり異なる庶民的な現実味ある文
化的意義ある話も聞いた。
　次に、時代を遡って庶民の厠の香を聞きたい
と考えると適当な人物切手は見つからない。苦
し紛れにアルバムを探すと笑門来福落語切手の
師匠に助けを求めることに気がついた。志ん生、
米朝らが語る熊さん、八っあんが日々お世話に
なっていた庶民の厠。長屋の厠は " 子別れ”、厠
の造りは” 家見舞い”、屎尿運搬は " 汲みたて”、
舟遊びでの処理は志ん朝の " 船徳” などの噺など
にふれられている。志ん生の語る " 子別れ” に熊
さんの家にやってきた吉原の女が " 外惣後架だ

草花染付角型大便器かなり
ゆったりとした蝸牛庵厠

→
厠

から、はばかりにいくのが嫌なんだよ” という
箇所がある。落語の世界の様子は下の絵のよう
なものであったことを知らぬと理解が難しい。
　一般庶民の住む長屋に厠はなく惣後架という
扉も半分しかなく人の姿が外から見えるという
ものだったいう。これを知れば厠から紙屑やに 
” 柔らかい紙があったらちょうだい” という声か

けの噺も合点がいく。こ
れが関西に行くと同じ長
屋の共同便所でも造りが
良くなり惣雪隠と呼ばれ
た。扉も完全、床も一段
高く作られ現在のものの
原型ともなるものであ
る。文化人切手 安藤広
重の描いたものに供を２

丸の中が惣後架という江戸の長屋共同便所丸の中が惣後架という江戸の長屋共同便所

下は上の長屋の様子が再現された深川江戸資料館

人従えたそれなり
の位の侍が戸は半
分で頭が見えてい
る後惣架がある。
この時代、厠にプ
ライバシーを求め
ることは非常に難
しかったことが推
しはかれる。
　この時代の厠か
ら忘れてはならな
いことがある。そ
れは屎尿は重要な
肥料であり、農家
にとっては必需

惣雪隠という。京、大阪の長屋共同
便所。江戸の惣後架より上等である

平成 11 年落語切手平成 11 年落語切手
古今亭志ん生

平成 9 年文化人
幸田露伴
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平成 10 年文化人
滝沢馬琴

　　上野の山の辻雪隠　　　
広重　江戸名所道外蓋

品、従って屎尿は商品価値がありこの商品を生
み出す店子を抱えた長屋の大家さんの大切な副
収入源であったこと。この頃の川柳に「大晦日、
大家は、　尻で餅をつき」とある。屎尿 10 人分
で年に 2、３分となり、これは年に 8 ～ 10 万円
となる計算である。( １両＝ 4 分＝ 10 ～ 15 万）
この商品も市場原理、食生活が豊かな商家のは
高い価格で引き取られたという。借家人の場合
は屎代は家主、尿代は借家人の収入となってい
た。
  　京都でも尿代は借家人のもので、京ナス、京
菜、京かぶら等と交換された。尿は蔬菜に即効
性のある肥料であるから非常に珍重され、街角
には尿用の便器がおかれ、男性だけでなく女性
の使用も期待されたものが見られたようである。
この様子を驚きをもって” 京の家々厨の前に小

便担桶ありて、女もそれへ小便をする故に、富

家の女房も小便は悉く立て居てするなり。(中略 )

或は供二三人つれたる女、道ばたの小便たごへ

立ながら尻の方をむけて小便をするに耻るいろ

なく笑ふ人なし”　と滝沢馬琴は著している。
　この立小便の習慣は生活のためであり小便た
ごは 6 日に一度は農家に引き取られ野菜に交換
されたという。京の漬物をささえる京野菜そし
てそれをささえるこ
の立小便習慣という
ことができるか。京
にとどまらず東北地
方まで立小便習慣は
存在し、気候にあっ
た立ち振る舞いが
あったという。
　この女性の習慣

野菜類と屎尿交換のため街を
いく百姓の姿（江戸）

平成 9 年文化人
安藤広重

好色重宝記上方版　元禄期
一部　画像修正

は意外と長く残っており、明治 41 年 7 月福岡
県の教育関係者の会合で「女子学生の立小便の
廃止」が検討された記録が残る。また、明治以
降の上流社会の生活にもうかがい知れる。太宰
治の「斜陽」のはじめの２ページ目あたりに

「かず子や、お母さまがいま何をなさってゐるか、

あててごらん。」とおつしやつた。

  「お花を折つていらつしやる。」と申し上げた

ら、小さい声を挙げてお笑ひになり、「おしつこ

よ。」とおつしやつた。ちつともしやがんでいら

つしやらないのには驚いたが、けれども、私な

どにはとても真似られない

という文がある。

女性立小便用便器
TOTO 製作便器　米国大学使用便器　ブルッセル空港便器

　さらに、現在は女性の立小便便器も存在する。
欧米の空港、大学において設置され使用されて
いる。日本では昭和 37 年 TOTO が製作した記
録があり、そのひとつが東京オリンピック開催
時国立競技場のスタートラインの直下、精神的
緊張による尿意対策として設置されたという。
　おっと！　
　むこうから、あの有名な葛西舟が良き香を聞
かせに " 汲みたて” をのせてやってきました。
　　　　　　　　　　今回はこのへんで（続く）

2007 年 7 月切手教室のレジュメを加筆、訂正しました。

　　参考文献は次回にまとめて記す。

垣の外で小便をする女
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　11 月 7 日に慶應
義塾創立 150 周年
記念切手が発行され
る。切手を集める友
人諸氏の喜びは大き
いことであろう。ま
た、過去に早稲田の
大学の創立 100 周年
切手の発行に努力さ
れた方々の複雑な心
境も察せられる。そ
の気持ちを整理し、
今後の切手発行を考
える糧になればと考

え、今回の慶應義塾記念切手の発行を材料に記
念切手の発行の一側面を整理してみた。
　今回の記念切手を考えるとき下記 3 点から検
討してみる必要があろう。

1. 慶應義塾大学創立の我が国における意義
2.150 周年という年数の意義

　　そしてわが母校の切手の未発行を思う時、
政治家でなく、文化人として位置づけられる福
沢諭吉という人物の存在を無視してこの切手は
考えられないのではと、思い、

3. 創立者　福沢諭吉の存在
　まず、大学創立の意味であるが、慶応大学の
創立は我が国で最初の高等教育機関としての創
立である。東京大学よりも 19 年、わが母校より
も 24 年先んじての創立である。高等教育機関創
始記念の意味を持つ発行とも理解していくべき

であろう。因みに
最初の大学関係の
切手が東京大学創
立 75 周年切手であ
り、それ以後は慶
応大学の 2 種のみ
の発行である。ま
た、高等教育関係
と し て は 2000 年
に発行された私立
女子高等教育創始
100 年記念切手が
発行されてる。こ

切手偏見
の切手、大学創設
者肖像とシンボル
の花が描かれてい
る。女子英学塾 ( 現
津田塾大学　津田梅
子　シンボルの花：
梅 )、東京女医学校
( 現東京女子医科大
学　吉岡彌生　シ
ンボルの花：カトレ
ア )、日本女子大学
校 ( 現日本女子大学
　成瀬仁蔵　シンボ
ルの花：桜と楓 ) の
3 大学が切手と取り
上げられたと解釈で
きよう。
　この他には大学の
建物がふるさと切手
に描かれている京都
大学、早稲田大学が
あるのみで創立者が
切手に描かれている
ものが数種ある。
　次に、何周年を記
念して切手が発行さ
れてきたかという年
数の問題を検討して
みる。時代的な背景が大きく時の
政府が意図するものは年数が無く
とも、根拠が曖昧でも発行されて
おり 1 ～ 2600 年という幅を持つ
ものであるが。その状態は右表の
ようになる。やはり 50 年、100
年という判り易い年数での発行が
多くなっているが戦後の一定時
期までは 75 年で発行されるもの
が多くなっている。今回の慶応大
学切手の 150 年記念は現在まで
に前島密生誕 150 年、日米交流
150 年の 2 件の発行にとどまって
いるが 100 年での発行件数の多
いことを考慮すると、今後どの程
度 150 周年記念切手が発行され
るか興味深い。慶應大学 100 周
年発行時に近いものを拾い出すと
赤十字関係は定番の切手として発
行されていくであろうが、他のも
のがどのように選別されていくか
を見れば今後の記念切手の発行の
おおよそ想像がつくであろう。参
考までに年数に関係する切手を右
表にしたので参考にしてくださ
い。

年 件数 ふる
さと

1 1

10 9
20 6
25 6
30 8
35 1
40 1
45 1
50 61 (2)
60 1
70 2
75 14
80 2
90 2

100 78 (4)
110 1
125 1 (1)
150 2
200 1
300 2 (2)
350 1
400 7 (3)
450 1
500 1
800 1

1100 1
1200 1
1250 1
1300 1
2600 1
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件　　名 年 発行年
大東亜戦争 1 年 1 1942
明治神宮鎮座 10 年 10 1930
満州建国 10 年 10 1942
アルコール専売制度 10 年 10 1948
人権宣言 10 年 10 1958
南極条約 10 年 10 1971
沖縄復帰 10 年 10 1982
日中国交 10 年 10 1982
日中平和友好条約 10 年 10 1988
天皇在位 10 年 10 2000
神宮式年遷宮 20 1929
ユネスコ 20 年 20 1966
日韓国交 20 年 20 1985
青年海外協力隊 20年 20 1985
沖縄復帰 20 年 20 1992
日中国交正常化 20 年 20 1992
競馬法公布 25 年 25 1948
放送 25 年 25 1950
国際放送 25 年 25 1960
国際連合 25 年 25 1970
婦人参政 25 年 25 1971
沖縄復帰 25 年 25 1997
関東局始政 30 年 30 1936
行政相談委員制度 30 年 30 1991
青年海外協力隊創設 30年 30 1995
日韓国交正常化 30 年 30 1995
日本モンゴル外交関係 30 年 30 2002
バングラデシュ国交 30 年 30 2002
沖縄復帰 30 年 30 2002
日中国交正常化 30 年 30 2002
世界人権宣言 35 年 35 1983
世界人権宣言 40 年 40 1988
世界人権宣言 45 年 45 1993
郵便創始 50 年 50 1921
万国郵便連合加盟 50 年 50 1927
教育勅語 50 年 50 1940
ブラジル移住 50 年 50 1958
航空 50 年 50 1960
南極探検 50 年 50 1960
簡易保険 50 年 50 1966
民生委員制度 50 年 50 1967
ILO50 年 50 1969
ガールスカウト 50 年 50 1970
調停制度 50 年 50 1971
ボーイスカウト 50 年 50 1972
放送 50 年 50 1975
健康保険 50 年 50 1976
アマチュア無線 50 年 50 1977
地下鉄 50 年 50 1977
ラジオ体操 50 年 50 1978
練習船日本丸･海王丸 50 年 50 1980
自然公園 50 年 50 1981
日本プロ野球 50 年 50 1984
国際放送 50 年 50 1985
湯川秀樹中間子理論発表 50 年 50 1985
著作権制度 50 年 50 1989
ﾗｼﾞｵｱｲｿﾄｰﾌﾟ利用 50 年 50 1990
税理士制度 50 年 50 1992
平和 50 年 (広島･長崎平和祈念 50 1995
国連・ユネスコ 50 年 50 1995
労働委員制度 50 年 50 1996
戦後 50 年メモリアル 50 1996
婦人参政権 50 年 50 1996
ユニセフ 50 年 50 1996
共同募金運動 50 年 50 1996
最高裁判所 50 年 50 1997
参議院 50 年 50 1997
高校定時制通信制教育 50 年 50 1997
労働基準法制度 50 年 50 1997
農業災害補償 50 年 50 1997
沖縄切手 50 年  ＊ 50 1998

世界人権宣言 50 年 50 1998
新年賀切手発行 50 年 50 1998
土地改良制度 50 年 50 1999

家庭裁判所 50 年 50 1999
更生保護制度施行 50 年 50 1999
岩宿遺跡発掘 50 年  ＊ 50 1999

日本プロ野球セパ誕生 50 年 50 1999
日本学術会議 50 年 50 2000
行政書士制度 50 年 50 2001
平和条約 50 年 50 2001
法律扶助制度 50 年 50 2002
日本ライオンズ 50 年 50 2002
インド国交 50 年 50 2002
スリランカ国交 50 年 50 2002
パキスタン国交 50 年 50 2002
日米フルブライト交流 50 年 50 2002
民間航空再開 50 年 50 2002
テレビ 50 年 50 2003
奄美群島復帰 50 年 50 2003
中央競馬 50 年 50 2004
現行警察法 50 年 50 2004
国際文通週間（国連加盟 50 年 50 2006
南極地域観測事業開始 50 年 50 2007
天皇在位 60 年 60 1986
鉄道 70 年 70 1942
議会開設 70 年 70 1960
靖国神社 75 年 75 1944
郵便開始 75 年 　　戦後初の記念切手 75 1946
鉄道 75 年 75 1947
中央気象台 75 年 75 1949
UPU 加入 75 年 75 1952
日赤創立 75 年 75 1952
東京大学 75 年 75 1952
電灯 75 年 75 1953
東京天文台 75年 75 1953
国際通信連合加盟 75 年 75 1954
ハワイ移住 75 年 75 1960
標準時 75 年 75 1961
国民参政 75 年 75 1965
電話創業 75 年 75 1965
郵便開始 80 年 80 1951
議会開設 80 年 80 1970
郵便 90 年 90 1961
議会開設 90 年 90 1980
北斎 100 年★歿後 150 年文化人切
　　　　　　　手発行　1999 年

100 1948

製鉄 100 年　★ 150 周年発行決定 100 1957
日本開港 100 年 100 1958

慶応義塾 100 年 100 1958
赤十字思想 100 年 100 1959
松蔭 100 年 /PTA 大会 100 1959
日米修好 100 年 100 1960
赤十字 100 年 100 1963
国際電気通信連合 100 年 100 1965

北海道 100 年 100 1968

明治 100 年 100 1968
灯台 100 年 100 1968
電信創業 100 年 100 1970
郵便創業 100 年 100 1971
戸籍制度 100 年 100 1971
政府印刷事業 100 年 100 1971
鉄道 100 年 100 1972
学制 100 年 100 1972
税関 100 年 100 1972
おまわりさん誕生 100 年 100 1974
UPU100 年 100 1974
リンゴ 100 年 100 1975
郵便貯金 100 年 100 1975
幼稚園 100 年 100 1976
UPU 加盟 100 年 100 1977
国立科学博物館 100 年 100 1977
商工会議所 100 年 100 1978
証券取引所 100 年 100 1978
東京天文台 100年 100 1978
特殊教育 100 年 100 1979
医療文化 100 年 100 1979
検疫制度 100 年 100 1979

国際電気通信連合加盟 100 年 100 1979
消防 100 年 100 1980
農林水産振興 100 年 100 1981
砂防 100 年 100 1981
動物園 100 年 100 1982
中央銀行制度 100 年 100 1982
官報 100 年 100 1983
天気予報 100 年 100 1984
産業教育 100 年 100 1984
工業所有権 100 年 100 1985
内閣制度 100 年 100 1985
建築学 100 年 100 1986
日本薬局方 100 年 100 1986
日本標準時制定 100 年 100 1986
登記制度 100 年 100 1987
海洋生物学会 100 年 100 1987
木曽三川近代治水 100 年 100 1987
日タイ修好 100 年 100 1987
近代水道 100 年 100 1987
日墨 ( ﾒｷｼｺ ) 条約 100 年 100 1988
日本トルコ修好 100 年 100 1990
裁判所制度 100 年 100 1990
点字制定 100 年 100 1990
議会開設 100 年 100 1990
電話創業 100 年 100 1990
日本水準原点 100 年 100 1991
農業研究 100 年 100 1993
日本ブラジル修好 100 年 100 1995
近代河川制度 100 年 100 1996
メキシコ移住 100 年 100 1997
日本チリ修好 100 年 100 1997
日本アルゼンチン修好 100 年 100 1998
日本人ペルー移住 100 年 100 1999
日本ギリシャ修好 100 年 100 1999
日本人ボリビア移住 100 年 100 1999
弁理士制度 100 年 100 1999
民法･商法施行 100 年 100 1999
著作権制度 100 年 100 1999
清水港開港 100 年＊ 100 1999
私立女子高等教育創始 100 年 100 2000
切手趣味週間 (赤いポスト100年 100 2001
みすゞとふるさと長門  ＊ 100 2003
山を愛した文学者  ＊ 100 2003
映画監督青春の地  ＊ 100 2003
国際ロータリー 100 年 100 2005
日本天文学会創立 100 年 100 2008
議会開設 110 年 110 2000
沖縄郵政創業 125 年  ＊ 125 1999

前島密生誕 150 年 150 1985

日米交流 150 年 150 2004

シーボルト生誕 200 年 200 1996
後楽園築庭 300 年  ＊ 300 2000
俳句のまち  ＊ 300 2003
名古屋 350 年 350 1959
遣欧少年使節 400 年 400 1982
日蘭交流 400 年 400 2000
仙台開府四百年  ＊ 400 2001
歌舞伎発祥 400 年 400 2003
江戸開府 400 年 400 2003
萩開府 400 年（山口県）＊ 400 2004
熊本城築城 400 年祭  ＊ 400 2007
日本ポルトガル友好 450 年 450 1993
東京開都 500 年 500 1956
日本茶 800 年 800 1991
古今和歌集 1100・新古今 900 年 1100 2005
平安建都 1200 年 1200 1994
奈良遷都 1250 年 1250 1960
藤原京創都 1300 年 1300 1995
紀元 2600 年 2600 1940

＊ふるさと切手を示す。
明治維新と戦後に大きな社会変化、発

展があったことが切手の発行からも示さ
れている。憲法 50 周年記念切手が無い
のは政治色の有無、どちらか ?

戦後事項戦後事項

↓↓↓
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　このような年数を
とらえての切手発行
状況の中で、今回の
慶応大学 150 周年切
手の持ついっそう重
要な意義は 2 回目の
発行であるという点
であろう。約 220 件
の発行されてきたも
のの中で複数回発行
されている内容を整
理したのが左表であ
り 15 件にとどまって
いる。しかもその内
容を見ると全てが官

公、国家的な内容であり、民間に関わるのものは
皆無である。あえて、慶應大学の立場に近いもの
を考慮するなら、東京天文台創立、青年海外協力
隊創設記念の切手をあげることができるかという
感である。この点からも今回の慶應大学創立 150
周年記念切手発行は郵便事業が民間になったこと
を大きく考慮しても、非常に画期的なことであり、
喜ばしいことである。
　切手に描かれる人物について考えてみる。普通

件　　名 件数
議会開設記念 5
郵便創業記念 5
沖縄復帰記念 4
世界人権宣言記念 4
鉄道記念 3
日中国交正常化記念 3
UPU 加入記念 2
国際通信連合加盟記念 2
放送開始記念 2
国際放送開始記念 2
青年海外協力隊創設記念 2
電話創業記念 2
東京天文台記念 2
日韓国交記念 2
婦人参政記念 2

分　野 人数
映画演劇 38
文学関係 38
学術、文化 37
スポーツ 23
伝統芸能 22
郵政 15
芸術 11
政治 9
武士・軍人 7
歌謡 5
音楽 4
皇室 4
実業家 4
映画監督 2
探検家 2
外交官 1
総　計 223

氏　名 合計
前島密 11
キヨソネ 4
皇太子、妃 ** 4
正岡子規 * 3
美空ひばり 3
三船敏郎 2
渥美清 2
華岡青洲 2
佐野常民 2
手塚治虫 2
森鴎外 2
石原裕次郎 2
川端康成 2
長岡半太郎 2
湯川秀樹 2
梅謙次郎 2
白瀬中尉 2
福沢諭吉 2
北白川宮 2
野口英世 2
有栖川宮 2
力道山 2

**　２代に渡る皇太子、妃

*　　ふるさと切手を含む

二度、発行された東京天文台
青年海外協力隊の切手

切手を除き、個人を特定できる切手 ( 集合画面含
む）を拾い出すと、約 200 枚の切手に 230 名近
い方が描かれている。これら特定できた方々の立
場、活動分野で分類してみたのが右表である（20
世紀シリーズ等を他の切手と同等に扱えるのかは
議論があろうし、分類の評価も検討の余地がある）。
　また、複数枚の切手に描かれた個人を一覧表に
したのが右の右表である。
　大きくスポーツ芸能、文学を含めた学術文化の
分野に属する人物で半数を占めるのに対して芸術
分野の人物が少ないのは、その作品をもって代え

るという意味合いがあるのであろうか。また。映
画演劇、芸能分野もその出演映画、演技場面が主
対象と考えると、切手に人物として描かれる対象
は福沢諭吉のような学術文化面に貢献した人物に
限られている。
　次に政治家として９名が特定できているが、こ
のうち、人物として描かれているのは佐野常民 ,
尾崎行雄のみであり、他は講和条約の吉田茂、池
田勇人等と、ミズリー艦上の重光葵等で記録写真
から特定できる人物であり、戦前はともかく戦後
は切手に極力政治色は排除されている様である。
　わが母校から世間が連想するのは「都の西北」、

大隈講堂 → 大隈重
信となるであろう。
大隈重信は政治家と
して位置づけざるえ
ない。現に、大学名
の入った水鉢、鳥居
と大正時代の政党、 
憲政会の名が彫られ
た燈篭が墓（125 周
年で講堂だけでなく
こちらも大幅に改装
されたようで）に据
えられている。この

ことからも早稲田大学関係の記念切手発行には創
立年数以外にかなり高いハードルが存在したし、
今後もしていくかと考える。
　以上、この慶応大学創立 150 周年切手発行を機
に過去の記念切手発行を考えてみた。郵便、通信、
放送関連と官業に偏って、我田引水、手前味噌的
発行経過であったことは否めないようである。官
から民に郵便事業会社になって、記念切手の発行
がどのように変わるのか期待したい。　( 編集子）
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多くの会員が胸を躍らせ、記念切手の発行日
には行列に加わり、FDC を作成したり、求め忘
れた切手を補充に訪れた東京駅丸の内南口の東
京中央郵便局が建て替えのため 7 月 21 日から
八重洲口に移転しました。

日本郵政グループは平成 23 年度完成を目指し
て中央郵便局を建て替え、38 階建て , 高さ 200m
のＪＰタワー ( 仮称）を建設すると発表しました。
　切手を手に入れることに気をとられてあまり気
にとめなかった中央郵便局の建物、日本建築学会
が選んだ全国 2000 棟に選ばれたという建物。あ
の桂離宮を世に知らしめたブルーノ・タウトや A・

東京中央郵便局建て替え
レーモンドが伊勢神宮、桂離宮にも通じる合理性・
機能性と美の融合を絶賛した建物だそうです。日
本の伝統的な真壁構造を意図的に表現しようと柱
と梁による構造になっているという。そのため、
日本の伝統的建築がもつ明快性、簡素さという抽
象化された美しさに共通するものをもっている。
外装の清楚な白タイルと、窓枠や内部の黒大理石
張りの八角柱との対比にもモノクロームな単純性
と抽象性が宿るという。
　このような建物を残すため、低層部に現在の外
壁を保存、活用し、レンガ造りの東京駅などとの
景観の調和を図るという。

発表された
仮称

ＪＰタワー
イメージ図

高層ビルに囲ま
れた中央郵便局
白と黒、装飾を
廃し単純なリズ
ム感を持たせた
外壁

白い床、天井と対比
する黒い八角柱

7 月の平日昼にも閑
散とした局内部

UPU ポスト
は残るのか

西門から見
た配送車ス
ペース

第 1 回、２ 回  稲門フィラテリー常設切手展
  「日本･カナダ同時発行赤毛のアン切手展｣は切手を
拡大展示する小西会長の工夫で一般の人に興味もっ
ていただき、好評のうちに8月12日終わりました。
8月13日からは、サミットをテーマにイギリスの

　切手展会場の新宿北郵便局
前は明治通り、写真右は諏訪町
交差点。左は理工学部
　そして地下に6月に 開通した
地下鉄副都心線「西早稲田駅」

美しいグリーティ
ング切手も日本の
ものとともに展示
しました。

赤毛のアン切手展の展示 全紙用紙に拡大展示された日、英サミット切手
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府川氏 版画展で入賞
　6 月 12 日から上野の東京都
美術館で開かれた版画展第 58
回板院展で府川会員の作品「雌
雄蕊結実Ⅱ（しゆうずいけつ
じつ）」が院友推薦の賞を受け
られました。トウモロコシの
葉、実の線が美しく表現され
た作品です。

　稲門フィラテリー の切手教室、常設切手展
が地元新宿区の 広報紙「広報しんじゅ

く」に紹介されました。
稲フィラ会員中心に開か

れてきた切手教室と新たにス
タートした展示がどれだけ区民

の方々に参加いただける
か、切手への興味関心を
持っていただけるか？
従来とは異なる稲門
フィラテリーの活
動が問われるこ

とになりそうです。
　　また、「郵趣」にも

紹介されました。こちらは
切手を熱心に収集される方の参

加がどれだけいただけるか。両面か
ら活動内容のレベル選定が難しくなりそうです。

作品　 雌 雄 蕊 結 実 Ⅱ
　　　　（しゆうずいけつじつ）

地域に根付けるか稲門フィラテリー

　　　　

　　　　

明治通りに面した新宿北郵便局ＰＲ box に
掲示された稲門フィラテリー活動ポスター

切手教室
第 53 回　6 月７日
　外国切手の中の日本　　　　 甲斐　正三氏
第 54 回　7 月 5 日
　手彫り切手の楽しみ　　　　坂下　泰一氏　　
第 55 回　8 月 2 日
　楽しい切手集め　　　　　　宮鍋　益治氏　

編 集 後 記
    今号を作成している間に北京オリンピックが
始まりました。北京とあまり時差がないため夜
更かしして中継を見ずにすむのがありがたいこ
とです。（もっとも、夜更かししないとオリン
ピックを見た気がしない、というのも事実です
が。）
　東京中央郵便局が移転したことを知りまし
た。個人的にも様々な思い出の残る「東京中央
郵便局」がどのように変わって行くのか楽しみ
です。　　　　　　　　　　　　　　　　（き）  

訃報　馬場　恒浩氏が4月病気のため急逝され
ました。馬場氏は昭和35年切手研幹事長をされ
ました。会報21号に原稿を寄せられ、この9月
の滋賀旅行には岡山から参加いただけるのでは
と楽しみにしていたのに残念です。角帽、下駄履
き姿をなつかしく思い出します。ご冥福をお祈り
します。

新たに切手研関係銘板の存在確認
　会報 27 号でお知らせしました大隈講堂内に設
置された記念事業募金寄付者銘板に稲門フィラテ
リーのほかに下記のように切手研 50 周年実行委
員会の名が刻まれていたのを磯野幹事が発見しま
したので報告します。

第 9 回稲門フィラテリー総会開催
　稲門フィラテリー総会を下記のように開催します。

記
平成 20 年 10 月 26 日 ( 日 ) 午後 1 時から２時
大学７号館　205 教室
　総会後、　鎌倉 達敏会員による講演があります。
　午後 4 時からは高田牧舎において懇親会を開き
ます。多くの会員の参加をお待ちします。

新型郵便物自動読取区分機見学会
　10 月 4 日 ( 土 ) の切手教室は新宿北郵便局で新
たに稼動した新型郵便物自動読取区分機を見学す
る教室になります。手紙類が目にとまらぬ速さで
区分けされていく様子は一見の価値があります。
ぜひお出かけください。
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2008 年 12 月 1 日発行

震災切手でカムバック
－学生時代の思いを 30 年後の全日展で－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鎌倉   達敏
1. はじめに　
　2008 年全日本切手展で、初出品にもかかわら
ず、「企画部門」で金賞を受賞する事ができまし
た。また、日本郵趣協会賞の特別賞まで頂きま
した。本年度の企画部門が「震災切手」であっ
た事も幸いしたと思いますが、出品者自身とし
ては想定外の受賞であり、大きな驚きとともに
大変大きな喜びとなりました。高い評価をして
頂いた関係の皆様には、大変感謝している次第

です。
　昨今の「郵趣界」では、
新しい収集家の参入がな
い中、かつて収集した人
のカムバックが期待され
ており、筆者も、2 年前
に本格的な収集を再開し
た「カムバック組」にな
ります。とは云っても、
学生時代から大小の波は
有りましたが、細々と震
災切手の収集は継続して
いたのも事実です。折角

の機会ですので、震災切手収集の契機から全日
本切手展でカムバックするまでの長い道程、そ
してその原動力になった震災切手の魅力（楽し
み）について、まとめてみました。

２．１銭 5 厘と震災切手
　切手収集を始めたのは、中学１年になってか

らで、仲間の中では大変
遅い方でした。初めて購
入した記念切手は 1967
年 10 月発行の国際観光年
でした。その後、日本郵
趣協会の会員となり、「郵

趣」を購読
し、東京中
央郵便局へ
通う「切手
少 年 」 に
なったわけ
です。
　収集が進
む と、 新 し
い切手を発
行毎に買って、初日カバーを作るだけでは、満
足できなくなりました。その時、興味を持った
のは、戦前の通常切手と郵便印でした。切手に
ついては、新日本切手カタログ、郵便印につい
ては、1968 年に発刊された天野安治氏の「日本
郵便印入門」がバイブルでした。上・中巻まで
は出版済でしたが、下巻が中々出版されず、首
を長くして待った記憶があります。また、その
当時創刊された「フィラテリスト」の天野氏の「普
通切手のエンタイア（適正使用例と１枚ばり）」
の影響を受け、エンタイアに興味を持つように
なりました。
　しかし、一般
の中学・高校生
にとっては手の
届く切手には限
界があり、切手
展に出品するよ
うなコレクショ
ン を 作 る に は
難しい対象でし
た。
　そこで考えた
のが、「1銭5厘」
という切り口で

金賞のメダル

天野安治著　日本郵便印入門国際観光年記念切手

国際観光年記念切手
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つ、プレーティ
ング可能な「１
銭５厘のタイプ
Ⅰ」を買い集め
ました。そして、
フィラテリスト
の記事に合わせ
て、プレーティ
ングなるものを
やってみた所、
同じように見え
る切手でも１枚

１枚異なる顔を持っており、そのポジションも
特定できる事は大きな感動でありました。
　丁度そのような時に、震災切手発行 50 周年
で JPS（日本郵趣協会）主催の「震災切手」切手
勉強会（1973 年 9 月 1 日）が開催されました。
魚木五夫氏から直接、震災切手の基本版構成に
関する最新の研究を聞くことが出来、「震災切手」
への興味が更に高まる事になるのでした。そし
て、自分でも震災切手のプレーティング研究を
やってみたいと思っていた所、切手研の先輩の
いる切手商で３銭切手タイプⅠの未使用シート

（穿孔付き）を入手する機会を得ました。早速、
プレーティングの調査研究をスタートさせまし
た。来る日も来る日も、３銭切手とルーペを通
してにらめっこです。ようやく、まとまった成
果を、切手研究会の会報（1975 年 11 月）に載
せることが出来たものの、70％の部位の特定に

した。この額面であれば、高価な「手彫切手」「小
判切手」にはありません。比較的安価な菊切手・
田沢切手・震災切手に限定されます。菊切手１
銭５厘には「朝鮮」字入りという難関は有りま
したが、中学・高校生としては諦め、その他の
範囲で収集を進め、作品にまとめあげる事にし
ました。アルバム作り、切手展への出品も初め
てであり、試行錯誤の連続でした。それでも何
とか 3 フレーム（36 リーフ）の作品に仕上げ、
高校２年の時に PhilaTokyo’ 71、JAPEX’ 71 の
年少者部門に「1 銭 5 厘」のタイトルで出品し
ました。特に JAPEX’ 71 では、審査員特別賞を

1 銭 5 厘切手 6 種と

頂き、当時高校生として大変感
激したものでした。この１銭 5
厘という切り口から、震災切手
との縁が出来たわけなのです。

３．震災切手とプレーティング
　受験の時期を経て大学では、憧れの早大切手
研究会に晴れて入部することができました。高
校時代に早稲田祭の切手展は下見済でした。そ
の時、切手研の会報を将来入部する可能性のあ
る高校生という事で、無料で頂いた記憶があり
ます。大学生になると、アルバイトの収入により、
少し切手収集のレベルを上げる事が可能になり
ました。高校時代から、是非やって見たいと思っ
ていたのは、「フィラテリスト」創刊号（1968
年 1 月）に掲載された魚木五夫氏の「震災切手
1 銭 5 厘のプレーテイング」でした。手彫切手
でしか出来なかった「プレーティング」が安価
な震災切手でも出来るというのは大変魅力的で
した。しかし、この記事を読んだ高校生の時は、
震災切手の所有枚数も少なく、トレースする事
さえ出来ませんでした。大学生になり、少しず

１銭 5 厘プレーティング（左半分）

フィラテリスト創刊号フィラテリスト創刊号
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留まりました。それでも、その当時、震災切手
の３銭についての、プレーティングの成果とし
ては、初めての発表でした。現在でも震災切手
研究の入門書になっている牧野正久氏の「震災
切手と震災郵便」が出版される、1982 年 7 月の
約 7 年前の出来事でした。

４．大変長い静かなる時代
　大学の３年後半になると、理科系のため、研
究室活動が大変忙しくなり、切手に割ける時間
も経済的な余裕もなくなりました。更に大学院
の時代、会社に就職しても、細々と収集は続け
ているものの、まとまった形での収集にはなり
ませんでした。それでも、「郵趣」は継続して、
またオークション誌についても断続的ですが、
購読を続け、少しずつですが、入札・落札もし
ました。収集の対象は「震災切手」ともう一つ
のテーマである「東京・深川郵便局の消印」の
2 つでしたが、主体は後者で、結果的には震災
切手については、余り進みませんでした。郵趣
会活動は、会社の先輩から誘われた地元横浜の
独立系郵趣会「瀬谷郵趣会」に所属し、主に現
行品の情報交換・郵趣品の入手は続けました。
　その間、仕事の関係で始めた「ゴルフ」にも
凝り始め、切手どころではなくなりました。ゴ
ルフもそれなりに楽しかったのですが、腕は上
がりませんでしたので、結果的には、切手収集
にとっては回り道だったかもしれません。

５．インターネットと早大切手研 50 周年
　社会人になって、20 年たった頃、インターネッ
トの普及が始まり、個人のホームページを開設
するのが盛んになりました。自分でも開設しよ
うとテーマを考えた所、「東京深川郵便局の消印
アラカルト」に行き着きました。しかし、自分
のコレクションを整理したところ、情報発信す
るには、穴だらけで、もう少し本格的に収集す
る必要性を強く感じたのでした。
　また、その頃、早大切手研 50 周年記念（1999
年 11 月）の準備活動に参画し、一般事業委員会
として記念郵趣品（記念ゆうペーン・記念カバー・
記念絵入り官葉）の作成を担当させてもらいま
した。
　その対応の過程とお礼で、横山隆一画伯の鎌
倉のご自宅を訪問する機会を 2 回も得ました。
記念に、持参したカバーに画伯直筆のフクちゃ
んとサインを
頂き、今では

「家宝」になっ
ています。こ
の活動を通
じても、切
手収集再開
の機運が自
分の中で高
まって行き
ました。

震災 3 銭切手タイプⅠのプレーティング

切手研 50 周年記念カバー切手研 50 周年記念カバー

横山隆一画伯を囲んで

家宝のフク家宝のフク
ちゃんと

サイン入りサイン入り
カバー

第 2 図サブタイプの特徴

第 5 図　サブタイプ C第 4 図　サブタイプ B

第 3 図　サブタイプ A

切手研 50 周年記念ゆうペーン
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６．「日本切手全集」と「ペンスブルー」
　インターネットの更なる普及で、切手収集の
方法も大きく変化しました。ネットオークショ
ンの登場です。日本では「Yahoo!」、世界では

「eBay」となります。入札の方法、送金の方法も
大変簡単であり、注意すれば安全でもあります。
自宅に居て、世界中から瞬時に欲しい切手を安
価で入手する事が可能です。この方法で、少し
収集をしてみる事にしました。対象は、なんと
日本のゼネラルコレクション、ボストーク日本
切手アルバム（１～ 2 巻）を埋める事。これは、
子供の時からの「カタログ掲載の日本切手を全

部集める」夢の実現です。
現在、一般的な日本切手の
実勢価格は、カタログ価格
に比べかなり安いため、手
彫切手の特殊な物、軍事・
字入れ高額・未発行切手以
外は、すぐに集まってしま
いました。

　これでは、面白くないので、外国切手にチャ
レンジする事にしました。国として、どこをや
るべきか、大変悩みました。結論は、大胆にも
郵便切手発祥国「英国：GREAT　BRITAIN」で
した。それも、最初期である「Queen　Victoria」

の時代に限定する事
にしました。あの有
名な「ペニーブラッ
ク」「ペンスブルー」

「ペニーレッド」が
対象になります。

制定シート

ペニーブラック 　ペアー ペンスブルー　ペアー

かんむり

ペニーブラック　1 ａ～ 11　全版揃い

ペニーレッド Black Plates　1b ～ 11　全版揃い

　まず、ある程度まとまったコレクションを
「eBay」で入手し、基本的な部分は直ぐに集まり
ましたが、切手として歴史があり、研究も徹底
しており、大変奥深い世界である事も改めて確
認出来ました。
　その中で、最も興味を持ったのが、「２ペンス
ブルー」切手でした。１ペンスは基本料金のた
め、使用量が多く、実用版も多く、ペニーブラッ
クに限定すれば別ですが、版別に完全に集める
事は、まず無理である事は明らかでした。一方、

ペンスブループルーフ
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ペンスブルー　　　PL.2　リーフ

ました。日本の１銭 5 厘切手の基本色がブルー
であった事も、偶然とは云え、何かの縁かもし
れません。

７．JAPEX’ 06 への挑戦と思いがけない再会
　全て、インターネットで集めた独自コレクショ
ンでしたが、ペンスブルーについては、かなり
集まって来たので、日本の郵趣界での客観的な
評価を得ようと JAPEX に出品する事を考えまし
た。競争展として、切手展に出品するのは、
JAPEX‘71以来35年振りになります。レギュラー
クラスは 3 フレーム以上なので、ワンフレーム
クラスに出品することにしました。
　結果は、残念ながら、銀賞でした。作品の意
図も理解してもらえず、「ペンスブルー」の田型
がないとか、はんこ（郵便印）集めは意味がな
いなど、酷評でした。これには、正直がっかり
しました。これでは、皆さん収集をやめてしま
うか、切手展への出品など諦めてしまうでしょ
う。しかし、長年やってきた専門分野以外で出
品する事の難しさ、また独自の研究という視点
では自分にも反省点を強く感じた次第でした。
　しかし、そのような結果よりも、切手展へ出
品した事による副産物の方が大きく、今回の本
題である「震災切手」の本格的収集再開に繋がっ
ていくのでした。久々の出品と意外なテーマで
あったため、昔の大学郵趣連盟の仲間から、「お
前まだ、切手収集やっていたのか」「懐かしい名
前が出ていて驚いた」「ペンスブルーなんかやっ
ているのか」など、多数声を掛けてもらう事に
なりました。
　その中で、表彰式後に、30 数年振りに再会し
た魚木五夫先生から、「ペンスブルーの作品は
じっくり見せてもらった」「まだ震災切手はやっ
ているのか」、「いつかきっと戻ってくると思っ
ていた」、「時間があれば、切手博物館に来て見
れば」と声を掛けて頂きました。30 年以上前の
事を覚えて頂いていた事への驚きは大変衝撃的
なものでした。

８．震災切手専門収集の再開
　JAPEX’ 06 が終了した 06 年の 12 月、早速、
魚木五夫先生にお会いする事にしました。また、
併せて、この 30 年で震災切手について、どのよ
うな研究がなされていたか、切手博物館で調べ
てみました。結論は、今からでも十分追いつけ

英国 2 ペンスブルー　タイトルページ

2 ペンスの方は使用量が少なく、15 の実用版
（Plate）しかない事がわかりました。また、印
刷色もブルーであり、大変きれいな切手でした。
そこで、ペンスブルーを集中して集める事にし
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るし、研究課題としてはまだ多く残されている
という事でした。
　魚木先生には、まず 1 銭 5 厘から、自分の所
有品を通じて、今までの研究成果のレビューを
して頂く事にしました。また、魚木先生主宰の
震災切手研究グループにも入り、情報交換をす
るようになりました。震災切手の研究には、多
くの数の切手が必要です。切手商という切手商
の震災切手の使用済束、未使用切手のブロック
を探しました。残念ながら、市場にはほとんど
残っていませんでした。全て特定の収集家に集
まる市場の仕組みが、長い間に出来上がってい
たのでした。そこで、日本国内の入手ルート以
外に、ネットを通じた海外からのルートにより、
枚数を増やしました。また、積極的な入手により、
即売会・切手展で切手商の方からも声を掛けて
頂けるようになりました。

９．JAPEX’ 07 に震災切手でカムバック
　どの世界でも何か事をなす場合、明確な目標
設定が成功の鍵を握ります。まず、第 1 ステッ
プの目標は、JAPEX’ 07 に「震災切手 1 銭 5 厘」
を出品する事にし、第 2 ステップの目標は、大
胆にも、全日本切手展 ‘08 に「震災切手フル額面」

で出品する事にしました。
　 ま ず、 第 1 目 標 で あ る 1 銭 5 厘 切 手 で、
JAPEX に出品するには、3 フレーム以上の作品
に仕上げる必要があります。いきなり 3 フレー
ムを作るのは大変ですので、震災切手研究グルー
プの最新の版別研究の成果を取り入れて、纏め
る事にしました。また、最近はパソコンのお陰で、
作成が簡単になった版欠点の拡大図を多く用い
て、リーフ構成を行いました。その結果、本テー
マでは初出品ながら、金銀賞（審査員賞辞付き）
を受賞することが出来ました。
　また、サブコレクションの「深川」でも、ワ
ンフレームながら、「東京・深川郵便支局のボタ
印と日付印」でも金銀賞というダブル受賞のオ
マケ付きでした。まさに、前年の「2ペンスブルー」
の「リベンジ」であり、真の「カムバック」と
なりました。自分自身としても金銀賞のダブル
受賞は驚きであり、2 作品ともにオリジナル研
究の成果が評価されたようです。

10．全日本切手展 ‘08 出品と金賞受賞
　前振りが非常に長かったのですが、やっと、
これからが本題です。
　切手収集家にとって、逓信博物館（ていぱーく）

東京深川郵便支局のボタ印1 銭 5 厘タイプⅠ版別キーポジション
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震災切手 1923-24　( 大阪印刷８銭）

震災切手 1923-24　( 東京印刷３銭）

苦労しました。一方、東京印刷の方は使用例を
中心にまとめ、1 フレームとは云え、所有する
マテリアルが少なく、大変苦労しました。それ
でも、何とか「震災切手 1923-24」というタイ

は、切手の殿堂で
あり、大きな憧れ
でもあります。　
その「逓博」（て
いぱーくより馴染
みのある名称）が
08 年中には無く
なり（実際には
09 年になりそう）

08 年が逓博での最後の全日展という噂が有り、
成人クラスで一度も出品した事のない者として、
是非とも出品したいという思いが有りました。
それに加えて、08 年の「企画部門」が偶然にも「震
災切手」であり、JAPEX ‘07 終了後、早速、作
品作りに取り掛かりました。今度は、第 2 ステッ
プの目標である、5 厘から 20 銭までのフル額
面への挑戦であり、大阪印刷・東京印刷に分け
るとタイプ別でも 18 種類になります。それを 3
フレームにまとめる必要があり、各額面をタイ
プ別でバランス良く構成するのがポイントです。
大阪印刷 2 フレーム、東京印刷 1 フレームの構
成にしました。大阪印刷の方は、最新の版別区
分、第 2 次・第３次版欠点を中心にまとめまし
たが、多くのマテリアルが有り（JAPEX’ 07 の
1 銭 5 厘だけでも、48 リーフ）、選別するのに

テイパーク

震災切手 1923-24 タイトルページ
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トルで、念願の「フル額面」での全日本切手展
出品を果たしました。タイトルの年号は、1923
年大阪印刷、1924 年東京印刷の意味を入れ込
んだもので、出品者のこだわりです。
　細かい枝葉をカットして震災切手全般をポイ
ントのみ絞って 3 フレームにまとめたため、参
観した多くの方から、非常にすっきりして、判
りやすいとの評価を頂きました。JAPEX’ 07 の
1 銭 5 厘の「専門的過ぎて、1 銭 5 厘ばかりで
見る気も起こらない」という評価とは全く異なっ
ており、一般の切手展の場合、余り専門性を高
くするのも問題なのかもしれません。
　そして、企画部門での「金賞」、日本郵趣協会
賞の特別賞まで頂く事になりました。震災切手
の専門収集再開後、わずか1年4ヶ月でのスピー
ド達成となりました。これも、魚木五夫先生を
始めとした震災切手研究グループのメンバーの
ご指導・ご支援、切手商の皆様のご協力並びに
理解ある家族の直接・間接（経済面を含め）の
支援の賜物であり、大変感謝しております。こ
れまで、今までの遅れを取り戻すために、全速
力でキャッチアップしてきましたが、これから
は、少しスピードを巡航速度に落として、じっ
くりと震災切手研究に取り組んで行きたいと
思っております。
　なお、JAPEX’ 08 には、同テーマで、6 フレー
ムに拡大した作品を出品し、金賞・JAPEX 実行
委員会賞を受賞しました。

11．注目して頂きたいリーフ等の紹介
　最後に、出品した作品の中でも、注目して頂
きたい、自慢のリーフについて、紹介させて頂き、
本稿の終わりとさせて頂きます。

(1) 見本用小型シート切抜き単片
　基本的には見本加刷（加捺）されて使用され
たものであるが、一部加刷のないものがあり、
大変貴重な存在になっている。切取用点線がな
く、左右マージン幅が狭いのが特徴である。単
片でも、プレーテイングにより、判別が可能で
ある。
見本加刷単片と合わせて紹介する。
(2)3 銭ﾀｲﾌﾟⅡ貼書状
第 3 次版欠点 Pos.30 貼り書状。「S 下部白点」
版欠点を含むペア貼り 2 倍重量便エンタイア。
日本橋局鮮明印。

3 銭タイプⅡ ( 大阪印刷 ) 書状

見本用小型シート単片

小笠原島使用書状。震災切手の小笠原島使用は
非常に少ない。しかも、暫定切手廃止最終日使
用例。

（3)4 銭ﾀｲﾌﾟⅡ（大阪印刷）5枚貼り外信書状
　合計 20 銭の適正料金エンタイア。4 銭 5 枚
ブロックの鮮明欧文印付き。
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1 銭５厘（東京印刷）１２枚ブロック

と推定されている。単片でも使用済・未使用と
もに少なく、特に、田型ブロック以上の未使用
マルティプルは大変貴重である。また、使用済も、
衆議院内局以外の使用例は少ない。
(6)20 銭ﾀｲﾌﾟⅡ（東京印刷）未使用田型ﾌﾞﾛｯｸ
　使用済については、マルティプルを含め、入
手は容易であるが、未使用となると、入手が難
しい。特に、田型以上の未使用は 8 銭と同様に
貴重である。

８銭 ( 東京印刷）

(4)1 銭 5厘ﾀｲﾌﾟⅣ（東京印刷）12枚ブロック
　1 銭 5 厘ﾀｲﾌﾟⅣ（東京印刷）の発売量は、約
100 万枚と推定されている。大量に印刷された
が、田沢切手の印刷再開によって、不要となり、
廃棄されたためである。存在が確認されている
中で、4 番目の大きさのブロック。第 3 コーナー
の 12 枚。東京印刷の特徴も図示する。 
(5) 8 銭ﾀｲﾌﾟⅢ（東京印刷）未使用田型ﾌﾞﾛｯｸ
8 銭ﾀｲﾌﾟⅢ（東京印刷）の発売量は、約 50 万枚

20 銭 ( 東京印刷）

4 銭ﾀｲﾌﾟⅡ 5 枚貼り外信書状



400

　定刻の午後 1 時より少し遅れて稲門フィラテ
リー第 9 回総会の開会が宣言された。司会は諸
田幹事。「今日もすごく混雑していますね」小西
会長の挨拶が始まる。「早稲田がマスコミ大学と
言われていた時代があります。そのころ、名物
教授だった仁戸田六三郎先生が、マスコミ大学
とは、マスの中で先生と生徒が混み合っている
大学のことだ、と云っていたのを思い出しまし
た」　仁戸田先生の名前を耳にして、私の時代の
名物教授の姿が蘇ってくる。昭和 37 年の入学
式。「早稲田は地球の上にある」記念会堂の壇上
で、中島正信先生は大声で続ける。「早稲田と慶
応には、大人と子供の違いがある。早稲田マン、

慶応ボーイと呼
ぶのがその証拠
である」割れん
ばかりの拍手と
歓声。思い出に
耽っているうち
に、小西会長の
挨拶は終り、議
事は着々と進行
していた。
その内容をかい
つまんで紹介す

る。

①　平成 20 年度活動報告および平成 21 年度
　　活動計画（小西会長）
・郵政民営化の影響で、切手教室として新宿北郵
便局の会議室使用に困難が生じたが、磯野幹事
の尽力により、6 月から使用が許可された。また、
同北郵便局のロビーで、2 ヶ月に 1 回、稲門フィ
ラテリーの常設展を実施している。
・見学旅行会「湖国・滋賀への旅」は、参加者 14 名。
上田会員の案内で楽しく有意義に実施され、そ
の途中、木辺会員（木辺円慈上人）が門主を勤
める錦織寺に立ち寄り歓待された。
＊なお、錦織寺の創建は平安時代の天安２年

（858 年）だそうです。ホームページもあります。
http://www.cable-net.ne.jp/user/kinshokuji/
・稲門フィラテリーは、来年 10 周年を迎える。
今後、幹事会などで記念行事について議論を詰
めていく。

②　平成 20 年度会計報告および平成 21 年　
　　度予算（石井幹事）
・繰越残高に余裕が出てきたので、懇親会などに
多少援助可能と付け加えられた。
③　平成 20 年度会計監査報告（坂下幹事）
　　・適正かつ妥当であると報告された。

④　役員改選（諸田幹事）
　　 ・兼務　吉沢　忠一（ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ・編集）　
　　・転任幹事　木元　淳一郎（編集→総務 )　
　　・新任幹事：五十野和男（編集）
　　・退任幹事：小林　彰、湯川　宗昭
　　　　　　　　三村　正光
　　ここまでで議事の審議は終了し、全て満場
一致で可決された。その後、次のような質疑が
行われた。
　質問：来年度も懇親会は高田牧舎を使用する
　　　　のか。
　　答：基本的には、その方向で考えていく。

　質問：会員名簿に物故者は載せないのか。
　　答：幹事会で検討していく。　
　　＊会員名簿が物故者で一杯になってしまう、
　　　との外野からの声あり。

　質問が一段落したところで、磯野幹事から、「大
隈講堂切手」に関する情報が紹介された。
　・9 月 20 日から再発売されている。
　・発売地域は、早稲田近辺と本庄近辺。
　・慶応 150 周年記念式典会場での販売も視野
　　に入れている。
　・通信販売も実施する。

　会員 27 名、オブザーバー 1 名の出席で開催
された稲門フィラテリー第 9 回総会は、予定通
り進捗し、午後 1 時 45 分無事、閉会した。

　暫し休憩の後、鎌倉達敏会員（昭 52・理）に
よる講演が始まる。
　題して「震災切手でカムバック」　鎌倉会員は、
今回の演題になっている震災切手の作品を出品
し、全日本切手展 2008 で、特別賞と金賞を受
賞している。鎌倉会員は、切手収集を始めた中

稲門フィラテリー第 9 回総会報告

青柳　次男

小西会長　挨拶
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学時代から、今回の受賞までの道程について、
パソコンを駆使したスライドで興味深く紹介し、
更に、受賞作品にまつわるエピソードなども盛
り込み、時の経つのを忘れさせる１時間であっ
た。

んの活動がなければ、千畝さんの功績は日本で
は再び埋もれたかもしれない」 今回の懇親会は、
そのことに関する渡辺会員の話から始まった。
  秋の日は釣瓶落としと言われるように、直ぐに
沈んでしまう。今回の懇親会では、その秋の日
に負けないくらい、料理の無くなるのが早かっ
た気がする。年齢は、着実に1歳増えているのに。
でもこれは、会員諸兄姉の元気溌剌さを示して
いるものだと思う。
　「もう！おしまいなの」名残を惜しむ声をその
ままに、来年の再会を期して、すっかり暮れて
しまった早稲田の杜を後にした。

懐かしきキャンパス　３

大隈講堂前の広場、時計塔の下から15,6メー
トル離れて、道路に面し大隈庭園への入口にか
わいらしい小屋がある。
　この小屋、藪野画伯も壁画に書かれているが、
明治15年大学開校時からの貴重な建物。旧大
隈邸正門馬丁小屋であったという。大学にとっ
ては重要文化財的な存在である。
　この重文建物を早稲田大学前郵便局として
切手の購入に利用された会員と現在のＪＴＢ
の前身、日本交通公社出張所として学割を利
用して青春の思い出の切符を購入された会員
がおられると思います。
　現在は、カーテンがひかれ、使用されてい
ないようですが、大切に保存されることを祈
ります。

藪野 健画伯描く商学部建物再建安全塀壁画より

講演する　鎌倉会員

牧舎での懇親会　紅３点が撮影されてない！！！

　スライドを利用した講演は、稲門フィラテリー
では初の試みだと思うが、今後はかなり有効に
活用できるのではないかと感じる。
　まだ準備中の高田牧舎。最初にしなければな
らないこと。それは来年の予約。ただ、来年の
日程は未定。それでもマスターは快く承知して
くれた。
　先日、「命のビザ」で知られる杉原千畝氏の奥
様、幸子夫人が10月 8日、94歳で亡くなられた。
週刊新潮（10 月 23 日号）の「墓碑銘」にもそ
の記事が掲載され、その中で、渡辺勝正会員が
奥様の思い出を紹介されている。「・・・幸子さ 写真撮影　磯野会員
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　生まれも育ちも船場育ち、道頓堀で悪がき時
代を過し根っからのトラキチ、同郷の世界のコ
レクター金井宏之氏が切手研出身と聞き及び、
いの一番に入部し当時の諸田幹事長よりデカイ
チョコレートを記念に頂いた事が思い出される。
それから、時を経て一度金井先輩に拝顔したい
と念じつつ、数年前総会で講演されると知り、
かぶりつきで拝聴し、名刺を頂いた時にはブルー
モーリシャスを手に入れた金井先輩かと興奮を
覚えた。すでにご承知とおも
いますが、訳本・「ブルーモー
リシャス」を探せ ! を読むと
その実感がふつふつと伝わり
ます。（お読みになりたい方は
メイルでどうぞ、回送します。
jjfi m@yahoo.co.jp）
　仁戸田六三郎先生のゼ
ミを取り、実存を学びつ
つ何故か機械屋となり、
未だ細々と現役で小さな
店舗で自動車部品メー
カーにスティールボール
を納めています。このス
ティールボール、世界の
自動車メーカーで 50%
のシェアと聞き、驚く哲
学科出身です。
　同期の尾内公認会計士事務所にお世話になり、

「ポキ」と呼ばれて ( 麻雀のポンをポキと連呼し
ていたので ) あれから４０有余年気がつけば稲
フィラの古参になりつつあり、昨今驚くことが
多い。高齢者と呼ばれ、シルバーカードが届い
たり、毎夜悠々としてタイガース戦を楽しんで
いたのに・・不安定な金融市場に突入し経済は
未曾有の混乱を呈し、総理は簡単にさじを投げ
るし、何かボヤキたくなるのは、これも歳のせ
いかいな ?
　船に乗って旅に出よう ! 　そう思い立って一
昨年、家族三人でホノルルに飛んだ。ハワイア
ン・クルーズ７泊 8 日、というハワイの島々を
巡航する最もポピューラーなクルージングであ
る。ハワイの知人に予約を入れてもらって、何
万もの日本人が押し寄せるホノルルマラソンの
当日の夜、出航という便に、多数日本人が乗り
込んでくるだろうという計算であったが、あて
が外れた。乗り込んだ 9 万トンの客船、乗客人

数 3000 人の「Pride of Aloha」はライトを浴び、
ハワイアンソングに見送られて航海が始まった。
　がその時電話が鳴り浮ついた調子で「Halloo!」
と叫んだらしっかりとした日本語で「ようこそ、
プライドオブアロハに、日本人はあなた方含め
て５名です。なんなりと私にどうぞ」という
明るいトーンであったが、これは日本人専用の
ツァー企画は出来ませんということであり、和
食もなく、なにもかも英語の世界に突入した訳
である。元来、船旅の日本人は少ないと聞いて
いたが、まさか 5/3000 とは。ごくたまに日本
旅行社のツァーで 20 人ほど乗り込むことがあ
るが、いつもパンダ的存在ですと言う。陸地の
ハワイ各島は溢れんばかりの日本人旅行者で埋
まっているのに。

　毎朝島に着くと多数のツァーバスが待ち受け
る。パンフを見ながらそれぞれのツァーに乗り
込む。冒険あり、観光、体験何でもありのバラェ
ティに富んでいるが全てオプションで別途費用
である。三食自由に食事が出来る。デッキのバ
イキング、各種レストランと豊富にあり、フィッ
トネス・プール・劇場と多彩である。これらは
料金込みであり、退屈させないように盛りだく
さんである。かの日本人クルー嬢は、毎朝その
日のガイドと各レストランのメニューなど日本
語のパンフを入れてくれる。シアトルに遊学し
ていた娘が少しは頼りになった ?　各島の乗降に
はパスポートの提示が求められ、大半がツァー
に出かける。どの島もホノルルマラソンに参加
と応援の日本人に出くわす。各島には見せ場が
あり、“鯨が遊泳しています、ナパリコーストを
通過するのは三時から三時半頃です”、“キラウエ
ア火山は 9:45pm ～ 10:00pm 頃通過します” と

閑　話

小林　英昭

　同期の尾内公認会計士事務所にお世話になり、 乗船時の記念スナップ
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慣れた案内が続きます。毎日のツァーバスにも
疲れはて、たまには船内でゆっくりくつろいで
見ようかと提案すると、母娘は喜んで意気揚々
と出かけてしまった。
　船旅はいろいろな人との出会いがあり、ロマ
ンスが生まれると名画、旅愁のセプテンバーソ
ングが誘い、旅情のキャサリン・ヘップバーン
が立ち止まるが、このデッキにはその気配はと
んと無く「女どもは勝手な奴だと」ビールをあ
おってぼやいていた。すると、「日本のかたです
か ?」と声掛けられ振り向いてみると、私たち
と良く似た夫妻であった。てっきり残りの二人
の日本人はこの方たちと即断したが「私たちは
日本人だが、国籍は米国籍でシアトルに住んで
います。」と話がはずんだ。その夜は食事をご一
緒し、いろんな話に夢中になった。驚いた事に
S37・8 卒の早稲田商学部の出身で、フジテレビ
に入社されて数年後に家のご都合でブラジルに
渡り、ご苦労されて、シアトルの hp ヒューレッ
トパッカードに勤務され、頃の好いところで勇
退されて、いまはご夫婦であちこち旅行されて
いると聞きました。
　急速に親しくなり、その後のツァーもご一緒
して頂き何かと船旅が一層楽しくなりました。
羽二生 <haniu> 道夫さんと義子さんという方で、
日本でも早稲田の同期の仲間と一緒に旅行する
のが楽しみと、言われ、その半年後に日本に来
られて、拙宅にお出でになりました。これも船
旅の由縁でしょう。
　羽二生さんの勧めで私たちはヘリコプターに
搭乗することになりマッチ箱のような小さなヘ
リに乗り、崖っぷちや滝の近くを回り、結構ス
リルがありましたが、日本で再会した際、その
後二機ほど墜落しましたと聞き驚きました。ま
たクルージングの価格ドットコムなどあり、格
安で飛行機チケット付きで出航間近のクーポン
を手に入れることが出来るようで、「かばんに詰
めて用意して待っててください」と PR している

ようです。当時ハワイだけでも三隻の船が入れ
替わり出港している様をみると客を集めるのも
大変のようで、今年ハワイの知人が来た時には
採算割れで二隻はどこかに売られて漂流してい
るのではと笑っていました。またシアトルから
カナダのクルージングもリアス海岸で美しいと
の話しです。私たちに気になっていたことは船
酔いでしたが、それは問題なかったようで出来
るだけデカイ船を選ぶことでしょう。
　パブリックなクルージングなのでドレスアッ
プの必要も無く、母娘の浴衣姿がウケタ様子で、
よく観察すると大半はデッキのバイキングで、
レストランでの食事は正装した白人がよく目立
ちました。
　最近クルージングツァーの PR を紙上でみま
すが、客室は左右のデッキがついた海側がよく、
窓の無い中央客室は倉庫にいるようで最悪です。
富裕層向けの日本の豪華客船もありますが、少
し桁が違うようで私には手が届きませんが。
　まだまだ外国のクルージングでは日本人乗客
は希少でサービスは陸のようにはいかず、英語
力も聞き取りが私には難点でした。パソコンと
英語に強い方は安いクーポンも取れますので至
りつくせりのクルージングもいかがでしょう。
　肝心の切手は船内でも売っていましたが、特
記するほどのものはなくただ下船して世話に
なったハワイの代理店の方に海苔を送ろうとし
てホテル内でうろうろして困っていたところ黒
人の夫人が「切手は持っていますので使ってく
ださい」と一シート出してくれました。代金を
払おうとすると彼女は「今日は私の誕生日で何
かいい事がしたかったのよ。また貴方もそのよ
うにしてくれたらうれしいよ。」と言って立ち
去った姿がいいお土産になりました。
　何十年前にホノルルに来た際と今ではすっか
り趣きが変わり、東南アジアの島のようで雑踏
喧騒で賑やかなこと。その昔大津美子の「ここ
に幸あり」がどこに行っても流れていたのが懐
かしいものです。
　結論的にはクルージングほど至りつくせりで
あるが、また不健康なメタボ旅行は類を見ない
でしょう。デッキでひとり老女がベンチで陽を

浴びながらやすんでいる。彼
女は年中この船で余生を暮ら
していると聞きしばし寂しさ
を覚えました。
　希少切手のごとく多くなる
事は無い稲フィラ会員諸氏の
ご多幸とご自愛を祈ります。

　　　　　　　　 ポキ !
豆へりから無事生還 ハワイの希少切手
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湖国、滋賀の旅日記
府川    宏昭

　閑話休題、9 月 26 日、2 名が横浜線の信号機
故障で遅れたものの、後からの新幹線「のぞみ」
を乗り継いで 30 分遅れの 11 時 20 分には全員
が米原駅に集合、やれやれで、名古屋辺りから
降り始めた雨もやみました。
　先ず琵琶湖の北東、高

たかつきちょう
降り始めた雨もやみました。

たかつきちょう
降り始めた雨もやみました。

月町の十一面観音が安
置されている渡岸寺観音堂へ向かいました。渡
岸寺とは昔は寺名だったのでしょうが、現在で
は寺はなく地名で、また安置、奉

ほうはい
岸寺とは昔は寺名だったのでしょうが、現在で

ほうはい
岸寺とは昔は寺名だったのでしょうが、現在で

拝されていた
お寺も天台宗光

こうげんじ
は寺はなく地名で、また安置、

こうげんじ
は寺はなく地名で、また安置、

眼寺から、真宗大谷派の向源寺
へと変遷、改称して、それと共に、この十一面
観音菩薩は真宗でのご本尊ではないため、居場

所を少し離し、新たに建てた観音堂へ移された
そうです。
　従って、地名としての高月町大字渡岸寺の観
音堂で、(括弧)付で本来崇められていた(向源寺)
を示しているのだとか。
　お堂ではお上人が懇切丁寧に説明下さり、一
通りのお話の後、一昨年の仏像展についてお尋
ねしました。門外不出の観音様が、たった一度
だけのお出ましだったのだそうです。

　　向源寺　十一面観音菩薩（写真葉書から )
　　    暴悪大笑面　　　　　　背面　　     　　正面　

　いきなり自分自身のことで恐縮ですが、一昨
年秋の一日、東京上野の国立博物館で、とある
仏像の背面に廻ってびっくり仰天。" 強烈 !!" と
しか言いようがないのです。それは渡

ど う が ん じ
仏像の背面に廻ってびっくり仰天。" 強烈 !!" と

ど う が ん じ
仏像の背面に廻ってびっくり仰天。" 強烈 !!" と

岸寺の
十一面観音立

りゅうぞう
しか言いようがないのです。それは

りゅうぞう
しか言いようがないのです。それは

像でした。共に見入っていた家内
も唖然として、暫くは顔を見合わせるだけで声
になりません。" 何というのだろう。このお面

かお
も唖然として、暫くは顔を見合わせるだけで声

かお
も唖然として、暫くは顔を見合わせるだけで声

、
形相は !!” 十一面観世音菩薩の背面、後頭部にあ
る「暴

ぼうあくだいしょうめん
形相は !!” 十一面観世音菩薩の背面、後頭部にあ

ぼうあくだいしょうめん
形相は !!” 十一面観世音菩薩の背面、後頭部にあ

悪大笑面」なのです。
　さて今回の旅行案内を受けた折、向

こうげんじ

源寺十一
面観音を拝観する由。はて、どこかで見た、聞
いたお寺さんだなと思い、前記の仏像展のパン
フレットほかを繙きました。" あった、あった !!"。
あの目を奪われた仏様に再びお会いできるのか
と。心高まる思いでした。

東京国立博物館仏像展
パンフレット

　その訳は、安置しているお堂が古くなり、建
て替えるのに資金が不足。故河合隼雄文化庁長
官に陳情に行ったところ、東京へ観音様がお出
で下さるなら、何とか援助しましょう、という
交換条件となったとか。
　またどの十一面観音にも、その後頭部には大
笑相があり、通常、正面から拝顔する折には
光
こうはい
笑相があり、通常、正面から拝顔する折には
こうはい
笑相があり、通常、正面から拝顔する折には

背もあり、後部にも廻れないため、窺
うかが

笑相があり、通常、正面から拝顔する折には
うかが

笑相があり、通常、正面から拝顔する折には
い知れ

ぬことなのだそうです。

　初日の昼は、少し南へ下がった長浜市、
毛
も り し ま
　初日の昼は、少し南へ下がった長浜市、
も り し ま
　初日の昼は、少し南へ下がった長浜市、

利志満で近江牛のしゃぶしゃぶをご馳走にな
り、食後数人で黒壁の街中を通り抜け、その先
の大

だいつうじ
り、食後数人で黒壁の街中を通り抜け、その先

だいつうじ
り、食後数人で黒壁の街中を通り抜け、その先

通寺まで散策。このお寺も立派な伽藍を構
え、由緒ある寺院だとお見受けしました。
　この長浜は羽柴秀吉が築城、本拠とし、後には、
山内一豊も城主となりました。高月町から長浜
に下る途中には、鉄砲鍛冶で有名な国

くにとも
山内一豊も城主となりました。高月町から長浜

くにとも
山内一豊も城主となりました。高月町から長浜

友を通過
し、いよいよ彦根城へと向かいます。
　彦根を中心にして地図を眺めると、西は日本
一広大な湖だとしても、東西南北全てが戦国時



405

代の城址、史跡ばかりです。眼を瞑れば、この
道もあの道も、騎馬武者が、足軽が、駆け抜け
て行ったのかと、まさに、戦国の世にどっぷり
と漬かってしまいます。

　琵琶湖の北東岸に注ぐ姉
あねがわ

川を 8 ㌔も遡れば、
元
げ ん き
　琵琶湖の北東岸に注ぐ
げ ん き
　琵琶湖の北東岸に注ぐ

亀元 (1570) 年 6 月 28 日、織田、徳川の軍が
浅
あ ざ い
元
あ ざ い
元亀
あ ざ い
亀
井、朝倉勢と刃を交えて、これを破った姉川

の古戦場です。
　高月町の東には彼

か

の小
お だ に

谷城址があります。元
亀 3(1572) 年７月、信長は、再度、浅井長政に
攻め掛かり、翌天正元 (1573）年 8 月、小谷城
を包囲、攻められた長政は、信長の妹で妻となっ
た市と 3 人の息女、茶々、初、小

お ご う
を包囲、攻められた長政は、信長の妹で妻となっ

お ご う
を包囲、攻められた長政は、信長の妹で妻となっ

督 ( 江 ) を信長
の下に返し、9 月 1 日、小谷城で長政は自刃して、
小谷は落城しました。
　前記の十一面観音は、元亀元年の戦火で堂

ど う う

宇
が焼失する中、村人が運び出し、士中に埋めて
難を逃れたのだそうです。
　それから９年、天正 10(1582) 年 6 月 2 日、

「本能寺の変」で信長は歴史の舞台から消え去り、
高月町の北にある賤

しずがたけ
「本能寺の変」で信長は歴史の舞台から消え去り、

しずがたけ
「本能寺の変」で信長は歴史の舞台から消え去り、

ヶ岳では翌天正11(1583) 年
4月21日、秀吉が配下の加藤清正、福島正則ほか、
所謂、賎ヶ岳の７

しちほんやり
4月21日、秀吉が配下の加藤清正、福島正則ほか、

しちほんやり
4月21日、秀吉が配下の加藤清正、福島正則ほか、

本槍の活躍もあって柴田勝家
を破り、4 月 24 日、勝家は本拠地、越前 ( 福井）
北
きたのしょう
を破り、4 月 24 日、勝家は本拠地、越前 ( 福井）
きたのしょう
を破り、4 月 24 日、勝家は本拠地、越前 ( 福井）

庄で嫁いできたお市ともども自害、これで秀
吉の天下統一の基礎が築かれました。
　更に長浜市の真東、岐阜県、美濃の国

くにざかい

境に入っ
た所には家康と石田三成が戦った関ヶ原があり、
真に枚挙に遑

いとま
た所には家康と石田三成が戦った関ヶ原があり、

いとま
た所には家康と石田三成が戦った関ヶ原があり、

がなく、紙面がいくらあっても足
りません。

　さてさて、やっと国宝彦根城の段です。城へ
は幹事お手配の、ボランティアの方が案内して
下さいました。この城の内濠と中濠に挟まれた
袂には、今回旅行の上田幹事が通っていた名門、

彦根東高校があり
ます。
　見上げるお城は、
明治 6 年の廃城令
やその後の戦災を
免れ、堂々と雄大
で堅固さを誇って
いました。案内さ
れた順に述べてま
いりましょう。
　元は " いろは "47
本もの松が植えら
れていたという「い
ろは松」の並木通り
を行くと、佐

さわぐちたもんやぐら
ろは松」の並木通り

さわぐちたもんやぐら
ろは松」の並木通り

和口多門櫓にさしかかります。
　すると城郭の中濠外に、第十一代藩主の十四
男に生まれた井伊直

なおすけ
　すると城郭の中濠外に、第十一代藩主の十四

なおすけ
　すると城郭の中濠外に、第十一代藩主の十四

弼が 17 歳から 32 歳までの
16 年間を、国学、和歌に茶道ほか文武に精を出
して過ごし、よもや自分が藩主になるとは思わ
ず、一生部屋住みを覚悟して名付けた埋

うもれぎのや
して過ごし、よもや自分が藩主になるとは思わ

うもれぎのや
して過ごし、よもや自分が藩主になるとは思わ

木舎が
200 メートル程先に望めました。
　次兄以下、12 人の兄が他家への養子や、また、
没してしまい、長兄の第十二代藩主、直

なおあき
　次兄以下、12 人の兄が他家への養子や、また、

なおあき
　次兄以下、12 人の兄が他家への養子や、また、

亮の子
息までもが亡くなるという偶然が重なって、直
弼は十三代藩主、果ては請われて徳川幕府末期
の、安政 5(1858) 年 4 月 23 日、大老に就任し
ました。

　さてここで少し脱線します。幕府大老職は家
康の四天王、井伊直政、本多忠勝、榊原康政、
酒井忠次の中で 3 家、井伊、本多、酒井の家系
から選ばれています。
　例外は寛永年間の土井利勝、天和年間の堀田
正俊、宝永年間の柳沢吉保だけなのです。それ
だけに 3 家は徳川の信頼とそれへの忠誠が、共
に厚かったのでしょう。

　話を戻します。埋木舎の外塀を眺めて、佐和
口多門櫓を過ぎると、馬 21 頭を収容した国の重
要文化財、L 字形の馬屋がありました。全国の近
世城郭に残る馬屋では、他に例を見ない規模だ
そうです。
　次に長浜城の大手門を移築、組み直したも
のとされ、計量時に使う天秤を模したような
天
てんびんやぐら
のとされ、計量時に使う天秤を模したような
てんびんやぐら
のとされ、計量時に使う天秤を模したような

秤櫓が現れます。櫓を支える石垣は「牛
ご ぼ う

のとされ、計量時に使う天秤を模したような
ご ぼ う

のとされ、計量時に使う天秤を模したような
蒡積み」

と呼ばれ、積まれた石の奥、即ち表から見えな
い、土の中に埋もれる内側部分の方が大きくなっ
ていて、崩れ難いのだとか。

1987 年　第３次国宝シリ - ズ　
　　　　　彦根城　　　　　

彦根城天守
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　また、嘉永 7 年の櫓の
改修では石垣半分まで積
み替えられ、新しい「落
し積み」と古い「牛蒡積
み」とがほぼ二分して組
まれていて、その差異が
顕著に見られます。
　その天秤櫓は、山の尾
根を切通しにした石垣の

「堀
ほりぎり

根を切通しにした石垣の
ほりぎり

根を切通しにした石垣の
切」と呼ばれる上にあ

り、櫓に通じる橋が架け
られています。この堀切の坂をループ状に迂回
し、橋を渡らなければ本丸に到達しません。
　" いざ " という時には、橋の支柱を外して落と
してしまい、橋なき場合には、高い石垣をよじ
登らなければ、本丸への侵入は適いません。
　次に太

たいこもんやぐら
登らなければ、本丸への侵入は適いません。

たいこもんやぐら
登らなければ、本丸への侵入は適いません。

鼓門櫓が登場します。時を知らせる、
或は非常を知らせるための太鼓が打たれた櫓で
す。この櫓も他城、もしくは寺院の門を移築し
たのだとか。
　天秤櫓や太鼓門櫓の物見窓は、外を覗

うかが

うに都合
がよいような断面菱形の竪

たてざん
　天秤櫓や太鼓門櫓の物見窓は、外を

たてざん
　天秤櫓や太鼓門櫓の物見窓は、外を

桟が設けられ、かつ城
外に向く面の壁は身の丈ほどの高さまでは厚く、
鉄砲の弾の通過を防ぐ構造になっています。
　さて、いよいよ彦根城の天主です。明治維新
の廃城令で、このお城も例外ではなく、多くの
城と同じように取り壊される運命にありました。
　明治 11 年、明治天皇が京都行幸から東京へ帰
る途中、彦根通過の際、随行員の参議大隈重信は、
美しい彦根城の文化的な、歴史的な意義から永
久保存を訴え、これが功を奏して、彦根城は個
人の所有や取り壊しに遭うことから免れ、廃城
から救われたのでした。( この項、横尾会員の支
援を受けました。)

　慶長 5(1600) 年 9 月 15 日、天下分け目の関ヶ
原の合戦で敗れた石田三成の居城、佐和山城を
家康は四天王の一人、武勇誉れ高き井伊直

なおまさ
原の合戦で敗れた石田三成の居城、佐和山城を

なおまさ
原の合戦で敗れた石田三成の居城、佐和山城を

政に
与えて、西国、北陸への要所を固め、睨みを利
かせました。
　その佐和山は彦根城の東、目と鼻の先にあり
ます。直政は諸所検討のうえ、新たな城を計画、
しかし直政は関が原の翌々年、42 歳で没してし
まいました。慶長 9 年、次の直

なおつぐ
しかし直政は関が原の翌々年、42 歳で没してし

なおつぐ
しかし直政は関が原の翌々年、42 歳で没してし

継の代で、幕府
支援の元に築城が開始されます。
　天守は、前記の関ヶ原の合戦で西軍の猛撃に
も落城しなかった五階四層の大津城を取り壊し、

その木骨えお再利用し造営し、三階三層のどっ
しりと、落ち着いた構えを成しています。（この
大津城は奈々の妹、初、その夫、京極高次の居
城でした。)
　彦根城の構造は通し柱を用いず、各階ごとに
積み上げ、寺院ほかの唐

からよう
　彦根城の構造は通し柱を用いず、各階ごとに

からよう
　彦根城の構造は通し柱を用いず、各階ごとに

様建築に使われた花
か と う

　彦根城の構造は通し柱を用いず、各階ごとに
か と う

　彦根城の構造は通し柱を用いず、各階ごとに
頭

( 火灯 ) 窓、屋根は切妻破
は ふ
唐
は ふ
唐様
は ふ

様
風、入母屋破風、唐破風、

などで優美さを形作っていました。
　さらに鉄砲狭

は ざ ま
などで優美さを形作っていました。

は ざ ま
などで優美さを形作っていました。

間は漆喰で塗り固められていて、
実際に発砲するときには、固められた壁を突き
破って、銃口を突き出す開口部にするのだとか。
このため狭間は平時、隠れて治世にあっては外か
らは見えず、城の美観を保っているのでしょう。

　この後、大名の庭園、玄
げんきゅうえん

宮園へ向かい、その
途中、内濠を渡りました。内濠に面する石垣は
三段構成になっていて、中段には土を盛って緑
地帯とし、鉢巻のように石垣を巡っています。
玄宮園を散策し、帰路、四位の正装、衣冠束帯
を身に纏

まと
玄宮園を散策し、帰路、四位の正装、衣冠束帯

まと
玄宮園を散策し、帰路、四位の正装、衣冠束帯

った直弼公の像が目に止りました。
　小生が住む横浜市の西区にある桜木町駅、そ
の近くに同様の像があります。その名も井伊
掃
かもんのかみ
の近くに同様の像があります。その名も井伊
かもんのかみ
の近くに同様の像があります。その名も井伊

部頭直弼の官司名からの掃
かもんやま

の近くに同様の像があります。その名も井伊
かもんやま

の近くに同様の像があります。その名も井伊
部山で、港、今で

は「みなとみらい地区」となってしまった方角
に向かって像は建っています。
　それは大老が開港を決断し、新しい日本の国
造りの緒

いとぐち
　それは大老が開港を決断し、新しい日本の国

いとぐち
　それは大老が開港を決断し、新しい日本の国

としたことを後世に伝えたいがため、
元彦根藩の武士が当時名もない丘を買い取って、
明治 42(1909) 年に建立、現在の像は昭和 29 年
に再建されたもので、今も横浜市民は恩人とし
て称えています。今年のNHK・TV大河ドラマ、「篤
姫」では、「安政の大獄」を指揮した強

こわもて
て称えています。今年のNHK・TV大河ドラマ、「篤

こわもて
て称えています。今年のNHK・TV大河ドラマ、「篤

面直弼と
は別の、茶道、歌道にも長

た
姫」では、「安政の大獄」を指揮した

た
姫」では、「安政の大獄」を指揮した

けた面を描き出して
いました。
　安政 7(1860) 年 3 月 3 日、直弼は、尊皇攘夷
派の水戸藩士ほかに暗殺されました。大老に就
任して僅か 2 年後の「桜田門外の変」です。彦
根城内の直弼像の近くには、好

よしみ
任して僅か 2 年後の「桜田門外の変」です。彦

よしみ
任して僅か 2 年後の「桜田門外の変」です。彦

を回復したいが
ため、水戸市からは梅の木が贈られ植樹されて
います。“さて仲良くなれるのかしら ?( 筆者の独
り言です。)”
　さて、ここまで記してきて、もう一度、彦根
城を一言で表すならば、『雄美』という造語を思
いつきました。如何でしょう。
　城内には、まだまだ見学するところ多々あり、
その一つに藩主の住まいを一部復元した「表御
殿」があって、彦根城博物館となっています。

2007 年
ふるさと切手彦根城
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1976 年　切手趣味週間　彦根屏風

統一印集を配布して下さり、その 1 面には
彦根城の切手と、この日、9 月 26 日の風景
印が捺されています。旅行参加のメンバーに
とって嬉しい記念品となりました。いつもな
がら、坂下会員の収集の広さ、深さには驚く
ばかりです。
　次には新潟在住でいながら、毎回参加の
高橋会員が日く、何と " 新潟と滋賀は関係が
あったのだ " と。
　それは、あの有名な京都、第三高等学校の

「琵琶湖周航の歌」の原曲は、新潟県、新津
出身、24 歳で夭折した吉田千

ち あ き
「琵琶湖周航の歌」の原曲は、新潟県、新津

ち あ き
「琵琶湖周航の歌」の原曲は、新潟県、新津

秋作曲の「ひ
つじぐさ」なのだと。( 次ページ参照）
　替歌といったら語弊があるのでしょうが、
当時学生の間で流行っていた「ひつじぐさ」
のメロディに琵琶湖周航の詩を乗せたのだそ
うです。
　翌 27 日、安土へ向かうバスの中で、原曲
の「ひつじぐさ」と「琵琶湖周航の歌」を共々
聴かせていただきました。
　原曲との差異は多少ありますが、三高で歌
い継がれていくうちに、また編曲され、レコー
ド化される中で、現在の「琵琶湖…」の曲に
なったのでしょう。
　さて彦根から南西に下って安土です。ここ
では信長が天正 7(1579) 年 5 月に築いた安

彦根城の切手と、この日、9 月 26 日の風景
印が捺されています。旅行参加のメンバーに

がら、坂下会員の収集の広さ、深さには驚く
ばかりです。
　次には新潟在住でいながら、毎回参加の
高橋会員が日く、何と " 新潟と滋賀は関係が
あったのだ " と。
　それは、あの有名な京都、第三高等学校の

「琵琶湖周航の歌」の原曲は、新潟県、新津
出身、24 歳で夭折した吉田
つじぐさ」なのだと。( 次ページ参照）
　替歌といったら語弊があるのでしょうが、
当時学生の間で流行っていた「ひつじぐさ」
のメロディに琵琶湖周航の詩を乗せたのだそ

　翌 27 日、安土へ向かうバスの中で、原曲
の「ひつじぐさ」と「琵琶湖周航の歌」を共々
聴かせていただきました。
　原曲との差異は多少ありますが、三高で歌
い継がれていくうちに、また編曲され、レコー

なったのでしょう。
　さて彦根から南西に下って安土です。ここ

( 犬上郡）

彦根彦根
彦根

彦根 (近江 )より東京　1972(明治５年）5月14日

坂下会員配布　近江国の不統一印集レジュメ一部

所有の国宝「彦根屏風」は特別展示で、常設で
はないとのこと。
　また重要文化財の、西の丸三

さんじゅうやぐら

重櫓は、これも
小谷城からの移築だとか。再利用、リユースだ
らけの、" もったいない " の精神が生きた国宝、
彦根城です。

裏面

時間の制約で出立し、宿へ向かう
途中、彦根郵便局へ寄り、稲フィ
ラ旅行の慣例となった訪問地での
風景印を調達しました。
　宿は彦根城に近く、湖畔の「双
葉荘」。大きなホテルではありませ
んが、入っての正面、大額には墨
痕鮮やかに「賓至如帰」とあります。
" 賓 ( 客）至り、( 自宅に）帰るが
如し " と、持て成しの心意気なの
でしょう。
　スタッフも少人数ながら、暖か
い雰囲気を醸し出していました。
ここで出されたお菓子の名が「埋

れ木」です。小生の家内は、" 古
いにしえ

ここで出されたお菓子の名が「埋
いにしえ

ここで出されたお菓子の名が「埋
の伝統ある城下

町には銘菓あり " と言います。呑み助が付け加
えると、佳

よきさけ
町には銘菓あり " と言います。呑み助が付け加

よきさけ
町には銘菓あり " と言います。呑み助が付け加

酒、美
うまざけ

町には銘菓あり " と言います。呑み助が付け加
うまざけ

町には銘菓あり " と言います。呑み助が付け加
酒あり、と。

　さて喉を潤し、お腹も満ちたあと、恒例の      
" お宝拝見 " です。今回も坂下会員が、「源氏物
語の故郷・近江への旅」と題して、近江国の不
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土城天主の 5 階と 6 階部分が原寸大に復元され
た「安土城天主・信長の館」を見学。
　この絢爛豪華に再現された二層は、1992 年
スペイン・セビリア万国博覧会で日本館のメイ
ン展示として出品され、これを安士町が譲り受
けて解体移築し、更に天人が飛翔している画や、
鯱
しゃちほこ
けて解体移築し、更に天人が飛翔している画や、
しゃちほこ
けて解体移築し、更に天人が飛翔している画や、

を頂いた大屋根などの手を加えての展示で
した。
　あまりにも朱

しゅうるし　こんじき

漆と金色が眩しく、時代を切り
拓いた信長を思い遣

や

ること暫
しば

が眩しく、時代を切り
しば

が眩しく、時代を切り
しでした。それ

は、天主の 5 階に仏教の世界観による釈迦説法
図、天井の飛天、これらは嘘だとは申しません
が、信長による元亀 2(1571) 年 9 月 12 日、叡山、
延暦寺の堂塔焼き討ち、摂津、一向宗石山城の
への攻撃などなど、仏の教えを信ずる宗教観と、
それに対して門徒宗、一向宗の教徒であっても、
歯向かう者への憎悪、攻撃は別なのでしょうか。
天下統一への執念なのかもしれません。

　さてここからが今回の稲フィラ旅行ならでは
の見学コースです。
　安土から更に南西に南下、野

や す

洲へ向かい、その
途中、近江八幡市の八幡山ロープウェーが眺めら

れました。この山は、鶴
かくよくざん

翼山ともいい、秀吉
の姉の子で秀吉の養子となった秀次が、この
山に八幡城を築城しましたが、秀頼の誕生後、
邪険にされ、詰め腹を切らされました。その
秀次の城址があります。
　野洲では、昭和 38 年卒の稲フィラ会員、
木
き べ
　野洲では、昭和 38 年卒の稲フィラ会員、
き べ
　野洲では、昭和 38 年卒の稲フィラ会員、

辺円慈上人が第二十二代の門主を継ぎ、
住職を務める ( 浄土 ) 真宗、木辺派の本山、
錦
きんしょくじ
住職を務める ( 浄土 ) 真宗、木辺派の本山、
きんしょくじ
住職を務める ( 浄土 ) 真宗、木辺派の本山、

織寺を訪ねました。
　所在地は野洲市木

き べ
を訪ねました。

き べ
を訪ねました。

部です。元はといえば木
辺も木部も同根なのでしょうか。
　さてこの錦織寺、本山を名乗るだけに
堂々たる伽藍です。大きく、どんと構える
御
みえいどう
堂々たる伽藍です。大きく、どんと構える
みえいどう
堂々たる伽藍です。大きく、どんと構える

影堂、その右隣に阿弥陀堂、更に唐破風の
向
こうはい
御
こうはい
御影堂
こうはい

影堂
背を配した天安 ( 毘沙門）堂、鐘楼、また

東山天皇の崩御後、その住居を下賜された東
山御殿が寺務所に連なり、茶室と庭園、立派
な堂宇が建ち並びます。そんじょそこらのお
寺とは、訳が違います。
　さて木辺門主のお話と、いただいた資料に、
私観を加えて述べてまいりましょう。
　先ず江戸時代まで、一向 =ただひたすらに
阿弥陀仏を念ずる教えだから、一向宗と ( 他

宗から ) 呼ばれ、それ以降、宗門自らが ( 浄土 )

木辺会員が門主を勤める錦織寺

木辺住職を囲んで（杉山会員提供）

高橋会員配布　新潟 吉田文庫発行のパンフより
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真宗へと改称した由。
　ところで、その念仏、"南無阿弥陀仏 "の「南無」
とは、" 心から帰依する” の意で、阿弥陀仏に冠
して "( 私は ) 阿弥陀仏に帰依、即ち、信じて、仏
様のお力にすがります。阿弥陀仏の救済を願って
います "ということになりましょうか。
　対極にあるのが日蓮宗の "南無妙法蓮華経” で、
“妙
たえ
　対極にあるのが日蓮宗の "南無妙法蓮華経” で、
たえ
　対極にあるのが日蓮宗の "南無妙法蓮華経” で、

なる仏の教え、真理は、蓮華経にあり” とし、
法華経を拠り所としています。ですから、唱える
とき、" ナム・アミダブツ " だし、” ナム・ミョウ
ホウ・レンゲキョウ " ではないのかと私は思って
います。因

ちな
ホウ・レンゲキョウ " ではないのかと私は思って

ちな
ホウ・レンゲキョウ " ではないのかと私は思って

みに南無阿弥陀仏は「念仏」ですが、
南無妙法蓮華経は「お題目」と呼びます。

　また脱線。さてこの浄土真宗には、10 もの派
があるのだそうですが、教義的には殆ど違いはな
く、開祖親鸞との伝統的な繋がりの中で、それぞ
れの派ができたのだそうです。
　ご存知の通り、親鸞は浄土宗、法然の下で修行
しました。法然の浄土宗が、浄土三部経を拠り所
の経典とし、特に観無量寿経を重視して、専修念
仏によって極楽浄土へ往生するとしています。そ
れに対し、親鸞は無量寿経に立脚して、阿弥陀仏
の本願の信心を重視し、称名念仏は、仏恩報謝の
行であり、これを宗旨にして、浄土真宗とするの
だと。ここは辞書、大辞泉からの受け売りです。
　親鸞が北陸、関東を教

きょうげ
だと。ここは辞書、大辞泉からの受け売りです。

きょうげ
だと。ここは辞書、大辞泉からの受け売りです。

化、説法で仏教の思想
を広めて、京都へ戻る途中、このお寺に滞留し、
念仏の法を説かれ、それ以来、真宗、木辺派、
本山と称していて、御影堂には親鸞の諱

いみな
念仏の法を説かれ、それ以来、真宗、木辺派、

いみな
念仏の法を説かれ、それ以来、真宗、木辺派、

、諡
し ご う

念仏の法を説かれ、それ以来、真宗、木辺派、
し ご う

念仏の法を説かれ、それ以来、真宗、木辺派、
号

「見
けんしん
本山と称していて、御影堂には親鸞の
けんしん
本山と称していて、御影堂には親鸞の

真」の大額が掲げられています。
　御影堂は元禄7年、大火に遭って焼失。その折、
ご本尊の阿弥陀如来も焼け焦がれ、今でも真っ黒
な労

いたわ
ご本尊の阿弥陀如来も焼け焦がれ、今でも真っ黒

いたわ
ご本尊の阿弥陀如来も焼け焦がれ、今でも真っ黒

しいお姿ですが、その侭、安置され、門徒の
信心を集めています。
　その後、御影堂は 7 年後の元禄 14 年に再建さ
れ、今日に至っているのだとか。
　寺名の由来は暦

りゃくにん
れ、今日に至っているのだとか。

りゃくにん
れ、今日に至っているのだとか。

仁元 (1238) 年 7 月 6 日、まだ
親鸞が逗留中の夜、空に楽が響き渡り、また霊光
が輝き、堂内には芳香が満ちて、2 人の童子が蓮
の糸を手繰り、天女が機織していたそうです。
　夜明けにはその姿はなく、内陣に横3尺、縦 1
丈 5尺の紫紅の錦が仏前に供えられていて、これ
を伝え聞いた四條天皇が「天神護法錦織之寺」の
寺号と額を下賜され、それ以降、錦織寺としたの
だそうです。
　さてさて驚くことは、未だ未だあって、チベッ

ト、西域探検で有名な大谷光
こうずい

瑞は、ご尊父、第
二十一代、宣慈上人の伯父様に当たり、またその
宣慈上人は天体望遠鏡のレンズ製作では、日本の
第一人者だったのだそうです。

2003年　国際文通週間五十三次 大津

1961年　国定公園琵琶湖　夜景

　第2日目のお昼は、湖畔、吉川の鮎家。終わっ
て大津市に南下し、紫式部が「源氏物語」の一部
を着想したとされる石山寺へ向かい、小生は高校
時代の修学旅行以来、50 年ぶりの見学となりま
した。

　多宝塔は季節とか、時の経過もあるのでしょう
が、周囲の緑が増してしまい、昔は塔の全体がもっ
とよく見えたのでは、とも思いました。しかし表
現として使ってよいのか迷いますが、閑

かんじゃくこたん
とよく見えたのでは、とも思いました。しかし表

かんじゃくこたん
とよく見えたのでは、とも思いました。しかし表

寂枯淡な
優美な塔です。
　紫式部が「源氏物語」
を著して千年経ちまし
た。それは寛

かんこう
を著して千年経ちまし

かんこう
を著して千年経ちまし

弘 5(1008)
年 11 月 1 日、一条帝と
中宮彰

しょうこ
年 11 月 1 日、一条帝と

しょうこ
年 11 月 1 日、一条帝と

子との間に敦
あつひら

年 11 月 1 日、一条帝と
あつひら

年 11 月 1 日、一条帝と
成親

王ご誕生 50 日の祝いの
日に、藤

ふじはらのきんとう
王ご誕生 50 日の祝いの

ふじはらのきんとう
王ご誕生 50 日の祝いの

原公任が " この
辺りに若紫はいませんか
"、と宮仕えの女房たちに
話しかけたと、この日の
紫式部日記に記されているのだそうです。源氏
物語、第 5 巻のヒロイン「若紫」にことよせて、

1951年 石山寺 多宝塔
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紫式部を称えての話しかけでした。( 冨士谷あつ
子「源氏物語千年紀」から )
　従って、このとき既に「源氏物語」は完成し、
上層の公家階級では読まれていたと見倣され、今
年2008年が千年紀なのです。その源氏物語には
小説の要素とか、筋道、構成など、全てが凝縮さ
れているといっても過言ではないのでしょう。紫
式部とその「源氏物語」については、もう私の出
る幕ではありません。"お後が宜しいようで "。

2008年発行　ふみの日切手　紫式部

　最後になります。今回の旅行に参
加したのは、アイウエオ順で、池山、
上田・幹事、小熊、小西、小林 (彰 )、
坂下、杉山、高橋、野島、府川、宮
鍋、諸田・幹事、それに地元、大津
在住、現地参加の横尾の 13 名でし
た。3 年前には会津八一を訪ねて新
潟、昨年は東京に近い横須賀、三浦、
今回は彦根を中心に滋賀へと、その
土地出身の稲フィラのメンバーが幹
事を務めています。これからどうな
るかは判りませんが、勝手知った所
を詳しく、かつ有意義に案内してい
ます。

　どうぞ近い、遠いに関わらず、また幹事の善し

悪しは別にして、ご参加いただけたらと思います。

なお本稿は歴史的、史跡的な事項が多く、横尾、

木辺両会員には校閲をお願いしました。今回の旅

行を取り計らった上田、諸田両幹事にも、共に厚

く御礼申し上げます。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　多謝

2008年発行　「源氏物語」一千年紀　記念切手
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切手偏見
　見慣れた日常品の中に美を意識させてくれる
NHKTV 番組「美の壺」で 9 月のはじめに切手が
対象として放送された。放送では切手を鑑賞する
壺として三つの壺が取り上げられた。
◎大胆なレイアウトに秘密あり ( 図案トリミング）
◎小さなキャンバスに彫刻の冴えあり（凹版印刷）
◎限られた色が創る無限の世界（微妙な色）
　この三つの壺から、最近の切手が美的に向上し

て い る の か
考 え て み た
いと思う。三
つ の 壺 の う
ち、一つ目の
壺、図案、ト
リ ミ ン グ に
つ い て は 意
見 が 分 か れ
る と こ ろ で
あるが、最近
の ふ る さ と
切 手 な ど は
改 善 さ れ た
かと思える。
さらに、三つ
目 の 壺、 色
の 再 現 に つ
いては好みの問題
はあるが色彩は豊
かになっているこ
とは確かである。
　しかし、2 番目
の壺、彫刻の冴え
あり（凹版印刷）
については残念な
が ら 壺 の 中身 が
減っていることは
会員諸兄姉の心配
するところ。この
壺の中を少し調べ
てみたいと思う。
　凹版印刷を取り出す前にすべての日本切手

（ペーン、切手帳を除く 4818 種）をその印刷方式
で調べてみた。加刷の整理の仕方等にもよるが印
刷方式は上表のようになり、やはり 7 割がグラビ
ア印刷で一番多くなっている。凹版印刷が 10％
と現在の切手発行からは意外と思われる数が発行
されている。四十八文から現在までを大きく４時
期に分けて印刷方式を分類すると上図に示す結果
であった。戦前の凹版、戦後のグラビア主流の間

に 10 ～ 30% 程
度は発行されて
いた凹版が徐々
にグラビア、平
版･オフセット
に そ の 割 合 を
譲っていること

左　鑑賞の壺　大
胆なレイアウトに
秘密あり ( 図案ト
リミング）の説明
に使われた鳥居清
長『雨中湯帰り』
と 1958 年趣味週間
切手
左下　鑑賞の壺　
限られた色が創る
無限の世界（微妙
な色の再現）の説
明に使われた速水
御舟『炎舞』 重要
文化財 ( 山種美術
館）と近代美術シ
リーズ切手 (1979
年）
下　鑑賞の壺　小
さなキャンバスに
彫刻の冴えあり

（凹版印刷）の中
で凹版切手の傑作
として黒色で彫刻
の冴えを拡大して
紹介された第 2 次
国 宝 切 手（1978
年）東照宮陽明門

印刷方式 合計 広義分類
グラビア・メタリック 5

グ

ラ

ビ

ア

3617

71%

グラビア 3259
グラビア・エンボス 32
グラビア・凸版 37
グラビア・ザンメル凹版 1

凹

版

524

10%

グラビア・凹版 272
グラビア・階調凹版 1
グラビア・局式凹版 10
ザンメル凹版 34
凹版 191
階調凹版 5
凹版・平版 8
階調凹版・ﾄﾞﾗｲｵﾌｾｯﾄ 1 オフ

セット

428

8%凹版・ﾄﾞﾗｲｵﾌｾｯﾄ 1
オフセット 426
凸版 198 凸

版

239

5%凸版・石版加刷 2
凸版・凸版加刷 2
凸版・平版 2
平版 235 平

版

291

6%平版・エンボス 10
平版・ホットスタンプ 36
手彫り ( 凹版 ) 45 手彫り 45　1%

総　　計 4813
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が明らかである。更に、9 年毎に凹版印刷の割合
を移動平均として図にすると下図のように一定の
周期で 3 時期に凹版印刷が増加していることがわ
かる。
　第 1 期は大正初期から戦前までの皇室関係の記
念切手と通常切手の凹版が凸版印刷に伍してかな
り発行された時期と言えよう。
　第 2 期は凹版に初めてグラビア・凹版とザンメ
ル凹版が発行され、ザンメル凹版切手が集中した
時期であったといえる。また、この期間は国民体
育大会切手の凹版印刷が始り、そして終わった時
期であるのが注意される。
　この第2期と第3期に移る谷間の時期(1966年）
に低額の通常切手に美しく人気のある切手が 4 種
発行されていることが注意される。第 1 次ローマ

第 1 期の凹版切手
初の凹版切手、凹版高額通常切手、40% が凹版で発行された
第 1 次昭和切手の 1 枚「上高地」

第 2 期に発行された凹版・グラビア印刷、ザンメル凹版切手

凹版印刷、ザンメル凹版で 13 年間発行されていた国体切手

凹版印刷の美しい通常切手　　　　左上より
　　　比叡山延暦寺根本中堂　　　　　　　桂離宮
　　　　東大寺音声菩薩像　　　　　　中尊寺迦陵頻伽

字入り切手の 4 枚である。( 拡大して表示します
ので美の壺を抑えていただければ）
　第 3 期は凹版印刷が 1984 年に消えたが、グラ
ビア・凹版印刷が各種シリーズ切手を中心に数多
く発行され、新たに階調凹版、局所凹版印刷等が
加わって発行され、広義の凹版印刷が一時期、再
度復活するかと期待されたのが、平版、オフセッ
トがこれに変わってくる傾向である。更に 10 種
単位で記念切手が発行されるようでは、人のわざ
と努力に左右される切手は望むべくなく、第 2 の
鑑賞の壺、彫刻の冴えは今後も期待できないこと
になっていくのであろうか。    　  　　    ( 編集子）

最後となっている 純  純  純 凹版印刷切手　

参考文献：　世界の切手印刷　   印刷局朝陽会
　　　　　　切手研究用語集　　郵便文化振興協会
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年 種類 額面 印刷方式 通　　称
1896 記念 2 銭 凹版 日清戦勝 4
1908 通常 5 円 凹版 菊切手 1
1908 通常 10 円 凹版 菊切手 1
1914 通常 5 円 凹版 田沢型旧大正毛紙 1
1914 通常 10 円 凹版 田沢型旧大正毛紙 1
1915 記念 4 銭 凹版 大正大礼 2
1916 記念 10 銭 凹版 昭和立太子礼 1
1919 記念 1.5 銭 凹版 世界大戦平和 4
1920 記念 1.5 銭 凹版 明治神宮鎮座 2
1921 記念 3 銭 凹版 郵便創始 50 年 2
1923 記念 1.5 銭 凹版 台湾行啓 2
1924 通常 5 円 凹版 新大正毛紙 1
1924 通常 10 円 凹版 新大正毛紙 1
1928 記念 1.5 銭 凹版 昭和大礼 4

1929 航空 9.5 銭 凹版 芦ノ湖航空 4
1929 記念 1.5 銭 凹版 神宮式年遷宮 2
1930 記念 1.5 銭 凹版 第 2 回国勢調査 2
1934 航空 8.5 銭 凹版 芦ノ湖航空 1
1935 記念 1.5 銭 凹版 満州国皇帝ご来訪 4
1936 記念 1.5 銭 凹版 議事堂竣工 4
1937 通常 5 円 凹版 昭和白紙 1
1937 通常 10 円 凹版 昭和白紙 1
1938 通常 10 銭 凹版 第 1 次昭和 1
1939 通常 5 銭 凹版 第 1 次昭和 1
1939 通常 6 銭 凹版 第 1 次昭和 1
1939 通常 7 銭 凹版 第 1 次昭和 1
1939 通常 12 銭 凹版 第 1 次昭和 1
1939 通常 30 銭 凹版 第 1 次昭和 1
1939 通常 5 円 凹版 第 1 次昭和 1
1939 通常 10 円 凹版 第 1 次昭和 1
1940 記念 2 銭 グ・局式 紀元 2600 年 4
1940 記念 2 銭 グ・局式 教育勅語 50 年 2
1940 通常 20 銭 凹版 第 1 次昭和 1
1942 通常 15 銭 凹版 第 2 次昭和 1
1942 通常 40 銭 凹版 第 2 次昭和 1
1946 通常 50 銭 凹版 第 1 次新昭和 1
1946 記念 15 銭 凹版 郵便開始 75 年 4
1947 通常 100 凹版 第 2 次新昭和 1
1947 通常 50 凹版 第 2 次新昭和 1
1947 通常 100 凹版 第 3 次新昭和 1
1948 通常 10 凹版 第 2 次新昭和 1
1949 記念 8 凹版 1949 文化人切手 1
1949 記念 2 凹版 UPU75 年 4
1949 記念 10 凹版 岡山博覧会 1
1949 記念 10 凹版 高松博覧会 1
1949 通常 16 凹版 産業図案 1
1949 通常 100 凹版 産業図案 1
1949 通常 500 凹版 産業図案 1
1949 記念 10 凹版 松山博覧会 1
1949 記念 8 凹版 中央気象台 75 年 1
1949 記念 16 凹版 長野平和博 1
1949 記念 2 凹版 別府観光 2
1949 記念 8 凹版 郵政省･電通省 1
1950 記念 8 凹版 1950 文化人切手 5
1950 航空 16 凹版 きじ航空 5
1950 通常 24 凹版 昭和すかしなし 1
1951 記念 2 凹版 観光地百選 2
1951 記念 8 凹版 1951 文化人切手 6
1951 通常 14 凹版 昭和すかしなし 1
1952 記念 10 凹版 1952 文化人切手 6
1952 通常 100 凹版 昭和すかしなし 1
1952 通常 500 凹版 昭和すかしなし 1
1953 記念 5 凹版 帰朝 2
1953 通常 100 凹版 第 1 次円単位 1
1953 通常 500 凹版 第 1 次円単位 1
1954 記念 5 凹版 通信連合加盟 75 年 2
1954 記念 5 凹版 第 9 回国体 2
1955 公園 5 凹版 公園 秩父多摩 2
1955 記念 5 凹版 第 10 回国体 2
1956 記念 10 凹版 佐久間ダム 1
1956 記念 10 凹版 柔道選手権 1
1956 記念 10 凹版 巡航見本市 1
1956 記念 5 凹版 第 11 回国体 2
1956 通常 14 凹版 第 1 次円単位 1

1956 公園 10 局式凹版 西海　九十九島
1956 記念 10 凹版 東京開都 500 年 1
1957 記念 10 凹版 原子炉竣工 1
1957 記念 10 凹版 国連加盟 1
1957 記念 10 凹版 小河内ダム竣工 1
1957 記念 5 凹版 第 12 回国体 2

1957 通常 24 凹版 第 1 次円単位 1
1958 記念 10 凹版 慶応義塾 100 年 1
1958 記念 5 凹版 第 13 回国体 2
1958 記念 10 凹版 日本開港 100 年 1
1959 記念 5 グ・凹版 皇太子御成婚 4
1959 記念 10 凹版 航空運送会議 1
1959 記念 10 ザン凹版 自然公園の日 1
1959 記念 5 凹版 第 14 回国体 2
1959 通常 30 凹版 第 1 次円単位 1
1960 記念 10 凹版 岡山観測所開所 1
1960 記念 10 凹版 議会開設 70 年 1
1960 記念 5 ザン凹版 第 15 回国体 2
1960 記念 10 ザン凹版 日米修好 100 年 2
1960 記念 10 ザン凹版 日本三景 3
1961 記念 5+5 凹版 五輪募金 3
1961 記念 5 ザン凹版 第 16 回国体 2
1961 記念 10 ザン凹版 第 52 回ロータリー 1
1962 記念 5+5 凹版 五輪募金 6
1962 記念 10 凹版 若戸大橋 1
1962 記念 5 ザン凹版 第 17 回国体 2
1963 記念 5+5 凹版 五輪募金 7
1963 記念 5 ザン凹版 第 19 回国体 2
1964 記念 5+5 凹版 五輪募金 4
1964 記念 5 ザン凹版 第 19 回国体 2
1965 記念 5 ザン凹版 第 20 回国体 2
1966 通常 60 凹版 第 1 次Ｒ字入り 1
1966 通常 110 凹版 第 1 次Ｒ字入り 1
1966 通常 120 凹版 第 1 次Ｒ字入り 1
1966 通常 200 凹版 第 1 次Ｒ字入り 1
1966 記念 7 ザン凹版 第 21 回国体 2
1967 記念 50 グ・凹版 第 1 次国宝 2
1968 記念 15 凹版 第 1 次国宝 6
1969 記念 50 グ・凹版 第 1 次国宝 1
1969 通常 500 凹版 第 2 次Ｒ字入り 1
1970 記念 15 凹版・平版 古典芸能 1
1971 記念 15 階調 政府印刷 100 年 2
1972 記念 20 階調・ドラ 古典芸能 1
1972 記念 20 階調 古典芸能 1
1972 通常 200 凹版 第 3 次Ｒ字入り 1
1973 記念 20 グ・局式 1973 趣味週間 1
1973 記念 20 凹版 関門橋開通 1
1973 記念 50+10 グ・階調 古墳壁画 1
1974 記念 20 凹版 最高裁庁舎 1
1974 記念 20 凹版・ドラ 自然保護 1
1974 記念 20 グ・凹版 自然保護 3
1975 記念 20 グ・凹版 自然保護 3
1975 記念 20 ザン凹版 船シリ－ズ 4
1975 通常 1000 凹版 第 4 次Ｒ字入り 1
1976 記念 50 グ・凹版 自然保護 5
1976 記念 50 ザン凹版 船シリ－ズ 8
1976 記念 100 グ・凹版 第 2 次国宝 1
1977 記念 50 グ・凹版 自然保護 5
1977 記念 100 凹版 第 2 次国宝 5
1978 記念 50 グ・凹版 自然保護 3
1978 記念 50 凹版 証券取引所 100 年 1
1978 記念 50 グ・凹版 相撲絵 9
1978 記念 100 グ・凹版 第 2 次国宝 2
1979 記念 50 グ・凹版 医療文化 100 年 1
1979 記念 50 グ・凹版 近代美術 8
1979 記念 50 グ・凹版 相撲絵 6
1979 記念 50 グ・凹版 日本の歌 4
1980 記念 50 グ・凹版 議会開設 90 年 1
1980 記念 50 グ・凹版 近代美術 8
1980 記念 50 グ・凹版 消防 100 年 1
1980 記念 50 グ・凹版 日本の歌 10
1981 記念 60 グ・凹版 近代美術 6
1981 記念 60 グ・凹版 近代洋風建築 4
1981 記念 60 グ・凹版 東京切手展 4
1981 記念 60 グ・凹版 日本の歌 4
1982 記念 60 グ・凹版 近代美術 6
1982 記念 60 グ・凹版 近代洋風建築 8
1982 記念 60 グ・凹版 中央銀行 100 年 1
1983 記念 60 グ・局式 官報 100 年 1
1983 記念 60 グ・凹版 近代美術 4
1983 記念 60 グ・凹版 近代洋風建築 6
1983 記念 60 グ・凹版 特殊鳥類 4
1984 記念 60 グ・凹版 1984 趣味週間 2
1984 通常 300 凹版 花･貝・文化財 1
1984 記念 60 グ・凹版 近代洋風建築 2
1984 記念 60 グ・凹版 高山植物 4
1984 記念 60 グ・凹版 特殊鳥類 6
1984 記念 60 凹版 特殊鳥類 3

1985 記念 60 グ・凹版 高山植物 8
1985 記念 60 グ・凹版 前島密生誕 150 年 1
1985 記念 60 グ・凹版 伝統工芸品 2
1986 記念 60 グ・凹版 高山植物 2
1986 記念 60 グ・凹版 昆虫 12
1987 記念 40 グ・凹版 昆虫 10
1987 記念 110 グ・凹版 第 3 次国宝 2
1988 記念 60 グ・凹版 シルクロード博 1
1989 記念 100 グ・凹版 第 3 次国宝 6
1990 記念 80 グ・局式 1990 文通週間 2
1990 ふるさと 62 グ・凹版 中仙道妻籠宿 2
1990 記念 62 グ・凹版 電気機関車 5
1990 記念 62 グ・凹版 馬と文化 7
1991 記念 80 グ・凹版 1991 文通週間 2
1991 記念 62 グ・凹版 1991 日本切手展 1
1991 記念 62 グ・凹版 馬と文化 3
1992 記念 120 グ・凹版 1992 文通週間 2
1992 記念 62 グ・凹版 日中 20 年 2
1993 記念 62 グ・凹版 1993 文化人切手 3
1994 記念 80 グ・凹版 1994 文化人切手 2
1994 記念 80 グ・凹版 糖尿病会議 1
1994 記念 80 グ・凹版 郵便切手の歩み 8
1995 記念 80 グ・凹版 1995 文化人切手 2
1995 記念 80 グ・凹版 郵便切手の歩み 8
1996 記念 80 グ・凹版 1996 文化人切手 2
1996 通常 1000 グ・凹版 日本の自然 1
1996 記念 80 グ・凹版 郵便切手の歩み 4
1997 記念 80 グ・凹版 1997 文化人切手 2
1997 記念 80 グ・凹版 沖縄復帰 25 年 1
1997 記念 80 グ・凹版 日本民家 2
1998 記念 80 グ・凹版 1998 文化人切手 2
1998 記念 80 グ・凹版 日本民家 6
1999 記念 80 グ・凹版 1999 文化人切手 3
1999 ふるさと 80 グ・凹版 中仙道妻籠宿 2
1999 記念 80 グ・凹版 日本民家 3
2000 記念 80 グ・凹版 2000 文化人切手 3
2001 記念 80 グ・凹版 2001 文化人切手 2
2002 記念 80 グ・凹版 2002 文化人切手 3
2003 記念 80 グ・凹版 2003 文化人切手 2
2004 記念 80 凹版・平版 2004 文化人切手 3

注 1　グ＝グラビア印刷、ザン = ザンメル凹版印
刷、局式 = 局式凹版印刷、階調 = 階調凹版印刷 ,
ドラ = ドライオフセット
注 2　通称の最後の数字は同年同通称で発行され
た切手数
網掛けは例示した切手
ザンメル凹版：1 つの版面に図柄に応じて
異なる色のインキを所定の場所に詰め込み、
一度に印刷する。ザンメル ( 集合 ) 方式とい
う。

凹版印刷切手一覧表

階調凹版：グラビアのぼかしと彫刻画線の長
所をだすためにグラビアの版に彫刻凹版の線
を入れた版式。

局式凹版：グラビア印刷機を使って印刷する
凹版の一種。グラビア・スクリーンを使わず
に画線を写真的な技術で作りそれを腐食させ
て版にする。
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編 集 後 記
郵政民営会社発足 2年目が終わろうとしてます。

この 1年、この会社の発行した切手の種類は 311
種、各 1枚を購入しても23566円という金額にな
ります。1894年明治銀婚から 1960年切手趣味ま
での記念切手の数が 1年で発売されたことになり
ます。Come Back 切手収集の年金生活老人、切手
収集を始めようとする子供達には郵便局に行くの
がつらい日々の1年でした。
　一枚の切手をじっくり眺め、友人の顔を思い、
気楽にシートから切り、手紙に貼れる日々が懐か
しく、郵便物に貼られる記念切手が少なくなって
しまったかな、と感じさせる 1年でもありました。
　この 1年、皆様の会報編集への御協力に深く感
謝いたします。また、ご意見をお待ち致します。

稲門フィラテリー役員
　　　　　　　　　　平成 20 年 10 月～ 22 年 9 月
　　会長　　　小西　邦彦　　
　　顧問　　　大杉　徴　　　花本　金吾
　　　　　　　金井　宏之
アドバイザー　吉沢　忠一　　小熊　忠三郎　
　　総務　　　磯野　昭彦　　諸田　志郎　
　　　　　　　青柳　次男　○木元　淳一郎
　　会計　　　石井　克忠　
　　編集　　☆吉沢　忠一　　小川　義博　
　　　　　　＊五十野　和男　池澤　克就
　　部会　　　野島　正顕　　府川　宏昭
　　　　　　　宮鍋　益冶
     会計監査　  坂下　泰一　　住吉　忠男
　　　　　　　　　　　　　＊新任、○転任、☆兼任

切手教室
第 56 回  　　9 月 6 日
　切手と飛行機　　　　　　　　金成　嘉一氏
第 57 回　　10 月 4 日
　郵便物自動読取区分機見学会　磯野　昭彦氏
第 58 回　　11 月 1 日
　英語であつめナイト　　　　　小西　邦彦氏

第 3 回稲門フィラ常設展
新宿北郵便局で開いている常設展、はや 3 回を

迎え、小西、磯野会員のご努力に感謝、感謝です。
　今回は「世界クリスマス切手と日本の年賀切手」
美しい切手の拡大展示が年末のあわただしさのな
か利用者の目と心を楽しませてくれるでしょう。

新入会員
高野　貴江　40 ･文

　283-0003　　　千葉県東金市道庭 356

第 43 回全国切手展 (JAPEX) 会員出展内容
★日本ブラジル交流年記念「ブラジル切手展」
牛の目 90 レイス横ペア・山羊の目 30 レイス・猫の目 10
レイス＆ 30 レイス などを展示

BRAZIL　1843-1866　　　　 　 渡辺　勝正氏
Postal History of Brazil 1809-1877   正田　幸弘氏
○レギュラー・クラス
鎌倉、小林会員金賞受賞

鎌倉　達敏氏　　 震災切手　1923 ～ 24
　　　　　　　　　　金賞・JAPEX 実行委員会賞
小林　彰氏　　　 カナダ・アドミラル・イシュー
　　　　　　　　　　　　　1911 ～ 1925
　　　　　　　　　　　　　　金賞・住野正顕賞
和田　文明氏　　 米国書留業務郵便史
　　　　　　　    　　　　　1842 ～ 1929   

慶應義塾創立 150 周年記念切手発行祝賀会
　稲フィラのメンバー10人が11月 22日、田町駅
前に集合、慶應キャンパスへ。東門から入ると学生
がワイワイいて夜祭のような賑やかさだった。
　祝賀会は午後6時に大高さんの司会で始まり、出
席者は50人ほど、小西会長はじめ稲フィラの面々
が、ひとりひとり紹介された。まず、慶應郵便切手
研究会の伊藤会長が挨拶「郵趣品がよく売れました。
また、福沢諭吉先生が、切手を貼って郵便を出した
初の日本人であることを忘れないようにしましょ
う」、次に、郵研三田クラブの桑野会長が立って「稲
フィラ（会報）は立派です」そのあと、記念切手発
行までの経過を、縷々、入念に報告された。
　稲フィラ側からは小西会長が「100年たっても、
天皇陛下は早稲田に来ないでしょう」、渡辺さんが

「慶應創立200年切手を出してください」と挨拶。
乾杯の後、慶應関係の切手贈呈式のサイン入りシー
トを囲むなど、早慶の歓談の輪があちこちに出来た。
フレーム切手やカバーをデザインした町田良子さん
に感謝状が贈られ、さらに根岸さんが稲フィラを代
表して、慶應側からのプレゼントをいただいた。

（ないしょ話：料理は高田牧舎の方がよかった）　　（吉沢）
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